
【国外由来の外来種】

※　掲載の順番は、分類の並びとし、原則　Wilson,Don E., DeeAnn M.Reeder(ed.)（2005）Mammal Species of the World (Third Edition).

      A Taxonomic and Geographic Reference. Johns Hopkins University Press. pp.2142.　に従った。

※　特定外来生物で指定時から学名に変更があったものについては、原則現学名の後に指定時の学名を括弧書きで記述した。 2026.9.11

※　飼養等されているものは基本的に防除等の対象とはならない。

生物 導入 競合 交雑
捕食
摂食

生態
系改
変

繁殖 気候 人体
経済
産業

利用
付着
混入

侵入・定着防止外来種（未定着）

侵入予防外来種（まだ侵入していない種）

1 未定着
侵入予
防外来
種

特定外
来生物

マングース科 ジャワマングース
Urva javanica
（Herpestes javanicus ）

Ⅰ ○ - ○ - ◎ - ○ ○ - ◎ ○ - -
東南アジア原
産。

-
森林、草地、農
地等。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

日本に定着しているマングースは本
種であると考えられていたが、調査
の結果、別種フイリマングースとして
扱うこととなった。生態的特徴等はフ
イリマングースとほぼ同じであり、定
着すれば同様の影響を生じさせると
考えられる。

①特定外来、②
W100：IUCN、日
本、③GISD、④
各県リスト：群
馬、長崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)
Veron et al.(2007)

近縁種のフイリマングースは防除事例あり。 -
感染症法の輸入届出対
象動物

レプトスピラ症、狂
犬病、重症熱性血
小板減少症候群
（SFTS）、猫ひっか
き病

定着防止外来種（侵入事例はあるが定着していない種）

2 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

クスクス科 フクロギツネ Trichosurus vulpecula Ⅰ ○ - - - ◎ - - ○ - - ○ ○ -

オーストラリア
原産。ニュー
ジーランドに外
来分布。

-
市街地、農地、
草地、森林等。

動物園で飼養されている。
逸出には十分な注意
を払い、放出しないこ
と。

ニュージーランドでは本種により植
生の改変や鳥類への食害影響等が
見られている。

①特定外来、②
IUCN、③GISD、
④各県リスト：北
海道、群馬、長
崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- -
感染症法の輸入届出対
象動物

ウシ結核

3 未定着
定着防
止外来
種

オマキザル科 リスザル Saimiri sciureus Ⅰ ○ - - - ○ - - ○ - ◎ - ○ -

南米原産。アメ
リカフロリダ州
やカリブ海諸島
に外来分布。

-
森林、マング
ローブ等。

ペットとして販売、飼養されている。
多数の動物園および動物園以外の
展示施設で飼養されている。実験動
物として飼養されている。

逸出には十分な注意
を払い、放出しないこ
と。

静岡県伊豆地域で脱柵個体が確認
されたことがある。アメリカフロリダ州
では導入された個体群が定着してお
り、植物や小動物を捕食している。

④各県リスト：群
馬、静岡、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- -
感染症法により輸入禁
止

エルシニア症、ト
キソプラズマ症、
鞭毛虫症、糞線虫
症

4 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

オナガザル科
タイワンザル×ニホンザ
ル

Macaca cyclopis ×
Macaca fuscata

Ⅰ,Ⅲ ○ - ○ ◎ ○ - ○ ◎ - ◎ ◎ - - - -
農地、草地、森
林。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

逸出には十分な注意
を払い、放出しないこ
と。

かつて、青森県の下北半島や和歌
山県に定着していたが、現在は根絶
されている。

①特定外来、②
日本

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

白井啓・川本芳（2011）タイワンザルとアカゲ
ザル 交雑回避のための根絶計画. 日本の
外来哺乳類（山田文雄・池田透・小倉剛 編）
p169-202. 東京大学出版会

白井啓（2025）タイワンザル．野生動物の保
全と管理の事典（「野生生物と社会」学会編
集）p431-433. 朝倉書店

学会発表：和歌山タイワンザルワーキンググ
ループ（2018）和歌山におけるタイワンザル
の群れ根絶の達成
https://www.jstage.jst.go.jp/article/primate/
34/0/34_41_3/_pdf/-char/ja
【URL取得日：2026年1月7日】

-
感染症法により輸入禁
止

Bウイルス病、黄
熱、マールプルグ
病、デング熱、エ
ムポックス、A型肝
炎、赤痢、結核
（人型）、狂犬病

5 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

オナガザル科 カニクイザル Macaca fascicularis Ⅰ,Ⅳ ○ - ○ ◎ ○ - ○ ◎ - ◎ ◎ ○ -

東南アジア原
産。モーリシャ
ス、パラオ、サモ
ア、小スンダ列
島等の島嶼に
外来分布。

-
森林、マング
ローブ等。

かつて、千葉県勝浦市の公園で飼
養されていた。現在は特定外来生物
に指定され、輸入・飼養等は規制さ
れているが、学術研究用等で許可を
受けた個体が飼養されている。

逸出には十分な注意
を払い、放出しないこ
と。

千葉県房総半島でかつて野生化し、
ニホンザルと交雑していた可能性が
指摘されている。伊豆諸島地内島に
放されて野生化したが、近年は確認
されていない。。鳥類の卵やヒナを捕
食し、生態系に影響を及ぼすおそれ
がある。

①特定外来、②
IUCN、③GISD、
④各県リスト：群
馬、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- -
感染症法により輸入禁
止

Bウイルス病、黄
熱、マールプルグ
病、デング熱、エ
ムポックス、A型肝
炎、赤痢、結核
（人型）、狂犬病

6 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

リス科 トウブハイイロリス Sciurus carolinensis Ⅰ ○ - ◎ - ○ - ○ ○ - - ○ - -

北米原産。南ア
フリカ、オースト
ラリア、イタリ
ア、イギリス等
に外来分布。

-
市街地、公園、
農地、森林。

かつて、動物園で飼養されていた。
現在は特定外来生物に指定され、輸
入・飼養等は規制されている。

逸出には十分な注意
を払い、放出しないこ
と。

ヨーロッパ各地で定着しており、感染
症（パラポックスウイルス感染症）の
伝播等により在来種を減少させてい
る。
野外への導入や定着事例は無い。

①特定外来、②
IUCN、③GISD、
④各県リスト：北
海道、群馬、長
崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- -
感染症法の輸入届出対
象動物

サルモネラ症、ラ
イム病、狂犬病

7 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

リス科
タイリクモモンガ（エゾモモ
ンガを除く）

Pteromys volans Ⅰ ○ - ◎ ◎ ○ - ○ ○ - ◎ - - -
ロシア、中国、
朝鮮半島等

- 森林。

かつて、ペットとして販売、飼養され
ていた。現在は特定外来生物に指定
され、輸入・飼養等は規制されてい
る。

逸出には十分な注意
を払い、放出しないこ
と。

北海道に定着した場合には、北海道
の在来亜種であるエゾモモンガ
（Pteromys volans orii ）との交雑のお
それがある。

①特定外来、④
各県リスト：北海
道、群馬、京都、
長崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- -
感染症法の輸入届出対
象動物

レプトスピラ症

8 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

リス科 フィンレイソンリス Callosciurus finlaysonii Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ ○ - ○ - ○ - ○ ○ - ◎ ○ - -
東南アジア原
産。イタリア等に
外来分布。

-
市街地、農地、
草地、森林。

かつて、ペットとして販売、飼養され
ていた。現在は特定外来生物に指定
され、輸入・飼養等は規制されてい
る。

逸出には十分な注意
を払い、放出しないこ
と。

静岡県浜松市にクリハラリスとの交
雑個体が定着している。生態等はク
リハラリスとほぼ同様であり、在来種
のニホンリスとの競合や、農業被害
の発生が懸念される。浜松市がクリ
ハラリスと共に防除を実施している。

①特定外来、④
各県リスト：群
馬、静岡、長崎、
沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

浜松市：クリハラリス
https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/kan
kyou/lis/kurihararisu.html
【URL取得日：2026年1月7日】

安田ほか（2024）クリハラリス防除マニュアル
https://www.jstage.jst.go.jp/article/mammali
anscience/64/1/64_89/_pdf/-char/ja
【URL取得日：2026年1月7日】

感染症法の輸入届出対
象動物
鳥獣保護管理法の狩猟
鳥獣

クリプトスポリジウ
ム、狂犬病

9 未定着
定着防
止外来
種

ネズミ科 ポリネシアネズミ Rattus exulans Ⅰ,Ⅲ ○ - ○ - ◎ - ○ ○ - ◎ ○ - -

東南アジア原
産。ニュージー
ランド、南太平
洋諸島等に外
来分布。

-
市街地、農地、
草地、森林等。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

かつて宮古島で標本が採取されてい
るが、その後確認されていない。同
属のドブネズミやクマネズミに比べて
小型だが、ニュージーランドでは海
鳥類やトカゲ類を食害し、生態系影
響を及ぼしていることが知られてい
る。

③GISD Ohdachi et al,（2015） - -
感染症法の輸入届出対
象動物

Q熱、咬鼠症等、
ペスト、腎症候性
出血熱（ハンタウ
イルス）、狂犬病

10 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

マングース科 シママングース Mungos mungo Ⅰ ○ - ○ - ◎ - ○ ○ - - ○ - - アフリカ原産。 -
サバンナ、森
林、集落等。

かつて、動物園で飼養されていた。
現在は特定外来生物に指定され、輸
入・飼養等は規制されている。

-
在来の地表性昆虫類を中心に捕食
し得る。養鶏被害や農作物への被害
のおそれがある。

①特定外来、④
各県リスト：群
馬、長崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- -
感染症法の輸入届出対
象動物

カンピロバクター

11 未定着
定着防
止外来
種

イタチ科 フェレット Mustela furo Ⅰ ○ ◎ ○ - ○ - ○ ○ - ◎ - ◎ -

アメリカ、イギリ
ス、ニュージー
ランド等で野生
化し外来分布。

-
市街地、森林、
草地、河川敷
等。

ペットとして販売されている。北海道
動物の愛護及び管理に関する条例
で特定移入動物に指定されており、
飼養には届出が必要。

逸出には十分な注意
を払い、放出しないこ
と。

ヨーロッパ原産のヨーロッパケナガイ
タチ Mustela putorius  を家畜化した
もの。ニュージーランドでは鳥類等の
在来生物の存続を脅かしている。

③GISD、④各県
リスト：北海道、
群馬、千葉、東
京、兵庫、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- -
感染症法の輸入届出対
象動物

エルシニア症、サ
ルモネラ症、皮膚
糸状菌症

12 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

アライグマ科 カニクイアライグマ Procyon cancrivorus Ⅰ,Ⅳ ○ - ○ - ◎ - ○ ○ - ◎ ○ - - 中南米原産。 -
森林（特に水辺
林）。

アライグマに混入してペットとして輸
入された可能性もあるが、実態は不
明。現在は特定外来生物に指定さ
れ、輸入・飼養等は規制されている。

逸出には十分な注意
を払い、放出しないこ
と。

アライグマと同様に、在来生物に対
する競合・捕食・感染症の伝播、農
業被害等の可能性がある。

①特定外来、④
各県リスト：北海
道、群馬、滋賀、
沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- -
感染症法の輸入届出対
象動物

アライグマ回虫
症、重症熱性血小
板減少症候群
（SFTS）、狂犬病

13 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

シカ科
アクシスジカ（アキシスジ
カ）属

Axis spp. Ⅰ,Ⅳ ○ - ○ ○ ◎ - ○ ○ - ◎ ○ ○ -

インド、スリラン
カ原産。東ヨー
ロッパ、北米、
南米、ニューギ
ニア等に外来分
布。

- 草地、森林等。

現在は特定外来生物に指定され、輸
入・飼養等は規制されているが、許
可を得て複数の動物園で飼養されて
いる。

逸出には十分な注意
を払い、放出しないこ
と。

ニホンジカとの競合・交雑の可能性
が指摘されている。本属には計4種
が含まれる。

①特定外来、③
GISD、④各県リ
スト：群馬、京
都、長崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- -

一部の種、亜種はワシ
ントン条約付属書掲載
感染症法の輸入届出対
象動物

結核、ブルセラ
症、慢性消耗病
（CWD）、口蹄疫
（FMD）、流行性脳
炎、ヨーネ病、ピロ
プラズマ

14 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

シカ科

シカ属（サンバー、タイワ
ンジカ、アカシカ、国内産
ニホンジカを除く。）

Cervus spp. Ⅰ ○ ○ ○ ◎ ◎ - ○ ○ - ◎ ○ ○ - 北半球原産。 - 草地、森林等。

狩猟対象として本来の生息地外に人
為的に導入されることがあった。現
在は特定外来生物に指定され、輸
入・飼養等は規制されているが、許
可を得て展示動物として飼養されて
いる。

逸出には十分な注意
を払い、放出しないこ
と。

和歌山県友ヶ島及び大阪府岬町に
定着している個体群はタイワンジカ、
サンバー、アカシカの交雑個体
である。IUCNのワースト100対象種
はアカシカである。

①特定外来、②
IUCN、③GISD、
④各県リスト：群
馬、京都、長崎、
沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

環境省HP：友ヶ島におけるタイワンジカ交雑
種防除計画策定事業
https://www.biodic.go.jp/biodiversity/activit
y/local_gov/hozen/r3images/185_r3wakayam
a-taiwanjika.pdf
【URL取得日：2026年1月7日】

-

家畜伝染病予防法によ
る検疫対象動物
鳥獣保護管理法の狩猟
鳥獣（ニホンジカ、エゾ
シカ）

日本紅斑熱、ツツ
ガムシ病、肺吸虫
症、E型肝炎、慢
性消耗病（CWD）、
口蹄疫（FMD）、流
行性脳炎、ヨーネ
病、ピロプラズマ

15 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

シカ科 アカシカ Cervus elaphus Ⅰ ○ ○ ○ ◎ ○ - - ○ - ◎ - ○ -

ヨーロッパ、北
アフリカ原産。
オーストラリア、
ニュージーラン
ド、アルゼンチ
ン等に外来分
布。

- 草地、森林等。
現在は特定外来生物に指定され、輸
入・飼養等は規制されているが、許
可を得て養鹿場で飼養されている。

逸出には十分な注意
を払い、放出しないこ
と。

和歌山県友ヶ島及び大阪府岬町周
辺に、本種とサンバー、タイワンジカ
及びニホンジカの交雑個体が野生
化している。

①特定外来、②
IUCN、④各県リ
スト：群馬、京
都、長崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)、
Matsumoto et
al.(2015)、宮崎・丹治
（2016）

- -
家畜伝染病予防法によ
る検疫対象動物

結核、ブルセラ
症、慢性消耗病
（CWD）、口蹄疫
（FMD）、流行性脳
炎、ヨーネ病、ピロ
プラズマ

我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（第２版）　＜動物（哺乳類）＞

特に問題と
なる被害

関係する感染症
原産地・分布

（日本を除く。）
利用上の留意事項 抽出根拠等

評価項目

和名
（別名、流通名）

特定外
来生物

日本での分布 文献等
生態系被害

重要
地域

定着段階
対策優先度の

要件
他法令での位置付けNo カテゴリ 日本での利用状況選定理由 防除マニュアル

逸出･拡散分布拡大
科名 生息環境等 防除事例

定着可能性

備考学名

対策優先度の要件（※対策優先度の要件は防除推進外来種のみ記入）
① 生態系に係る潜在的な影響・被害が特に重大。
② 生物多様性保全上重要な地域に侵入・定着し被害をもたらす可能性が高い。
③ 絶滅危惧種等の生息・生育に重大な被害を及ぼす可能性が高い。
④ 人の生命・身体や農林水産業等社会経済に対して重大な被害を及ぼす。

選定理由
Ⅰ．生態系被害が大きいもの。
Ⅱ．生物多様性保全上重要な地域に侵入し、問題になっている又はその可能性が高いもの。
Ⅲ．生態系被害のほか、人体や経済・産業に大きな影響を及ぼすもの。
Ⅳ．知見が十分でないものの、近縁種や同様の生態を持つ種が明らかに侵略的であるとの情報があるもの、又は、

近年の国内への侵入や分布の拡大が注目されている等の理由により、知見の集積が必要とされているもの。

哺乳類-1



生物 導入 競合 交雑
捕食
摂食

生態
系改
変

繁殖 気候 人体
経済
産業

利用
付着
混入

特に問題と
なる被害

関係する感染症
原産地・分布

（日本を除く。）
利用上の留意事項 抽出根拠等

評価項目

和名
（別名、流通名）

特定外
来生物

日本での分布 文献等
生態系被害

重要
地域

定着段階
対策優先度の

要件
他法令での位置付けNo カテゴリ 日本での利用状況選定理由 防除マニュアル

逸出･拡散分布拡大
科名 生息環境等 防除事例

定着可能性

備考学名

16 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

シカ科 タイワンジカ Cervus nippon taiouanus Ⅰ ○ ○ ○ ◎ ○ - - ○ - ◎ - ○ - 台湾原産。 - 草地、森林等。
現在は特定外来生物に指定され、輸
入・飼養等は規制されているが、許
可を得て養鹿場で飼養されている。

逸出には十分な注意
を払い、放出しないこ
と。

和歌山県友ヶ島及び大阪府岬町周
辺に、本亜種とサンバー、アカシカ及
びニホンジカの交雑個体が野生化し
ている。

①特定外来、④
各県リスト：群
馬、京都、和歌
山、長崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)、
Matsumoto et
al.(2015)、宮崎・丹治
（2016）

- -
家畜伝染病予防法によ
る検疫対象動物

結核、ブルセラ
症、慢性消耗病
（CWD）、口蹄疫
（FMD）、流行性脳
炎、ヨーネ病、ピロ
プラズマ

17 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

シカ科 サンバー Cervus unicolor Ⅰ ○ ○ ○ ◎ ○ - - ○ - ◎ - ○ -

インド、スリラン
カ、中国南部、
台湾、東南アジ
ア原産。アメリカ
フロリダ州や
オーストラリア、
ニュージーラン
ドに外来分布。

- 草地、森林等。
現在は特定外来生物に指定され、輸
入・飼養等は規制されているが、許
可を得て養鹿場で飼養されている。

逸出には十分な注意
を払い、放出しないこ
と。

和歌山県友ヶ島及び大阪府岬町周
辺に、本種とタイワンジカ、アカシカ
及びニホンジカの交雑個体が野生
化している。

①特定外来、④
各県リスト：群
馬、京都、長崎、
沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)、
Matsumoto et
al.(2015)、宮崎・丹治
（2016）

- -
家畜伝染病予防法によ
る検疫対象動物

結核、ブルセラ
症、慢性消耗病
（CWD）、口蹄疫
（FMD）、流行性脳
炎、ヨーネ病、ピロ
プラズマ

18 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

シカ科 ダマシカ属 Dama spp. Ⅰ,Ⅳ ○ - ○ ◎ ◎ - ○ ○ - ◎ ○ ○ -

ヨーロッパ、西
アジア原産。
南北米、オース
トラリア、アフリ
カ、ニュージー
ランド等に外来
分布。

- 草地、森林等。

現在は特定外来生物に指定され、輸
入・飼養等は規制されているが、許
可を得て複数の動物園で飼養されて
いる。

逸出には十分な注意
を払い、放出しないこ
と。

ニホンジカと交雑するおそれがある。

①特定外来、③
GISD、④各県リ
スト：群馬、京
都、長崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- -

一部の種、亜種はワシ
ントン条約付属書掲載
感染症法の輸入届出対
象動物

結核、ブルセラ
症、慢性消耗病
（CWD）、口蹄疫
（FMD）、流行性脳
炎、ヨーネ病、ピロ
プラズマ

19 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

シカ科 シフゾウ Elaphurus david l ianus Ⅰ,Ⅳ ○ - - ◎ - - ○ ○ - - - ○ -
中国原産だが、
野生個体群は
絶滅。

- 森林、湿地等。

現在は特定外来生物に指定され、輸
入・飼養等は規制されているが、許
可を得て複数の動物園で飼養されて
いる。

逸出には十分な注意
を払い、放出しないこ
と。

野生の個体群は絶滅した国際的な
希少動物で、動物園で飼育されてい
るのみ。現状では野外に逸出する可
能性は低い。飼育下ではシカ属との
交雑例が報告されている。

①特定外来、④
各県リスト：群
馬、京都、長崎、
沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- -
感染症法の輸入届出対
象動物

結核、ブルセラ
症、慢性消耗病
（CWD）、口蹄疫
（FMD）、流行性脳
炎、ヨーネ病、ピロ
プラズマ

総合対策外来種（定着）

防除推進外来種（生態系等へ及ぼす影響が大きなもの）

20
定着初期／限定
分布

防除推
進外来
種

①③④
特定外
来生物

オナガザル科 タイワンザル Macaca cyclopis Ⅰ,Ⅲ ○ ◎ ○ - ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ - 台湾原産。 伊豆大島。
農地、草地、森
林等。

現在は特定外来生物に指定され、輸
入・飼養等は規制されているが、許
可を得て複数の動物園で飼養されて
いる。

逸出には十分な注意
を払い、放出しないこ
と。

かつて、下北半島や和歌山県でニホ
ンザルとの交雑が生じたが、それら
地域では根絶に成功した。カンキツ
類や、イモ類等に農業被害を発生さ
せている。

①特定外来、②
W100：日本、④
各県リスト：青
森、栃木、群馬、
東京、静岡、滋
賀、和歌山、沖
縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

白井啓・川本芳（2011）タイワンザルとアカゲ
ザル 交雑回避のための根絶計画. 日本の
外来哺乳類（山田文雄・池田透・小倉剛 編）
p169-202. 東京大学出版会

学会発表：和歌山タイワンザルワーキンググ
ループ（2018）和歌山におけるタイワンザル
の群れ根絶の達成
https://www.jstage.jst.go.jp/article/primate/
34/0/34_41_3/_pdf/-char/ja
【URL取得日：2026年1月7日】

-
感染症法により輸入禁
止

Bウイルス病、黄
熱、、マールプル
グ病、デング熱、
エムポックス、A型
肝炎、赤痢、結核
（人型）、狂犬病

21
定着初期／限定
分布

防除推
進外来
種

①③④
特定外
来生物

オナガザル科 アカゲザル Macaca mulatta Ⅰ,Ⅲ ○ ◎ ○ - ○ ◎ - ◎ ◎ ○ -

南アジア、東南
アジア、中国南
部原産。アメリ
カ、メキシコ、プ
エルトリコ、ブラ
ジル、ラロトンガ
島等に外来分
布。

房総半島。
農地、草地、森
林等。

現在は特定外来生物に指定され、輸
入・飼養等は規制されているが、許
可を得て複数の動物園で飼養されて
いる。房総半島で野生化した個体群
は観光施設で飼育されていた個体に
由来する。

逸出には十分な注意
を払い、放出しないこ
と。

房総半島ではニホンザルとの交雑が
進んでおり、純系のニホンザル個体
群の絶滅のおそれが生じている。農
業被害も見られる。

①特定外来、③
GISD、④各県リ
スト：栃木、群
馬、千葉、東京、
沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

千葉県：第3次千葉県アカゲザル防除実施計
画
https://www.pref.chiba.lg.jp/shizen/choujuu
/documents/dai3akagezaru.pdf
【URL取得日：2026年7月15日】

白井啓・川本芳（2011）タイワンザルとアカゲ
ザル 交雑回避のための根絶計画. 日本の
外来哺乳類（山田文雄・池田透・小倉剛 編）
p169-202. 東京大学出版会

千葉県：第3次千葉県アカゲザル防除実施計
画
https://www.pref.chiba.lg.jp/shizen/choujuu
/documents/dai3akagezaru.pdf
【URL取得日：2026年7月15日】

感染症法により輸入禁
止

Bウイルス病、黄
熱、マールプルグ
病、デング熱、エ
ムポックス、A型肝
炎、赤痢、結核
（人型）、狂犬病

22
定着初期／限定
分布

防除推
進外来
種

①③④
特定外
来生物

オナガザル科 アカゲザル×ニホンザル
Macaca mulatta ×
Macaca fuscata

Ⅰ,Ⅲ ○ ◎ ○ - ○ ◎ - ◎ ◎ - - - 房総半島。
農地、草地、森
林等。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

房総半島ではニホンザルとの交雑が
進んでおり、純系のニホンザル個体
群の絶滅のおそれが生じている。農
業被害も見られる。

①特定外来、④
各県リスト：東京

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

千葉県：第3次千葉県アカゲザル防除実施計
画
https://www.pref.chiba.lg.jp/shizen/choujuu
/documents/dai3akagezaru.pdf
【URL取得日：2026年7月15日】

白井啓・川本芳（2011）タイワンザルとアカゲ
ザル 交雑回避のための根絶計画. 日本の
外来哺乳類（山田文雄・池田透・小倉剛 編）
p169-202. 東京大学出版会

千葉県：第3次千葉県アカゲザル防除実施計
画
https://www.pref.chiba.lg.jp/shizen/choujuu
/documents/dai3akagezaru.pdf
【URL取得日：2026年7月15日】

感染症法により輸入禁
止

Bウイルス病、黄
熱、マールプルグ
病、デング熱、エ
ムポックス、A型肝
炎、赤痢、結核
（人型）、狂犬病

23
定着初期／限定
分布

防除推
進外来
種

①
特定外
来生物

リス科
キタリス（エゾリスを除
く。）

Sciurus vulgaris Ⅰ ○ ◎ ○ - ○ ○ - - ○ - -

ロシア、中国等
ユーラシア大陸
北部原産。ロシ
ア南部のコーカ
サス地方やドイ
ツの一部島嶼に
外来分布。

狭山丘陵（東
京、埼玉）。

森林。

かつて、ペットとして販売、飼養され
ていた。現在は特定外来生物に指定
され、輸入・飼養等は規制されてい
る。

逸出には十分な注意
を払い、放出しないこ
と。

北海道には本種の亜種であるエゾリ
ス（Sciurus vulgaris orientlis ）が生息
している。東京都、埼玉県の狭山丘
陵に定着した個体群は、環境省の防
除により根絶に近い状態になってい
る。エゾリスは本種の亜種であり、交
雑が懸念される。本州以南ではニホ
ンリスとの競合が懸念される。

①特定外来、④
各県リスト：北海
道、栃木、群馬、
東京、長崎、沖
縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

田村（2017）狭山丘陵に生息する特定外来
生物キタリスの早期対策の試み
https://www.jstage.jst.go.jp/article/mammali
anscience/57/2/57_367/_article/-char/ja/
【URL取得日：2026年1月7日】

-
感染症法の輸入届出対
象動物

サルモネラ症、狂
犬病、ライム病

24
分布拡大期～ま
ん延期

防除推
進外来
種

①②④
特定外
来生物

リス科
クリハラリス（タイワンリ
ス）

Callosciurus erythraeus Ⅰ,Ⅲ ○ - ○ - ○ ○ - ◎ ◎ - -

台湾、中国、東
南アジア原産。
アルゼンチン、
ヨーロッパに外
来分布。

茨城、栃木、埼
玉、東京、神奈
川、静岡、岐
阜、京都、兵
庫、和歌山、長
崎、大分、熊
本。

市街地、農地、
竹林、森林。

かつて、ペットや展示動物として販
売、飼養されていた。現在は特定外
来生物に指定され、輸入・飼養等は
規制されているが、許可を受けた個
体が動物園等で飼養されている。

逸出には十分な注意
を払い、放出しないこ
と。

在来種のニホンリスとの競合が懸念
されている。カンキツ類、キノコ類、ツ
バキ等への農業被害、電線の切断
等の生活被害を生じさせている。宇
土半島、大分県高島の個体群は根
絶に近い状態である。伊豆半島、神
奈川県等では分布が拡大傾向にあ
る。浜松市では防除効果が見られ
て、分布の拡大傾向が抑制されてい
る。かつて「タイワンリス」が標準和
名であったが、現在は標準和名が
「クリハラリス」に変更されており、「タ
イワンリス」は本種の台湾産亜種を
指す。

①特定外来、④
各県リスト：茨
城、栃木、群馬、
東京、岐阜、静
岡、滋賀、京都、
大阪、兵庫、和
歌山、福岡、大
分、宮崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

安田（2017）九州に定着した特定外来生物ク
リハラリスの由来と防除
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jjwrs/42
/0/42_49/_pdf
【URL取得日：2026年1月7日】

安田ほか（2024）クリハラリス防除マニュアル
https://www.jstage.jst.go.jp/article/mammali
anscience/64/1/64_89/_pdf/-char/ja
【URL取得日：2026年1月7日】

感染症法の輸入届出対
象動物
鳥獣保護管理法の狩猟
鳥獣

狂犬病、クリプトス
ポリジウム、ブラス
トシスチス

25
定着初期／限定
分布

防除推
進外来
種

①② リス科
シベリアシマリス（シマリ
ス、チョウセンシマリス）

Tamias sibiricus Ⅰ ○ ○ ○ - ○ ○ - - - ○ -

ロシア、中国、
朝鮮半島原産。
ヨーロッパ、
オーストラリアに
外来分布。

北海道、新潟、
山梨、岐阜。

草地、公園、森
林。

ペットとして大量に飼養されている。
逸出には十分な注意
を払い、放出しないこ
と。

北海道には本種の亜種エゾシマリス
（Tamias sibiricus lineatus ）が生息し
ている。かつて、北海道札幌市周辺
で大陸産の個体が放獣され、定着が
確認されている。
北海道の「北海道生物の多様性の
保全等に関する条例 」で指定外来
種に指定されており、野外に放つこ
と等は禁止されている。

③GISD、④各県
リスト：北海道、
群馬、東京、長
野、岐阜、滋賀、
京都、鳥取、徳
島、長崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- -

感染症法の輸入届出対
象動物
鳥獣保護法により，北
海道以外では狩猟獣指
定．北海道はシマリス捕
獲禁止区域指定（在来
のエゾシマリスの混獲
の可能性があるため）

サルモネラ症、狂
犬病、ライム病

26
定着初期／限定
分布

防除推
進外来
種

①④
特定外
来生物

キヌゲネズミ科 マスクラット Ondatra zibethicus Ⅰ - - ○ - ○ ○ - ◎ ○ - -
北米原産。ヨー
ロッパ、アジア
等に外来分布。

埼玉、千葉、東
京。

河川、湿地、沼
地、農地。

かつて、毛皮を目的として飼養され
ていた。現在は特定外来生物に指定
され、輸入・飼養等は規制されてい
る。

逸出には十分な注意
を払い、放出しないこ
と。

江戸川流域の東京都葛飾区水元公
園、千葉県市川市行徳鳥獣保護区、
埼玉県東部に生息し、レンコン等へ
の被害が見られる。ヨーロッパでは
食害による水生植物の消失、営巣に
よる堤防の破壊等が知られている。

①特定外来、③
GISD、④各県リ
スト：茨城、群
馬、千葉、東京、
長崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

葛飾区：水元小合溜特定外来生物等防除の
取り組み
https://www.city.katsushika.lg.jp/_res/projec
ts/default_project/_page_/001/024/035/04t
okuteigairai.pdf
【URL取得日：2026年1月7日】

-
感染症法の輸入届出対
象動物

野兎病、オムスク
出血熱、シアルジ
ア症、狂犬病、レ
プトスピラ

27
分布拡大期～ま
ん延期

防除推
進外来
種

①②③④ ネズミ科 ハツカネズミ Mus musculus Ⅰ,Ⅲ ○ - ○ - ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ -

ユーラシア大陸
原産だが詳細
は不明。世界に
広く外来分布。

島嶼も含めほ
ぼ全国。

市街地、草地、
農地、河川敷
等。

実験動物として系統化された品種が
利用されている。ペット用に系統化さ
れたファンシーマウスが販売、飼養
されている。

逸出には十分な注意
を払い、放出しないこ
と。

世界遺産地域の小笠原、奄美・沖縄
等に定着している。海外では鳥類へ
の食害等が知られている。

②W100：IUCN、
③GISD、④各県
リスト：北海道、
茨城、群馬、千
葉、東京、長野、
岐阜、静岡、滋
賀、京都、兵庫、
奈良、鳥取、山
口、徳島、香川、
高知、大分、宮
崎、鹿児島、沖
縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- -

感染症法の輸入届出対
象動物
鳥獣保護管理法の捕獲
許可対象外

ハンタウイルス感
染症、ペスト、腎
症候性出血熱（ハ
ンタウイルス）、狂
犬病

哺乳類-2



生物 導入 競合 交雑
捕食
摂食

生態
系改
変

繁殖 気候 人体
経済
産業

利用
付着
混入

特に問題と
なる被害

関係する感染症
原産地・分布

（日本を除く。）
利用上の留意事項 抽出根拠等

評価項目

和名
（別名、流通名）

特定外
来生物

日本での分布 文献等
生態系被害

重要
地域

定着段階
対策優先度の

要件
他法令での位置付けNo カテゴリ 日本での利用状況選定理由 防除マニュアル

逸出･拡散分布拡大
科名 生息環境等 防除事例

定着可能性

備考学名

28
分布拡大期～ま
ん延期

防除推
進外来
種

①②③④ ネズミ科 ドブネズミ Rattus norvegicus Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ ○ - ◎ - ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ -
中央アジア原
産。世界に広く
外来分布。

島嶼も含めほ
ぼ全国。

市街地、草地、
農地、河川敷、
森林等。

実験動物として系統化された品種が
利用されている。ペット用に系統化さ
れたファンシーラットが販売、飼養さ
れている。

逸出には十分な注意
を払い、放出しないこ
と。

世界遺産地域の小笠原、奄美・沖縄
等に定着している。海鳥の集団繁殖
地である天売島や足島等で、鳥類に
被害を生じている。北海道のユルリ・
モユルリ島では根絶に成功してい
る。

③GISD、④各県
リスト：北海道、
茨城、群馬、千
葉、東京、長野、
静岡、滋賀、京
都、兵庫、奈良、
鳥取、山口、徳
島、香川、高知、
大分、宮崎、鹿
児島、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

環境省：国指定ユルリ・モユルリ鳥獣保護区
保全事業実施結果
https://hokkaido.env.go.jp/kushiro/content/
900144511.pdf
【URL取得日：2026年1月7日】

東京都保健医療局
https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/kan
kyo/eisei/yomimono/nezukon/nezumi/boujo
shishin
【URL取得日：2026年1月8日】

感染症法の輸入届出対
象動物
鳥獣保護管理法の捕獲
許可対象外

人獣共通感染症
を含む病原体の
媒介（E型肝炎、リ
ンパ球性脈絡髄
膜炎、Q熱、鼠咬
症、レプトスビラ
症、広東住血線虫
症 等）、ペスト、腎
症候性出血熱（ハ
ンタウイルス）、狂
犬病

29
分布拡大期～ま
ん延期

防除推
進外来
種

①②③④ ネズミ科 クマネズミ Rattus rattus Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ ○ - ◎ - ○ ○ ◎ ◎ ◎ - -
東南アジア原
産。世界に広く
外来分布。

島嶼も含めほ
ぼ全国。

市街地、草地、
農地、河川敷、
森林等。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

逸出には十分な注意
を払い、放出しないこ
と。

世界遺産地域の小笠原、奄美・沖縄
等に定着している。海鳥の集団繁殖
地である伊豆鳥島や小笠原諸島等
で、鳥類や陸産貝類への被害が生じ
ている。小笠原島の聟島等では根絶
に成功している。

③GISD、④各県
リスト：北海道、
茨城、群馬、千
葉、東京、長野、
岐阜、静岡、滋
賀、京都、兵庫、
奈良、鳥取、山
口、徳島、香川、
高知、大分、宮
崎、鹿児島、沖
縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

小笠原におけるネズミ類の根絶とその生態
系に与える影響
https://airies.wikiplus.net/journal_14-
1jpn.html
【URL取得日：2026年1月7日】

東京都：東京都の取組 - 外来種対策 -ネズ
ミ駆除
https://www.soumu.metro.tokyo.lg.jp/07ogas
awara/nature/grapple_muridae.html
【URL取得日：2026年1月7日】

東京都保健医療局
https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/kan
kyo/eisei/yomimono/nezukon/nezumi/boujo
shishin
【URL取得日：2026年1月8日】

感染症法の輸入届出対
象動物
鳥獣保護管理法の捕獲
許可対象外

人獣共通感染症
を含む病原体の
媒介（E型肝炎、リ
ンパ球性脈絡髄
膜炎、Q熱、鼠咬
症、レプトスビラ
症、広東住血線虫
症 等）、ペスト、腎
症候性出血熱（ハ
ンタウイルス）、狂
犬病

30
分布拡大期～ま
ん延期

防除推
進外来
種

①②③④
特定外
来生物

ヌートリア科 ヌートリア Myocastor coypus Ⅰ - - ○ - ○ ○ ○ - ◎ ○ -

南米原産。北
米、ヨーロッパ、
アジア等に外来
分布。

静岡県以西の
本州及び四国
の一部。

河川、湿地、沼
地、農地。

かつて、毛皮を目的として飼養され
ていた。現在は特定外来生物に指定
され、輸入・飼養等は規制されてい
る。

逸出には十分な注意
を払い、放出しないこ
と。

藤前干潟や琵琶湖等のラムサール
指定湿地に定着している。兵庫県加
西市のため池にて水生植物群落を
壊滅させた。ベッコウトンボの減少の
原因となった。
二枚貝を捕食することでタナゴ類の
繁殖に影響を及ぼす。

①特定外来、②
W100：IUCN・日
本、③GISD、④
各県リスト：福
島、	茨城、栃木、
群馬、岐阜、静
岡、愛知、滋賀、
京都、大阪、兵
庫、奈良、和歌
山、鳥取、山口、
香川、高知、福
岡、佐賀、長崎、
沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

神戸市：神戸市ヌートリア防除実施計画
https://www.city.kobe.lg.jp/documents/8314
/nutoria-boujo2021.pdf
【URL取得日：2026年1月7日】

関西広域連合：行政担当者向けヌートリア防
除マニュアル
https://www.kouiki-
kansai.jp/material/files/group/10/nutoriabou
jo.pdf
【URL取得日：2026年1月7日】

狂犬病予防法の検疫対
象動物
鳥獣保護管理法の狩猟
鳥獣

ヌートリア糞線虫
症、狂犬病、レプト
スピラ

31
定着初期／限定
分布

防除推
進外来
種

① ウサギ科 アナウサギ（カイウサギ） Oryctolagus cuniculus Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ ○ - ○ - ○ ○ ○ - ○ ◎ -

ヨーロッパのイ
ベリア半島原
産。ヨーロッパ
全域、オースト
ラリア、ニュー
ジーランド等に
外来分布。

渡島大島・小島
（北海道）、浮島
（千葉）、地内島
（東京）、松島
（兵庫）、茂床島
（岡山）、大久野
島（広島）、羽佐
島（香川）、家島
（鹿児島）、屋那
覇島（沖縄）。

草地、森林。
ペットとして多数が販売、飼養されて
いる。

逸出には十分な注意
を払い、放出しないこ
と。

石川県七ツ島大島では食害による
植生破壊や海鳥の繁殖かく乱が生じ
たため、防除が実施され根絶に成功
している。大久野島では環境省がカ
イウサギの適正な管理に関する検
討を進めている。

②W100：IUCN・
日本、③GISD、
④各県リスト：北
海道、群馬、千
葉、東京、愛知、
京都、徳島、香
川、鹿児島、沖
縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

環境省：国指定七ツ島鳥獣保護区（石川県
輪島市の離島）内におけるアナウサギの根
絶について～積極的駆除対策を実施してア
ナウサギの根絶を達成した日本国内初の事
業～
https://chubu.env.go.jp/pre_2019/post_44.ht
ml
【URL取得日：2026年1月7日】

-
家畜伝染病予防法によ
る検疫対象動物

野兎病、ウイルス
性出血熱

32
定着初期／限定
分布

防除推
進外来
種

①②
特定外
来生物

ハリネズミ科

ハリネズミ属（アムールハ
リネズミ、マンシュウハリ
ネズミなど）

Erinaceus spp. Ⅰ - - ○ - - ○ ○ - - - -

ユーラシア大陸
北部原産。
ニュージーラン
ド等に外来分
布。

神奈川、静岡。
草地、農地、森
林。

かつて、ペットとして飼養されてい
た。現在は特定外来生物に指定さ
れ、輸入・飼養等は規制されている。

逸出には十分な注意
を払い、放出しないこ
と。

栃木県真岡市ではかつて定着個体
群がみられたが、近年は確認されて
いない。伊豆半島では分布が拡大傾
向にある。地上営巣性鳥類への悪
影響が指摘されている。

①特定外来、④
各県リスト：北海
道、群馬、静岡、
京都、長崎、沖
縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

鉄谷ほか（2020）静岡県伊東市および神奈
川県小田原市における外来アムールハリネ
ズミ Erinaceus amurensis  の分布変遷
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jjwrs/45
/0/45_1/_pdf/-char/ja
【URL取得日：2026年1月7日】

-
感染症法の輸入届出対
象動物

サルモネラ症、狂
犬病、レプトスピ
ラ、重症熱性血小
板減少症候群
（SFTS）

33
分布拡大期～ま
ん延期

防除推
進外来
種

①②③ ネコ科

ノネコ
（イエネコの野生化したも
の）

Felis catus Ⅰ,Ⅱ ○ ○ ◎ - ○ ○ ◎ ◎ - ◎ -
世界に広く外来
分布。

全国。
市街地、草地、
農地、公園、森
林。

ペットとして大量に販売、飼養されて
いる。動物園以外の展示施設で飼養
されている。

屋内飼養に努めるこ
と。また、逸出には十
分な注意を払い、遺
棄しないこと。

原種のリビアヤマネコは中東原産。
奄美大島ではアマミノクロウサギ、沖
縄島やんばる地域ではヤンバルクイ
ナやノグチゲラ等国内希少野生動植
物種を含む希少種の捕食が確認さ
れている。
御蔵島ではオオミズナギドリを捕食
し、被害を与えていることが確認され
ている。在来ヤマネコへの影響として
は、感染症、競争、交雑によるもの
が懸念されており、特に感染症の伝
播の可能性が指摘され、実際にツシ
マヤマネコへのFIVの感染が確認さ
れている。小笠原諸島、御蔵島、奄
美大島、徳之島等で対策が実施され
ている。
　当該種は、人との関わり方や生息
環境が多様であることから、地域の
自然環境の状況を踏まえ、関係者の
理解を得つつ、総合的に対策を行っ
ていくことが必要である。例えば、野
外の個体数削減につながるよう、
ペットの屋内飼養に関する普及啓
発、希少種などが生息する地域にお
ける捕獲、TNR（※）等を組み合わせ
た対策が必要である。
※TNR:捕獲（Trap）し、不妊・去勢手
術を実施し（Neuter）、元の場所に戻
す（Return）こと。

②W100：IUCN・
日本、③GISD、
④各県リスト：北
海道、群馬、千
葉、岐阜、東京、
静岡、愛知、滋
賀、京都、兵庫、
奈良、徳島、高
知、大分、宮崎、
鹿児島、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)
伊澤・土肥（1991）

奄美市：奄美大島における生態系保全のた
めのノネコ管理計画
https://www.city.amami.lg.jp/kankyo/docum
ents/kanrikeikaku.pdf
【URL取得日：2026年1月7日】

沖縄島やんばる地域におけるノネコ対策
長嶺隆（2011）イエネコ もっとも身近な外来
哺乳類. （山田文雄・池田透・小倉剛 編：日
本の外来哺乳類）.pp285-316.

小笠原諸島におけるノネコ対策
中山隆治（2009）小笠原の外来種対策事業-
行政・島民・研究者の協議. 地球環境,
14(1):107-114.

-

狂犬病予防法の検疫対
象動物
感染症法の輸入届出対
象動物
鳥獣保護管理法の狩猟
鳥獣（ノネコのみ）
家畜伝染病予防法の飼
養衛生管理基準のネコ
等愛玩動物

トキソプラズマ症、
レプトスピラ症、リ
ステリア症、カンピ
ロバクター症、パ
スツレラ症、皮膚
糸状菌症、ネコ回
虫症、猫ひっかき
病、Q熱、SFTS、
狂犬病、猫免疫不
全ウイルス感染症
（FIV）、猫白血病
ウイルス感染症
（FeLV）

34
分布拡大期～ま
ん延期

防除推
進外来
種

①②③④ ジャコウネコ科 ハクビシン Paguma larvata Ⅰ,Ⅲ ○ - ◎ - ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ -

台湾、中国、東
南アジア原産。
小スンダ列島等
に外来分布。

北海道（奥尻
島）、本州、四
国。

市街地、農地、
草地、森林。

20世紀前半には毛皮用として輸入さ
れていた。

逸出には十分な注意
を払い、放出しないこ
と。

農業被害や家屋への侵入が問題に
なっている。世界自然遺産地域の白
神山地等に定着している。タヌキ、キ
ツネ、テン等の在来種に競合による
影響を及ぼす可能性がある。
九州各県でも生息情報が得られるこ
とがあるが、ほとんどはアナグマの
誤認と思われる。ただし、福岡県や
熊本県では研究者による少数の目
撃情報があるため、注意が必要であ
る。

④各県リスト：北
海道、青森、福
島、茨城、栃木、
群馬、千葉、長
野、岐阜、静岡、
愛知、滋賀、京
都、兵庫、奈良、
和歌山、鳥取、
徳島、香川、高
知、福岡、佐賀、
長崎、鹿児島、
沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

栃木県：栃木県アライグマ・ハクビシン防除
実施計画
https://www.pref.tochigi.lg.jp/d04/document
s/02_tochigiarahakuplan.pdf
【URL取得日：2026年1月8日】

農林水産省：野生鳥獣被害防止マニュアル-
アライグマ、ハクビシン、タヌキ、アナグマ-
（中型獣類編）
https://www.maff.go.jp/j/seisan/tyozyu/hig
ai/manyuaru/manual_tyuugata_jyuurui/tyuug
ata_jyuurui.html
【URL取得日：2026年1月8日】

鳥獣保護管理法の狩猟
鳥獣
感染症法により輸入禁
止動物に指定されてい
る

重症急性呼吸器
症候群(SARS)、ト
キソプラズマ症、
サルモネラ症、エ
ルシニア症、疥
癬、狂犬病

35
定着初期／限定
分布

防除推
進外来
種

①②③④
特定外
来生物

マングース科 フイリマングース
Urva auropunctata
（Herpestes
auropunctatus ）

Ⅰ,Ⅱ ○ - ◎ - ○ ○ ◎ - ◎ - -

中東、南アジ
ア、東南アジ
ア、中国南部等
原産。西インド
諸島、中南米、
ヨーロッパ、ハ
ワイ、フィジー等
に外来分布。

沖縄島。鹿児島
県本土部で確
認記録はある
が、おそらく根
絶。

市街地、農地、
草地、森林。

かつて、ハブ及び野鼠を防除する目
的で輸入、放逐された。展示動物と
しても飼養されていた。現在は特定
外来生物に指定され、輸入・飼養等
は規制されているが、許可を受けた
個体が研究所等で飼養されている。

逸出には十分な注意
を払い、放出しないこ
と。

奄美大島では2024年に根絶が宣言
された。鹿児島県本土部でも複数の
目撃事例があったが、現在は根絶し
ている可能性が高い。沖縄島には広
く生息しており、北部（やんばる）の
世界自然遺産地域では防除が実施
されているが、依然として生息が確
認されている。オキナワトゲネズミ、
ケナガネズミ、ヤンバルクイナ等に食
害影響を及ぼしている。

①特定外来、④
各県リスト：群
馬、長崎、鹿児
島、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

奄美大島における特定外来生物フイリマン
グースの根絶の宣言について
https://www.env.go.jp/press/press_03661.ht
ml
【URL取得日：2026年1月7日】

第３期沖縄島北部地域におけるマングース
防除実施計画
https://kyushu.env.go.jp/okinawa/content/0
00168519.pdf
【URL取得日：2026年2月19日】

野生鳥獣被害防止マニュアル－アライグマ、
ヌートリア、キョン、マングース、タイワンリス
(特定外来生物編）－平成22年3月版
https://www.maff.go.jp/j/seisan/tyozyu/hig
ai/manyuaru/old_manual/old_manual.html#o7
【URL取得日：2026年1月7日】

感染症法の輸入届出対
象動物

レプトスピラ症、狂
犬病、重症熱性血
小板減少症候群
（SFTS）、猫ひっか
き病

哺乳類-3



生物 導入 競合 交雑
捕食
摂食

生態
系改
変

繁殖 気候 人体
経済
産業

利用
付着
混入

特に問題と
なる被害

関係する感染症
原産地・分布

（日本を除く。）
利用上の留意事項 抽出根拠等

評価項目

和名
（別名、流通名）

特定外
来生物

日本での分布 文献等
生態系被害

重要
地域

定着段階
対策優先度の

要件
他法令での位置付けNo カテゴリ 日本での利用状況選定理由 防除マニュアル

逸出･拡散分布拡大
科名 生息環境等 防除事例

定着可能性

備考学名

36
分布拡大期～ま
ん延期

防除推
進外来
種

①②③ イヌ科
ノイヌ
（イヌの野生化したもの）

Canis familiaris Ⅰ - - ◎ - ○ ○ ◎ ◎ - ◎ -
世界に広く外来
分布。

全国。
市街地、河川
敷、草地、森林。

ペットとして大量に飼育、販売されて
いる。動物園以外の展示施設で飼養
されている。

逸出には十分な注意
を払い、放出しないこ
と。

原種のオオカミは北半球に広く分
布。奄美大島ではアマミノクロウサ
ギ、アマミトゲネズミ、ケナガネズミ
が、沖縄島やんばる地域ではヤンバ
ルクイナ、ケナガネズミが捕食されて
いることが確認されている。
　当該種は、人との関わり方や生息
環境が多様であることから、地域の
自然環境の状況を踏まえ、関係者の
理解を得つつ、総合的に対策を行っ
ていくことが必要である。例えば、希
少種などが生息する地域における捕
獲、ペットの逸出防止に関する普及
啓発などが必要である。

③GISD、④各県
リスト：北海道、
群馬、千葉、東
京、岐阜、静岡、
愛知、滋賀、京
都、兵庫、奈良、
徳島、高知、宮
崎、鹿児島、沖
縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

狂犬病予防法に基づいて所有者不明の犬
の捕獲が実施されている。

-

狂犬病予防法の輸入禁
止動物
鳥獣保護管理法の狩猟
鳥獣（ノイヌのみ）

狂犬病、レプトス
ピラ症、パスツレラ
症、カプノサイト
ファーガ・カニモル
サス感染症、コリ
ネバクテリウム・ウ
ルセランス感染
症、ブルセラ症、リ
ステリア症、サル
モネラ症、カンピロ
バクター症、エル
シニア・エンテロコ
リティカ感染症、仮
性結核、皮膚糸状
菌症、トキソプラス
マ症、回虫幼虫移
行症、Q熱、エキノ
コックス症、SFTS

37
分布拡大期～ま
ん延期

防除推
進外来
種

①②③④
特定外
来生物

イタチ科 ミンク（アメリカミンク）
Neovison vison
（Mustela vison ）

Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ ○ - ◎ - ○ ○ ◎ - ◎ ○ -

北米原産。ヨー
ロッパ、ロシア、
中国に外来分
布。

北海道、宮城、
福島、群馬、長
野。

河川、湖沼周辺
の森林、河川
敷。

かつて、毛皮を目的として飼養され
ていた。現在は特定外来生物に指定
され、輸入・飼養等は規制されてい
る。

逸出には十分な注意
を払い、放出しないこ
と。

世界自然遺産地域の知床等に定着
している。サンショウウオ類や魚類、
鳥類、小型哺乳類の捕食が懸念さ
れる。特に魚類の淡水魚（希少種や
養殖魚類）、及び鳥類の水鳥や河川
敷で繁殖する種へ影響が大きい。ま
た在来のイタチ類に競合による影響
を及ぼす可能性がある。

①特定外来、③
GISD、④各県リ
スト：北海道、福
島、茨城、栃木、
群馬、長野、大
分、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

北海道におけるアメリカミンク防除実施計画
書
https://www.pref.hokkaido.lg.jp/fs/1/2/4/8/
3/4/2/2/_/%E5%8C%97%E6%B5%B7%E9%81%9
3%E3%81%AB%E3%81%8A%E3%81%91%E3%82%8
B%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%
AB%E3%83%9F%E3%83%B3%E3%82%AF%E9%98
%B2%E9%99%A4%E5%AE%9F%E6%96%BD%E8%
A8%88%E7%94%BB%E6%9B%B8_%E6%9C%AC%
E6%96%87.v2.pdf
【URL取得日：2026年1月8日】

-
感染症法の輸入届出対
象動物
鳥獣保護管理法の狩猟
鳥獣

新型コロナウイル
ス感染症、ミンクア
リューシャン病、狂
犬病、重症熱性血
小板減少症候群
（SFTS）

38
分布拡大期～ま
ん延期

防除推
進外来
種

①②③④
特定外
来生物

アライグマ科 アライグマ Procyon lotor Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ ○ - ◎ - - ○ ◎ ◎ ◎ ○ -

北中米原産。
ヨーロッパや西
インド諸島等に
外来分布。

北海道、本州、
四国、九州。

市街地、農地、
草地、河川敷、
森林。

ペットとして飼養されていた。現在は
特定外来生物に指定され、輸入・飼
養等は規制されているが、許可を受
けた個体が動物園等で飼養されてい
る。

逸出には十分な注意
を払い、放出しないこ
と。

本州ではアベサンショウウオをはじ
めとしたサンショウウオ類や、ヤマア
カガエルなどのカエル類、ニホンイシ
ガメ等の捕食が見られている。北海
道ではニホンザリガニやエゾサンショ
ウウオ、サッポロマイマイの捕食、サ
ギ類のコロニーの消失等の生態系
影響を生じている。

①特定外来、②
W100：日本、④
各県リスト：北海
道、青森、福島、
茨城、栃木、群
馬、千葉、東京、
長野、岐阜、静
岡、愛知、滋賀、
京都、大阪、兵
庫、奈良、和歌
山、鳥取、山口、
徳島、香川、高
知、福岡、佐賀、
宮崎、鹿児島、
沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

山口ほか（2024）市町村ができる特定外来生
物アライグマの捕獲強化対策－北海道新十
津川町の事例
https://www.jstage.jst.go.jp/article/hozen/2
9/1/29_2310/_pdf/-char/ja
【URL取得日：2026年1月7日】

農林水産省：野生鳥獣被害防止マニュアル
－アライグマ、ヌートリア、キョン、マングー
ス、タイワンリス(特定外来生物編）
https://www.maff.go.jp/j/seisan/tyozyu/hig
ai/manyuaru/6_old_manual.html#o8
【URL取得日：2026年1月7日】

東京都外来種対策行動の手引き
https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/docum
ents/d/kankyo/invasive-species-book-all-
2-pdf
【URL取得日：2026年7月15日】

横山・西牧（2020）住民主体によるアライグマ
捕獲隊の活動事例～大山捕獲隊の活動記
録～
https://www.wmi-
hyogo.jp/upload/database/DA00000595.pdf
【URL取得日：2026年7月15日】

環境省：アライグマ防除の手引き
https://www.env.go.jp/nature/intro/3control
/files/araiguma_tebiki_kansei.pdf
【URL取得日：2026年1月7日】

環境省九州地方環境事務所ほか2025九州
中南部エリア・アライグマ広域防除戦略
https://www.env.go.jp/nature/intro/3control
/files/racoon_kyushu.pdf
【URL取得日：2026年7月15日】

北海道：北海道アライグマ捕獲プログラム
https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/skn/alien
/araiguma/araiguma_top.html
【URL取得日：2026年1月7日】

狂犬病予防法の検疫対
象動物
鳥獣保護管理法の狩猟
鳥獣

狂犬病、ジステン
パー、アライグマ
糞線虫症、アライ
グマ回虫症、イン
フルエンザ、日本
脳炎、レプトスピ
ラ、日本紅斑熱、
サルモネラ、重症
熱性血小板減少
症候群（SFTS）、
東洋眼虫症

39
定着初期／限定
分布

防除推
進外来
種

①④ イノシシ科 ブタ（イノブタを含む） Sus domesticus Ⅰ - - ◎ - ○ ○ - ◎ - ◎ -

北米、オースト
ラリア等、世界
に広く外来分
布。

北海道足寄町、
沖縄県西表島
で家畜が野生
化した個体が
分布。

草地、農地、森
林等。

家畜として多数飼育されている。動
物園以外の展示施設で飼養されて
いる。

逸出には十分な注意
を払い、放出しないこ
と。

原種のイノシシはユーラシア原産。
小笠原諸島の弟島ではアオウミガメ
の卵の採食や、昆虫類の減少を引き
起こしていた。小笠原諸島弟島では
根絶に成功した。

②W100：IUCN・
日本、③GISD、
④各県リスト：北
海道、栃木、群
馬、静岡、愛知、
滋賀、京都、兵
庫、福岡、鹿児
島、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

弟島におけるノブタの根絶の達成
https://ogasawara-
info.jp/pdf/science/h21_04_shiryou5_1.pdf
【URL取得日:2026年1月8日】

-
家畜伝染病予防法によ
る検疫対象動物（イノシ
シ、イノブタのみ）

日本脳炎、SFTS、
狂犬病、E型肝
炎、豚インフルエ
ンザ、ニパウイル
ス感染症、日本紅
斑熱、寄生虫病で
ある回虫症、旋毛
虫症、猪オンコセ
ルカ症、顎口虫
症、肺吸虫症、有
鉤条虫症、クリプト
スポリジウム症、
豚熱（CSF）、アフ
リカ豚熱（AFS）、
豚丹毒

40
定着初期／限定
分布

防除推
進外来
種

①②④
特定外
来生物

シカ科 キョン Muntiacus reevesi Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ ○ - ○ - ○ ○ ○ - ◎ ○ -
中国、台湾原
産。イギリスに
外来分布。

千葉、伊豆大
島。

市街地、公園、
農地、草地、森
林等。

現在は特定外来生物に指定され、輸
入・飼養等は規制されているが、複
数の動物園で飼養されている。

逸出には十分な注意
を払い、放出しないこ
と。

房総半島と伊豆大島の観光施設か
ら逸出して定着した。それぞれ千葉
県、東京都が防除を実施している。
2017年に個体が確認された茨城県
では、生息情報の収集を行ってい
る。

①特定外来、④
各県リスト：茨
城、栃木、群馬、
千葉、東京、長
崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

千葉県：第3次千葉県キョン防除実施計画
（案）
https://www.pref.chiba.lg.jp/shizen/shingikai
/kyon/documents/shiryou1.pdf
【URL取得日：2026年7月15日】

東京都：東京都キョン防除実施計画
https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/docum
ents/d/kankyo/2024-08-01-191402-409
【URL取得日：2026年7月15日】

野生鳥獣被害防止マニュアル－アライグマ、
ヌートリア、キョン、マングース、タイワンリス
(特定外来生物編）－平成22年3月版
https://www.maff.go.jp/j/seisan/tyozyu/hig
ai/manyuaru/6_old_manual.html#o8
【URL取得日：2026年1月7日】

家畜伝染病予防法によ
る検疫対象動物

肝蛭、牛結核、口
蹄疫（FMD）、慢性
消耗病（CWD）

41
定着初期／限定
分布

防除推
進外来
種

①②③④ ウシ科 ヤギ Capra hircus Ⅰ,Ⅱ - - ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ -
西アジア原産。
世界に広く外来
分布。

小笠原諸島父
島、八丈島、八
丈小島及び、奄
美大島、西表島
等南西諸島の
各地で家畜が
野生化した個
体が分布。

農地、草地、森
林等。

家畜として多数が飼養されている。
動物園以外の展示施設で飼養され
ている。

逸出には十分な注意
を払い、放出しないこ
と。

小笠原諸島聟島、兄島等では根絶
に成功した。小笠原諸島の島では食
害による植生破壊と土壌の流出が
発生した。

②W100：IUCN・
日本、③GISD、
④各県リスト：群
馬、東京、山口、
佐賀、鹿児島、
沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

東京都：東京都の取組 - 外来種対策 -ノヤ
ギ排除
https://www.soumu.metro.tokyo.lg.jp/07ogas
awara/nature/heritage/grapple_chichijima
【URL取得日：2026年1月7日】

沖縄県外来種対策行動計画に基づくノヤギ
防除計画
https://www.pref.okinawa.jp/_res/projects/d
efault_project/_page_/001/004/820/noyagipl
an.pdf
【URL取得日：2026年2月19日】

-
家畜伝染病予防法によ
る検疫対象動物

ブルセラ症、炭
疽、トキソプラズマ
症、小反芻獣疫、
ブルータング、跳
躍病

哺乳類-4



【国内由来の外来種】

※　掲載の順番は、分類の並びとし、原則　Wilson,Don E., DeeAnn M.Reeder(ed.)（2005）Mammal Species of the World (Third Edition). 

      A Taxonomic and Geographic Reference. Johns Hopkins University Press. pp.2142.　に従った。 2026.9.11

※　飼養等されているものは基本的に防除等の対象とはならない。

生物 導入 競合 交雑
捕食
摂食

生態
系改
変

繁殖 気候 人体
経済
産業

利用
付着
混入

総合対策外来種（定着）

防除推進外来種（生態系等へ及ぼす影響が大きなもの）

1
国内由来の外来
種

防除推
進外来
種

① オナガザル科
口永良部島のヤクシマザ
ル

Macaca fuscata yakui Ⅰ ○ - ○ - ○ ○ - ◎ - - - 屋久島。 口永良部島。
集落、農地、森
林。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-
口永良部島に国内外来種として定着
しており、エラブオオコウモリとのハ
ビタットの競合が懸念されている。

④各県リスト：鹿
児島

Ohdachi et al.（2010）

口永良部島では過去に捕獲が実施されたこ
とがある。
環境省：令和４年度エラブオオコウモリ保全
業務報告書
https://kuchinoerabu-jima-
senior.org/img/2023report_bat.pdf
【URL取得日：2026年1月7日】

特定鳥獣保護・管理計画作成のためのガイ
ドライン（ニホンザル編・令和６年度）
https://www.env.go.jp/nature/choju/plan/pl
an3-2d/index.html
【URL取得日：2026年1月8日】

-

Ｂウイルス感染
症、マールプルグ
病、デング熱、モ
ンキーポックス、A
型肝炎、赤痢、結
核（人型）、狂犬病

2
国内由来の外来
種

防除推
進外来
種

① イヌ科
奥尻島、屋久島、知夫里
島などのタヌキ

Nyctereutes procyonoides
viverrinus

Ⅰ,Ⅱ ○ - ○ - ○ ○ ○ ◎ ○ ○ -

日本（北海道、
本州、四国、九
州）を含む東ア
ジア。

奥尻島、佐渡
島、知夫里島、
屋久島。

集落、農地、草
地、森林。

奥尻島には毛皮を目的とした養殖の
ために導入された。

逸出には十分な注意
を払い、放出しないこ
と。

タヌキは鳥類、ネズミ類、爬虫類、昆
虫類、植物を採食し、それらの生物
に対する影響が考えられる。屋久島
では、タヌキによるウミガメの捕食も
確認されている。

④各県リスト：北
海道、鹿児島、
沖縄

Ohdachi et al.（2010） - -

鳥獣保護管理法による
狩猟鳥獣
感染症法による輸入禁
止動物

疥癬症、レプトス
ピラ症、SARS、重
症熱性血小板減
少症候群（SFTS）

3
国内由来の外来
種

防除推
進外来
種

① イタチ科
北海道、佐渡島、口之島
の二ホンテン

Martes melampus Ⅰ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ - ○ ○ -
本州、四国、九
州。

北海道、佐渡
島、口之島。

集落、農地、草
地、森林。

佐渡島にはウサギの天敵として導入
された。北海道には毛皮を目的とし
た養殖のために導入された。

逸出には十分な注意
を払い、放出しないこ
と。

北海道では、石狩低地帯を境に東に
在来種のクロテンと西にニホンテン
と分布が分かれている。佐渡では固
有亜種であるサドノウサギの減少要
因になっている可能性があるほか、
順化ゲージに入れられていたトキが
食害にあった。トカラ列島の口之島
では鳥類に食害がある。

④各県リスト：北
海道、鹿児島

Ohdachi et al.（2010）

佐渡島で、被害防止を目的とした捕獲を実
施している。
佐渡市：佐渡市鳥獣被害防止計画
https://www.city.sado.niigata.jp/uploaded/at
tachment/48073.pdf
【URL取得日：2026年1月7日】

-

鳥獣保護管理法による
狩猟鳥獣
感染症法の輸入届出対
象動物

重症熱性血小板
減少症候群
（SFTS）、狂犬病、
レプトスピラ

4
国内由来の外来
種

防除推
進外来
種

① イタチ科
北海道、伊豆諸島、トカラ
以南などのニホンイタチ

Mustela itatsi Ⅰ,Ⅱ - - ◎ - ○ ○ ◎ - ○ ○ -
本州、四国、九
州。

北海道、利尻
島、礼文島、焼
尻島、奥尻島、
三宅島、利島、
青ヶ島、八丈
島、隠岐、福江
島、甑島、口之
島、中之島、臥
蛇島、平島、諏
訪之瀬島、悪石
島、喜界島、沖
永良部島、与論
島、座間味島、
阿嘉島、慶留間
島、外地島、北
大東島、南大東
島、宮古島、伊
良部島、下地
島、池間島、多
良間島、波照間
島。

集落、農地、草
地、森林。

ネズミ被害の対策として全国的に導
入された。

逸出には十分な注意
を払い、放出しないこ
と。

自然分布域外に侵入した場合、小型
哺乳類、両生爬虫類（特にトカゲ・ヘ
ビ類）、鳥類、昆虫類などに影響が
生じる可能性がある。

④各県リスト：北
海道、東京、鹿
児島、沖縄

Ohdachi et al.（2010）

沖縄県：沖縄県外来種対策行動計画に基づ
くニホンイタチ 防除計画
https://www.pref.okinawa.jp/_res/projects/d
efault_project/_page_/001/004/820/05-
02nihonnitati.pdf
【URL取得日：2026年1月7日】

-
鳥獣保護管理法による
狩猟鳥獣

重症熱性血小板
減少症候群
（SFTS）、狂犬病、
レプトスピラ

5
国内由来の外来
種

防除推
進外来
種

①② イノシシ科
慶良間諸島などのニホン
イノシシ

Sus scrofa leucomystax Ⅰ,Ⅱ - - ○ - ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ -

日本（本州、四
国、九州）及び
ユーラシア大陸
原産。

徳之島、奄美大
島、沖縄島、慶
良間諸島、宮古
島に外来分布。

農地、草地、森
林。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

逸出には十分な注意
を払い、放出しないこ
と。

慶良間諸島では、家畜として持ち込
まれた二ホンイノシシが逸出し、定着
している。奄美大島、徳之島、沖縄
島では、亜種リュウキュウイノシシ
S. s. riukiuanus  との交雑が疑われ
る例が見つかっている。対馬では在
来のイノシシが絶滅した後、由来不
明のイノシシが放され農業被害等が
問題となっている。

②IUCN、③
GISD、④各県リ
スト：北海道、千
葉県、鹿児島

Ohdachi et al.（2010）

農林水産省：シカ・イノシシの捕獲強化対策
と捕獲目標について
https://www.maff.go.jp/j/seisan/tyozyu/hig
ai/attach/pdf/index-35.pdf
【URL取得日：2026年1月7日】

茨城県：箱わなによるイノシシ捕獲マニュア
ル
https://www.pref.ibaraki.jp/seikatsukankyo/
kansei/chojyuhogo/documents/inoshishi_hok
aku.pdf
【URL取得日：2026年1月7日】

鳥獣保護管理法による
狩猟鳥獣
家畜伝染病のの飼養衛
生管理基準の家畜

日本脳炎、SFTS、
狂犬病、回虫症、
E型肝炎、日本紅
斑熱、豚熱
（CSF）、アフリカ豚
熱（ASF）

6
国内由来の外来
種

防除推
進外来
種

①④ シカ科
新島、喜界島などのニホ
ンジカ

Cervus nippon Ⅰ,Ⅱ - - ○ - ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ -

日本（北海道、
本州、四国、九
州）及びロシア
極東部。

新島、喜界島、
粟島、臥蛇島、
洞爺湖中島、沖
縄島。富山県
（導入されたヤ
クシカ（Cervus
nippon
yakushimae ）と
在来ニホンジカ
の交雑個体）。

農地、草地、森
林。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

逸出には十分な注意
を払い、放出しないこ
と。

1969年に地内島（新島の西1.5km）に
観光目的で放したシカが泳いで新島
に渡ったことに由来する。
喜界島、粟島では共に2002年に住
民が飼育していたシカが逃げ出し、
定着した。
学会発表等でその他の地域にも国
内由来の外来種として広がっている
ことが懸念されている。

②IUCN、③
GISD、④各県リ
スト：東京、鹿児
島

Ohdachi et al.（2010）

農林水産省：シカ・イノシシの捕獲強化対策
と捕獲目標について
https://www.maff.go.jp/j/seisan/tyozyu/hig
ai/attach/pdf/index-35.pdf
【URL取得日：2026年1月7日】

第二種特定鳥獣管理計画作成のためのガイ
ドライン（ニホンジカ編）改定版
https://www.env.go.jp/nature/choju/plan/pl
an3-2e/index.html
【URL取得日：2026年1月8日】

鳥獣保護管理法による
狩猟鳥獣
家畜伝染病のの飼養衛
生管理基準の家畜

日本脳炎、日本紅
斑熱、Q熱、慢性
消耗病（CWD）、口
蹄疫（FMD）、流行
性脳炎、ヨーネ
病、ピロプラズマ

【国内に自然分布域をもつ国外由来の外来種】

生物 導入 競合 交雑
捕食
摂食

生態
系改
変

繁殖 気候 人体
経済
産業

利用
付着
混入

総合対策外来種（定着）

防除推進外来種（生態系等へ及ぼす影響が大きなもの）

7
分布拡大期～ま
ん延期

防除推
進外来
種

① イタチ科
対馬以外のシベリアイタ
チ

Mustela sibirica Ⅰ ○ ○ ○ - ○ ○ - ◎ ○ - -
日本（対馬）を
含む東アジア。

本州西部、四
国、九州。

集落、農地、草
地、森林。

朝鮮半島等から毛皮を目的とした養
殖のために導入されたと考えられて
いる。

逸出には十分な注意
を払い、放出しないこ
と。

在来種のニホンイタチに対して競合
による影響が生じている。小型哺乳
類、鳥類、両生爬虫類に対する食害
が生じる。

④各県リスト：岐
阜、愛知、滋賀、
京都、兵庫、奈
良、和歌山、鳥
取、山口、徳島、
香川、愛媛、高
知、福岡、大分、
宮崎、鹿児島、
沖縄

村上・鷲谷（2002）

多くの市町村で被害防止を目的とした捕獲を
実施している。
周南市：周南市鳥獣被害防止計画
https://www.city.shunan.lg.jp/soshiki/33/51
680.html
【URL取得日：2026年1月7日】

農林水産省野生鳥獣被害防止マニュアル
【中型銃類編】コラム欄：シベリアイタチ
https://www.maff.go.jp/j/seisan/tyozyu/hig
ai/manyuaru/R5_tyuugata/r5_tyuugata_0.pdf
【URL取得日：2026年9月9日】

鳥獣保護管理法による
狩猟鳥獣（対馬では捕
獲禁止）
感染症法の輸入届出対
象動物

SFTS、狂犬病、レ
プトスピラ

対策優先度の
要件

特に問題と
なる被害

定着可能性 分布拡大
防除事例

自然分布科名

特定外
来生物

問題となってい
る地域

特に問題と
なる被害

逸出･拡散

評価項目

我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（第２版）　＜動物（哺乳類）＞

No カテゴリ

逸出･拡散
No

生態系被害
選定理由 利用状況

防除マニュアル

備考

関係する感染症原産地・分布 利用上の留意事項

評価項目

カテゴリ 生息環境等定着段階

科名

重要
地域

生息環境等学名定着段階

学名
定着可能性 分布拡大

対策優先度の
要件

和名
（別名、流通名）

和名
（別名、流通名）

特定外
来生物

選定理由
生態系被害

重要
地域

他法令での位置付け

問題となってい
る地域

関係する感染症防除事例 他法令での位置付け

利用状況 備考

防除マニュアル文献等

文献等抽出根拠等

利用上の留意事項 抽出根拠等

対策優先度の要件（※対策優先度の要件は防除推進外来種のみ記入）
① 生態系に係る潜在的な影響・被害が特に重大。
② 生物多様性保全上重要な地域に侵入・定着し被害をもたらす可能性が高い。
③ 絶滅危惧種等の生息・生育に重大な被害を及ぼす可能性が高い。
④ 人の生命・身体や農林水産業等社会経済に対して重大な被害を及ぼす。

選定理由
Ⅰ．生態系被害が大きいもの。
Ⅱ．生物多様性保全上重要な地域に侵入し、問題になっている又はその可能性が高いもの。
Ⅲ．生態系被害のほか、人体や経済・産業に大きな影響を及ぼすもの。
Ⅳ．知見が十分でないものの、近縁種や同様の生態を持つ種が明らかに侵略的であるとの情報があるもの、又は、

近年の国内への侵入や分布の拡大が注目されている等の理由により、知見の集積が必要とされているもの。

哺乳類-5



【国外由来の外来種】

※　掲載の順番は、分類の並びとし、原則日本鳥学会 （2024） 日本鳥類目録改訂第8版. 日本鳥学会, 東京. 471pp.及び財団法人山階鳥類研究所 (1979) ドバト害防除に関する基礎的研究.に従った。

※　特定外来生物で指定時から学名に変更があったものについては、原則現学名の後に指定時の学名を括弧書きで記述した。 2026.9.11

※　飼養等されているものは基本的に防除等の対象とはならない。

生物 導入 競合 交雑
捕食
摂食

生態
系改
変

繁殖 気候 人体
経済
産業

利用
付着
混入

侵入・定着防止外来種（未定着）

定着防止外来種（侵入事例はあるが定着していない種）

1 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

カモ科 カナダガン Branta canadensis Ⅰ ○ - ○ ◎ ○ - ◎ ○ - - ○ ○ -

北米原産。
ヨーロッパ、
ニュージーラン
ド、オーストラリ
アに外来分布。

- 湖沼、河川等。

現在は、特定外来生物に指定さ
れ、輸入・飼養等が規制されてい
る。展示目的で許可を受けた個体
が動物園等で飼養されている。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

2015年12月4日茨城県に野外分布し
ていた2個体の捕獲が実施された結
果、国内に生息していた野外個体は
すべて捕獲されて根絶が完了した。
国内に生息してた個体は亜種オオカ
ナダガンBranta canadensis moffitti
とされる。
かつてカナダガンが増加した国内地
域において、草地の過食、水草への
食害、水際の土壌流出等が問題と
なった。
日本に冬鳥として飛来する種シジュ
ウカラガンB. hutchinsii との交雑リス
クが強く懸念される。シジュウカラガ
ンは、2004年に分類が見直されるま
では、カナダガンの１亜種と分類され
ていた近縁な種である。

①特定外来、③
GISD、④各県リ
スト：福島、茨
城、千葉、神奈
川、長野、静
岡、長崎、沖縄

加藤（2010）、
葉山・加藤ほか
（2020）

特定外来生物カナダガンの国内根絶につ
いて（環境省報道発表：20151208）
https://www.env.go.jp/press/101789.html
【URL取得日：2026年1月7日】

特定外来生物カナダガンの生態系からの
除去の活動記録
http://kume.life.coocan.jp/goose/42hayama
.pdf
【URL取得日：2026年1月7日】

- -

2 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

ヒヨドリ科 シリアカヒヨドリ Pycnonotus cafer Ⅰ ○ - ○ - - - - ○ - - ○ - -

インド、パキスタ
ン、ネパール、
中国南部、バン
グラデシュ、
ブータン、ミャン
マー、タイ北部
原産。
東アラブ、太平
洋諸島等に外
来分布。

-
都市、農耕地、
森林等。

かつてはペットとして飼養されてい
た可能性がある。現在は、特定外
来生物に指定され、輸入・飼養等が
規制されている。

-

神奈川県での確認事例がある。
フィジーでは、生息地（藪）が競合す
る在来鳥類を追い出してしまう他、
果樹や菜園に対する深刻な害鳥とし
て考えられおり、トマトやナス、キャ
ベツ類、ササゲ等の豆類に大きな被
害を与えたことが確認されている。

①特定外来、②
Ｗ100：IUCN、③
GISD、④各県リ
スト：茨城、長
崎、沖縄

Lever, C. (1987)、del
Hoyo, J., Elliott, A., &
Christie, D. A. (Eds.).
(2005)、自然環境研
究センター（編著）
(2019)、川上ほか
（2012）

- - - -

3 未定着
定着防
止外来
種

メジロ科 外国産メジロ Zosterops spp. Ⅰ ○ ○ ○ ◎ - - - ○ - - - ○ -

アフリカ～イン
ド、中国、東南
アジア、オース
トラリア原産。

-
都市、農耕地、
森林等。

ペット、鳴き合わせ等の愛がん目的
で飼養されている。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

日本産メジロの別亜種のヒメメジロ
Zosterops japonicus simple x、チョウ
センメジロZ. erytropleurus 、 ハイバ
ラメジロZ. palpebrosus 等中国や東
南アジア産の種の輸入は減少した
（中国：禁輸政策、東南アジア：鳥イ
ンフルエンザの流行）ものの、アフリ
カ産の近縁種（キクユメジロ（アフリ
カヤマメジロ）、キイロメジロの名前
で流通。キクユメジロの方がやや高
額）が輸入されるようになった。メジ
ロZ. japonicus とハイバラメジロZ.
palpebrosus の飼育下での交雑事例
が報告されている他、亜種間交雑の
事例も複数確認されている。知見の
集積が必要。

④各県リスト：茨
城、滋賀、京
都、長崎

McCarthy, E. M.
(2006)

- - - -

総合対策外来種（定着）

防除推進外来種（生態系等へ及ぼす影響が大きなもの）

4
分布拡大期～ま
ん延期

防除推
進外来
種

②④ キジ科 コウライキジ
Phasianus colchicus
karpowi

Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ - ◎ - - ◎ ◎ ○ - ◎ ○ -
中国北東部、朝
鮮半島原産。北
米に外来分布。

北海道、千葉、
神奈川、静岡、
愛知、三重、奈
良、愛媛、福
岡、宮崎、長崎
（対馬、壱岐）、
宮崎、鹿児島
（大隅諸島、与
論島）、沖縄
（沖縄島、伊是
名島、宮古島、
来間島、石垣
島）

草原、農耕地。
かつては狩猟や害虫駆除目的で放
鳥された。

新たな放鳥はしない
こと。

北海道では本種の生息数が減少し
ている。2013年、石垣市では農作物
被害が拡大（新聞記事）。沖縄県で
はやんばる地域への分布拡大が懸
念されている他、伊是名島及び石垣
島、宮古島では農業被害が問題と
なっている。
種タイリクキジの中国北東部、朝鮮
半島に生息する亜種。なお、在来種
のキジは種タイリクキジの1亜種とさ
れていたが、最新の分類において別
種（キジ：Phasianus versicolor ）とし
て整理された。
在来のキジP. versicolor と容易に交
雑し、その交雑個体も繁殖能を持つ
ことが知られている。

②Ｗ100：日本、
④各県リスト：北
海道、茨城、千
葉、静岡、山
口、香川、高
知、長崎、沖
縄、⑤検討委員

日本生態学会 (編)
(2002)、川上ほか
（2012）

沖縄県：沖縄県外来種対策行動計画に基
づくコウライキジ防除計画
https://www.pref.okinawa.lg.jp/_res/project
s/default_project/_page_/001/004/820/05-
04kouraikiji.pdf
【URL取得日：2026年1月7日】

- - -

5
分布拡大期～ま
ん延期

防除推
進外来
種

②④ キジ科 インドクジャク Pavo cristatus Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ - - ◎ - ◎ ◎ ◎ - ◎ ○ -

インド、スリラン
カ、パキスタン、
バングラデシュ
等原産。

福島、埼玉、三
重、滋賀、香川
（小豆島）、愛
媛、鹿児島（硫
黄島）、沖縄
（宮古島、伊良
部島、石垣島、
小浜島、黒島、
新城島、西表
島、与那国
島）。

森林、草原、農
耕地。

各地の動物園等で観賞用に飼養さ
れている。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

先島諸島では駆除が行われている。
新城島（上地島）では、絶滅危惧種
のキシノウエトカゲの他、アサギマダ
ラやオオゴマダラといったチョウ類等
の減少が確認されており、本種の捕
食による在来生物群集への影響が
懸念されている。石垣島では、平成
26年度にパインアップルやパパイ
ヤ、サトウキビに対して約50万円の
農作物被害が報告されている。

③GISD、④各
県リスト：茨城、
栃木、千葉、長
崎、宮崎、鹿児
島、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)、
川上ほか（2012）、田
中・嵩原（2003）、石
垣市（2015）

沖縄県：沖縄県外来種対策行動計画に基
づくインドクジャク 防除計画
https://www.pref.okinawa.jp/_res/projects/
default_project/_page_/001/004/820/05-
05indokujaku.pdf
【URL取得日：2026年1月7日】

- - -

6
分布拡大期～ま
ん延期

防除推
進外来
種

①
特定外
来生物

ソウシチョウ科
（チメドリ科） ソウシチョウ Leiothrix lutea Ⅰ ◎ - - - ◎ ○ ○ - - ○ -

ヒマラヤ西部～
ミャンマー南西
部及び北東部、
インドアッサム
州～ベトナム北
東部、中国中部
～南東部原産。

山形、福島、茨
城、栃木、群
馬、埼玉、東
京、神奈川、福
井、山梨、長
野、岐阜、静
岡、愛知、三
重、滋賀、京
都、大阪、兵
庫、奈良、和歌
山、鳥取、岡
山、広島、島
根、山口、徳
島、香川、愛
媛、高知、福
岡、佐賀、長
崎、熊本、大
分、宮崎、鹿児
島。

森林（主に竹
林、笹藪）。

かつてはペットとして飼養されてい
た可能性がある。現在は、特定外
来生物に指定され、輸入・飼養等が
規制されているが、展示等の目的
で許可を受けた個体が飼養されて
いる。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

分布拡大中。高密度で営巣すること
で、同所的に営巣するウグイスに対
しても捕食者による偶発的な捕食の
増加を引き起こし、ウグイスの繁殖
成功率の低下を引き起こしている。

①特定外来、②
Ｗ100：日本、③
GISD、④各県リ
スト：福島、茨
城、群馬、千
葉、東京、神奈
川、石川、長
野、岐阜、静
岡、愛知、滋
賀、京都、大
阪、兵庫、奈
良、和歌山、鳥
取、島根、岡
山、山口、徳
島、香川、高
知、福岡、長
崎、熊本、大
分、宮崎、鹿児
島、沖縄

江口・天野（2008） -

京都府：京都府外来生物対策マニュアル
https://www.pref.kyoto.jp/gairai/manual/do
cuments/manual.pdf
【URL取得日：2026年1月7日】

- -

7
分布拡大期～ま
ん延期

防除推
進外来
種

①
特定外
来生物

ソウシチョウ科
（チメドリ科） ガビチョウ Garrulax canorus Ⅰ ◎ - - - ◎ ◎ - - - ○ -

中国中部～西
南部、ラオス北
東部、ベトナム
北部、台湾原
産。
ハワイに外来
分布。

宮城、福島、茨
城、栃木、群
馬、埼玉、東
京、神奈川、山
梨、静岡、長
野、愛知、大
阪、兵庫、鳥
取、島根、山
口、高知、福
岡、佐賀、長
崎、熊本、大
分、宮崎。

丘陵地、平野の
森林。

かつてはペットとして飼養されてい
た可能性がある。現在は、特定外
来生物に指定され、輸入・飼養等が
規制されているが、許可を受けた個
体が愛がん目的で飼養されてい
る。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

分布拡大中。ハワイでは、在来鳥類
の生息密度に影響を与えている。

①特定外来、②
Ｗ100：日本、④
各県リスト：福
島、茨城、群
馬、千葉、東
京、神奈川、長
野、岐阜、静
岡、愛知、滋
賀、山口、高
知、福岡、長
崎、熊本、大
分、宮崎、鹿児
島、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- - - -

No 重要
地域

カテゴリ 防除マニュアル
対策優先度の

要件
原産地・分布

（日本を除く。）
生息環境等 他法令での位置付け

評価項目

定着可能性

学名 利用上の留意事項 備考

我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（第２版）　＜動物（鳥類）＞

特定外
来生物

日本での分布 文献等

特に問題と
なる被害

逸出･拡散
和名

（別名、流通名）

生態系被害
関係する感染症定着段階 抽出根拠等 防除事例

分布拡大
科名 選定理由 日本での利用状況

選定理由
Ⅰ．生態系被害が大きいもの。
Ⅱ．生物多様性保全上重要な地域に侵入し、問題になっている又はその可能性が高いもの。
Ⅲ．生態系被害のほか、人体や経済・産業に大きな影響を及ぼすもの。
Ⅳ．知見が十分でないものの、近縁種や同様の生態を持つ種が明らかに侵略的であるとの情報があるもの、又は、

近年の国内への侵入や分布の拡大が注目されている等の理由により、知見の集積が必要とされているもの。

対策優先度の要件（※対策優先度の要件は防除推進外来種のみ記入）
① 生態系に係る潜在的な影響・被害が特に重大。
② 生物多様性保全上重要な地域に侵入・定着し被害をもたらす可能性が高い。
③ 絶滅危惧種等の生息・生育に重大な被害を及ぼす可能性が高い。
④ 人の生命・身体や農林水産業等社会経済に対して重大な被害を及ぼす。

鳥類-1



生物 導入 競合 交雑
捕食
摂食

生態
系改
変

繁殖 気候 人体
経済
産業

利用
付着
混入

No 重要
地域

カテゴリ 防除マニュアル
対策優先度の

要件
原産地・分布

（日本を除く。）
生息環境等 他法令での位置付け

評価項目

定着可能性

学名 利用上の留意事項 備考
特定外
来生物

日本での分布 文献等

特に問題と
なる被害

逸出･拡散
和名

（別名、流通名）

生態系被害
関係する感染症定着段階 抽出根拠等 防除事例

分布拡大
科名 選定理由 日本での利用状況

8
分布拡大期～ま
ん延期

防除推
進外来
種

①
特定外
来生物

ソウシチョウ科
（チメドリ科） ヒゲガビチョウ

Ianthocincla cineracea
(Garrulax cineraceus )

Ⅳ - - - - ○ ○ - - - - -

インド北東部、
ミャンマー西
部、ミャンマー
北東部～中国
東部と中南部
にかけた地域
原産。

香川、愛媛、高
知。

森林。

かつてはペットとして飼養されてい
た可能性がある。現在は、特定外
来生物に指定され、輸入・飼養等が
規制されている。

-

ガビチョウの近縁種であり、個体数
が増加すれば、餌や営巣場所等を
巡る競争により生態の類似する在来
種に影響を与えるおそれがある。
最新の分類において、属名が
Garrulax よりIanthocincla に変更され
た。属名変更に伴い種小名も
cineraceus よりcineracea に修正され
た。なお、外来法上は旧学名が表記
されている。
国内に生息する個体は名義タイプ亜
種Ianthocincla cineracea cineracea
とされる。

①特定外来、④
各県リスト：茨
城、徳島、香
川、高知、長崎

濱田ほか(2006)、自
然環境研究センター
（編著）(2019)

- - - -

9
分布拡大期～ま
ん延期

防除推
進外来
種

①
特定外
来生物

ソウシチョウ科
（チメドリ科） カオジロガビチョウ

Pterorhinus sannio
(Garrulax sannio )

Ⅰ ◎ - - - ○ ○ - - ○ - -
インド北東部、
中国南部、東南
アジア原産。

茨城、栃木、群
馬、埼玉、千
葉。

森林、住宅地、
公園等。

かつてはペットとして飼養されてい
た可能性がある。現在は、特定外
来生物に指定され、輸入・飼養等が
規制されている。

-

ガビチョウの近縁種であり、個体数
が増加すれば、餌や営巣場所等を
巡る競争により生態の類似する在来
種に影響を与えるおそれがある。
最新の分類において、属名が
Garrulax よりPterorhinus に変更され
た。なお、外来法上は旧学名が表記
されている。

①特定外来、④
各県リスト：茨
城、群馬、千
葉、長崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- - - -

10
分布拡大期～ま
ん延期

防除推
進外来
種

①
特定外
来生物

ソウシチョウ科
（チメドリ科） カオグロガビチョウ

Pterorhinus perspicillatus
(Garrulax perspicillatus )

Ⅰ ◎ - - - ○ ○ - - ○ - -
中国中南部、ベ
トナム原産。

岩手、群馬、埼
玉、東京、神奈
川。

森林、農耕地。

かつてはペットとして飼養されてい
た可能性がある。現在は、特定外
来生物に指定され、輸入・飼養等が
規制されている。

-

ガビチョウの近縁種であり、個体数
が増加すれば、餌や営巣場所等を
巡る競争により生態の類似する在来
種に影響を与えるおそれがある。
最新の分類において、属名が
Garrulax よりPterorhinus に変更され
た。なお、外来法上は旧学名が表記
されている。

①特定外来、④
各県リスト：茨
城、栃木、群
馬、千葉、東
京、神奈川、長
野、長崎、沖縄

中村・室伏ほか
（1993）、自然環境研
究センター（編著）
(2019)

- - - -

防除検討外来種（被害の大きさが防除推進外来種には及ばないもの）

11
分布拡大期～ま
ん延期

防除検
討外来
種

カモ科 コブハクチョウ Cygnus olor Ⅰ ○ - ○ - ○ ○ ○ - ○ ○ -

ユーラシア原
産。
北米、ニュー
ジーランド、
オーストラリア、
南アフリカ等に
外来分布。

北海道（ウトナ
イ湖）、青森、秋
田、茨城、栃
木、群馬、埼
玉、千葉、東
京、神奈川、新
潟、富山、石
川、山梨、静
岡、愛知、滋
賀、京都、大
阪、兵庫、奈
良、和歌山、鳥
取、岡山、広
島、山口、徳
島、香川、愛
媛、高知、福
岡、佐賀、長
崎、大分、熊
本、宮崎、鹿児
島。

湿地、干潟、水
田。

愛がん目的で屋外で飼養されること
が多い。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。むやみな餌やり
等を行わないように
する必要がある。

千葉県手賀沼周辺の水田にて農業
被害が発生している。2020年度は我
孫子市の560アール、柏市の486
アール等６市で計1078アールで、被
害総額は1245万円に上り、面積、被
害額とも前年度の1.5倍となっている
（東京新聞：2022年6月13日）。
なわばり意識が強く、特に繁殖期に
は巣やヒナに近付くものを攻撃す
る。外敵に対しては嘴だけでなくハト
類のように翼で叩いて攻撃するが、
体が大きく力が強いので攻撃を受け
れば危険である。国内では本種に攻
撃されたことが原因でヒトが骨折した
事故の例があり、海外では攻撃を受
けて幼児や大人が死亡した例も報
告されている。

③GISD、④各
県リスト：北海
道、青森、福
島、茨城、群
馬、千葉、神奈
川、静岡、愛
知、滋賀、京
都、和歌山、鳥
取、島根、山
口、徳島、香
川、福岡、長
崎、宮崎、鹿児
島、沖縄

Lever, C. (1987)、自
然環境研究センター
（編著）(2019)、愛知
県環境部自然環境
課. (2012)

- - - -

12
定着初期／限定
分布

防除検
討外来
種

カモ科 バリケン
Cairina moschata var.
domesticus

Ⅳ ○ ○ - - ○ ○ - - - ○ -

ヨーロッパ、中
国を経て日本
に持ち込まれ
た。

山口、沖縄。

ため池、池沼、
河川、水田、湿
地、水路、ク
リーク。

愛がん目的や食材目的として屋外
で飼養されることがある。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

ノバリケンCairina moschata を家禽
化したもの。
原種であるノバリケンC. moschata
は、メキシコからペルー東部、ブラジ
ル、ウルグアイ原産。
生態系被害については不明である。
大型のカモの仲間で、水生植物の摂
食や在来カモ類と餌が競合する可
能性が懸念される。
沖縄県の首里城にある龍潭池に野
生化した個体が定着し繁殖している
他、各地で野生化した個体が確認さ
れている。

③GISD、⑤検
討委員

川上ほか（2012） - - - -

13
定着初期／限定
分布

防除検
討外来
種

カモ科 アヒル
Anas platyrhynchos  var.
domesticus

Ⅳ ○ ○ - - ○ ○ - ◎ - ○ -
少なくとも鎌倉
時代に中国か
ら輸入。

兵庫、山口、福
岡、沖縄。

ため池、池沼、
河川、水田、湿
地、水路、ク
リーク。

愛がん目的や食材目的として屋外
で飼養されることが多い。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

アヒルはマガモAnas platyrhynchos
を家禽化したもの。
原種であるマガモA. platyrhynchos
は、北極圏から中国中部までのユー
ラシア大陸、極北の一部を除く北ア
メリカの大部分で繁殖。北アフリカ、
中国南部までのユーラシア大陸、ア
メリカ南部及びアメリカ大陸中部で越
冬。
福岡県の外来種リストでは、マガモ
A. platyrhynchos やカルガモA.
onorhyncha 等との交雑の懸念の
他、水生植物の摂食や在来カモ類と
餌が競合する可能性があるとして要
対策外来種に選定している。
兵庫県の外来生物リストではマガモ
A. platyrhynchos との交雑の可能性
があるとして、注意種に選定してい
る。
原種となるマガモA. platyrhynchos
は鳥インフルエンザウイルスに罹患
しても症状を出さない不顕性感染と
なることが多い。また、ウイルスの排
出量も多くウイルスを拡散する可能
性が高いと考えられている。そのた
めマガモ由来となる本種についても
注意が必要である。

④各県リスト：茨
城、千葉、滋
賀、京都、兵
庫、山口、福
岡、⑤検討委員

Lever, C. (1987)、川
上ほか（2012）

- - -

高病原性鳥インフ
ルエンザウイルス
の媒介者となる可
能性がある。
海外では高病原
性鳥インフルエン
ザウイルスの人へ
の感染事例が報
告されており、死
亡例も報告されて
いる。

14
定着初期／限定
分布

防除検
討外来
種

カモ科 アイガモ
Anas platyrhynchos  × A.
p. var. domesticus

Ⅳ ○ ○ - - ○ ○ - ◎ - ○ -

親種となるアヒ
ルは少なくとも
鎌倉時代に中
国から輸入。

兵庫、福岡。

ため池、池沼、
河川、水田、湿
地、水路、ク
リーク。

アイガモ農法（水田内にアイガモを
放って雑草や農業害虫を食べても
らう有機農業の方法）に利用され
る。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

アイガモはアヒルA. platyrhynchos
var. domesticusとマガモA.
platyrhynchos を掛け合わせて作出
されたもの。
原種であるマガモA. platyrhynchos
は、北極圏から中国中部までのユー
ラシア大陸、極北の一部を除く北ア
メリカの大部分で繁殖。北アフリカ、
中国南部までのユーラシア大陸、ア
メリカ南部及びアメリカ大陸中部で越
冬。
福岡県の外来種リストでは、マガモ
A. platyrhynchos やカルガモA.
zonorhyncha 等との交雑の懸念の
他、水生植物の摂食や在来カモ類と
と餌が競合する可能性があるとして
要対策外来種に選定している。
兵庫県の外来生物リストではマガモ
との交雑の可能性があるとして、注
意種に選定している。
原種となるマガモA. platyrhynchos
は鳥インフルエンザウイルスに罹患
しても症状を出さない不顕性感染と
なることが多い。また、ウイルスの排
出量も多くウイルスを拡散する可能
性が高いと考えられている。そのた
めマガモ由来となる本種についても
注意が必要である。

④各県リスト:北
海道、滋賀、兵
庫、福岡

Lever, C. (1987)、川
上ほか（2012）

- - -

高病原性鳥インフ
ルエンザウイルス
の媒介者となる可
能性がある。
海外では高病原
性鳥インフルエン
ザウイルスの人へ
の感染事例が報
告されており、死
亡例も報告されて
いる。

鳥類-2



生物 導入 競合 交雑
捕食
摂食

生態
系改
変

繁殖 気候 人体
経済
産業

利用
付着
混入

No 重要
地域

カテゴリ 防除マニュアル
対策優先度の

要件
原産地・分布

（日本を除く。）
生息環境等 他法令での位置付け

評価項目

定着可能性

学名 利用上の留意事項 備考
特定外
来生物

日本での分布 文献等

特に問題と
なる被害

逸出･拡散
和名

（別名、流通名）

生態系被害
関係する感染症定着段階 抽出根拠等 防除事例

分布拡大
科名 選定理由 日本での利用状況

15
定着初期／限定
分布

防除検
討外来
種

キジ科 コリンウズラ Colinus virginianus Ⅰ - - ○ - - ○ - - ○ ○ -
アメリカ中東
部、メキシコ等
原産。

茨城、栃木、群
馬、千葉、神奈
川、岐阜、静
岡、京都、大
阪、香川、愛
媛、高知。

森林、草原、河
川敷。

かつては、猟犬の訓練用として放鳥
されていた。現状は不明である。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

知見の集積が必要。
生息数が増加し分布が拡大すれ
ば、在来のウズラColinus japonica と
競合し駆逐するおそれがある。

④各県リスト：北
海道、茨城、群
馬、千葉、神奈
川、長野、静
岡、京都、山
口、香川、高
知、長崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- - - -

16
分布拡大期～ま
ん延期

防除検
討外来
種

ハト科 カワラバト（ドバト） Columba livia Ⅲ - - - - ◎ ◎ - ◎ ○ - -

アフリカ北部、
中近東、中央ア
ジア、南アジ
ア、中国西部原
産。

ほぼ全国。

農耕地、市街
地、寺社、裸
地、林縁、河
川。

カワラバトより品種改良されたレー
ス鳩（伝書バト）が販売飼養されて
いる。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

人獣共通感染症であるオウム病を
引き起こすオウム病クラミジア
（Chlamydia psittaci ）の保菌率が20%
程度と高く、ヒトへの感染源となりう
る。感染様式としては、病鳥の排泄
物からのC. psittaci の吸入が主体
である。潜伏期間は1〜2週間で、急
激な高熱と咳嗽で発症する。軽症の
気道感染から、肺炎や髄膜炎までの
多様な病態が確認されている。
糞による害として、塒やとまり場とし
て利用される建造物及びその下に
は糞が相当堆積し、衛生上・美観上
から大きな問題となる他、建造物の
材質によっては、糞により腐食が促
進されることもある。
住宅等に営巣した場合、朝早くから
始まる成鳥及びヒナの鳴き声が、睡
眠不足やノイローゼの原因になる
他、ドバトの体臭や、糞、死体、孵化
しなかった卵の腐敗によって生じる
悪臭、そこから発生するハエの幼
虫・成虫も、害として問題になり、さら
にネズミ類を誘因する要因となる。

②Ｗ100：日本、
③GISD、④各
県リスト：北海
道、青森、福
島、茨城、群
馬、千葉、東
京、岐阜、愛
知、滋賀、京
都、兵庫、奈
良、和歌山、鳥
取、山口、徳
島、宮崎、鹿児
島

岸本 (2001)、財団法
人山階鳥類研究所
(1979)

- - -

オウム病の媒介
者になる可能性が
ある。
オウム病による致
死率は低いもの
の、重症化や死亡
例も報告されてい
る

17
定着初期／限定
分布

防除検
討外来
種

セイタカシギ科 クロエリセイタカシギ Himantopus mexicanus Ⅰ - ◎ - - ○ ○ - - - - -

アメリカ南西
部、中米～ペ
ルー南西部、ブ
ラジル北西部、
西インド諸島等
原産。

京都、大阪、奈
良。

湿地、干潟、水
田。

愛がん目的で飼養されている可能
性がある。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

飼育下、野生下の両方で交雑が起
こることが確認されている。オランダ
において、セイタカシギHimantopus
himantopus ♂とクロエリセイタカシギ
H. mexicanus ♀（おそらく逸出個体）
による交雑個体が確認されている。
また、1963年にコペンハーゲン動物
園が交雑個体を飼育していた記録
がある。
在来種セイタカシギH. himantopus の
亜種とされていたが、最新の分類に
おいて別種として整理された。それ
に伴い種小名はhimantops より亜種
名であったmexicanus に変更され
た。
国内に生息する個体は名義タイプ亜
種H. mexicanus mexicanus  とされ
る。

④各県リスト：茨
城、滋賀、京
都、長崎、沖縄

McCarthy, E. M.
(2006)

- - - -

18
定着初期／限定
分布

防除検
討外来
種

インコ科 ワカケホンセイインコ
Psittacula krameri
manillensis

Ⅰ,Ⅳ ○ - ○ - ○ ○ - ◎ ○ ○ -

インド中南部、
スリランカ原
産。
ヨーロッパ（イギ
リス、ドイツ、ベ
ルギー、オラン
ダ等）、アラブ諸
国、北米、ハワ
イ等に外来分
布。

栃木、群馬、埼
玉、千葉、東
京、神奈川、新
潟、長野、岐
阜、静岡、愛
知、京都、大
阪、兵庫、広
島、愛媛、佐
賀、宮崎。

都市、森林等。
愛がん目的で、ツキノワインコの名
称で飼養されている。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

原産地のインドでは、農作物の害鳥
として知られており、トウモロコシの
苗やソルガムきび、ゴマ、小麦、大
麦、芥子菜、落花生、マンゴー、グア
バ、イチジク、ブドウ、モモ、ヒマワ
リ、ひよこ豆、ザクロ、貯蔵穀物等
様々な作物への被害が記録されて
いる。
近年は、東京（大田区、新宿区、南
西部）や神奈川の一部でのみ確認さ
れている。

③GISD、④各
県リスト：茨城、
群馬、東京、愛
知、長崎、宮
崎、沖縄

Lever, C.(1987)、日
高(1997)、川上ほか
(2012)

- - -

オウム病の媒介
者になる可能性が
ある。
オウム病による致
死率は低いもの
の、重症化や死亡
例も報告されてい
る。

19
定着初期／限定
分布

防除検
討外来
種

カラス科 サンジャク Urocissa erythroryncha Ⅳ ○ - ○ - ○ ○ - - - ○ -

インド北東部、
ミャンマー、ラオ
ス、中国南部、
ベトナム、タイ
原産。

愛媛、高知。

湿潤な低地林
や山地林、標高
が高い地域の
森林等。

かつては、観光施設等で観賞用に
飼養されていた。現在は、動物園に
おいて、野生で捕獲された個体の
飼養展示が行われている。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

1999年頃、愛媛県南予地方の観光
施設より逸出した複数個体が由来と
考えられている。
本種は肉食の傾向の強い雑食性
で、甲虫類等の大型節足動物の他、
カエル類や小型トカゲ、鳥類の卵や
雛、小型哺乳類、死肉や残飯等も食
べることが知られており、知見の集
積が必要と考えられる。

④各県リスト：茨
城、愛媛、高
知、⑤検討委
員、環境省、地
方公共団体

del Hoyo, J et al.
(Eds.). (2009)、佐藤
ほか(2018）

詳細は不明であるが、NPOにより高知県内
で鳴き声やおとりを使った捕獲が実施され
た。

- - -

20
分布拡大期～ま
ん延期

防除検
討外来
種

ヒヨドリ科 シロガシラ Pycnonotus sinensis ssp. Ⅲ ○ - - - ◎ ◎ - - ◎ ○ -
中国南部、海南
島、ベトナム北
部、台湾。

沖縄（沖縄島、
渡嘉敷島、粟
国島、久米
島）。

林縁、農耕地、
草原。

愛がん目的で飼養されている可能
性がある。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

亜種タイワンシロガシラ Pycnonotus
sinensis formosae と考えられている
が、日本鳥類目録改訂第８版では亜
種不明P. sinensis  ssp.と記載されて
いる。
定着の由来（自然分布、人為分布）
が確定していない。1976年に沖縄本
島南部の糸満市で初確認されたの
ち北部へ分布を拡大させた。
八重山諸島に生息する在来個体群
は、名義タイプ亜種P. sinensis
sinensis  とされている。
各種農作物（インゲン、トマト等果菜
類、キャベツ、レタス等葉菜類、パパ
イヤ、ビワ、バンジロウ、キンカン等
果樹類、ピラカンサ等花木類）を食
害する（国立環境研究所ウェブサイ
ト）。

②Ｗ100：日本、
④各県リスト：茨
城、山口、長
崎、沖縄

金城(1993) - - - -

21
分布拡大期～ま
ん延期

防除検
討外来
種

ムクドリ科 ハッカチョウ Acridotheres cristatellus Ⅳ ○ - - - ◎ ◎ - - - - -

中国中南部、台
湾、ミャンマー、
ベトナム、ラオ
ス原産。
アルゼンチン、
ポルトガル、マ
レーシア、フィリ
ピン、インドネシ
アに外来分布。

山形、福島、栃
木、埼玉、千
葉、東京、神奈
川、新潟、静
岡、三重、滋
賀、京都、大
阪、兵庫、奈
良、和歌山、岡
山、広島、山
口、香川、愛
媛、高知、長崎
鹿児島。

林のある住宅
地、ヨシ原、河
川敷、草原、農
地。

愛がん目的で飼養されている可能
性がある。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

生態系被害については不明である
が、確実に定着しており、特に西日
本で分布域を拡大している。
東日本では、1970年代～1980年代
には東京都や埼玉県でも繁殖してい
たが、その後、分布域は縮小し、現
在は神奈川県でのみ定着が確認さ
れている。
西日本では分布は拡大傾向で、
1980年代に兵庫県、1990年代に香
川県、2000年代に大阪府、2010年代
に岡山県、京都府、2020年代には奈
良県に定着した。
静岡県と愛媛県でも繁殖が確認され
ており、すでに定着している可能性
がある。
国内に生息する個体は名義タイプ亜
種Acridotheres cristatellus
cristatellus  とされる。

③GISD、④各
県リスト：千葉、
滋賀、京都、兵
庫、山口、徳
島、香川、⑤検
討委員

谷岡(2020) - - - -

22
分布拡大期～ま
ん延期

防除検
討外来
種

ムクドリ科 インドハッカ Acridotheres trisitis Ⅱ,Ⅳ ○ - - - ◎ ◎ ○ - ○ - -

インド、中国南
部、タイ、インド
ネシア、マレー
シア原産。
南アフリカ、中
東、アメリカ、
オーストラリア、
太平洋諸島等
に外来分布。

埼玉、千葉、神
奈川、熊本、沖
縄。

農耕地、住宅
地。

愛がん目的で飼養されている可能
性がある。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

海外では在来鳥類の卵の破壊、在
来鳥類と営巣場所を巡る競合、農業
被害の報告がある
八重山諸島に生息している個体は、
台湾に導入され逸出し、定着した個
体が飛来していると考えられてい
る。石垣島では2005年頃から見られ
るようになり、2009年に島内での繁
殖が確認されたとされる。
国内に生息する個体は名義タイプ亜
種Acridotheres trisitis trisitis  とされ
る。

②Ｗ100：IUCN、
③GISD、④各
県リスト：山口、
⑤環境省

 Sol, D et al. (1998)、
Peacock, D. S et al.
(2007)、Grarock, K
et al. (2012)、

- - - -

鳥類-3



【国内由来の外来種】

※　掲載の順番は、分類の並びとし、原則日本鳥学会 （2024） 日本鳥類目録改訂第8版. 日本鳥学会, 東京. 471pp.及び財団法人山階鳥類研究所 (1979) ドバト害防除に関する基礎的研究.に従った。 2026.9.11

※　飼養等されているものは基本的に防除等の対象とはならない。

生物 導入 競合 交雑
捕食
摂食

生態
系改
変

繁殖 気候 人体
経済
産業

利用
付着
混入

総合対策外来種（定着）

防除推進外来種（生態系等へ及ぼす影響が大きなもの）

1
国内由来の外来
種

防除推
進外来
種

④ キジ科 南西諸島のキジ Phasianus versicolor Ⅲ,Ⅳ ○ ○ - - ◎ ◎ ○ - ◎ ○ -
本州、四国、九
州。

中之島、臥蛇
島、諏訪之瀬
島、奄美大島、
喜界島、徳之
島、沖永良部
島、与論島、渡
嘉敷島、宮古
島、来間島、北
大東島。

草原、農耕地。
かつて、農業害虫駆除や狩猟目的
で放鳥されていた。

新たな放鳥はしない
こと。

北大東島には1975年10月に害虫駆
除目的で60羽が導入されて定着。し
かし、現在は農作物を食い荒らす害
鳥となっている。
鹿児島県では、狩猟目的として、
1971年と1972年にトカラ列島（中之
島、臥蛇島、諏訪之瀬島）に放鳥さ
れたほか、奄美大島、喜界島、徳之
島、沖永良部島にも放鳥された。
沖永良部島の知名町では有害捕獲
が行われている。令和５年度の「知
名町鳥獣被害防止計画」では、バレ
イショへの被害があるとして、町単独
事業で捕獲報奨金（1,500 円/１羽）
を設定し捕獲を実施している。
大陸に生息する亜種を含めて種キ
ジPhasianus colchicus と分類されて
いたが、最新の分類において日本国
内に生息する種を別種Phasianus
versicolorとして整理した。

④各県リスト：奈
良、鹿児島、⑤
検討委員

姉崎(2015)、鹿児島
県ウェブサイト
（2017）

知名町鳥獣被害防止計画（令和５年度）
https://www.town.china.lg.jp/nourin/kurasu
/sangyo/nogyo/documents/bousikeikaku.p
df
【URL取得日：2026年1月7日】

- - -

No 重要
地域

カテゴリ 防除マニュアル
対策優先度の

要件
自然分布 生息環境等 他法令での位置付け

評価項目

定着可能性

学名 利用上の留意事項 備考

我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（第２版）　＜動物（鳥類）＞

特定外
来生物

問題となってい
る地域

文献等

特に問題と
なる被害

逸出･拡散
和名

（別名、流通名）

生態系被害
関係する感染症定着段階 抽出根拠等 防除事例

分布拡大
科名 選定理由 利用状況

選定理由
Ⅰ．生態系被害が大きいもの。
Ⅱ．生物多様性保全上重要な地域に侵入し、問題になっている又はその可能性が高いもの。
Ⅲ．生態系被害のほか、人体や経済・産業に大きな影響を及ぼすもの。
Ⅳ．知見が十分でないものの、近縁種や同様の生態を持つ種が明らかに侵略的であるとの情報があるもの、又は、

近年の国内への侵入や分布の拡大が注目されている等の理由により、知見の集積が必要とされているもの。

対策優先度の要件（※対策優先度の要件は防除推進外来種のみ記入）
① 生態系に係る潜在的な影響・被害が特に重大。
② 生物多様性保全上重要な地域に侵入・定着し被害をもたらす可能性が高い。
③ 絶滅危惧種等の生息・生育に重大な被害を及ぼす可能性が高い。
④ 人の生命・身体や農林水産業等社会経済に対して重大な被害を及ぼす。

鳥類-4



【国外由来の外来種】

※　掲載の順番は、分類の並びとし、原則科レベルの配列はPoguh et al.,2016に倣い、それ以下は学名アルファベット順とした。

※　特定外来生物で指定時から学名に変更があったものについては、原則現学名の後に指定時の学名を括弧書きで記述した。 2026.9.11

※　飼養等されているものは基本的に防除等の対象とはならない。

生物 導入 競合 交雑
捕食
摂食

生態
系改
変

繁殖 気候 人体
経済
産業

利用
付着
混入

侵入・定着防止外来種（未定着）

定着防止外来種（侵入事例はあるが定着していない種）

1 未定着
定着防
止外来
種

トカゲモドキ科 ヒョウモントカゲモドキ Eublepharis macularius Ⅳ ○ ◎ - - - - - 〇 - - - ◎ -
南アジア～西ア
ジア原産。

-
岩砂漠、低木林
等。

ペットとして多数が利用されている。
展示利用もなされている。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。また、飼育個体
の排泄物を野外に捨
てない等、病原体を
外に出さないよう留
意する。

爬虫類に病原性を持ち、在来種オ
ビトカゲモドキに致死性のある原虫
クリプトスポリジウム
Cryptosporidium  spp. に感染してい
る場合があり、在来爬虫類への感
染が懸念される。

④各県リスト：長
崎、沖縄

第３回特定外来生物
等分類群専門家グ
ループ会合（爬虫
類・両生類）、Terrell
et al.  (2003)、黒木
(2005)、自然環境研
究センター(編
著)(2019)

- - - -

2 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

イグアナ科 ブラウンアノール Anolis sagrei Ⅰ ○ 〇 ○ - ◎ - - ○ - - - - ○

中米、西インド
諸島原産。北
米、ハワイ、ケ
イマン諸島、台
湾等に外来分
布。

- 森林、草原等。

かつてはペットとして飼養されてい
た。現在は特定外来生物に指定さ
れ、輸入・飼養等は規制されてい
る。

-

フロリダの導入地では在来のグリー
ンアノールを駆逐している。特定外
来生物に指定される以前はペット用
等で利用されていた。台湾の一部
地域に定着して高密度化しており、
日本への導入が危惧される。

①特定外来、③
GISD、④各県リ
スト：長崎、沖縄

第２回特定外来生物
等分類群専門家グ
ループ会合（爬虫
類・両生類）、Lever
(2003)、自然環境研
究センター(編
著)(2019)、Huang et
al. (2008a, 2008b)、
Kraus (2009)、Latella
et al. (2011)、Lee et
al.(2019)、GISD

- - - -

3 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

イグアナ科
特定外来生物のアノール
属（グリーンアノール、ブ
ラウンアノール除く。）

Anolis spp. Ⅳ ○ ○ ○ - ○ - - ○ - - - - ○
西インド諸島原
産。

- 森林、草原等。

かつてはペットとして飼養されてい
た。現在は特定外来生物に指定さ
れ、輸入・飼養等は規制されてい
る。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

Anolis allogus 、A. alutaceus 、A.
angusticeps 、 ナイトアノールA.
equestris 、 ガーマンアノールA.
garmani 、A. homolechis の6種。特
定外来生物に指定される以前は
ペット用等で利用されていた。

①特定外来、③
GISD、④各県リ
スト：長崎、沖縄

第５・６・７回特定外
来生物等分類群専
門家グループ会合
（爬虫類・両生類）、
Lever (2003)、自然
環境研究センター
(編著)(2019)、Kraus
(2009)、Latella et al.
(2011)、GISD

- - - -

4 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

ナミヘビ科 ミナミオオガシラ Boiga irregularis Ⅰ ○ ○ ○ - ◎ - - ○ - ○ - - ○

オーストラリア、
ソロモン諸島、
ニューギニア、
インドネシア原
産。グアムに外
来分布。

- 森林等。

かつてペットとして飼養されていた
可能性がある。現在は特定外来生
物に指定され、輸入・飼養等は規制
されている。

-

沖縄島で貨物への混入に由来する
と考えられる個体が捕獲されたこと
がある。弱毒だが咬まれると重体に
なることもある。グアム島での定着
事例等を考慮すると、ひとたび導入
され定着すると排除は困難とする指
摘がある。

①特定外来、③
GISD、④各県リ
スト：長崎、沖縄

第２回特定外来生物
等分類群専門家グ
ループ会合（爬虫
類・両生類）、Lever
(2003)、自然環境研
究センター(編
著)(2019)、Kraus
(2009)、GISD

- - - -

5 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

ナミヘビ科
特定外来生物のオオガシ
ラ属（ミナミオオガシラを
除く。）

Boiga spp. Ⅳ ○ ○ ○ - ○ - - ○ - ○ - - ○
南アジア～東南
アジア原産。

- 森林等。

一部の種はかつてペットとして飼養
されていた。現在は特定外来生物
等に指定され、輸入・飼養等は規制
されている。

-

ミドリオオガシラB. cyanea 、イヌバオ
オガシラB. cynodon 、マングローブ
ヘビB. dendrophila 、ボウシオオガシ
ラB. nigiriceps の4種を含む。グアム
島でのミナミオオガシラの定着事例
等を考慮すると、ひとたび導入され
定着すると排除は困難と考えられ
る。

①特定外来、③
GISD、④各県リ
スト：長崎、沖縄

第12回特定外来生
物等分類群専門家
グループ会合（爬虫
類・両生類）、自然環
境研究センター（編
著）(2019)

- - - -

6 未定着
定着防
止外来
種

スッポン科 アメリカスッポン属 Genus Apalone Ⅳ ○ ○ ○ - ○ - - ○ - - - ○ -
北米、中米原
産。

-
河川、池沼、湿
地等。

ペットとして飼養されている。
逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

フロリダスッポン A. ferox 、スベスッ
ポン A. mutica 、トゲスッポン A.
spinifera  が国内で販売されている。

④各県リスト：北
海道（トゲスッポ
ンとして）、東
京、滋賀、長
崎、沖縄

第３回特定外来生物
等分類群専門家グ
ループ会合（爬虫
類・両生類）、安川
(2005)、自然環境研
究センター(編
著)(2019)、USGS-
NAS

- - - -

7 未定着
定着防
止外来
種

ヌマガメ科 ニシキガメ属 Genus Chrysemys Ⅳ ○ ○ ○ - ○ - - ○ - - - ○ -
アメリカ、カナダ
原産。

-
河川、池沼、湿
地等。

ペットとして飼養されている。展示利
用もなされている。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

C. picta とC. dorsalis の2種を含む。
④各県リスト：東
京、長崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- - - -

8 未定着
定着防
止外来
種

ヌマガメ科

チズガメ属3種（ミシシッピ
チズガメ、フトマユチズガ
メ（サビーンチズガメを含
む。）、ニセチズガメ）

Graptemys  spp. Ⅳ ○ ○ ○ - ○ - - ○ - - - ○ - アメリカ原産。 -
河川、池沼、湿
地等。

ペットとして飼養されている。展示利
用もなされている。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

ミシシッピチズガメG. kohnii 、フトマ
ユチズガメG. ouachitensis  （サビー
ンチズガメG. o. sabinensis を含
む）、ニセチズガメG.
pseudogeographica  の3種。

④各県リスト：東
京、長崎、沖縄

第３回特定外来生物
等分類群専門家グ
ループ会合（爬虫
類・両生類）、安川
(2005)、自然環境研
究センター(編
著)(2019)、USGS-
NAS

- - - -

9 未定着
定着防
止外来
種

ヌマガメ科 クーターガメ属 Genus Pseudemys Ⅳ ○ ○ ○ - ○ - - ○ - - - ○ -
北米、中米原
産。

-
河川、湖沼、湿
地、汽水域等。

ペットとして飼養されている。展示利
用もなされている。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

ほとんどの種がペットとして輸入さ
れている。特にペニンシュラクー
ター P. peninsularis  の輸入が多く、
安価に販売されている。

④各県リスト：東
京、滋賀、長
崎、沖縄

第３回特定外来生物
等分類群専門家グ
ループ会合（爬虫
類・両生類）、安川
(2005)、自然環境研
究センター(編
著)(2019)

- - - -

10 未定着
定着防
止外来
種

イシガメ科 チュウゴクセマルハコガメ
Cuora flavomarginata
flavomarginata

Ⅳ ○ ○ ○ ○ ○ - - ○ - - - ○ -
中国、台湾原
産。

-

森林とその周
辺、河川の周
辺、沼沢地、湿
原等。

ペットとして飼養されている。
逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

八重山諸島に別亜種ヤエヤマセマ
ルハコガメ C. f. evelynae  が分布。
沖縄島や宮古島ではしばしば野外
でセマルハコガメが確認され、宮古
島では定着しているが、これらがど
の亜種なのかは確定されていない。
亜種の識別技術の確立と侵入定着
状況の調査が必要。
本亜種の属するイシガメ科は属間
交雑するため留意が必要。

④各県リスト：長
野、福岡、長
崎、沖縄

日本生態学会(編)
(2002)、Ota et al.
(2004)、安川(2005)、
自然環境研究セン
ター（編著）（2019）

- - - -

11 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

イシガメ科 ハナガメ Mauremys sinensis Ⅳ ○ - ○ ○ ○ - - ○ - - - ○ -
台湾、中国南
部、ベトナム北
部原産。

-
平野の河川や
池沼、水路。

特定外来生物に指定される前は
ペットとして多数が販売されていた。
現在は特定外来生物に指定され輸
入・飼養等は規制されている。愛が
ん目的で許可を受けた個体が飼養
されている。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。
（ハナガメ・タイワン
ハナガメを飼ってい
ませんか）
https://www.env.go.j
p/nature/intro/2outli
ne/list/files/chirashi
_hanagame.pdf
【URL取得日：2025年
12月2日】

遺棄されたと考えられる個体が野外
で見つかったことがある。
ニホンイシガメを含む他種のイシガ
メ属と交雑するため、遺伝的かく乱
を生じるおそれがある。野外での交
雑個体の確認例も報告されている。

①特定外来、④
各県リスト：茨
城、千葉、東
京、愛知、岐
阜、京都、長
崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)、
なごや生物多様性保
全活動評議会
（2014）ミシシッピアカ
ミミガメ防除マニュア
ル

- - - -

12 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

イシガメ科

特定外来生物のハナガメ
交雑個体（ハナガメ×ニ
ホンイシガメ、ハナガメ×
ミナミイシガメ、ハナガメ×
クサガメ）

Mauremys sinensis ×
Mauremys japonica、
Mauremys sinensis ×
Mauremys mutica、
Mauremys sinensis ×
Mauremys reevesii

Ⅳ ○ - ○ ◎ ○ - - ○ - - - - - - -
平野の河川や
池沼、水路。

特定外来生物に指定される前は
ペットとして少数が販売されていた。
現在は特定外来生物に指定され輸
入・飼養等は規制されている。愛が
ん目的で許可を受けた個体が飼養
されている。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。
（ハナガメ・タイワン
ハナガメを飼ってい
ませんか）
https://www.env.go.j
p/nature/intro/2outli
ne/list/files/chirashi
_hanagame.pdf
【URL取得日：2025年
12月2日】

カメ類の交雑個体の多くに繁殖能
があることから、ニホンイシガメとの
交雑が生じ、遺伝的かく乱が生じる
おそれが指摘されている（ただし、こ
れら特定外来生物の繁殖能につい
ては報告がない）。日本では散発的
に野外での報告例もある。

①特定外来、④
各県リスト：東京

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)、
なごや生物多様性保
全活動評議会
（2014）ミシシッピアカ
ミミガメ防除マニュア
ル

- - - -

No カテゴリ定着段階

我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（第２版）　＜動物（爬虫類）＞

逸出･拡散
和名

（別名、流通名）
重要
地域

利用上の留意事項 抽出根拠等

評価項目

定着可能性 分布拡大
関係する感染症

特に問題と
なる被害

選定理由 備考 他法令での位置付け
対策優先度の

要件
日本での分布 日本での利用状況

特定外
来生物 学名 防除事例文献等 防除マニュアル

生態系被害
原産地・分布

（日本を除く。）
生息環境等科名

対策優先度の要件（※対策優先度の要件は防除推進外来種のみ記入）
① 生態系に係る潜在的な影響・被害が特に重大。
② 生物多様性保全上重要な地域に侵入・定着し被害をもたらす可能性が高い。
③ 絶滅危惧種等の生息・生育に重大な被害を及ぼす可能性が高い。
④ 人の生命・身体や農林水産業等社会経済に対して重大な被害を及ぼす。

選定理由
Ⅰ．生態系被害が大きいもの。
Ⅱ．生物多様性保全上重要な地域に侵入し、問題になっている又はその可能性が高いもの。
Ⅲ．生態系被害のほか、人体や経済・産業に大きな影響を及ぼすもの。
Ⅳ．知見が十分でないものの、近縁種や同様の生態を持つ種が明らかに侵略的であるとの情報があるもの、又は、

近年の国内への侵入や分布の拡大が注目されている等の理由により、知見の集積が必要とされているもの。

爬虫類-1



生物 導入 競合 交雑
捕食
摂食

生態
系改
変

繁殖 気候 人体
経済
産業

利用
付着
混入

No カテゴリ定着段階
逸出･拡散

和名
（別名、流通名）

重要
地域

利用上の留意事項 抽出根拠等

評価項目

定着可能性 分布拡大
関係する感染症

特に問題と
なる被害

選定理由 備考 他法令での位置付け
対策優先度の

要件
日本での分布 日本での利用状況

特定外
来生物 学名 防除事例文献等 防除マニュアル

生態系被害
原産地・分布

（日本を除く。）
生息環境等科名

13 未定着
定着防
止外来
種

ドロガメ科 ニオイガメ属 Genus Sternotherus Ⅳ ○ - ○ - ○ - - ○ - - - ◎ -
北米～中米原
産。

-
河川、湖、池
沼、湿原等。

ペットとして飼養されている。
逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

6種を含み、ミシシッピニオイガメS.
odoratus 、カブトニオイガメS.
carinatus 、ヒメニオイガメS. minor が
よく飼育されている。東京都等では
これらの逸出事例が確認されてい
ることから、定着、拡大しないよう注
意を要する。

④各県リスト：東
京、岐阜

片岡（2017） - - - -

14 未定着
定着防
止外来
種

カミツキガメ科 ワニガメ属 Genus Macrochelys Ⅲ,Ⅳ ○ - ○ - ○ - - ○ - ◎ - ○ -
アメリカ東南部
原産。

-
河川、湖、池
沼、湿原等。

ペットとして飼養されている。動物愛
護管理法により特定動物に指定さ
れており、新規のペット利用はな
い。展示利用はなされている。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

特定動物への指定前はペットとして
販売されていた。各地で逸出個体
が発見されている。従来はM.
temminckii 1種とされてきたが、2014
年にスワニー川のものは別種M.
suwanniensis とされた。

④各県リスト：茨
城、栃木、群
馬、千葉、東
京、長野、岐
阜、滋賀、京
都、兵庫、和歌
山、徳島、香
川、福岡、佐
賀、長崎、沖縄

第３回特定外来生物
等分類群専門家グ
ループ会合（爬虫
類・両生類）、安川
(2005)、自然環境研
究センター(編
著)(2019)、小林
(2007)

- -
動物愛護管理法による
特定動物（危険動物）

-

総合対策外来種（定着）

防除推進外来種（生態系等へ及ぼす影響が大きなもの）

15
定着初期／限定
分布

防除推
進外来
種

①
特定外
来生物

アガマ科
スウィンホーキノボリトカ
ゲ

Diploderma swinhonis
(Japalura swinhonis )

Ⅳ ○ - ○ - - ○ - - - ○ ○ 台湾原産。
神奈川、静岡、
宮崎。

森林、林縁、農
耕地、住宅地
等。

かつてペットとして飼養されていた
可能性がある。現在は特定外来生
物に指定され輸入・飼養等は規制さ
れている。学術研究等の目的で許
可を受けた個体が飼養されている。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

輸入植物への混入による導入と推
測されている。宮崎県日向市、静岡
県浜松市、神奈川県厚木市で定着
が確認され岐阜県でも発見例があ
る。生態系への影響については知
見の収集が必要である。

①特定外来、④
各県リスト：東
京、静岡、岐
阜、長崎、宮
崎、沖縄

加藤ほか(2010,
2013)、槐ほか
（2019）、向井・田上
（2017）、自然環境研
究センター（編著）
(2019)

宮崎県では2017年より環境省、宮崎大学に
よる調査研究と防除の取組がなされ、近年
は日向市による防除計画策定事業が実施
された。
https://www.biodic.go.jp/biodiversity/activi
ty/local_gov/hozen/oubo_images/189_r3hyu
ga.pdf
【URL取得日：2025年12月2日】

- - -

16

分布拡大期～ま
ん延期（小笠原・
南西諸島で特に
注意）

防除推
進外来
種

①②③
特定外
来生物

イグアナ科 グリーンアノール Anolis carolinensis Ⅰ,Ⅱ ○ - ◎ ○ - ○ ◎ - - ○ ○

アメリカ東南部
原産。ハワイ諸
島、グアム島、
サイパン島、パ
ラオ、ヤップ島
等に外来分布。

小笠原諸島父
島、母島、兄
島、沖縄島、座
間味島。

疎林、林縁。

かつてはペットや餌用として利用さ
れていた。現在は特定外来生物に
指定され輸入・飼養等は規制されて
いる。学術研究等の目的で許可を
受けた個体が飼養されている。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

小笠原諸島で深刻な生態系被害を
引き起こしている。2013年に兄島で
の定着が確認され、根絶に向けた
取組が進められているが、分布域
は拡大している。沖縄島や座間味
島でも定着している。特定外来生物
に指定される以前はペット等として
利用されていた。

①特定外来、③
GISD、④各県リ
スト：長崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)、
日本爬虫両棲類学
会編（2021）、戸田ほ
か（2009）

小笠原、沖縄島、座間味島において防除が
実施されている。

環境省：グリーンアノール対策
https://ogasawara-
info.jp/pdf/panphlet/panphlet_kankyou4_1_r
3.pdf
【URL取得日：2025年12月2日】

東京都：グリーンアノール防除
https://www.soumu.metro.tokyo.lg.jp/07oga
sawara/nature/grapple_greenanole.html
【URL取得日：2025年12月2日】

沖縄県：グリーンアノール防除計画
https://www.pref.okinawa.lg.jp/_res/project
s/default_project/_page_/001/004/820/05-
06guri-nnano-ru.pdf
【URL取得日：2025年12月2日】

- -

沖縄島・小笠原産
の個体がサルモ
ネラ菌を保菌して
いたことが報告さ
れている。

17

分布拡大期～ま
ん延期（小笠原・
南西諸島で特に
注意）

防除推
進外来
種

①②③④
特定外
来生物

クサリヘビ科 タイワンハブ
Protobothrops
mucrosquamatus

Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ ○ ◎ ◎ - - ○ ○ ◎ - ○ -
台湾、中国南
部、東南アジア
原産。

沖縄島。
森林、農耕地
等。

展示用、食用、薬用として導入され
たと考えられる。現在は特定外来生
物に指定され輸入・飼養等は規制さ
れている。展示等の目的で許可を
受けた個体が飼養されている。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

ヘビを用いたショー及び薬用とし
て、1970年代から1990年代半ばま
で沖縄島に大量に輸入されていた。
これらの逸出か遺棄に由来すると
考えられる。防除が進められている
が、分布域は拡大している。
在来ハブとの交雑個体と考えられる
ヘビが捕獲されている。

①特定外来、④
各県リスト：長
崎、沖縄

第２回特定外来生物
等分類群専門家グ
ループ会合（爬虫
類・両生類）、日本生
態学会(編) (2002) 、
Ota et al. (2004)、自
然環境研究センター
(編著)(2019)、阿部
(2009)、寺田 (2011)

沖縄県によって防除が実施されている。
https://www.pref.okinawa.jp/_res/projects/
default_project/_page_/001/004/820/05-
08taiwannhabu.pdf
【URL取得日：2025年12月2日】

沖縄県衛生環境研究所（2021）タイワンハブ
防除マニュアル
https://www.pref.okinawa.lg.jp/_res/project
s/default_project/_page_/001/023/450/taiw
anhabu_manual.pdf
【URL取得日：2025年12月2日】

- -

18

分布拡大期～ま
ん延期（小笠原・
南西諸島で特に
注意）

防除推
進外来
種

①②③
特定外
来生物

ナミヘビ科 タイワンスジオ Elaphe taeniura friesi Ⅰ,Ⅱ - ○ ◎ - - ○ ○ - - ○ - 台湾原産。 沖縄島。
森林、農耕地
等。

展示用、食用、薬用に導入されたと
考えられる。現在は特定外来生物
に指定され輸入・飼養等は規制され
ている。展示等の目的で許可を受
けた個体が飼養されている。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

先島諸島には同種の別亜種サキシ
マスジオE. t. schmackeri 　が生息
し、交雑による遺伝的なかく乱のお
それがある。沖縄島では哺乳・鳥類
を捕食する昼行性のヘビ類がいな
いため、定着した場合捕食による在
来生物群への影響が懸念される。
防除が進められているが、分布域
は拡大している。

①特定外来、③
GISD、④各県リ
スト：長崎、沖縄

第２回特定外来生物
等分類群専門家グ
ループ会合（爬虫
類・両生類）、日本生
態学会(編) (2002) 、
Ota et al. (2004)、自
然環境研究センター
(編著)(2019)、阿部
(2009)、寺田 (2011)

沖縄県及び環境省によって調査と防除が進
められている。
https://www.pref.okinawa.lg.jp/_res/project
s/default_project/_page_/001/004/820/05-
07taiwannsujio.pdf
【URL取得日：2025年12月2日】

- - -

19
定着初期／限定
分布

防除推
進外来
種

①④
特定外
来生物

カミツキガメ科 カミツキガメ属 Genus Chelydra Ⅰ,Ⅲ ○ - ◎ - - ○ - ◎ - ○ -
北米～南米原
産。

ホクベイカミツ
キガメが千葉に
定着。各県で確
認記録がある。
神奈川、静岡、
大阪等では繁
殖由来とみられ
る幼体も確認さ
れている。

池沼、河川等。

ホクベイカミツキガメを中心に、かつ
てペットとして大量に飼養されてい
た。現在は特定外来生物に指定さ
れ輸入・飼養等は規制されている。
愛がん目的で許可を受けた個体が
飼養されている。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

外来生物法では、本属の全種を「カ
ミツキガメ C. serpentina 」として扱い
特定外来生物に指定している。
本属はかつて１種にまとめられてい
たが、現在は３種（ホクベイカミツキ
ガメ C .  serpentina 、ナンベイカミツ
キガメ C. acutirostris 、チュウベイカ
ミツキガメ C. rossignoni ）とされる。
かつて亜種C. serpentina osceola
（フロリダカミツキガメ）とされたもの
は、現在はホクベイカミツキガメに
含める。ペットとして飼われていたも
のが遺棄されて定着したと考えられ
ている。千葉県印旛沼水系では定
着しており、推定個体数30,000匹と
されている。静岡県狩野川でも野外
個体の繁殖が確認されている。

①特定外来、④
各県リスト：北海
道、福島、茨
城、栃木、群
馬、千葉、東
京、神奈川、長
野、静岡、岐
阜、愛知、滋
賀、京都、大
阪、兵庫、和歌
山、鳥取、山
口、徳島、香川,
福岡、佐賀、長
崎、鹿児島、沖
縄

第２回特定外来生物
等分類群専門家グ
ループ会合（爬虫
類・両生類）、日本生
態学会(編) (2002) 、
自然環境研究セン
ター(編著)(2019)、小
林 (2007)、加藤・衛
藤 (2012)、辻井ほか
(2012)

千葉県においては2006年より継続的に防除
が実施されている。
https://www.bdcchiba.jp/kamitukigame
【URL取得日：2025年12月2日】

環境省外来生物対策室（2012）カミツキガメ
防除の手引き
https://www.env.go.jp/nature/intro/3contr
ol/files/kamituki_tyuui.pdf
【URL取得日：2025年12月2日】

- -

20
分布拡大期～ま
ん延期

防除推
進外来
種

①

特定外
来生物
（条件
付）

ヌマガメ科 アカミミガメ Trachemys scripta Ⅰ ◎ - ○ ○ ○ ○ - - ○ ◎ -

北米原産。ハワ
イ、インドシナ、
インド、ヨーロッ
パに外来分布。

全国。
池沼、湖、河
川、湿地等。

ペットとして大量に飼養されている。
なお、飼育等は規制されない条件
付特定外来生物に指定され、輸入
及び販売は規制されている。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

３亜種（ミシシッピアカミミガメ T. s.
elegans 、キバラガメ T. s. scripta 、
カンバーランドキミミガメ T. s.
troosti  ）から成る。
ペットとして安価に大量に販売さ
れ、遺棄や逸走が頻繁に生じてい
たと考えられる。2022年に飼育等は
規制されない条件付特定外来生物
に指定され、輸入及び販売は規制
された。なお、現在でも全国各地
で、多数が定着して野外での繁殖も
確認されている。

①特定外来（条
件付）、③
GISD、④各県リ
スト：北海道、青
森、福島、茨
城、群馬、千
葉、東京、神奈
川、長野、岐
阜、静岡、愛
知、滋賀、京
都、大阪、兵
庫、奈良、和歌
山、鳥取、山
口、徳島、香
川、高知、福
岡、佐賀、長
崎、大分、宮
崎、鹿児島、沖
縄、⑤意向調
査：地方公共団
体（キバラガメと
して）

第３回特定外来生物
等分類群専門家グ
ループ会合（爬虫
類・両生類）、日本生
態学会(編) (2002) 、
Lever (2003)、自然
環境研究センター
(編著)(2019)、有馬
ほか (2008a, 2008b,
2009, 2010)、沢田
(2012)、Kraus
(2009)、安川(2012)、
GISD

環境省による「アカミミガメ対策推進プロジェ
クト」のほか、東京都、愛知県をはじめ各地
で防除が実施されている。
https://www.env.go.jp/nature/intro/2outlin
e/attention/akamimi.html
【URL取得日：2025年12月2日】

環境省（2019）アカミミガメ防除の手引き
https://www.env.go.jp/nature/intro/3contr
ol/files/r_akamimi_tebiki2.pdf
【URL取得日：2025年12月2日】

なごや生物多様性保全活動評議会（2014）
ミシシッピアカミミガメ防除マニュアル
https://bdnagoya.jp/introduction/activities
/pdf/manual_red_eared_slider_2603.pdf
【URL取得日：2025年12月2日】

-

アカミミガメ等の爬
虫類はサルモネラ
菌を保有している
ことがある。

防除検討外来種（被害の大きさが防除推進外来種には及ばないもの）

21
分布拡大期～ま
ん延期

防除検
討外来
種

ヤモリ科 ニホンヤモリ Gekko japonicus Ⅰ ○ ○ ○ - - ○ ○ - - ○ ○
中国中東部原
産。朝鮮半島に
外来分布。

北海道南部、
本州、四国及び
九州並びにそ
れらの周辺島
嶼。

人家周辺、二次
林。

ペットとして飼養されることがある。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と（特に、タワヤモ
リ、ニシヤモリの分布
域）。

交雑・競合により在来種のヤモリ属
を排除して置き換わる。日本固有種
であるタワヤモリ、ニシヤモリの生
息地減少が懸念される。淡路島で
は、ニホンヤモリの導入によりタワ
ヤモリから本種に置き換わった例が
ある。近年、約3,000年前に大陸由
来の個体が九州地方に人為的にも
たらされ、その後全国に広がったと
考えられるとの報告がなされた。

③GISD、④各県
リスト：北海道、
福島、滋賀、鹿
児島

日本爬虫両棲類学
会(2021)、Chiba et
ai.(2022,2024)、 Park
et al. (2024)、 Toda
et al.(2006)

- - - -

爬虫類-2



生物 導入 競合 交雑
捕食
摂食

生態
系改
変

繁殖 気候 人体
経済
産業

利用
付着
混入

No カテゴリ定着段階
逸出･拡散

和名
（別名、流通名）

重要
地域

利用上の留意事項 抽出根拠等

評価項目

定着可能性 分布拡大
関係する感染症

特に問題と
なる被害

選定理由 備考 他法令での位置付け
対策優先度の

要件
日本での分布 日本での利用状況

特定外
来生物 学名 防除事例文献等 防除マニュアル

生態系被害
原産地・分布

（日本を除く。）
生息環境等科名

22

分布拡大期～ま
ん延期（小笠原・
南西諸島で特に
注意）

防除検
討外来
種

ヤモリ科 ホオグロヤモリ Hemidactylus frenatus Ⅳ ◎ - ○ - - ○ ○ - - ○ ○

アジア原産と考
えられる。台
湾、インドシナ、
インド、東アフリ
カ、メキシコ等
に広く分布。

宝島、喜界島
及び奄美大島
以南の南西諸
島のほとんどの
島、小笠原諸
島。

民家、人工林、
海岸等。

ペットとして飼養されるほか、アロワ
ナ等の餌用に販売されることがあ
る。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

国内では南西諸島及び小笠原諸島
に分布。近年、奄美大島・喜界島・
宝島でも確認され。奄美大島と喜界
島では定着している。しばしば他種
のヤモリに対して攻撃的で排除する
傾向にあり、在来ヤモリ類との競合
が懸念される。海外では寄生虫や
細菌等の媒介による在来種への影
響も懸念されている。

③GISD、④各県
リスト：鹿児島

日本爬虫両棲類学
会編（2021）、Hoskin
(2011)、Kurita (2013)

- - - -

23

定着初期／限定
分布（小笠原・南
西諸島で特に注
意）

防除検
討外来
種

イグアナ科 グリーンイグアナ Iguana iguana Ⅳ - - ○ - - ○ ○ - ○ ◎ -

中南米、西イン
ド諸島原産。フ
ロリダ半島、ハ
ワイ、台湾に外
来分布。

石垣島。 森林等。
ペットとして飼養されている。展示利
用もなされている。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

かつては捕獲がなされていたが現
在は事業としての防除は行われて
いない。最新の生息実態及び生態
系等への影響に関する知見の集積
が必要。

③GISD、④各県
リスト：長崎、沖
縄

第３回特定外来生物
等分類群専門家グ
ループ会合（爬虫
類・両生類）、Lever
(2003)、自然環境研
究センター(編
著)(2019)、阿部
(2009)、Kraus
(2009)、Lee et al.
(2019)、GISD

2013年頃から環境省による生態調査や捕
獲が実施されていた。
https://kyushu.env.go.jp/okinawa/pre_2013
/0227a.html
【URL取得日：2025年12月2日】

- - -

24
定着初期／限定
分布

防除検
討外来
種

スッポン科 チュウゴクスッポン Pelodiscus sinensis Ⅳ ○ ○ 〇 - - ○ - - - ○ -
ベトナム南部～
中国大陸沿岸
部原産。

沖縄（沖縄島、
久米島、伊平
屋島、南大東
島、石垣島、西
表島、与那国
島）。

河川の中・下流
域や池、湖沼
等。

生きた個体の国内における利用状
況は不明だが、愛玩・鑑賞目的で販
売されている個体に混入している可
能性がある。台湾などでは養殖され
ている。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

ニホンスッポンとの交雑が生じてい
る可能性がある。生息実態及び生
態系等への影響に関する知見の集
積が必要。沖縄県以外にも持ち込
まれている可能性があり、日本国内
のチュウゴクスッポンの正確な分布
状況は不明であるため知見の集積
が必要。ただし、養殖用の遺棄、逃
亡等により全国に広まっている可能
性がある。ニホンスッポンとは亜種
関係にあったが、2023年それぞれ
独立の種として分類に変更があっ
た。

④各県リスト：北
海道、福島、茨
城、東京、兵
庫、長崎、鹿児
島、沖縄

自然環境研究セン
ター（2019）、日本爬
虫両棲類学会編
（2021）

- - - -

25
定着初期／限定
分布

防除検
討外来
種

イシガメ科 ミナミイシガメ Mauremys mutica mutica Ⅳ ○ ○ ○ - - ○ ○ - - ○ -
中国、台湾、ベ
トナム原産。

滋賀、京都、大
阪。

水田、ため池、
湿地等。

ペットとして飼養されることがある。
逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

国内では滋賀、京都、大阪に定着。
八重山諸島に亜種ヤエヤマイシガメ
M. m. kami  が分布。本亜種の属す
るイシガメ科は属間交雑のおそれも
あるため、特に注意が必要。

④各県リスト：千
葉、東京、滋
賀、京都、長
崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（2019）、日本爬
虫両棲類学会編
（2021）、小林・長谷
川(2005)

- - - -

爬虫類-3



【国内由来の外来種】

※　掲載の順番は、分類の並びとし、原則科レベルの配列はPoguh et al.,2016に倣い、それ以下は学名アルファベット順とした。 2026.9.11

※　飼養等されているものは基本的に防除等の対象とはならない。

生物 導入 競合 交雑
捕食
摂食

生態
系改
変

繁殖 気候 人体
経済
産業

利用
付着
混入

総合対策外来種（定着）

防除推進外来種（生態系等へ及ぼす影響が大きなもの）

1
国内由来の外来
種

防除推
進外来
種

①③ トカゲ科 八丈島のニホントカゲ Plestiodon japonicus Ⅳ ○ ◎ - - - ○ ○ - - ○ -
近畿中・北西部
～西日本と周
辺島嶼原産。

八丈島。
森林、農耕地、
住宅地等。

移入個体群に限らずペットとして飼
養されることがある。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

2012年に本種の分類が見直され、
東日本とロシア沿海州のものは別
種ヒガシニホントカゲ P. finitimus  と
された。八丈島の外来個体群は狭
義のニホントカゲ。 オカダトカゲとの
交雑が確認されている。

④各県リスト：東
京

栗山ほか(2009)、
Okamoto et al.
(2013)

国立環境研究所によって遺伝構造や生態
等の調査が実施された。

- - -

2
国内由来の外来
種

防除推
進外来
種

① 　 アガマ科
九州（屋久島を含む。）の
オキナワキノボリトカゲ

Diploderma polygonatum
polygonatum

Ⅳ - - ○ - - ○ - - - ○ -
奄美群島、沖縄
諸島原産。

宮崎県日南
市、鹿児島件
指宿市。屋久
島。

森林等。
移入個体群に限らずペットとして飼
養されることがある。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

生息実態及び生態系等への影響に
関するさらなる知見の集積が必要。
自然分布域以外のものは鹿児島県
の指定外来動植物に指定されてい
る。

④各県リスト：長
崎、宮崎、鹿児
島

日本爬虫両棲類学
会 (2009)、太田ほか
(2013)、Jono et al.
(2013)、Ota et
al.(2006)

宮崎県日南町の生息地では宮崎大学等に
よって生息状況調査が実施されてきた。

鹿児島県（2024）オキナワキノボリトカゲ防
除マニュアル
https://www.pref.kagoshima.jp/ad04/kuras
hi-
kankyo/gairai/documents/72338_20210526
154054-1.pdf
【URL取得日：2025年12月2日】

- -

3
国内由来の外来
種

防除推
進外来
種

①② スッポン科
南西諸島のニホンスッポ
ン

Pelodiscus japonicus Ⅳ ○ - ○ - - ○ - - - ○ -
本州、四国、九
州原産。

大隅諸島、奄
美群島。

池沼、河川等。
日本全国で多数が養殖されている。
奄美群島等には食用、養殖用として
持ち込まれたと考えられる。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

生息実態及び生態系等への影響に
関する知見の集積が必要。チュウ
ゴクスッポンとは亜種関係にあった
が、2023年それぞれ独立の種として
分類に変更があった。P. japonicus
の外来種としての分布情報等は不
明。自然分布域以外のものは鹿児
島県の指定外来動植物に指定され
ている。

④各県リスト：青
森、福島、鹿児
島、沖縄

日本生態学会(編)
(2002) 、自然環境研
究センター(編
著)(2019)、日本爬虫
両棲類学会編
（2021）

-

鹿児島県（2024）ニホンスッポン防除マニュ
アル
https://www.pref.kagoshima.jp/ad04/kuras
hi-
kankyo/gairai/documents/72338_20240510
171228-1.pdf
【URL取得日：2025年12月2日】

- -

4
国内由来の外来
種

防除推
進外来
種

②③ イシガメ科
沖縄島、宮古島などのヤ
エヤマセマルハコガメ

Cuora flavomarginata
evelynae

Ⅳ ○ ◎ - - - ○ ○ - - - -
石垣島、西表島
原産。

沖縄島、宮古
島、黒島等。

森林とその周
辺、河川の周
辺、沼沢地、湿
原等。

国の天然記念物に指定されている
ことから飼養は規制されているが、
許可を受けた個体が市の施設など
で飼養されている。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

生息実態及び生態系等への影響に
関する知見の集積が必要。セマル
ハコガメは国の天然記念物に指定
されている。沖縄島、久米島、宮古
島、黒島でも生息が確認されてい
る。リュウキュウヤマガメとの交雑個
体と思われるものも確認されてい
る。天然記念物であるため、駆除を
行うために課題がある。

④各県リスト：沖
縄

Ota (1999)、前之園・
戸田 (2007)、自然環
境研究センター（編
著）(2019)、日本爬虫
両棲類学会編
（2021）

- -
文化財保護法により国
の天然記念物に指定さ
れている。

-

5
国内由来の外来
種

防除推
進外来
種

②③ イシガメ科
沖縄島、宮古島などのヤ
エヤマイシガメ

Mauremyｓ mutica kami Ⅰ,Ⅱ ○ - ◎ - - ○ ○ - - ○ -
石垣島、西表
島、与那国島原
産。

沖縄島、阿嘉
島、宮古島等。

河川、池沼、湿
地等。

移入個体群に限らずペットとして飼
養されている。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

生息実態及び生態系等への影響に
関する知見の集積が必要。沖縄
島、宮古島、悪石島（鹿児島）など
に定着している。宮古島ではミヤコ
サワガニを捕食する被害が指摘さ
れている。

④各県リスト：鹿
児島、沖縄

Ota (1999)、前之園・
戸田 (2007)、小林・
長谷川(2005)、日本
爬虫両棲類学会編
（2021）

ミヤコサワガニの生息地において宮古島市
による捕獲が実施されている。
https://eco-island.jp/news/231129-2/
【URL取得日：2025年12月2日】

- - -

【国外由来の外来種との指摘がなされているが、国内に自然分布域を持つ可能性を現時点では否定できない種】
※対策優先度の要件は防除推進外来種のみ記入

生物 導入 競合 交雑
捕食
摂食

生態
系改
変

繁殖 気候 人体
経済
産業

利用
付着
混入

総合対策外来種（定着）

防除推進外来種（生態系等へ及ぼす影響が大きなもの）

1
分布拡大期～ま
ん延期

防除推
進外来
種

①③ イシガメ科 自然分布域外のクサガメ Mauremys reevesii Ⅰ ○ ◎ ○ - ○ ○ - - - ◎ -
朝鮮半島、台
湾、中国原産。

本州、四国、九
州と周辺島嶼。

河川、湖沼、水
田、水路。

ペットとして多数が流通し飼養され
ている。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

日本産の集団は自然分布ではなく
導入個体群であるとされるが、対馬
等に自然分布域を持つ可能性も指
摘されている。一方、千葉、福井、
愛知等では在来種ニホンイシガメに
対する遺伝的なかく乱が深刻な影
響を生じさせる事例が報告されてお
り、このような地域では積極的な防
除を行う必要がある。鹿児島県の
指定外来動植物に指定されてい
る。

④各県リスト：北
海道、青森、福
島、群馬、東
京、岐阜、滋
賀、兵庫、山
口、鹿児島、⑤
意向調査：環境
省外来室、地方
公共団体

日本爬虫両棲類学
会（編著）(2021)、
Suzuki et al.(2011、
2014)、小賀野・小林
（2022）、Matsuda et
al.(2024)、中島他
（2024）

近年はアカミミガメと並び各地で防除の対象
とされている。鹿児島県は防除マニュアルを
作成、公表している。

鹿児島県（2024）クサガメ防除マニュアル
https://www.pref.kagoshima.jp/ad04/kuras
hi-
kankyo/gairai/documents/72338_20231017
092136-1.pdf
【URL取得日：2025年12月2日】

- -

2
分布拡大期～ま
ん延期

防除推
進外来
種

①②③ イシガメ科
クサガメ×ニホンイシガメ
（ウンキュウ、イシクサガ
メ、イシクサ）

Mauremys reevesii ×
Mauremys japonica

Ⅰ ○ ◎ ○ - - ○ - - - ◎ - -

全国で広く見つ
かっている。千
葉、福井、愛知
等のニホンイシ
ガメ分布域では
まとまって見ら
れる。

平野から丘陵の
河川や池沼、水
路。

鑑賞目的のために飼育下で作出さ
れたものがしばしば販売されてお
り、爬虫類のイベント販売等では普
通に見られる。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

交雑個体と親種の間には交配前隔
離が確認されず、交雑個体の産卵
数、精子の数や活性などは親種と
遜色なく、さらに交雑2代も生じてい
る（雑種崩壊は生じない）ことから、
何らかの原因で交雑個体が生じる
と交雑化が急速に進むであろうこと
が示されている。在来種ニホンイシ
ガメに対する生態系被害が生じてお
り、特に千葉、福井、愛知等ではニ
ホンイシガメに対する遺伝的なかく
乱が深刻な影響を生じさせる事例
が報告されており、このような地域
では積極的な防除を行う必要があ
る。

④各県リスト：群
馬、東京

日本爬虫両棲類学
会（編著）(2021)、
Suzuki et al.(2011)、
小賀野・小林
（2022）、上野
（2023）、Matsuda et
al.(2024)

近年はアカミミガメやクサガメと並び各地で
防除の対象とされている。

- - -

我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（第２版）　＜動物（爬虫類）＞

防除マニュアル

利用上の留意事項 抽出根拠等

評価項目

逸出･拡散
和名

（別名、流通名）

カテゴリ

重要
地域

No 防除事例

利用上の留意事項

他法令での位置付け

抽出根拠等

評価項目

定着可能性

関係する感染症

分布拡大

学名

逸出･拡散生態系被害

日本での分布

関係する感染症

原産地・分布
(日本を除く。）

特に問題と
なる被害

生息環境等

定着可能性

防除事例 他法令での位置付け備考
生態系被害

自然分布

防除マニュアル

文献等

和名
（別名、流通名）

利用状況

対策優先度の
要件

備考

問題となってい
る地域

利用状況

重要
地域

文献等
対策優先度の

要件

選定理由

特定外
来生物 学名

科名

科名

No カテゴリ 生息環境等
特定外
来生物

定着段階

分布拡大
特に問題と
なる被害

定着段階

選定理由

選定理由
Ⅰ．生態系被害が大きいもの。
Ⅱ．生物多様性保全上重要な地域に侵入し、問題になっている又はその可能性が高いもの。
Ⅲ．生態系被害のほか、人体や経済・産業に大きな影響を及ぼすもの。
Ⅳ．知見が十分でないものの、近縁種や同様の生態を持つ種が明らかに侵略的であるとの情報があるもの、又は、

近年の国内への侵入や分布の拡大が注目されている等の理由により、知見の集積が必要とされているもの。

対策優先度の要件（※対策優先度の要件は防除推進外来種のみ記入）
① 生態系に係る潜在的な影響・被害が特に重大。
② 生物多様性保全上重要な地域に侵入・定着し被害をもたらす可能性が高い。
③ 絶滅危惧種等の生息・生育に重大な被害を及ぼす可能性が高い。
④ 人の生命・身体や農林水産業等社会経済に対して重大な被害を及ぼす。

爬虫類-4



【国外由来の外来種】

※　掲載の順番は、分類の並びとし、原則Frost, D.R. et al. 2006. The amphibian tree of life. Bulletin of the American Museum of Natural History 297: 1–370.に従った。

※　特定外来生物で指定時から学名に変更があったものについては、原則現学名の後に指定時の学名を括弧書きで記述した。 2026.9.11

※　飼養等されているものは基本的に防除等の対象とはならない。

生物 導入 競合 交雑
捕食
摂食

生態
系改
変

繁殖 気候 人体
経済
産業

利用
付着
混入

侵入・定着防止外来種（未定着）

侵入予防外来種（まだ侵入していない種）

1 未定着
侵入予
防外来
種

特定外
来生物

コヤスガエル科
（ユビナガガエ
ル科）

コキーコヤスガエル Eleutherodactylus coqui Ⅰ ○ - ○ - ◎ - ◎ ○ - - - - ◎

プエルトリコ原
産。小アンティ
ル諸島、フロリ
ダ、ハワイ、ガラ
パゴスに外来分
布。

-
森林を中心とし
たさまざまな環
境。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

海外では貨物等に紛れて移動したと
考えられている。導入されたハワイ
島では高密度に生息し、観光ホテル
等で鳴声による騒音被害が発生して
いる。

①特定外来、
③GISD、④各県
リスト：長崎、沖
縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- - - -

2 未定着
侵入予
防外来
種

特定外
来生物

コヤスガエル科
（ユビナガガエ
ル科）

ジョンストンコヤスガエル
Eleutherodactylus
johnstonei

Ⅳ ○ - ○ - ○ - ◎ ○ - - - - ◎

小アンティル諸
島原産。ベネズ
エラ、ジャマイカ
等に外来分布。

-
農耕地、荒地、
都市、湿地等。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-
生態系等への影響に関する知見の
集積が必要。

①特定外来、③
GISD、④各県リ
スト：長崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- - - -

3 未定着
侵入予
防外来
種

特定外
来生物

コヤスガエル科
（ユビナガガエ
ル科）

オンシツガエル
Eleutherodactylus
planirostris

Ⅳ ○ - ○ - ○ - ◎ ○ - - - - ◎

大アンティル諸
島原産。ジャマ
イカ、メキシコ、
フロリダ、グア
ム、ハワイ等に
外来分布。

-
森林、農耕地、
草地、湿地等。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-
温室で見られることからこの和名が
ある。生態系等への影響に関する知
見の集積が必要。

①特定外来、③
GISD、④各県リ
スト：長崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- - - -

定着防止外来種（侵入事例はあるが定着していない種）

4 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

オオサンショウ
ウオ科

オオサンショウウオ属の
全種（オオサンショウウ
オ、チュウゴクオオサン
ショウウオ及びその交雑
個体を除く。）

Andrias  spp. Ⅰ,Ⅱ ○ - ○ ◎ ○ - - ○ - - - ○ - 中国原産。 - 河川。

かつてはごく少数が展示用として利
用されていた。現在は特定外来生物
に指定され、輸入・飼養等は規制さ
れている。展示目的で許可を受けた
個体が飼養されている。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

2024年5月時点でスライゴオオサン
ショウウオAndrias. sligoi、A.
jiangxiensis  （和名なし）、A. cheni
（和名なし）の3種を含む。遺伝的かく
乱等によるオオサンショウウオへの
被害の可能性があり、特定外来生物
に指定された。

①特定外来、④
各県リスト：岐
阜、兵庫、長崎

第10回特定外来生
物等分類群専門家
グループ会合（爬虫
類・両生類）、自然環
境研究センター(編
著)(2019)

2023 年度時点で、京都府京都市、三重県名
張市、奈良県宇陀市、岡山県鏡野町、愛知
県瀬戸市が文化庁「天然記念物緊急調査事
業」によりチュウゴクオオサンショウウオ及び
交雑個体に関する調査及び捕獲等を実施し
ている。

-
種の保存法による国際
希少野生動植物種。

-

5 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

アマガエル科
キューバズツキガエル
（キューバアマガエル）

Osteopilus septentrionalis Ⅰ ○ - ○ - ◎ - - ○ - - - - ◎

キューバ、バハ
マ等原産。フロ
リダ、プエルトリ
コ、小アンティル
諸島、ハワイ等
に外来分布。

-
森林、草原、湿
地、住宅地等。

かつてはペットとして飼養されてい
た。現在は特定外来生物に指定さ
れ、輸入・飼養等は規制されている。

-
皮膚粘液による上位捕食者への影
響も考えられる。捕食性が強く、他の
カエルも餌とする。塩分耐性もある。

①特定外来、③
GISD、④各県リ
スト：長崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- - - -

6 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

ヒキガエル科 ヘリグロヒキガエル
Duttaphrynus
melanostictus (Bufo
melanostictus )

Ⅳ ○ ◎ ○ - ○ - - ○ - - - ○ ◎
南アジア～東南
アジア原産。

-
森林、草原、農
耕地等。

かつてはペットとして飼養されてい
た。現在は特定外来生物に指定さ
れ、輸入・飼養等は規制されている。
愛がん目的で許可を受けた個体が
飼養されている。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

輸入貨物への混入例が確認されて
いる。

①特定外来、③
GISD、④各県リ
スト：長崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- - - -

7 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

ヒキガエル科
特定外来生物の旧ヒキガエ
ル属（ヘリグロヒキガエル、
オオヒキガエルを除く。）

Bufo spp.（旧学名） Ⅳ ○ - ○ - ○ - - ○ - - - - ○
北米～南米、
アフリカ原産。

-
森林、草原、農
耕地等、種に
よって異なる。

かつてはペットとして飼養されてい
た。現在は特定外来生物に指定さ
れ、輸入・飼養等は規制されている。

-

ブレーンズヒキガエル Anaxyrus
cognatus  (Bufo cognatus )、アカ
ボシヒキガエル Anaxyrus
punctatus  (Bufo punctatus )、
オークヒキガエル Anaxyrus
quercicus  (Bufo quercicus )、テ
キサスヒキガエル Anaxyrus
speciosus  (Bufo speciosus )、キ
ンイロヒキガエルRhaebo
guttatus  (Bufo guttatus )、コノハ
ヒキガエルRhinella margaritifera
(Bufo typhonius ）、アフリカヒキガ
エル Sclerophrys regularis
(Bufo regularis )の7種。

①特定外来、③
GISD、④各県リ
スト：栃木、長
崎、沖縄

第12回特定外来生
物等分類群専門家
グループ会合（爬
虫類・両生類）、自
然環境研究セン
ター（編著）(2019)、
Pereyra et al.
(2021)

- - - -

8 未定着
定着防
止外来
種

ヒキガエル科

ヨーロッパミドリヒキガエルな
ど旧ヒキガエル属5種（ヨー
ロッパミドリヒキガエル、アメ
リカミドリヒキガエル、ナンブ
ヒキガエル、ガルフコースト
ヒキガエル、ロココヒキガエ
ル（キャハンヒキガエル））

Bufo spp. （旧学名） Ⅳ ○ - ○ - ○ - - ○ - - - ○ ○
ヨーロッパ、北
米、南米原産。

-
森林、草原、農
耕地等、種に
よって異なる。

ペットとして飼養されている。
逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

ヨーロッパミドリヒキガエル Bufotes
viridis (Bufo viridis) 、アメリカミドリヒ
キガエルAnaxyrus debilis  (Bufo
debilis) 、ナンブヒキガエル Anaxyrus
terrestris  (Bufo terrestris) 、ガルフ
コーストヒキガエル Incilius valliceps
(Bufo valliceps) 、ロココヒキガエル
（キャハンヒキガエル）Rhinella
diptycha  (Bufo paracnemis) の5種。

④各県リスト：北
海道、長崎、沖
縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- - - -

9 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

ヒメアマガエル
科(ジムグリガエ
ル科）

アジアジムグリガエル Kaloula pulchra Ⅳ ○ ◎ ○ - ○ - - ○ - - - ○ ◎

南アジア～東南
アジア～中国原
産。ボルネオ、
スラウェシ、台
湾に外来分布。

- 森林、水辺等。

かつてはペットとして飼養されてい
た。現在は特定外来生物に指定さ
れ、輸入・飼養等は規制されている。
愛がん目的で許可を受けた個体が
飼養されている。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

輸入貨物への混入例が確認されて
いる。

①特定外来、③
GISD、④各県リ
スト：長崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)、
Lee et al.(2019)

- - - -

10 未定着
定着防
止外来
種

未判定
外来生
物

アオガエル科 ホンコンシロアゴガエル Polypedates megacephalus Ⅳ 〇 ◎ 〇 - 〇 - 〇 〇 - - - - ◎
中国南部、イン
ドシナ原産。台
湾に外来分布。

-
森林、農耕地
等。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

中国大陸から台湾に2006年に導入
されて著しく分布拡大しており、生態
系被害が指摘されている。2022年に
沖縄島への5個体の導入（台湾から
のコンテナへの混入）が確認されて
おり、日本に置かれたコンテナ内で
1ヶ月以上にわたり生きていたことが
確認されており、更なる導入、定着
が懸念される。

①未判定外来、
③GISD、④各県
リスト：沖縄

上村ほか（2022）、
Lee et al.(2019)

- - - -

総合対策外来種（定着）

防除推進外来種（生態系等へ及ぼす影響が大きなもの）

11
定着初期／限定
分布

防除推
進外来
種

①③
特定外
来生物

オオサンショウ
ウオ科

チュウゴクオオサンショウ
ウオ

Andrias davidianus Ⅰ,Ⅱ ○ ◎ ○ - - ○ - - - ○ - 中国原産。 京都等。 河川。

かつて食用に輸入されたといわれて
いるが詳細は不明。輸入個体の一
部は展示用に飼養されていた。現在
は特定外来生物に指定され、輸入・
飼養等は規制されている。展示等の
目的で許可を受けた個体が飼養さ
れている。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

遺伝的かく乱等によるオオサンショ
ウウオへの被害が確認されている。
2021年時点で、京都市賀茂川では
本種はごく少数となっており、オオサ
ンショウウオ属の交雑個体への置き
換わりが進行している。

①特定外来、④
各県リスト：岐
阜、滋賀、京都、
兵庫、長崎、沖
縄

第10回特定外来生
物等分類群専門家
グループ会合（爬虫
類・両生類）、自然環
境研究センター(編
著)(2019)、高倉ほか
（2025）

2023年度時点で、京都府京都市、三重県名
張市、奈良県宇陀市、岡山県鏡野町、愛知
県瀬戸市が文化庁「天然記念物緊急調査事
業」によりチュウゴクオオサンショウウオ及び
交雑個体に関する調査及び捕獲等を実施し
ている。

-
種の保存法による国際
希少野生動植物種。

-

12
定着初期／限定
分布

防除推
進外来
種

①③
特定外
来生物

オオサンショウ
ウオ科

オオサンショウウオ属の
交雑個体

Andrias  spp. Ⅰ,Ⅱ ○ ◎ ○ - - ○ - - - ○ - -

岐阜、愛知、滋
賀、三重、奈
良、京都、岡
山、広島。

河川。

現在は特定外来生物に指定され、輸
入・飼養等は規制されている。展示
等の目的で許可を受けた個体が飼
養されている。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

遺伝的かく乱等によるオオサンショ
ウウオへの被害が確認されている。
2021年時点で、京都市賀茂川に生
息するオオサンショウウオ属の大部
分は交雑個体となっている。

①特定外来、④
各県リスト：岐
阜、滋賀、京都、
兵庫、岡山、長
崎、沖縄

第10回特定外来生
物等分類群専門家
グループ会合（爬虫
類・両生類）、自然環
境研究センター(編
著)(2019)、高倉ほか
（2025）

2023年度時点で、京都府京都市、三重県名
張市、奈良県宇陀市、岡山県鏡野町、愛知
県瀬戸市が文化庁「天然記念物緊急調査事
業」によりチュウゴクオオサンショウウオ及び
交雑個体に関する調査及び捕獲等を実施し
ている。

-
種の保存法による国際
希少野生動植物種。

-

他法令での位置付け
対策優先度の

要件
日本での分布 日本での利用状況

特定外
来生物 学名 生息環境等 防除事例文献等備考

生態系被害
原産地・分布

（日本を除く。）
科名No カテゴリ定着段階

我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（第２版）　＜動物（両生類）＞

防除マニュアル
逸出･拡散

和名
（別名、流通名）

重要
地域

利用上の留意事項 抽出根拠等

評価項目

定着可能性 分布拡大
関係する感染症

特に問題と
なる被害

選定理由

選定理由
Ⅰ．生態系被害が大きいもの。
Ⅱ．生物多様性保全上重要な地域に侵入し、問題になっている又はその可能性が高い。
Ⅲ．生態系被害のほか、人体や経済・産業に大きな影響を及ぼすもの。
Ⅳ．知見が十分でないものの、近縁種や同様の生態を持つ種が明らかに侵略的であるとの情報があるもの、又は、

近年の国内への侵入や分布の拡大が注目されている等の理由により、知見の集積が必要とされているもの。

対策優先度の要件（※対策優先度の要件は防除推進外来種のみ記入）
① 生態系に係る潜在的な影響・被害が特に重大。
② 生物多様性保全上重要な地域に侵入・定着し被害をもたらす可能性が高い。
③ 絶滅危惧種等の生息・生育に重大な被害を及ぼす可能性が高い。
④ 人の生命・身体や農林水産業等社会経済に対して重大な被害を及ぼす。

両生類-1



生物 導入 競合 交雑
捕食
摂食

生態
系改
変

繁殖 気候 人体
経済
産業

利用
付着
混入

他法令での位置付け
対策優先度の

要件
日本での分布 日本での利用状況

特定外
来生物 学名 生息環境等 防除事例文献等備考

生態系被害
原産地・分布

（日本を除く。）
科名No カテゴリ定着段階 防除マニュアル

逸出･拡散
和名

（別名、流通名）
重要
地域

利用上の留意事項 抽出根拠等

評価項目

定着可能性 分布拡大
関係する感染症

特に問題と
なる被害

選定理由

13

分布拡大期～ま
ん延期（小笠原・
南西諸島で特に
注意）

防除推
進外来
種

①②③
特定外
来生物

ヒキガエル科 オオヒキガエル
Rhinella marina (Bufo
marinus )

Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ ○ - ◎ - ◎ ○ ◎ ○ - ○ ◎

アメリカのテキ
サス州最南部
～中米、アマゾ
ン川流域原産。
プエルトリコ、ハ
ワイ、フィリピ
ン、ニューギニ
ア、オーストラリ
ア等に外来分
布。

小笠原諸島父
島、母島、大東
諸島、石垣島。

サトウキビ畑
等、人里近くの
開けた環境。

戦前から1980年代にかけて害虫駆
除のために導入された。現在は特定
外来生物に指定され、輸入・飼養等
は規制されている。展示等の目的で
許可を受けた個体が飼養されてい
る。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

2011年に沖縄島で定着が確認され
たが根絶された。2023年、2024年に
も沖縄島で混入と思われる個体が見
つかっている。耳腺からの毒液によ
り、カエルの捕食者が死亡すること
がある。

①特定外来、③
GISD、④各県リ
スト：栃木、長
崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（2019）、日本爬
虫両棲類学会編
（2021）

環境省：沖縄八重山地域におけるオオヒキガ
エル防除実施計画
https://kyushu.env.go.jp/okinawa/amami-
okinawa/plans/alien/pdf/z-3-j.pdf
【URL取得日：2025年12月2日】

沖縄県：オオヒキガエル防除計画
https://www.pref.okinawa.jp/_res/projects/d
efault_project/_page_/001/004/820/05-
09oohikigaeru.pdf
【URL取得日：2025年12月2日】

- -
広東住血線虫の
宿主になり得ると
の報告がある。

14

分布拡大期～ま
ん延期（小笠原・
南西諸島で特に
注意）

防除推
進外来
種

①②③
特定外
来生物

アオガエル科 シロアゴガエル Polypedates leucomystax Ⅰ,Ⅱ ○ - ◎ - ◎ ○ ○ - - ○ ◎
南アジア～東南
アジア原産。

徳之島、与論
島、沖縄諸島、
宮古諸島、石垣
島、北大東島。

森林、農耕地、
住宅地等。

かつてペットとして飼養されていた。
現在は特定外来生物に指定され、輸
入・飼養等は規制されている。学術
研究の目的で許可を受けた個体が
飼養されている。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

本種から外来種の寄生虫（寄生性蠕
虫類）が報告されている。在来種の
両生類への感染は確認されていな
いものの、留意すべきとされている。

①特定外来、③
GISD、④各県リ
スト：長崎、鹿児
島、沖縄

Hasegawa & Ota
(2017)、自然環境研
究センター（編著）
(2019)

- - - -

15
分布拡大期～ま
ん延期

防除推
進外来
種

①③
特定外
来生物

アカガエル科 ウシガエル
Lithobates catesbeianus
(Rana catesbeiana )

Ⅰ ○ - ◎ - ◎ ○ - - - ○ -

北米原産。メキ
シコ、大アンティ
ル諸島、ヨー
ロッパ、東南ア
ジア、中国、台
湾等に外来分
布。

北海道南部以
南のほぼ全国。

池沼等。

1918年以降に食用に輸入され、養殖
されていた。現在は特定外来生物に
指定され、輸入・飼養等は規制され
ている。教育等の目的で許可を受け
た個体が飼養されている。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

さまざまな小動物を広く捕食する他、
カエルツボカビ症・ラナウイルス症病
原体を媒介すると指摘されている。
小笠原諸島では根絶された。

①特定外来、③
GISD、④各県リ
スト：北海道、青
森、福島、茨城、
群馬、千葉、東
京、神奈川、石
川、長野、岐阜、
静岡、愛知、滋
賀、京都、大阪、
兵庫、奈良、和
歌山、鳥取、岡
山、山口、徳島、
香川、高知、福
岡、長崎、熊本、
大分、宮崎、鹿
児島、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- - - -

防除検討外来種（被害の大きさが防除推進外来種には及ばないもの）

16
定着初期／限定
分布

防除検
討外来
種

ピパ科 アフリカツメガエル Xenopus laevis Ⅰ ○ - ◎ - ◎ ○ - - ○ ◎ -

アフリカ中南部
原産。イギリス、
アメリカのカリ
フォルニア州、
チリ、メキシコ、
ジャワ島、アセ
ンション島等に
外来分布。

千葉、静岡、和
歌山、兵庫。

池沼や池等の止
水域。

日本で最も多く利用されているカエ
ルのひとつ。実験動物、ペット、アロ
ワナ等肉食性観賞魚の餌として利用
されている。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

カエルツボカビ症・ラナウイルス症病
原体を媒介すると指摘されている。

③GISD、④各県
リスト：北海道、
東京、岐阜、静
岡、滋賀、兵庫、
和歌山、長崎、
鹿児島、沖縄

自然環境研究セン
ター（2019）、日本爬
虫両棲類学会編
（2021）、土永ほか
（2019）、宇井ほか
（2025）

和歌山県では継続的な防除が実施されてい
る。
https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/0326
00/gairai/afurikatumegaeru.html
【URL取得日：2025年12月2日】

鹿児島県（2024）アフリカツメガエル防除マ
ニュアル
https://www.pref.kagoshima.jp/ad04/kurashi
-
kankyo/gairai/documents/72338_202005111
15158-1.pdf
【URL取得日：2025年12月2日】

- -

両生類-2



【国内由来の外来種】

※　掲載の順番は、分類の並びとし、原則Frost, D.R. et al. 2006. The amphibian tree of life. Bulletin of the American Museum of Natural History 297: 1–370.に従った。 2026.9.11

※　飼養等されているものは基本的に防除等の対象とはならない。

生物 導入 競合 交雑
捕食
摂食

生態
系改
変

繁殖 気候 人体
経済
産業

利用
付着
混入

総合対策外来種（定着）

防除推進外来種（生態系等へ及ぼす影響が大きなもの）

1
国内由来の外来
種

防除推
進外来
種

①② ヒキガエル科
北海道、伊豆諸島及び佐
渡島のアズマヒキガエル

Bufo formosus Ⅰ ○ - ◎ - - ○ ○ - - ○ -
本州東北部（近
畿まで）原産。

北海道、佐渡
島、伊豆諸島。

森林、農耕地、
草原、公園等。

移入個体群に限らずペットとして飼
養されている。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

八丈島、北海道で継続的な駆除が
行われ、成果が報告されている。

④各県リスト：北
海道、東京、長
崎

八谷（2024）、後藤
（2021）

北海道生物の多様性の保全等に関する条
例に基づく「指定外来種」に指定され防除が
実施されている。
https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/skn/shit
eigairaishu/boujo.html
【URL取得日：2025年12月2日】

- - -

2
国内由来の外来
種

防除推
進外来
種

① ヌマガエル科

関東以北、長崎県島嶼部
（平戸島を除く。）及び種
子島のヌマガエル

Fejervarya kawamurai Ⅳ ○ - ○ - - ○ - - - ○ -

本州中部以西、
四国、九州、奄
美群島、沖縄諸
島、台湾、中国
原産。

関東、長崎県島
嶼部（ただし平
戸島は在来）、
種子島。

水田、河川敷
等。

移入個体群に限らずペットとして飼
養されることがある。

逸出しないよう十分
注意し、放出しないこ
と。

日本在来のカエル類の中で近年の
導入が最も頻繁に生じている種であ
り、その貪欲な食性により他種に影
響を与える可能性が示唆されている
ため注意を要する。生息実態及び生
態系等への影響に関する知見の集
積が必要。

④各県リスト：関
東各県、長崎
（島嶼部）、鹿児
島（種子島）

土居（2012） - - - -

他法令での位置付け
対策優先度の

要件
問題となってい

る地域
利用状況

特定外
来生物 学名 生息環境等 防除事例文献等備考

生態系被害
自然分布科名No カテゴリ定着段階

我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（第２版）　＜動物（両生類）＞

防除マニュアル
逸出･拡散

和名
（別名、流通名）

重要
地域

利用上の留意事項 抽出根拠等

評価項目

定着可能性 分布拡大
関係する感染症

特に問題と
なる被害

選定理由

選定理由
Ⅰ．生態系被害が大きいもの。
Ⅱ．生物多様性保全上重要な地域に侵入し、問題になっている又はその可能性が高い。
Ⅲ．生態系被害のほか、人体や経済・産業に大きな影響を及ぼすもの。
Ⅳ．知見が十分でないものの、近縁種や同様の生態を持つ種が明らかに侵略的であるとの情報があるもの、又は、

近年の国内への侵入や分布の拡大が注目されている等の理由により、知見の集積が必要とされているもの。

対策優先度の要件（※対策優先度の要件は防除推進外来種のみ記入）
① 生態系に係る潜在的な影響・被害が特に重大。
② 生物多様性保全上重要な地域に侵入・定着し被害をもたらす可能性が高い。
③ 絶滅危惧種等の生息・生育に重大な被害を及ぼす可能性が高い。
④ 人の生命・身体や農林水産業等社会経済に対して重大な被害を及ぼす。

両生類-3



【国外由来の外来種】

※　掲載の順番は、分類の並びとし、原則、科（亜科）レベルの配列をNelson(2016)に、科レベル以下の配列は細谷(2019)に従った。細谷(2019)に掲載されていないものは学名のアルファベット順とした。 2026.9.11

※　特定外来生物で指定時から学名に変更があったものについては、原則現学名の後に指定時の学名を括弧書きで記述した。

※　飼養等されているものは基本的に防除等の対象とはならない。

生物 導入 競合 交雑
捕食
摂食

生態
系改
変

繁殖 気候 人体
経済
産業

利用
付着
混入

侵入・定着防止外来種（未定着）

侵入予防外来種（まだ侵入していない種）

1 未定着
侵入予
防外来
種

ニシン科 エールワイフ Alosa pseudoharengus Ⅰ ○ - - - ◎ - - ○ - - ○ - -

カナダのラブラ
ドール州レッド
湾～アメリカの
サウスカロライ
ナ州の大西洋
岸原産。アメリカ
の非自然分布
域にも外来分
布。

-

湖、河川から河
口付近の沿岸
域。陸封型と両
側海遊型がい
る。河川を遡上
して湖や河川の
緩流域で産卵す
る。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

五大湖では稚魚等の捕食により漁
業対象種を含む在来種の減少を引
き起こした。この他、海外では、在来
の底生動物群集に影響を及ぼした
事例がある。

③GISD

Global invasive
species database：
https://www.iucngisd
.org/gisd/species.ph
p?sc=625

- - － －

2 未定着
侵入予
防外来
種

特定外
来生物

アメリカナマズ
科 ブラウンブルヘッド Ameiurus nebulosus Ⅰ,Ⅳ ○ - - - ◎ - - ◎ - - - - -

アメリカ東部原
産。アメリカの非
自然分布域の
他、ヨーロッパ
各国、ニュー
ジーランド、プエ
ルトリコ等に外
来分布。

-
河川緩流域の底
質が柔らかい場
所、湖沼。

現在は特定外来生物に指定され、輸
入・飼養等は規制されている。

-
アメリカでは導入された湖で在来のト
ゲウオを駆逐した例がある。

①特定外来、③
GISD、④各県リ
スト：長崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- - - -

3 未定着
侵入予
防外来
種

特定外
来生物

アメリカナマズ
科

フラットヘッドキャットフィッ
シュ

Pylodictis olivaris Ⅰ,Ⅳ ○ - ◎ - ◎ - - ◎ - - - - -

アメリカ東部、中
部原産。アメリカ
の非自然分布
域とカナダに外
来分布。

-

倒木や枯れ枝が
沈んでいる池の
斜面が緩やかな
場所を好む。

現在は特定外来生物に指定され、輸
入・飼養等は規制されている。愛が
ん目的で許可を受けた個体が飼養さ
れている。

-
アメリカでは本種が導入された水域
で、同科の在来ナマズ類やザリガニ
類等の減少が見られている。

①特定外来、③
GISD、④各県リ
スト：長崎、沖縄

Global invasive
species database：
https://www.iucngisd
.org/gisd/species.ph
p?sc=331

- - - -

4 未定着
侵入予
防外来
種

特定外
来生物

パーチ科 ラッフ Gymnocephalus cernuus Ⅰ ○ - ◎ - ◎ - - ◎ - - ○ - -

イギリス～ロシ
ア、中国のユー
ラシア大陸原
産。ヨーロッパ
各国の非自然
分布域の他、ア
メリカ、カナダに
外来分布。

-

低地から高地ま
での河川、富栄
養湖。大河川の
河口や汽水湖に
多い。

現在は特定外来生物に指定され、輸
入・飼養等は規制されている。

-

イギリスや北米のいくつかの地域
で、捕食や競合によって在来種の減
少等の悪影響を及ぼした事例があ
る。最長10年生きる。

①特定外来、③
GISD、④各県リ
スト：長崎、沖縄

Global invasive
species database：
https://www.iucngisd
.org/gisd/species.ph
p?sc=544

- - - -

5 未定着
侵入予
防外来
種

特定外
来生物

モロネ科 ホワイトパーチ Morone americana Ⅰ,Ⅳ ○ - ○ - ◎ - - ○ - - - - -

アメリカ北東部
の沿岸地域原
産。カナダに外
来分布。

-

中・大規模河川
の止水部分や
池。主に汽水域
に生息するが、
淡水域にも生
息。

現在は特定外来生物に指定され、輸
入・飼養等は規制されている。

-

肉食性が強く、捕食により在来種を
駆逐する可能性がある。アメリカの
各地で本種が在来種の卵を捕食す
ることによる影響が報告されている。
塩分耐性が強く、海を通じて水系を
超えた移動が可能。

①特定外来、③
GISD、④各県リ
スト：長崎、沖縄

Global invasive
species database：
https://www.iucngisd
.org/gisd/species.ph
p?sc=989

- - - -

6 未定着
侵入予
防外来
種

特定外
来生物

ハゼ科 ラウンドゴビー Neogobius melanostomus Ⅰ ○ - ◎ - ◎ - - ◎ - - - - -

アゾフ海、黒
海、カスピ海流
域原産。ヨー
ロッパ各国やア
メリカ、カナダに
外来分布。

-

大河川の汽水域
や湖沼、湾等の
底質が砂や岩で
ある浅瀬を好
む。

現在は特定外来生物に指定され、輸
入・飼養等は規制されている。

-
アメリカの五大湖等で、産卵環境や
餌の競合、卵の食害等によって、在
来種の減少を引き起こしている。

①特定外来、③
GISD、④各県リ
スト：長崎、沖縄

Global invasive
species database：
https://www.iucngisd
.org/gisd/speciesna
me/Neogobius+melan
ostomus

- - - -

定着防止外来種（侵入事例はあるが定着していない種）

7 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

ガー科

ガー科（ガーパイク、アリ
ゲーターガー、スポッテッ
ドガー、ロングノーズガー
など）及びその交雑個体

Family Lepisosteidae Ⅰ,Ⅳ ○ - - - ○ - - ○ - - - ◎ -

中米～北米、カ
ナダ原産。
ショートノーズ
ガーがアメリカ
の非自然分布
域に外来分布。

公園や城の堀
等で放流された
と思われる個体
が確認されるこ
とがある。

河川（汽水-淡水
域）、湖沼。

観賞魚として利用されていた。現在
は特定外来生物に指定され、輸入・
飼養等は規制されている。展示等の
目的で許可を受けた個体が飼養さ
れている。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

国内で放流された大型個体の捕獲
が相次ぎ、長期間生存できることは
明らかであり、将来、繁殖に成功した
場合、急速に増加し、捕食により在
来生物相に影響を及ぼすおそれが
ある。複数個体が同じ水域で確認さ
れたこともあり、定着の危険性が高
まっている。
ガー科全種が肉食性で、どの種も全
長1-2mと非常に大型になるため、捕
食による影響は大きいと考えられ
る。生態系被害について、知見の集
積が必要。

①特定外来、④
各県リスト：北海
道、福島、茨城、
東京、長野、岐
阜、滋賀、京都、
大阪、和歌山、
岡山、山口、徳
島、香川、高知、
佐賀、長崎、鹿
児島、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

公園の池や城のお堀等で発見された個体が
捕獲されて取り除かれることがある。

	愛知県特定外来生物対策ハンドブック
https://kankyojoho.pref.aichi.jp/DownLoad/
DownLoad/3.%E6%9C%AC%E6%96%87.pdf
【URL取得日：2025年11月27日】

- -

8 未定着
定着防
止外来
種

コイ科 レッドホースミノー Cyprinella lutrensis Ⅰ ○ ◎ ◎ - ○ - - ◎ - - - ◎ -

アメリカ中央南
部～中央北部
原産。アメリカの
非自然分布域と
メキシコに外来
分布。

-
中小河川や水路
の淵や平瀬等。

観賞魚として利用されている。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と（特に本州中部以
南）。

海外では近縁種と交雑することや競
合することによって、希少種を含む
在来種の減少を引き起こしている。
ただし、日本に同属種はいない。

③GISD、④各県
リスト：東京、長
崎、沖縄

Global invasive
species database：
https://www.iucngisd
.org/gisd/species.ph
p?sc=1148

- - - -

9 未定着
定着防
止外来
種

コイ科 トンキントゲタナゴ Acheilognathus tonkinensis Ⅰ,Ⅳ ○ ◎ ○ ○ - - - ○ ○ - - ○ ○
中国南部～東
南アジア北部原
産。

-
河川の淡水域。
生きた二枚貝に
産卵。

観賞魚として利用され、ネット販売も
されている。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

国内の野外で確認されたことがあ
る。同属のオオタナゴが競争や交雑
による被害の可能性が高いとして特
定外来生物に指定されている。タナ
ゴ類は比較的容易に異種間で交雑
することが知られている。在来タナゴ
類の多くは絶滅危惧種であり、これ
らへの被害のおそれがある。

④各県リスト：東
京、⑥観賞魚と
して流通。国内
に近縁の絶滅危
惧種が存在。国
内での確認記録
あり。

FishBase：
https://www.fishbase
.se/summary/Specie
sSummary.php?id=54
709&lang=English

- - - -

10 未定着
定着防
止外来
種

コイ科 タイワンタナゴ Tanakia himantegus Ⅰ,Ⅳ ○ ◎ - ○ - - - ○ ○ - - ○ ○ 台湾原産。
野外での確認
事例があるとさ
れるが不明。

低標高地の河川
や湖及び貯水
池。生きた二枚
貝に産卵。

観賞魚として利用され、ネット販売も
されている。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

国内の野外で確認されたことがあ
る。タナゴ類は比較的容易に異種間
で交雑することが知られる。在来タナ
ゴ類の多くは絶滅危惧種であり、こ
れらへの被害のおそれがある。
Paratanakia himantegus の学名が当
てられることもある。

④各県リスト：東
京、⑥観賞魚と
して流通。国内
に近縁の絶滅危
惧種が存在。国
内での確認記録
あり。

FishBase：
https://www.fishbase
.se/summary/Specie
sSummary.php?id=17
290&lang=English

- - - -

特に問題と
なる被害

カテゴリ 防除マニュアル
特定外
来生物

関係する感染症
原産地・分布

（日本を除く。）
重要
地域

生息環境等
対策優先度の

要件
他法令での位置付け備考

評価項目

文献等

我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（第２版）　＜動物（魚類）＞

利用上の留意事項 抽出根拠等 防除事例科名 日本での分布
逸出･拡散

和名
（別名、流通名）

選定理由 日本での利用状況
生態系被害

No 定着段階

定着可能性 分布拡大

学名

選定理由
Ⅰ．生態系被害が大きいもの。
Ⅱ．生物多様性保全上重要な地域に侵入し、問題になっている又はその可能性が高いもの。
Ⅲ．生態系被害のほか、人体や経済・産業に大きな影響を及ぼすもの。
Ⅳ．知見が十分でないものの、近縁種や同様の生態を持つ種が明らかに侵略的であるとの情報があるもの、又は、

近年の国内への侵入や分布の拡大が注目されている等の理由により、知見の集積が必要とされているもの。

対策優先度の要件（※対策優先度の要件は防除推進外来種のみ記入）
① 生態系に係る潜在的な影響・被害が特に重大。
② 生物多様性保全上重要な地域に侵入・定着し被害をもたらす可能性が高い。
③ 絶滅危惧種等の生息・生育に重大な被害を及ぼす可能性が高い。
④ 人の生命・身体や農林水産業等社会経済に対して重大な被害を及ぼす。

魚類-1



生物 導入 競合 交雑
捕食
摂食

生態
系改
変

繁殖 気候 人体
経済
産業

利用
付着
混入

特に問題と
なる被害

カテゴリ 防除マニュアル
特定外
来生物

関係する感染症
原産地・分布

（日本を除く。）
重要
地域

生息環境等
対策優先度の

要件
他法令での位置付け備考

評価項目

文献等利用上の留意事項 抽出根拠等 防除事例科名 日本での分布
逸出･拡散

和名
（別名、流通名）

選定理由 日本での利用状況
生態系被害

No 定着段階

定着可能性 分布拡大

学名

11 未定着
定着防
止外来
種

コイ科

外国産タナゴ亜科（トンキ
ントゲタナゴ、オオタナ
ゴ、カラゼニタナゴ、タイリ
クバラタナゴ、タイリクシロ
フチタナゴ及びタイワンタ
ナゴを除く。）

Acheilognathinae Gen. spp. Ⅰ,Ⅳ ○ ◎ ○ ○ - - - ○ ○ - - ○ ○

中国や朝鮮半
島を原産とする
種が多いが、
ヨーロッパを原
産とする種も一
部ある。

未同定の種が
岡山で確認され
ている。

淡水域。
観賞魚として利用され、ネット販売も
されている。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

タナゴ類は比較的容易に異種間で
交雑することが知られる。在来タナゴ
類の多くは絶滅危惧種であり、これ
らの生息地における被害のおそれ
がある。

⑤検討委員
伊藤ほか(2023)、谷
口ほか(2025)

- - - -

12 未定着
定着防
止外来
種

コイ科 ファットヘッドミノー Pimephales promelas Ⅰ,Ⅳ ○ ◎ - - - - - ◎ - - - ○ -

カナダ～メキシ
コ北部。原産。ド
イツ、フランス、
イギリス、ベル
ギー、プエルトリ
コ、イランに外
来分布。

東京と神奈川の
ため池等で2011
年ごろから確認
されている。

淡水域。泥底の
池や水路、小河
川に生息。濁り
や低酸素等に強
く、他の多くの魚
が生息できない
環境にも生息。

毒性試験に用いられる実験動物や
観賞魚として利用されている。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

実験動物や観賞魚として利用されて
いる。高水温や低酸素に極めて強
く、野外に放流された場合に容易に
定着する可能性が高いと考えられ
る。

④各県リスト：東
京、⑥国内の一
部に定着済みの
外来種

細谷（編・監修）
（2019）

- - - -

13
未定着（小笠原・
南西諸島で特に
注意）

定着防
止外来
種

ロリカリア科
オリノコセイルフィンキャッ
トフィッシュ

Pterygoplichthys
multiradiatus

Ⅰ ○ ○ ◎ - ○ - - ○ - - ○ ○ -

オリノコ川流域
原産。台湾、ハ
ワイ、プエルトリ
コに外来分布。

-
河川、湖沼の泥
底で水草が生え
る水域。

セイルフィンプレコ等の名前で複数
種が利用されている可能性があり、
本種がこれに含まれる可能性があ
る。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と（特に、小笠原・南
西諸島や、温泉水が
流れ込んでいる等水
温の高い川）。

インドやプエルトリコでは本種が在来
種の減少を引き起こした例が知られ
ている。

③GISD、④各県
リスト：東京、長
崎、沖縄

Global invasive
species database：
https://www.iucngisd
.org/gisd/species.ph
p?sc=1656

- - - -

14
未定着（小笠原・
南西諸島で特に
注意）

定着防
止外来
種

ロリカリア科

マダラロリカリア属（スノー
プレコ、マダラロリカリア、
オリノコセイルフィンキャッ
トフィッシュ及びアマゾン
セイルフィンキャットフィッ
シュを除く。）

Pterygoplichthys 　spp. Ⅰ,Ⅳ ○ ◎ ○ - ○ - - ○ - - ○ ○ -

オリノコ川、アマ
ゾン川、マグダ
レナ川水系、マ
ラカイボ川水
系、パラナ川水
系、サン・フラン
シスコ川水系原
産。トルコ、イン
ド～東南アジ
ア、台湾、アメリ
カ、中米に外来
分布。

- 河川。
～プレコの名称で多くの種が観賞魚
として利用されている。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と（特に、小笠原・南
西諸島や、温泉水が
流れ込んでいる等水
温の高い川）。

沖縄県の複数の河川に定着し、海外
で生態系に影響を及ぼしているマダ
ラロリカリアを含む属。捕食や摂食行
動により水生植物帯を減少させ、そ
こに生息する水生昆虫等に影響を
及ぼす可能性や、堤に穴を空けるこ
とで経済被害を起こす可能性が指摘
されている。

④各県リスト：東
京、⑤検討委員

Global invasive
species database：
https://www.iucngisd
.org/gisd/speciesna
me/Pterygoplichthys
+spp.

- - - -

15 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

ナマズ科
ヨーロッパナマズ（ヨー
ロッパオオナマズ）

Silurus glanis Ⅰ ○ - ○ ○ ◎ - - ◎ - - - ◎ -

中央・東ヨーロッ
パ原産。ヨー
ロッパの非自然
分布域とシリ
ア、中国に外来
分布。

-
大きな湖や河
川。汽水域に入
ることもある。

観賞魚として利用されていた。現在
は特定外来生物に指定され、輸入・
飼養等は規制されている。展示等の
目的で許可を受けた個体が飼養さ
れている。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

ヨーロッパの導入地では在来種の減
少を引き起こしたとされている。在来
の同属種との交雑も懸念されてい
る。
在来の同属種と交雑のおそれがあ
るため、これらの生息域では特に放
流に注意が必要。

①特定外来、④
各県リスト：岐
阜、東京、滋賀、
長崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- - - -

16
未定着（小笠原・
南西諸島で特に
注意）

定着防
止外来
種

ヒレナマズ科 アフリカンクララ Clarias gariepinus Ⅰ ○ ◎ ◎ - ○ - - ○ - - - ○ -

アフリカ全域～
中東原産。アフ
リカの非自然分
布域、インド～
東南アジア、
ヨーロッパ、ブラ
ジル、アルゼン
チンに外来分
布。

‐
淡水の湖や河
川、沼等。

観賞魚として利用されている。
逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

インドでは本種を含むいくつかの外
来種との競合によって絶滅危惧種へ
の影響が懸念されている。南アフリ
カ共和国での在来の小型のコイ科魚
類であるレッドフィンの減少は本種の
導入によるとされている。

③GISD

Global invasive
species database：
https://www.iucngisd
.org/gisd/species.ph
p?sc=1900

- - - -

17 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

カワカマス科 ノーザンパイク Esox lucius Ⅰ ○ - ◎ - ◎ - - ○ - - - - -

アメリカ北部、カ
ナダ、ヨーロッ
パ、アジア北部
原産。モロッコ、
ウガンダ、エチ
オピア、アル
ジェリア、チュニ
ジア、スペイン、
ポルトガル等に
外来分布。

-

河川緩流域や湖
沼。水草の多い
場所を好む。冷
水性。

観賞魚として利用されていた。現在
は特定外来生物に指定され、輸入・
飼養等は規制されている。展示目的
で許可を受けた個体が飼養されてい
る。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

アメリカのデービス湖では捕食や競
争により在来魚類に影響を与えた事
例がある。長寿命であり、最長24年
生きた例がある。

①特定外来、③
GISD、④各県リ
スト：佐賀、沖縄

Global invasive
species database：
https://www.iucngisd
.org/gisd/speciesna
me/Esox+lucius

- - - -

18 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

カワカマス科 マスキーパイク Esox masquinongy Ⅰ ○ - ◎ - ◎ - - ○ - - - - -

アメリカ北東部
とカナダ南東部
原産。アメリカの
非自然分布域
に外来分布。

-

河川緩流域や湖
沼。水草の多い
場所を好む。冷
水性。

観賞魚として利用されていた。現在
は特定外来生物に指定され、輸入・
飼養等は規制されている。

-

ウィスコンシン州の湖では同所的に
生息するオオクチバスを駆逐する等
の被害が確認されている。長寿命で
あり、最長30年生きた例がある。

①特定外来、④
各県リスト：佐
賀、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- - - -

19 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

カワカマス科

カワカマス科及びその交
雑個体（ノーザンパイク及
びマスキーパイクを除
く。）（パイク科）

Esocidae  Gen. spp. Ⅰ ○ - ◎ - ◎ - - ○ - - - - -

アメリカ大陸と
ユーラシア大陸
の北部原産。ア
メリカとカナダの
非自然分布域
に外来分布。一
部は人工水路
を伝っての侵
入。

-
河川緩流域や湖
沼。水草の多い
場所を好む。

かつては観賞魚として利用されてい
た種もある。現在は輸入等が規制さ
れている。

-

マスキーパイクやノーザンパイクと同
じ科に属し、生態が似ているために
これらの種と同様に、捕食や競合に
より在来魚類を駆逐する等の影響を
及ぼす可能性が高いと考えられる。

①未判定、④各
県リスト：北海
道、栃木、佐賀、
長崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- - - -

20
未定着（小笠原・
南西諸島で特に
注意）

定着防
止外来
種

カワスズメ科 スポッテッドティラピア Tilapia mariae Ⅰ,Ⅳ ○ - ◎ - ○ - ○ ○ - - - - -

アフリカ大陸西
部のギニア湾周
辺諸国原産。ア
メリカとオースト
ラリアに外来分
布。

-
沿岸域の沼や河
川下流域。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

餌や産卵基質を巡る競争により在来
種に悪影響を及ぼしている。巣で親
魚が卵と仔魚を保護するため初期の
生存率が高い。国内での定着可能
性について、知見の集積が必要。

③GISD、④各県
リスト：東京、長
崎、沖縄

Global invasive
species database：
https://www.iucngisd
.org/gisd/species.ph
p?sc=1430

- - - -

21
未定着（小笠原・
南西諸島で特に
注意）

定着防
止外来
種

カワスズメ科

カワスズメ属（ブルーティ
ラピア、カワスズメ及びナ
イルティラピアを除く。）

Oreochromis spp. Ⅰ ○ ◎ ◎ - ◎ - ○ ○ - - - ○ -

アフリカ大陸と
中東地域原産。
ロングフィンティ
ラピア、O.
spilurus、O.
urolepis 等がア
フリカや中東、
フィジー、アメリ
カ等に外来分
布。

沖縄島で確認。
河川や湖沼。淡
水から汽水ま
で。

食用又は観賞用として利用されてい
る。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

世界の熱帯・亜熱帯の河川や湖沼
では競争により在来種を駆逐した
り、付着藻類、デトリタス、底生動物
等を食べて食物網の基盤を改変す
るおそれがある。

③GISD、④各県
リスト：東京

Global invasive
species database:
https://www.iucngisd
.org/gisd/speciesna
me/Oreochromis

- - - -

22 未定着
定着防
止外来
種

タイワンドジョ
ウ科

タイワンドジョウ属（カム
ルチー、コウタイ及びタイ
ワンドジョウを除く。）

Channa  spp. Ⅰ,Ⅳ ○ ◎ ○ - ○ - ○ ○ - - - ◎ -

アジア地域原
産。レッドスネー
クヘッドとコブラ
スネークヘッド
がアメリカに外
来分布。

- 淡水域。 観賞用として利用されている。
逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

本属には国内で既に定着している3
種の他、海外においても外来種とし
て定着しているものが数種類含まれ
る。プラーチョンC. striata 、コブラス
ネークヘッドC. marulius では競争に
より在来種を駆逐する可能性がある
とされている。空気呼吸が可能で干
出や低酸素に強く、卵や稚魚を保護
するため、他種との競争で有利にな
り得る。観賞魚として様々な種が多く
利用されている。

⑤検討委員

FishBase：
https://www.fishbase
.se/Nomenclature/V
alidNameList.php?syn
g=Channa&syns=&vti
tle=Scientific+Names
+where+Genus+Equal
s+%3Ci%3EChanna%3
C%2Fi%3E&crit2=CON
TAINS&crit1=EQUAL

- - - -

23 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

カダヤシ科

ガンブスィア・ホルブロオ
キ（タップミノー、モスキー
トフィッシュ）

Gambusia holbrooki Ⅰ,Ⅳ ○ - ◎ - ◎ - ○ ◎ - - - - -

アメリカ東部の
沿岸地域原産。
ヨーロッパ南
部、アフリカの
一部、中東、イ
ンド、マダガスカ
ル、プエルトリ
コ、シンガポー
ル等に外来分
布。

-

主に水田地帯等
の流れの無い用
水路に生息する
が、河川本流や
湖沼にも生息。

観賞魚として利用されていた。現在
は特定外来生物に指定され輸入・飼
養は規制されている。

-

オーストラリアでは希少種を含む在
来魚の卵や仔稚魚の捕食、攻撃が
確認されており、これらの減少につ
ながっている。胎生。

①特定外来、③
GISD、④各県リ
スト：長崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- - - -

魚類-2



生物 導入 競合 交雑
捕食
摂食

生態
系改
変

繁殖 気候 人体
経済
産業

利用
付着
混入

特に問題と
なる被害

カテゴリ 防除マニュアル
特定外
来生物

関係する感染症
原産地・分布

（日本を除く。）
重要
地域

生息環境等
対策優先度の

要件
他法令での位置付け備考

評価項目

文献等利用上の留意事項 抽出根拠等 防除事例科名 日本での分布
逸出･拡散

和名
（別名、流通名）

選定理由 日本での利用状況
生態系被害

No 定着段階

定着可能性 分布拡大

学名

24
未定着（小笠原・
南西諸島で特に
注意）

定着防
止外来
種

特定外
来生物

アカメ科 ナイルパーチ Lates niloticus Ⅰ ○ - - - ◎ - - ○ - - - ◎ -

西アフリカ～ナ
イル川流域原
産。ヴィクトリア
湖の他、コンゴ
に外来分布。

-

湖、河川緩流
域、水路等。湖
では沿岸部に分
布。

観賞魚として利用されていた。現在
は特定外来生物に指定され、輸入・
飼養等は規制されている。展示用等
で許可を受けた少数が利用されてい
る。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

肉食性が強く、捕食により在来種を
駆逐する可能性がある。アフリカの
湖で在来のシクリッド200種以上が絶
滅した事例がある。

①特定外来、②
IUCN、③GISD、
④各県リスト：長
崎、沖縄

Global invasive
species database：
https://www.iucngisd
.org/gisd/species.ph
p?sc=89

- - - -

25 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

ペルキクティス
科

マーレーコッド Maccullochella peelii Ⅰ,Ⅳ ○ ◎ ○ - ○ - - ◎ - - - ○ -

オーストラリア
東南部のマー
レー・ダーリング
水系原産。

-

主に河川緩流
域。流木や水生
植物等の物陰を
好む。急流の岩
場でも見られ
る。

許可を得たものが観賞用や展示用
に利用されている。また、管理釣り場
での釣魚としての利用も始まってい
る。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

在来種に対する競争圧・捕食圧が生
じる可能性がある。管理釣り場での
利用が始まっており、今後逸出等に
よって野外へ定着するおそれが高
まっている。今後の分布拡大等につ
いて知見の集積が必要。旧要注意
外来生物。

⑤委員
自然環境研究セン
ター（編著）(2008)

- - - -

26 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

ペルキクティス
科 ゴールデンパーチ Macquaria ambigua Ⅰ,Ⅳ ○ ◎ ○ - ○ - - ◎ - - - ○ -

オーストラリア
東南部のマー
レー・ダーリング
水系、ドーソン
川等原産。

-

河川緩流域、
湖、貯水池等。
流木や水生植物
等の物陰を好
む。

許可を得たものが観賞用や展示用
に利用されている。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

在来種に対する競争圧・捕食圧が生
じる可能性がある。今後の分布拡大
等について知見の集積が必要。旧
要注意外来生物。

⑤委員
自然環境研究セン
ター（編著）(2008)

- - - -

27 未定着
定着防
止外来
種

未判定
外来生
物

ペルキクティス
科

ペルキクティス科（狭義）
（マーレーコッド及びゴー
ルデンパーチを除く。）

Percichthyidae  Gen. spp. Ⅰ,Ⅳ ○ - ○ - ○ - - - - - - ○ -
オーストラリアと
南米原産。

- 淡水域。

観賞魚として利用されていた。現在
は未判定外来生物に指定され、輸入
は規制されている。展示用等で少数
が利用されている可能性がある。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

在来種に対する競争圧・捕食圧が生
じる可能性があるとされる種を含み、
同様の生態を持つ種が多いと思わ
れるため生態系への悪影響が危惧
される。科全体としての影響の程度
について知見の集積が必要。

⑤検討委員

FishBase:https://fish
base.mnhn.fr/summa
ry/familysummary.ph
p?ID=288

- - - -

28 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

ケツギョ科

オヤニラミ属（コウライオ
ヤニラミ及びオヤニラミを
除く。）

Coreoperca spp. Ⅰ,Ⅳ ○ ○ - - - - - ○ - - - ○ -
海南島を含む中
国南部～ベトナ
ム北部原産。

-
淡水域から汽水
域。

観賞魚として利用されていた。現在
は特定外来生物に指定され、輸入・
飼養等は規制されている。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

宮崎県大淀川水系でナンエツオヤニ
ラミC. whitehead の確認事例があ
る。当該水系では同属の近縁種であ
るコウライオヤニラミが定着して、捕
食や競合により生態系被害を及ぼし
ており、ナンエツオヤニラミの確認事
例に鑑みると、同様の生態をもつも
のと考えられる同属他種の導入や、
それに伴う生態系被害の可能性が
ある。生態系被害について、知見の
集積が必要。

⑥国内での確認
情報のある外来
種

FishBase.
https://www.fishbase
.de/summary/Coreop
erca-whiteheadi.html

- - - -

29 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

ケツギョ科 ケツギョ Siniperca chuatsi Ⅰ ○ - ○ - ◎ - - ◎ - - - ○ -
アムール川水
系、中国原産。

-
河川緩流域や湖
沼。

観賞魚として利用されていた。現在
は特定外来生物に指定され、輸入・
飼養等は規制されている。展示目的
で許可を受けた個体が飼養されてい
る。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

原産地の気候が日本と近いため、日
本の湖沼や河川に導入すれば広く
定着し、捕食や競争により在来生物
に影響を及ぼすおそれがある。中国
では養殖池に紛れ込んだ場合に他
種を捕食する事例が知られ、害魚と
されている。

①特定外来、④
各県リスト：栃
木、長崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- - - -

30 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

ケツギョ科 コウライケツギョ Siniperca scherzeri Ⅰ ○ - ○ - ◎ - - ◎ - - - ○ -
中国、朝鮮半
島、ベトナム原
産。

-

河川や湖沼。ケ
ツギョよりも流れ
のある場所を好
む。

観賞魚として利用されていた。現在
は特定外来生物に指定され、輸入・
飼養等は規制されている。学術研究
目的で許可を受けた個体が飼養さ
れている。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

原産地の気候が日本と近いため、日
本の湖沼や河川に導入すれば広く
定着し、捕食や競争により在来生物
に影響を及ぼすおそれがある。

①特定外来、④
各県リスト：栃
木、長崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- - - -

31 未定着
定着防
止外来
種

未判定
外来生
物

ケツギョ科

ケツギョ科（オヤニラミ
属、ケツギョ及びコウライ
ケツギョを除く。）

Sinipercidae  Gen. spp. Ⅰ,Ⅳ ○ ◎ ○ - ◎ - - ○ - - - ○ -
中国、ベトナム、
朝鮮半島、原
産。

- 淡水域。
観賞魚として利用されている。ケツ
ギョ属は現在は未判定外来生物に
指定され、輸入は規制されている。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

ケツギョやコウライケツギョが含まれ
る科であり、同様の生態を持つ種が
多いと思われるため生態系への悪
影響が危惧される。科全体としての
影響の程度について知見の集積が
必要。

⑤検討委員
FishBase：
https://www.fishbase
.se/search.php

- - - -

32 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

サンフィッシュ
科

ブルーギル属及びその交
雑個体（パンプキンシード
サンフィッシュ、ブルーギ
ル及びロングイヤーサン
フィッシュを除く。）

Lepomis spp. Ⅰ,Ⅳ ○ - ◎ - ◎ - ○ ○ - - - ○ -

北米東部～メキ
シコ北部原産。
レッドブレストサ
ンフィッシュL.
auritus やグリー
ンサンフィッシュ
L.cyanellus 等が
ヨーロッパや韓
国、南米、オー
ストラリア等の
他、アメリカ合衆
国の非分布地
域に外来分布。

-
淡水の湖や河
川、沼等。

観賞魚として利用されていた。現在
は特定外来生物に指定され、輸入・
飼養等は規制されている。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

海外では本属に含まれるいくつかの
種で捕食や競争によって生態系に悪
影響を及ぼした事例が知られてい
る。卵の保護を行うため初期の生存
率が高い。

⑤検討委員

Global invasive
species database：
https://www.iucngisd
.org/gisd/

- - - -

33 未定着
定着防
止外来
種

未判定
外来生
物

サンフィッシュ
科

サンフィッシュ科（ブルー
ギル属、コクチバス及び
オオクチバスを除く。）

Centrarchidae  Gen. spp. Ⅰ,Ⅳ ○ - ◎ - ◎ - ○ ○ - - - ○ -

北米東部～メキ
シコ北部原産。
レッドアイバス
Micropterus.
coosae やスポッ
テッドバスM.
punctulatus 、
ロックバス
Ambloplites
rupestris 等が中
南米やヨーロッ
パ、アフリカに
外来分布。

-
淡水の湖や河
川、沼等。

一部の種が観賞用や釣魚として利
用されていた。現在は特定外来生物
や未判定外来生物に指定され、利用
は指定以前に比べて限られる。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

オオクチバスやブルーギルが含まれ
る科であり、同様の生態を持つ種が
多いと思われるため生態系への悪
影響が危惧される。科全体としての
影響の程度について知見の集積が
必要。卵の保護を行うため初期の生
存率が高い。

⑤検討委員
Boschung and
Mayden(2004)

- - - -

34 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

パーチ科 ヨーロピアンパーチ Perca fluviatilis Ⅰ ○ - ◎ - ◎ - - ◎ - - ○ - -

ヨーロッパとア
ジア北部原産。
オーストラリアと
ニュージーラン
ド、ヨーロッパ南
部、アフリカ、キ
プロス、中国等
に外来分布。

-

河川緩流域、湖
沼等。木の根が
張り出したり水
草が豊富な場所
を好む。

観賞魚として利用されていた。現在
は特定外来生物に指定され、輸入・
飼養等は規制されている。展示目的
で許可を受けた個体が飼養されてい
る。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

オーストラリアで競合によって在来の
希少種を絶滅させた事例がある。ス
ペインのダム湖でも外来種を含む魚
類を減少させた例がある。長寿命で
あり、最長10年生きた例がある。

①特定外来、③
GISD、④各県リ
スト：長崎、沖縄

Global invasive
species database：
https://www.iucngisd
.org/gisd/species.ph
p?sc=548

- - - -

35 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

パーチ科 パイクパーチ Sander lucioperca Ⅰ ○ - ◎ - ◎ - - ◎ - - ○ - -

ヨーロッパ中央
部～西アジア原
産。ヨーロッパ
西部及び南部、
モロッコ、中国
等に外来分布。

-

河川緩流域や湖
沼。深みのある
静穏な水域を好
む。汽水域にも
生息。

現在は特定外来生物に指定され、輸
入・飼養等は規制されている。

-

トルコでは本種の導入後に在来種が
見られなくなった例がある。デンマー
クやスペイン等のヨーロッパ諸国で
在来のパイク科魚類等の減少を引き
起こしているとされる。最長16年生き
る。

①特定外来、④
各県リスト：長
崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- - - -

36 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

モロネ科 ホワイトバス Morone chrysops Ⅰ ○ - ○ - ◎ - - ○ - - - - -

アメリカ東部とカ
ナダのセント
ローレンス川流
域原産。モロッ
コとトルコに外
来分布。

-
河川緩流域や湖
沼。産卵のため
に河川を遡上。

本種そのものの利用に関する情報
は得られなかった。現在は特定外来
生物に指定され、輸入・飼養等は規
制されている。

-

肉食性が強く、捕食により在来種を
駆逐するため、カリフォルニア州のカ
ウェア湖とその下流では駆除対象と
なっている。

①特定外来、④
各県リスト：茨
城、東京、長崎、
沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- - - -

魚類-3



生物 導入 競合 交雑
捕食
摂食

生態
系改
変

繁殖 気候 人体
経済
産業

利用
付着
混入

特に問題と
なる被害

カテゴリ 防除マニュアル
特定外
来生物

関係する感染症
原産地・分布

（日本を除く。）
重要
地域

生息環境等
対策優先度の

要件
他法令での位置付け備考

評価項目

文献等利用上の留意事項 抽出根拠等 防除事例科名 日本での分布
逸出･拡散

和名
（別名、流通名）

選定理由 日本での利用状況
生態系被害

No 定着段階

定着可能性 分布拡大

学名

37 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

モロネ科
ホワイトバス×ストライプ
トバス（サンシャインバス）

Morone chrysops
× Morone saxatilis

Ⅰ ○ ○ ○ - ○ - - ○ - - - ○ -

作出個体のた
め原産地はな
し。アメリカの非
自然分布域に
外来分布。

霞ケ浦（茨城）と
東京湾で記録
がある。

-

特定外来生物に指定され輸入・飼養
は規制されている。一部の管理釣り
場で利用されているストライパーと呼
ばれるものに、本交雑個体が含まれ
ている可能性がある。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

両方の親種も特定外来生物に指定
されている。親種よりも成長が早く環
境悪化に耐性があるとされる。

①特定外来、④
各県リスト：茨
城、東京、長崎

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- - - -

38 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

モロネ科 ストライプトバス Morone saxatilis Ⅰ ○ - ○ - ◎ - - ○ - - - ○ -

アメリカ大西洋
岸とカナダのセ
ントローレンス
川流域原産。エ
クアドル、メキシ
コ、南アフリカ共
和国、トルコ、ロ
シア等に外来分
布。

-
内湾や河口域。
産卵のために河
川を遡上。

特定外来生物に指定され、輸入・飼
養等は規制されている。展示等の目
的で許可を受けた個体が飼養されて
いる。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

肉食性が強く、捕食により在来種を
駆逐するため、カリフォルニア州の
デービス湖では駆除対象となってい
る。

①特定外来、④
各県リスト：千
葉、東京、長崎、
沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- - - -

総合対策外来種（定着）

防除推進外来種（生態系等へ及ぼす影響が大きなもの）

39
定着初期／限定
分布

防除推
進外来
種

③
特定外
来生物

コイ科 オオタナゴ
Acheliognathus
macropterus

Ⅰ ◎ ○ - - - ◎ - - - ○ ○
中国、朝鮮半
島、アムール川
原産。

霞ヶ浦（茨城）、
北浦（茨城）。利
根川水系の千
葉、埼玉、栃木
（渡良瀬）でも確
認。

湖、水路の沿岸
から沖合まで。

観賞魚として利用されていた。現在
は特定外来生物に指定され、輸入・
飼養等は規制されている。展示目的
で許可を受けた個体が飼養されてい
る。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

霞ヶ浦（茨城）、北浦（茨城）に導入さ
れている。
タナゴ類は比較的容易に異種間で
交雑することが知られている。在来タ
ナゴ類の多くは絶滅危惧種であり、
これらへの被害のおそれがある。
知見の集積が必要。
淡水真珠養殖用のヒレイケチョウガ
イへの卵、仔魚の混入の可能性が
ある。タナゴの繁殖期には、産卵母
貝となるイシガイ科二枚貝の移植を
控える等の配慮が必要。

①特定外来、④
各県リスト：茨
城、千葉、東京、
滋賀、長崎、沖
縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

霞ケ浦で駆除が行われたことがある。また、
霞ケ浦で他の外来魚とあわせて釣魚を回収
したイベントの際に本種も対象となっていた。
https://www.pref.ibaraki.jp/seikatsukankyo/
kantai/kasumigaura/lake/kasumi-
tsurisakana.html　【URL取得日：2025年11月
27日】

- - -

40
定着初期／限定
分布

防除推
進外来
種

①②③ コイ科
カラゼニタナゴ(ロデウス・
ノタータス)

Rhodeus notatus Ⅰ,Ⅱ ○ ◎ - - ○ ◎ ◎ - - ○ ○
中国、韓国原
産。

岡山。

河川の淡水域。
国内では主に農
業用水路や小河
川に生息してい
る。生きた二枚
貝の鰓に産卵す
る。

観賞魚として利用され、ネット通販等
でも販売されている。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

タナゴ類は比較的容易に異種間で
交雑することが知られている。在来タ
ナゴ類の多くは絶滅危惧種であり、
これらへの被害のおそれがある。
本種の分布する場所では交雑によっ
てスイゲンゼニタナゴを駆逐してい
る。在来タナゴ類との競合も懸念さ
れている。在来種であるスイゲンゼ
ニタナゴに比べて産卵数が非常に多
く、繁殖力が強い可能性がある。

④各県リスト：東
京、⑤検討委員

環境省中国四国地方
環境事務所：
https://chushikoku.e
nv.go.jp/procure/alie
nbl.html

岡山県では環境省中国四国地方環境事務
所が専門家の協力の下、防除を実施してい
る。

公表されているものは無い - -

41
定着初期／限定
分布

防除推
進外来
種

①②③ コイ科 タイリクバラタナゴ
Rhodeus ocellatus
ocellatus

Ⅰ,Ⅱ ○ ◎ - - - ◎ ◎ - - ◎ ○

中国、朝鮮半
島、台湾原産。
フィジーに外来
分布。

北海道、本州、
四国、九州。

河川下流域、湖
沼、水路。

一般的な観賞魚として大量に利用さ
れている。また、釣魚でもある。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

タナゴ類は比較的容易に異種間で
交雑することが知られている。在来タ
ナゴ類の多くは絶滅危惧種であり、
これらへの被害のおそれがある。特
にニッポンバラタナゴとの交雑が進
行しているため、これらの生息範囲
では本種の導入に特に注意が必
要。
淡水真珠養殖用のヒレイケチョウガ
イへの卵、仔魚の混入の可能性が
ある。タナゴの繁殖期には、産卵母
貝となるイシガイ科二枚貝の移植を
控える等の配慮が必要。

②日本、④各県
リスト：北海道、
青森、福島、茨
城、群馬、千葉、
東京、長野、岐
阜、静岡、愛知、
滋賀、京都、兵
庫、鳥取、奈良、
和歌山、山口、
徳島、香川、愛
媛、高知、福岡、
佐賀、長崎、大
分、熊本、宮崎、
鹿児島、沖縄、
⑤検討委員

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

ニッポンバラタナゴ生息地では交雑や競争を
防ぐために池干し等の手法で防除が行われ
ている。

福岡県侵略的外来種防除マニュアル2021
https://www.pref.fukuoka.lg.jp/uploaded/att
achment/169206.pdf 【URL取得日：2025年11
月27日】

「たなご」として一部地域
で漁業法の漁業権魚種
となっている可能性があ
る。

-

42
定着初期／限定
分布

防除推
進外来
種

③
特定外
来生物

ギギ科 コウライギギ
Tachysurus sinensis
 (Tachysurus fulvidraco )

Ⅳ ○ - ○ - - ◎ - - ○ - -

東アジア（ア
ムール川～韓
国、中国南部）
原産。

霞ヶ浦（茨城）。

原産地では湖沼
や河川。泥底の
止水にも生息し
ている。

現在は特定外来生物に指定され、輸
入・飼養等は規制されている。展示
等の目的で許可を受けた個体が飼
養されている。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

生態系への影響や漁業被害に関す
る知見の集積が必要。
特定外来生物に指定されているチャ
ネルキャットフィッシュと食性等が似
ているため、在来生態系に被害を及
ぼす可能性が高い。また、分布が拡
大した際に、在来のギギ科魚類との
競合、交雑が起こることが懸念され、
今後の動向に注意する必要がある。
生態系影響について、知見の集積
が必要。

①特定外来、④
各県リスト：茨
城、群馬、千葉、
東京、岐阜、滋
賀、長崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

ＮＰＯ法人　水元ネイチャープロジェクトが、
水元公園での防除について、外来生物法に
基づく認定を受けている。

- - -

43
分布拡大期～ま
ん延期

防除推
進外来
種

①②③
特定外
来生物

アメリカナマズ
科

チャネルキャットフィッシュ
（アメリカナマズ）

Ictalurus punctatus Ⅰ ○ - ◎ - - ◎ - - ○ ○ -

アメリカ、カナダ
南部、メキシコ
原産。アメリカの
非自然分布域
の他、中南米と
ヨーロッパの一
部、ロシア、フィ
リピン、ハワイ
等に外来分布。

福島、霞ヶ浦
（茨城）、北浦
（茨城）、利根川
水系（茨城、栃
木、埼玉、千
葉、東京）、岐
阜、愛知、琵琶
湖（滋賀）、島
根。

河川下流、湖沼
等の流れが緩や
かな場所。

現在は特定外来生物に指定され輸
入・飼養等は規制されているが、茨
城県霞ヶ浦や岐阜県下小鳥ダムで
許可を受けて養殖され、地域の名物
として食用に利用されている。この
他、展示目的で許可を受けた個体が
飼養されている。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。また、養殖池から
自然水域に逸出させ
ないこと。

霞ヶ浦（茨城）ではイサザアミやハゼ
類等の水産利用種を捕食し、これら
の漁獲高を減少させている。ヒレに
ある鋭い棘で漁業者がけがをする被
害がある。

①特定外来、④
各県リスト：福
島、茨城、群馬、
千葉、東京、岐
阜、静岡、愛知、
滋賀、京都、大
阪、長崎、熊本、
宮崎、鹿児島、
沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

茨城県の霞ケ浦、滋賀県の琵琶湖、福島県
の阿武隈川等で防除が実施されたことがあ
る。
https://www.pref.shiga.lg.jp/file/attachment
/5463989.pdfl　【URL取得日：2025年1月14
日】
https://www.pref.shiga.lg.jp/ippan/shigotosa
ngyou/suisan/18681.htmll　【URL取得日：
2025年1月14日】

水産庁　だれでもできる外来魚駆除2：
https://www.jfa.maff.go.jp/j/enoki/attach/p
df/naisuimeninfo-12.pdf　【URL取得日：2025
年11月27日】
福島県　阿武隈川におけるチャネルキャット
フィッシュの駆除方法：
https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/a
ttachment/261592.pdf　【URL取得日：2025年
11月27日】
	愛知県特定外来生物対策ハンドブック
https://kankyojoho.pref.aichi.jp/DownLoad/
DownLoad/3.%E6%9C%AC%E6%96%87.pdf
【URL取得日：2025年11月27日】

- -

44
分布拡大期～ま
ん延期

防除推
進外来
種

①③
特定外
来生物

カダヤシ科
カダヤシ（タップミノー、モ
スキートフィッシュ）

Gambusia affinis Ⅰ ◎ - ◎ - ○ ◎ - - - ○ -
アメリカ南東部
原産。世界中に
広く外来分布。

福島以南の本
州、小笠原、四
国、九州、沖
縄。

主に水田地帯等
の流れの無い用
水路。河川本流
や湖沼にも生
息。

観賞魚や蚊の駆除用として利用され
ていた。現在は特定外来生物に指定
され、輸入・飼養は規制されている。
展示等の目的で許可を受けた個体
が飼養されている。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

メダカの生息地に本種が導入された
場合、メダカが減少し、カダヤシに置
き換わってしまうケースがある。

①特定外来、②
日本、IUCN、③
GISD、④各県リ
スト：福島、茨
城、千葉、東京、
長野、岐阜、静
岡、愛知、滋賀、
京都、大阪、兵
庫、奈良、和歌
山、岡山、山口、
徳島、香川、高
知、福岡、佐賀、
長崎、大分、熊
本、宮崎、鹿児
島、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

他の外来魚の防除の際に同時に駆除される
ことがある。

愛知県特定外来生物対策ハンドブック
https://kankyojoho.pref.aichi.jp/DownLoad/
DownLoad/3.%E6%9C%AC%E6%96%87.pdf
【URL取得日：2025年11月27日】
横須賀市：
https://www.city.yokosuka.kanagawa.jp/555
5/bustres/documents/gb_17.pdf　　【URL取
得日：2025年1月14日】

- -

45
定着初期／限定
分布

防除推
進外来
種

①③
特定外
来生物

ケツギョ科 コウライオヤニラミ Coreoperca herzi Ⅰ ◎ - ◎ - - ◎ - - - - - 朝鮮半島原産。
宮崎県大淀川
水系萩原川に
定着。

川の上流域の石
や礫が多い環
境。

観賞魚として利用されていた。現在
は特定外来生物に指定され、輸入・
飼養等は規制されている。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

環境DNAを用いた調査で、捕食や競
合によって在来生態系に大きな影響
を及ぼしていることが示された。

④各県リスト：東
京、岐阜、宮崎、
⑤検討委員

細谷（編・監修）
（2019）

大淀川水系では漁協による防除が行われて
いる。

- - -

46
定着初期/限定分
布

防除推
進外来
種

①③
特定外
来生物

サンフィッシュ
科

パンプキンシードサン
フィッシュ （パンプキン
シード）

Lepomis gibbosus Ⅰ ○ - ◎ - ○ ◎ - - - ○ -

アメリカ東部の
大西洋岸と五大
湖周辺原産。
ヨーロッパの多
くの国と南米の
数か国、オース
トラリアに外来
分布。

石川。

砂礫底の池や水
路から河川ま
で。水中植物の
繁茂する場所を
好む。

観賞魚として利用されていた。現在
は特定外来生物に指定され、輸入・
飼養等は規制されている。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

石川のため池で確認された。定着の
可能性が高いとされている。北米大
陸の本来の生息域外の他、ヨーロッ
パの多数の国に水産利用目的で導
入されている。生態系への影響につ
いては明らかになっていないが、固
有の軟体動物への捕食が確認され
ているほか、多様性の低下や在来種
への攻撃性が指摘されている。卵の
保護を行うため初期の生存率が高
い。

⑥国内での確認
情報のある未判
定外来生物

藤田（2025）
Boschung and
Mayden(2004)

- - - -

魚類-4



生物 導入 競合 交雑
捕食
摂食

生態
系改
変

繁殖 気候 人体
経済
産業

利用
付着
混入

特に問題と
なる被害

カテゴリ 防除マニュアル
特定外
来生物

関係する感染症
原産地・分布

（日本を除く。）
重要
地域

生息環境等
対策優先度の

要件
他法令での位置付け備考

評価項目

文献等利用上の留意事項 抽出根拠等 防除事例科名 日本での分布
逸出･拡散

和名
（別名、流通名）

選定理由 日本での利用状況
生態系被害

No 定着段階

定着可能性 分布拡大

学名

47
分布拡大期～ま
ん延期

防除推
進外来
種

①②③④
特定外
来生物

サンフィッシュ
科

ブル－ギル Lepomis macrochirus Ⅰ,Ⅱ ◎ - ◎ - ◎ ◎ ◎ - ○ ◎ ◎

カナダ南部、ア
メリカ中東部、メ
キシコ北部原
産。アフリカやマ
ダガスカル、中
米、フィリピン、
韓国等に外来
分布。

全国。
主に流れの緩や
かな河川下流域
や湖沼。

現在は特定外来生物に指定され輸
入・飼養等は規制されているが、展
示等の目的で許可を受けた個体が
飼養されている。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

捕食や競争により国内各地で在来
種を駆逐し、優占種となっている。
卵や仔魚は親魚によって保護される
ため初期の生存率が高い。寿命は
最長10年以上。

①特定外来、②
日本、④各県リ
スト：北海道、青
森、福島、茨城、
栃木、群馬、千
葉、東京、神奈
川、長野、岐阜、
静岡、愛知、滋
賀、京都、大阪、
兵庫、奈良、和
歌山、鳥取、岡
山、山口、徳島、
香川、高知、福
岡、佐賀、長崎、
大分、熊本、宮
崎、鹿児島、沖
縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

全国各地でオオクチバスとあわせて漁具や
人工産卵床、電気ショッカー等により防除が
実施されてきた。池干しによって根絶が可能
な場合もある。
https://www.pref.shiga.lg.jp/ippan/shigotosa
ngyou/suisan/18681.html　【URL取得日：
2025年1月14日】

環境省：オオクチバス等の防除の手引き
https://www.env.go.jp/nature/intro/3control
/files/manual_bass.pdf　【URL取得日：2025
年11月27日】
水産庁：誰でもできる外来種駆除
https://www.jfa.maff.go.jp/j/enoki/pdf/gairai
gyo.pdf　【URL取得日：2025年11月27日】
水産庁：誰でもできる外来種駆除3
https://www.jfa.maff.go.jp/j/enoki/attach/p
df/naisuimeninfo-30.pdf　【URL取得日：2025
年11月27日】

- -

48
定着初期／限定
分布

防除推
進外来
種

①③
特定外
来生物

サンフィッシュ
科

ロングイヤーサンフィッ
シュ

Lepomis megalotis Ⅰ ○ - ○ - ○ ◎ - - - ○ -
五大湖地域～
テキサス州原
産。

徳山ダム（岐
阜）。

砂礫底の池や水
路から河川ま
で。水中植物の
繁茂する場所を
好む。

観賞魚として利用されていた。現在
は特定外来生物に指定され、輸入・
飼養等は規制されている。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

徳山ダムでは個体数が急増してお
り、また特定外来生物であるブルー
ギルと同属で生態的特徴が類似す
るため、生態系への被害が懸念され
ている。北米大陸でも本来の生息域
外で確認されているが、影響につい
ては不明。卵の保護を行うため初期
の生存率が高い。

④各県リスト：東
京、⑤検討委員

USGS：
https://nas.er.usgs.g
ov/queries/FactShee
t.aspx?SpeciesID=38
8

-
本種のマニュアルは無いが、おそらくブルー
ギルの防除マニュアルが活用できると思わ
れる。

- -

49
分布拡大期～ま
ん延期

防除推
進外来
種

①②③④
特定外
来生物

サンフィッシュ
科

コクチバス（スモールマウ
スバス、ブラックバス）

Micropterus dolomieu Ⅰ ○ - ◎ - ◎ ◎ - - ○ ○ -

カナダ南部、ア
メリカ中東部原
産。アフリカや
ヨーロッパ、メキ
シコ、北米の非
自然分布域の
一部に外来分
布。

青森から和歌
山までの山梨を
除く19都県。

主に湖沼に生
息。流れのある
河川にも見られ
る。オオクチバス
よりも流水域に
適応できる。

かつては管理釣り場で利用されてい
た。現在は特定外来生物に指定され
輸入・飼養等は規制されている。定
着している湖等では釣魚になってお
り、一部の湖でスポーツフィッシング
に利用されている。この他、展示等
の目的で許可を受けた個体が飼養
されている。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

南アフリカ共和国では在来種を捕食
し、在来種の多くが見られなくなった
例がある。ハワイでも在来種はもと
より、オオクチバスやブルーギルを
含む魚類を駆逐した。国内でも分布
を拡大しており、オオクチバスより低
温や流れに強いため、より上流域で
の捕食や競合の被害が懸念されて
いる。
卵や仔魚は親魚によって保護される
ため初期の生存率が高い。寿命は
最長15年。
コクチバスにはM. d. dolomieu とM. d.
velox の2亜種があるとされるが、国
内のものは前者である。

①特定外来、②
日本、④各県リ
スト：北海道、青
森、福島、茨城、
栃木、群馬、千
葉、東京、長野、
岐阜、静岡、滋
賀、京都、兵庫、
奈良、和歌山、
岡山、佐賀、長
崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

河川やダム湖において漁具による捕獲や釣
り、電気ショッカー、人工産卵床、水中銃等に
よる防除が実施されている。一部のダム湖で
は根絶を達成した場所もある。
https://www.pref.gifu.lg.jp/page/337519.html
【URL取得日：2025年1月14日】

環境省：オオクチバス等の防除の手引き
https://www.env.go.jp/nature/intro/3control
/files/manual_bass.pdf　【URL取得日：2025
年11月27日】
水産庁：誰でもできる外来種駆除
https://www.jfa.maff.go.jp/j/enoki/pdf/gairai
gyo.pdf　【URL取得日：2025年11月27日】
水産庁：誰でもできる外来種駆除2
https://www.jfa.maff.go.jp/j/enoki/attach/p
df/naisuimeninfo-12.pdf　【URL取得日：2025
年11月27日】
水産庁：誰でもできる外来種駆除3
https://www.jfa.maff.go.jp/j/enoki/attach/p
df/naisuimeninfo-30.pdf　【URL取得日：2025
年11月27日】
水産庁：外来魚に立ち向かう
https://www.jfa.maff.go.jp/j/enoki/attach/p
df/naisuimeninfo-19.pdf　【URL取得日：2025
年11月27日】

- -

50
分布拡大期～ま
ん延期

防除推
進外来
種

①②③④
特定外
来生物

サンフィッシュ
科

オオクチバス（ラージマウ
スバス、ブラックバス；フロ
リダバスを含む。）

Micropterus nigricans
（Micropterus salmoides ）

Ⅰ,Ⅱ ◎ - ◎ - ◎ ◎ ◎ - ○ ◎ ◎

カナダ南部、ア
メリカ中東部、メ
キシコ北部原
産。世界に広く
外来分布。

北海道を除く。
全国。

主に湖沼や河川
下流域等、止水
域や流れの緩や
かな場所。

特定外来生物に指定され輸入・飼養
等は規制されているが、許可を受け
て利用されているものもある。一部
の管理釣り場や湖でスポーツフィッ
シングに利用されている。山中湖等
では漁業権の免許を受けて、放流も
行われている。この他、展示等の目
的で許可を受けた個体が飼養されて
いる。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

国内各地で捕食や競合により在来
種を駆逐する等、在来魚類群集に
様々な影響を及ぼしている。
卵や仔魚は親魚によって保護される
ため初期の生存率が高い。寿命は
概ね8年程度。稀に10年を超す場合
もある。
特定外来生物指定時は本種の学名
はM. salmoides が用いられていた
が、現在はこの学名はフロリダバス
に当てられ、オオクチバスの学名に
はM. nigricans が用いられている。

①特定外来、②
日本・IUCN、③
GISD、④各県リ
スト：北海道、青
森、福島、茨城、
栃木、群馬、千
葉、東京、長野、
岐阜、静岡、愛
知、滋賀、京都、
大阪、兵庫、奈
良、和歌山、鳥
取、岡山、山口、
徳島、香川、高
知、福岡、佐賀、
長崎、大分、熊
本、宮崎、鹿児
島、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

長野県の金原ダム湖では様々な漁具や水中
銃を用いた防除によって機能的根絶を達成
している。
伊豆沼では漁具や人工産卵床等による防除
を行い、低密度管理を実施し、在来種の復
元が実現されている。

環境省：オオクチバス等の防除の手引き
https://www.env.go.jp/nature/intro/3control
/files/manual_bass.pdf　【URL取得日：2025
年11月27日】
水産庁：誰でもできる外来種駆除
https://www.jfa.maff.go.jp/j/enoki/pdf/gairai
gyo.pdf　【URL取得日：2025年11月27日】
水産庁：誰でもできる外来種駆除2
https://www.jfa.maff.go.jp/j/enoki/attach/p
df/naisuimeninfo-12.pdf　【URL取得日：2025
年11月27日】
水産庁：誰でもできる外来種駆除3
https://www.jfa.maff.go.jp/j/enoki/attach/p
df/naisuimeninfo-30.pdf　【URL取得日：2025
年11月27日】
水産庁：外来魚に立ち向かう
https://www.jfa.maff.go.jp/j/enoki/attach/p
df/naisuimeninfo-19.pdf　【URL取得日：2025
年11月27日】

一部地域で漁業法の漁
業権魚種となっている。

-

防除検討外来種（被害の大きさが防除推進外来種には及ばないもの）

51

定着初期／限定
分布（小笠原・南
西諸島で特に注
意）

防除検
討外来
種

アロワナ科 シルバーアロワナ Osteoglossum bicirrhosum Ⅰ,Ⅳ - - ○ - - ○ - - - ◎ -
アマゾン川原
産。

沖縄島。本州で
も確認例があ
る。

河川。酸素濃度
の低い環境でも
適応できる。

観賞魚として多く利用されている。ア
ロワナ類では比較的安価。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

沖縄で定着。分布は局所的。大型に
なる肉食魚で、沖縄県では生態系に
影響があると考えられる防除対策外
来種に選定されている。ポーランド
の野外でも確認されており、在来生
態系への影響がある可能性が指摘
されている。生態系影響について、
知見の集積が必要。口内で卵や稚
魚を保護するため、初期の生存率が
高い。

③各県リスト：滋
賀、徳島、沖縄

FishBase:
https://www.fishbase
.se/summary/Osteog
lossum-
bicirrhosum.html

- - - -

52

定着初期／限定
分布（小笠原・南
西諸島で特に注
意）

防除検
討外来
種

コイ科 パ－ルダニオ Danio albolineatus Ⅰ,Ⅳ ○ - ○ - - ○ - - - ◎ -

ミャンマー、タ
イ、ラオス、マ
レー半島、スマ
トラ原産。シンガ
ポールに外来
分布。

沖縄島北部。

丘陵地の水のき
れいな小川や河
川下流を好む。
日本ではため池
に生息。

観賞魚として一般に広く普及してい
る種で、安価で大量に利用されてい
る。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と（特に、小笠原・南
西諸島や、温泉水が
流れ込んでいる等水
温の高い川）。

沖縄島北部で定着。生態系等への
影響に関する知見の集積が必要。
定着河川において、生息密度が局
所的にかなり高くなることが確認され
ており、水生昆虫等への捕食の影響
が危惧される。また、絶滅危惧種で
あるミナミメダカとの競合も懸念され
る。

④各県リスト：長
崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- - - -

53

定着初期／限定
分布（小笠原・南
西諸島で特に注
意）

防除検
討外来
種

コイ科 ゼブラダニオ Danio rerio Ⅰ,Ⅳ ○ - ○ - - ○ - - - ◎ -

インド、パキスタ
ン、ネパール、
バングラディッ
シュ、ミャンマー
原産。アメリカ、
コロンビア、シン
ガポールに外来
分布。

沖縄島北部。
丘陵地の緩流や
淀み。日本では
ため池に生息。

観賞魚として一般に広く普及してい
る種で、安価で大量に利用されてい
る。また、実験動物としても利用され
ている。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と（特に、小笠原・南
西諸島や、温泉水が
流れ込んでいる等水
温の高い川）。

沖縄島北部で定着。生態系等への
影響に関する知見の集積が必要。
定着河川において、生息密度が局
所的にかなり高くなることが確認され
ており、水生昆虫等への捕食の影響
が危惧される。また、絶滅危惧種で
あるミナミメダカとの競合も懸念され
る。

④各県リスト：長
崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- - - -

54
定着初期／限定
分布

防除検
討外来
種

コイ科 アカヒレ Tanichthys albonubes Ⅰ,Ⅳ ○ - ○ - - ◎ - - - ◎ -
中国広東省、ベ
トナム原産。

沖縄島。
清涼な河川緩流
域の水草のある
場所。

観賞魚として一般に広く普及してい
る種で、安価で大量に利用されてい
る。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と（特に本州中部以
南）。

生態系等への影響に関する知見の
集積が必要。
定着河川において、生息密度が局
所的にかなり高くなることが確認され
ており、水生昆虫等への捕食の影響
が危惧される。また、絶滅危惧種で
あるミナミメダカとの競合も懸念され
る。

④各県リスト：和
歌山、長崎、沖
縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- - - -

55
分布拡大期～ま
ん延期

防除検
討外来
種

コイ科 コイ（飼育型） Cyprinus carpio Ⅰ ○ ◎ ○ ○ - ◎ ○ - - ◎ -

中国を中心とし
た東アジアから
黒海・カスピ海
沿岸にかけての
ユーラシア大陸
の温帯域原産。
世界に広く外来
分布。

全国。
湖、河川下流域
から汽水域まで
の底層部。

古くから移殖が盛んで、特に内陸部
では除草や食用目的で全国に移殖
された。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と（特に琵琶湖等野
生型コイが生息する
場所）。

捕食行動によって底質を巻き上げる
ことで水の透明度を低下させ、光が
を阻害することで水草の成長を妨げ
る等、生態系の改変を引き起こす。
琵琶湖等の一部を除き在来のコイと
の交雑が進んでいる。

②IUCN、③
GISD、④各県リ
スト：北海道、福
島、茨城、千葉、
東京、栃木、愛
知、滋賀、兵庫、
奈良、和歌山、
徳島、愛媛、高
知、長崎、鹿児
島、沖縄、⑤検
討委員、地方自
治体

細谷（編・監修）
（2019）

東京都の井の頭公園で池干しによる本種を
含む防除が実施された。

横須賀市：
https://www.city.yokosuka.kanagawa.jp/555
5/bustres/documents/gb_18.pdf　【URL取得
日：2025年1月14日】

「こい」として持続的養殖
生産確保法の特定疾病
にかかるおそれのある
水産動物に含まれる。
一部地域で漁業法の漁
業権魚種となっている。

-

56
定着初期／限定
分布

防除検
討外来
種

コイ科
タイリクシロフチタナゴ
（ハッカタナゴ）

Rhodeus albomarginatus Ⅳ 〇 - - - - ◎ - - - ○ ○

中国安徽省の
揚子江流域の
鄱陽湖への流
入河川及び緑
江原産。

兵庫の数か所
で確認されてい
る。

原産地では小河
川に多産し、流
れのある水生植
物帯を好む。国
内ではため池に
生息している。

観賞魚として少量が利用されてい
る。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

兵庫県の数か所に定着しており、生
態系被害が懸念されている。現時点
での生態系影響は不明。繁殖力は
高いとされる。

⑤検討委員
谷口ほか(2025)、北
村私信

- - - -

魚類-5



生物 導入 競合 交雑
捕食
摂食

生態
系改
変

繁殖 気候 人体
経済
産業

利用
付着
混入

特に問題と
なる被害

カテゴリ 防除マニュアル
特定外
来生物

関係する感染症
原産地・分布

（日本を除く。）
重要
地域

生息環境等
対策優先度の

要件
他法令での位置付け備考

評価項目

文献等利用上の留意事項 抽出根拠等 防除事例科名 日本での分布
逸出･拡散

和名
（別名、流通名）

選定理由 日本での利用状況
生態系被害

No 定着段階

定着可能性 分布拡大

学名

57
定着初期／限定
分布

防除検
討外来
種

コイ科 ハクレン（レンギョ）
Hypophthalmichthys
molitrix

Ⅰ - - ◎ ○ - ◎ - - - ○ ○
中国、アムール
川原産。世界に
広く外来分布。

自然繁殖は利
根川・江戸川水
系淀川水系の
み、北海道と沖
縄を除く国内各
地。

河川下流域、湖
沼、水路。

観賞魚として少量が利用されてい
る。釣魚でもある。また、植物プラン
クトンを大量に専食することから、富
栄養化したダム湖での水質改善の
ために放流された事例がある。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

繁殖は利根川等大規模河川に限ら
れる。海外では、生物多様性に影響
を及ぼした事例がある。
プランクトン食のため、水域での生息
密度が高まると、プランクトンが激減
し、食物連鎖を通じて大きな影響を
与える。アメリカでは深刻化した事例
がある。

③GISD、④各県
リスト：茨城、群
馬、千葉、東京、
岐阜、静岡、滋
賀、鳥取、山口、
徳島、高知、長
崎、鹿児島、沖
縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

本種を対象とした防除活動は確認できない
が、池干しの際に捕獲された個体が駆除さ
れることがある。

-

持続的養殖生産確保法
の特定疾病にかかるお
それのある水産動物に
含まれる。

-

58
定着初期／限定
分布

防除検
討外来
種

コイ科 コクレン（レンギョ） Hypophthalmichthys nobilis Ⅰ - - ◎ ○ - ◎ - - - ○ ○

中国、アムール
川原産。アメリ
カ、メキシコ、
ヨーロッパ～東
南アジアまでと
韓国等の多くの
国に外来分布。

自然繁殖は利
根川・江戸川水
系のみ。淀川で
も確認。

河川下流域、湖
沼。

観賞魚として少量が利用されてい
る。釣魚でもある。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

Hypophthalmichthys nobilis として
GISD。繁殖は利根川等大規模河川
に限られる。海外では、生物多様性
に影響を及ぼした事例がある。プラ
ンクトン食のため、水域での生息密
度が高まると、プランクトンが激減
し、食物連鎖を通じて大きな影響を
与える。アメリカでは深刻化した事例
がある。

③GISD、④各県
リスト：茨城、群
馬、千葉、山口、
長崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

本種を対象とした防除活動は確認できない
が、池干しの際に捕獲された個体が駆除さ
れることがある。

-

持続的養殖生産確保法
の特定疾病にかかるお
それのある水産動物に
含まれる。

-

59
定着初期／限定
分布

防除検
討外来
種

コイ科 ダントウボウ Megalobrama amblycephala Ⅰ,Ⅳ ○ - ○ - - ◎ - - - - ○
中国長江水系
原産。

霞ケ浦とその周
辺の河川に定
着。

平野部の流れの
緩やかな河川や
湖沼。

観賞魚として少量が利用されてい
る。釣魚でもある。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

茨城県では定着とされている。在来
水生植物群落への影響が懸念され
ている。

④各県リスト：茨
城、東京、⑤検
討委員

細谷（編・監修）
（2019）

霞ケ浦で他の外来魚とあわせて釣魚を回収
したイベントの際に本種も対象となっていた。
https://www.pref.ibaraki.jp/seikatsukankyo/
kantai/kasumigaura/lake/kasumi-
tsurisakana.html　【URL取得日：2025年11月
27日】

- - -

60
定着初期／限定
分布

防除検
討外来
種

コイ科 カワイワシ Hemiculter leucisculus Ⅰ,Ⅳ ○ - - - ○ ○ - - - - ○

アムール川水系
からメコン川水
系にかけての地
域と台湾、海南
島、朝鮮半島原
産。アフガニス
タンに外来分
布。

岡山の百間川
に定着。

平野部の河川、
湖沼、灌漑用水
路等。

観賞魚として利用されている。
逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

岡山県で定着。繁殖力が強いとさ
れ、国内の広い範囲で定着する可能
性が高いと考えられている。岡山県
では近年分布が拡大している。在来
の遊泳性魚類と競争する可能性が
高いと考えられている。分布の拡大
やそれに伴う生態系影響について、
知見の集積が必要。

④各県リスト：東
京、⑥WGでのご
意見

細谷（編・監修）
（2019）

- - - -

61
定着初期／限定
分布

防除検
討外来
種

コイ科 キクチヒナモロコ Aphyocypris kikuchii Ⅰ - ◎ - - - ○ ◎ - - ○ - 台湾原産。
伊豆半島（静
岡）。

淡水域。 観賞魚として利用されている。
逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

九州のヒナモロコは本種との交雑に
よって絶滅した可能性が高い。伊豆
半島（静岡）に定着。

④各県リスト、東
京、⑥WGでのご
意見

Watanabe et al.
(2020)
北原（2024）

- - - -

62
定着初期／限定
分布

防除検
討外来
種

コイ科 ソウギョ Ctenopharhyngodon idellus Ⅰ - - ◎ ○ - ◎ - - - ◎ -
中国、アムール
川原産。世界に
広く外来分布。

自然繁殖は利
根川・江戸川水
系のみ。東北か
ら九州で確認。

河川下流域、湖
沼。

除草目的や釣魚として河川や湖沼、
公園等に放流されている。また、観
賞魚としてアルビノ個体等が利用さ
れている。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

Ctenopharhyngodon idella として
Global invasive species database
（GISD）に掲載。利根川・江戸川水
系、霞ヶ浦・北浦に定着。繁殖は利
根川等大規模河川に限られる。

②日本、③
GISD、④各県リ
スト：北海道、青
森、福島、茨城、
群馬、千葉、東
京、長野、岐阜、
静岡、滋賀、京
都、兵庫、奈良、
和歌山、鳥取、
山口、徳島、香
川、愛媛、高知、
長崎、熊本、鹿
児島、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

野尻湖や深泥池では除草のために放流した
ソウギョが水生植物を壊滅させたため、駆除
が行われた。また、池干しの際に捕獲された
個体が駆除されることがある。

-

持続的養殖生産確保法
の特定疾病にかかるお
それのある水産動物に
含まれる。
一部地域で漁業法の漁
業権魚種となっている。

-

63
定着初期／限定
分布

防除検
討外来
種

コイ科 アオウオ Mylopharyngodon piceus Ⅰ,Ⅳ - - ○ - - ◎ - - - ○ ○

中国、アムール
川原産。西ヨー
ロッパ～中央ア
ジアとアメリカ、
メキシコ、キュー
バに外来分布。

自然繁殖は利
根川・江戸川水
系のみ。榛名湖
（群馬）、岡山で
確認。

河川下流域、湖
沼。

観賞魚としてごく少量が利用されて
いる。釣魚でもある。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

本種の繁殖には利根川のような大
河川が必要。海外ではスクミリンゴガ
イ等の外来種の貝類の除去に利用
されている例もある。ハンガリーでは
捕食による在来生物相への影響の
おそれが指摘され、アメリカやドイツ
では生体での輸入が禁止されてい
る。
全長1m以上になるため、捕食による
影響は大きいと思われる。生態系影
響について、知見の集積が必要。

④各県リスト：北
海道、茨城、群
馬、千葉、滋賀、
徳島、長崎、沖
縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

池干しの際に捕獲された個体が駆除される
ことがある。

-

持続的養殖生産確保法
の特定疾病にかかるお
それのある水産動物に
含まれる。

-

64
分布拡大期～ま
ん延期

防除検
討外来
種

ドジョウ科 カラドジョウ Misgurnus dabryanus Ⅰ,Ⅳ ○ ○ - - - ◎ - - - ○ ○
中国、朝鮮半島
原産。

北海道、沖縄県
と中国地方及び
四国、九州の一
部を除く日本各
地。

水田や周辺の農
業用水路。

食用や観賞魚等の餌用として利用さ
れている。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

ドジョウとカラドジョウが混在する水
域で、後者が優占する場所も知られ
ている。カラドジョウとドジョウの交雑
個体は繁殖能があることからドジョウ
との交雑が生じ、遺伝的かく乱が生
じるおそれが指摘されている。また、
正常な繁殖相手を巡る競争が生じて
おり、その影響が懸念される。生態
系等への影響に関する知見の集積
が必要。
在来のドジョウに酷似するため、気
づかれずに放流されてしまうおそれ
がある。

④各県リスト：青
森、福島、茨城、
千葉、東京、長
野、岐阜、静岡、
愛知、滋賀、和
歌山、愛媛、高
知、福岡、長崎、
宮崎、鹿児島、
沖縄、⑤検討委
員

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

-

鹿児島県：奄美群島にお住まいの方向け　ド
ジョウ、カラドジョウ防除マニュアル
https://www.pref.kagoshima.jp/ad04/kurashi
-
kankyo/gairai/documents/72338_202310170
92523-1.pdf　【URL取得日：2025年11月27
日】

- -

65
定着初期／限定
分布

防除検
討外来
種

ドジョウ科 ヒメドジョウ Lefua costata Ⅰ,Ⅳ ○ ○ - - - ○ - - - ○ -

アムール川～黄
河の中国東北
部、モンゴル、
朝鮮半島原産。

富山、山梨、長
野、静岡で定
着。岩手で記録
あり。

湧水を水源とす
る湿地や細流、
河川敷内の水た
まり、浅い湖沼
等。

食用又は釣り餌用のドジョウに混
入。観賞魚として少量が利用されて
いる。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

徐々に分布を拡大しており、種間競
争や交雑による影響が懸念されてい
る。

④各県リスト：東
京、⑥現行リスト
作成時の検討種

細谷（編・監修）
（2019）

- - - -

66

定着初期／限定
分布（小笠原・南
西諸島で特に注
意）

防除検
討外来
種

ロリカリア科 スノープレコ Pterygoplichthys anisitsi Ⅰ,Ⅳ ○ - ○ - - ○ - - ○ ○ -

パラグアイ、ブラ
ジル、ウルグア
イ、アルゼンチ
ン原産。メキシ
コとアメリカに外
来分布。

沖縄島に定着し
ている可能性が
高い。

氾濫原や湖沼、
河川緩流域に生
息。

観賞魚として大量に利用されてい
る。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と（特に、小笠原・南
西諸島や、温泉水が
流れ込んでいる等水
温の高い川）。

定着実態及び生態系への影響や農
業被害に関する知見の集積が必
要。
沖縄島でマダラロリカリアとされてい
るものの中に本種が含まれている可
能性が高い。

③GISD、④各県
リスト：長崎、沖
縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- - - -

67

定着初期／限定
分布（小笠原・南
西諸島で特に注
意）

防除検
討外来
種

ロリカリア科

マダラロリカリア(プレコ、
ヒポプレコ、サッカープレ
コ)

Pterygoplichthys
disjunctivus

Ⅰ ◎ - ◎ - - ○ - - - ◎ -

マデイラ川流域
原産。アメリカと
メキシコ、東南
アジアの数か
国、台湾、トルコ
に外来分布。

東京、沖縄島。

原産国では氾濫
原等。日本では
河川や湖沼、生
活排水で汚染さ
れた水域にも生
息。

観賞魚として大量に利用されてい
る。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と（特に、小笠原・南
西諸島や、温泉水が
流れ込んでいる等水
温の高い川）。

沖縄で30年以上前から定着。メキシ
コでは索餌行動による濁り等の水質
の悪化や水底の植生の破壊とそれ
に伴う在来種の生息環境悪化と減
少を引き起こしている。フィリピンで
は刺し網等の漁具を壊す等の漁業
被害が知られている。

③GISD、④各県
リスト：千葉、東
京、和歌山、長
崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- - - -

68

定着初期／限定
分布（小笠原・南
西諸島で特に注
意）

防除検
討外来
種

ロリカリア科

アマゾンセイルフィン
キャットフィッシュ（セイル
フィンプレコ）

Pterygoplichthys pardalis Ⅰ,Ⅳ ○ - ○ - - ○ - - ○ ○ -

アマゾン川中下
流域原産。アメ
リカとメキシコ、
プエルトリコ、東
南アジアの数か
国に外来分布。

沖縄島に定着し
ている可能性が
高い。

河川、湖、湿地。
利用に関する情報は得られなかった
が、セイルフィンプレコ等の名前で本
種が利用されている可能性がある。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と（特に、小笠原・南
西諸島や、温泉水が
流れ込んでいる等水
温の高い川）。

海外では同属種が索餌行動による
濁り等の水質の悪化や水底の植生
の破壊し、それに伴う在来種の生息
環境悪化と減少を引き起こしてい
る。生態系等への影響に関する知見
の集積が必要。
沖縄島でマダラロリカリアとされてい
るものの中に本種が含まれている可
能性が高い。

③GISD、④各県
リスト：東京、滋
賀、長崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- - - -

69

定着初期／限定
分布（小笠原・南
西諸島で特に注
意）

防除検
討外来
種

ヒレナマズ科

ウォーキングキャットフィッ
シュ（クララ、アルビノクラ
ラ）

Clarias batrachus Ⅰ ◎ - ◎ - - ○ - - - ◎ -

東南アジア、イ
ンド原産。アメリ
カ、イギリス、中
国、グアム、スリ
ランカ、パプア
ニューギニア、
フィリピン等に
外来分布。

沖縄島。

湖沼、水田、河
川緩流域、運
河、湿地等。汽
水域にも侵入す
る。

観賞魚として安価に大量に利用され
ている。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と（特に、小笠原・南
西諸島や、温泉水が
流れ込んでいる等水
温の高い川）。

東南アジアやアメリカ南部では捕食
や競争により魚類や甲殻類、カエル
類を駆逐しており、特に乾季で水域
が狭まった際に影響が大きくなるとさ
れる。

②IUCN、③
GISD、④各県リ
スト：長崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)、
嶋津(2020)

- - - -

70

定着初期／限定
分布（小笠原・南
西諸島で特に注
意）

防除検
討外来
種

ヒレナマズ科 ヒレナマズ Clarias fuscus Ⅰ,Ⅳ ○ - ○ - - ○ - - - ○ -

中国、台湾、フィ
リピン、ベトナ
ム、ラオス原
産。

沖縄島、石垣
島。

河川下流域や湖
沼等。流れの緩
やかな水域を好
む。

観賞魚として安価に大量に利用され
ている。また、食用として養殖される
こともある。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

1960年代に台湾から石垣島に導入。
沖縄島では1985年に南風原町で記
録。生態系等への影響に関する知
見の集積が必要。

④各県リスト：長
崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- - - -

魚類-6



生物 導入 競合 交雑
捕食
摂食

生態
系改
変

繁殖 気候 人体
経済
産業

利用
付着
混入

特に問題と
なる被害

カテゴリ 防除マニュアル
特定外
来生物

関係する感染症
原産地・分布

（日本を除く。）
重要
地域

生息環境等
対策優先度の

要件
他法令での位置付け備考

評価項目

文献等利用上の留意事項 抽出根拠等 防除事例科名 日本での分布
逸出･拡散

和名
（別名、流通名）

選定理由 日本での利用状況
生態系被害

No 定着段階

定着可能性 分布拡大

学名

71
分布拡大期～ま
ん延期

防除検
討外来
種

サケ科
ブラウントラウト（ブラウン
マス）

Salmo trutta Ⅰ ◎ ○ ◎ - - ○ - - - ◎ -

ヨーロッパ～ア
ラル海の西アジ
ア原産。北米～
南米とアフリカ、
東ヨーロッパ～
南アジア、オー
ストラリア、
ニュージーラン
ド等の多くの国
に外来分布。

北海道、秋田、
栃木、富山、山
梨、長野、神奈
川等。

平地から高地の
河川や湖沼の
中・底層。降海
型もいる。冷水
性。

古くから養殖・放流がされており、少
なくとも3県で漁業権魚種として免許
されている。この他、管理釣り場での
多く利用されている。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

北海道では多くの河川で定着してい
る。本州以南では放流なしでは資源
を維持できないと考えられていたが、
長野県や山梨県等で定着が確認さ
れている。在来のイワナとの交雑個
体が確認されているが、遺伝的かく
乱の危険性は低いことが報告されて
いる。ただし、正常な繁殖相手を巡る
競争が生じており、その影響が指摘
される。
北海道では他種を駆逐して優占種に
なっている水域もある。希少種であ
るニホンザリガニの捕食も確認され
ている。本州でも捕食や競争により
ヤマメやイワナ類の減少要因となっ
ていることが指摘されており、防除が
実施されている場所もある。
北海道では漁業調整規則で移植が
禁止されており、北海道での分布拡
大は私的放流によるものと考えられ
ている。

②日本、IUCN、
③GISD、④各県
リスト：北海道、
青森、福島、茨
城、栃木、群馬、
東京、長野、岐
阜、愛知、滋賀、
和歌山、鳥取、
山口、長崎、宮
崎、鹿児島

Miyamoto et al.(2024)
自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

北海道の他、山梨県や長野県、岐阜県、鳥
取県等の本州の一部で駆除が実施されてい
る。
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/8
5263/jiho45_p30-39.pdf　【URL取得日：2025
年11月27日】

水産庁：外来魚に立ち向かう
https://www.jfa.maff.go.jp/j/enoki/attach/p
df/naisuimeninfo-19.pdf　【URL取得日：2025
年11月27日】

「さけ科魚類」として持続
的養殖生産確保法の特
定疾病にかかるおそれ
のある水産動物に含ま
れる。
一部地域で漁業法の漁
業権魚種となっている。

-

72
定着初期／限定
分布

防除検
討外来
種

サケ科
カワマス（ブルックトラウ
ト、ブルックチャー）

Salvelinus fontinalis Ⅰ ◎ ○ ◎ - - ○ - - - ◎ -

カナダ、アメリカ
東部原産。ヨー
ロッパ、南米、
オーストラリア、
ニュージーラン
ド等に外来分
布。

北海道、栃木、
長野。主に中部
地方以北で確
認。

平地から高地の
河川や湖沼の冷
水域。

古くから大量に養殖・放流がされてき
ている。複数の都道府県で漁業権魚
種として免許されている。また、管理
釣り場で多く利用されている。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

定着はごく一部の地域に限られる。
20年以上前から確認。北海道や長
野県では在来のイワナやアメマスと
の交雑個体が確認されており、交雑
個体が優占する等の影響が出てい
る。交雑個体は繁殖能があるが雑種
崩壊により遺伝的かく乱の危険は少
ないことが報告されている。ただ、正
常な繁殖の機会が失われ、存続しな
い交雑個体の個体群が生じることに
よる在来種への影響が懸念される。
定着できる地域が北海道や寒冷地
に限られるため、対策を優先的に行
う地域を選んで実施するのが効果的
である。漁業権が認められている地
域もあるので、防除を行う際は確認
する必要がある。

③GISD、④各県
リスト：北海道、
青森、福島、茨
城、東京、長野、
岐阜、滋賀、山
口、長崎、鹿児
島、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- -

「さけ科魚類」として持続
的養殖生産確保法の特
定疾病にかかるおそれ
のある水産動物に含ま
れる。

-

73
定着初期／限定
分布

防除検
討外来
種

サケ科 レイクトラウト Salvelinus namaycush Ⅰ ◎ - ◎ - - ○ - - - ○ -

カナダ、アメリカ
北東部原産。
ヨーロッパ、モ
ロッコ、ニュー
ジーランド等に
外来分布。

中禅寺湖（栃
木）、本栖湖（山
梨）。

水温20℃以下の
湖沼に多い。マ
ス類の中でも
もっとも低温を
好み、適水温は
4-10℃。

中禅寺湖ではかつて放流されたレイ
クトラウトが定着し、遊漁の対象とし
て利用されており、本種を対象とした
釣りが地域の名物となっている。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

中禅寺湖のみで定着していたが、近
年本栖湖でも確認された。海外では
捕食や競争により在来のサケ科魚
類を駆逐する事例がある。長寿命。
特に北方や高地の湖沼において、分
布が拡大しないよう注意が必要。

③GISD、④各県
リスト：東京、長
崎

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

本栖湖ではレイクトラウトが侵入してヒメマス
が捕食されているため、レイクトラウトの駆除
手法を検討している。
https://www.pref.yamanashi.jp/documents/8
5138/r5_wadai_2_laketrout_motosu.pdf　【URL
取得日：2025年11月27日】

-

「さけ科魚類」として持続
的養殖生産確保法の特
定疾病にかかるおそれ
のある水産動物に含ま
れる。
一部地域で漁業法の漁
業権魚種となっている。

-

74
定着初期／限定
分布

防除検
討外来
種

ドンコ科 ヨコシマドンコ Micropercops swinhonis Ⅰ,Ⅳ ○ - ○ - - ○ - - - ○ ○

中国のアムール
川水系～ベトナ
ム、朝鮮半島原
産。

愛知に定着。関
東地方でも確
認。

湖沼や池、水路
等の純淡水域の
流れの緩やかな
場所。

観賞魚としての利用はほどんどない
と思われるが、中国や韓国産の魚の
種苗や釣り餌に混入する。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

関東、東海地方に定着。在来種への
競争や捕食の影響が懸念されてい
る。梅田川では在来魚類の状況から
特に在来種に著しい負の影響を与え
ていることは確認できないとの報告
もある。釣り餌のエビ類に混入してい
た例があるため注意が必要。

④各県リスト：茨
城、群馬、東京、
愛知、和歌山

細谷（編・監修）
（2019）

- - - -

75
定着初期／限定
分布

防除検
討外来
種

ドンコ科 カラドンコ Odontobutis potamophila Ⅰ,Ⅳ ○ - ○ - - ○ - - - - ○
中国、ベトナム
原産。

利根川水系江
川（茨城）、飯沼
川で定着。

湖の沿岸部や河
川の流れの緩や
かなところ。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

利根川水系の一部で定着とされてい
る。捕食や競合による被害が懸念さ
れている。導入経路は他魚種の養殖
に混入した可能性も指摘されてい
る。

④各県リスト：茨
城、東京、⑤検
討委員、地方自
治体

細谷（編・監修）
（2019）

- - - -

76

定着初期／限定
分布（小笠原・南
西諸島で特に注
意）

防除検
討外来
種

タカサゴイシモ
チ科

インディアングラスフィッ
シュ

Pseudambassis ranga Ⅰ ○ - ○ - - ○ - - - ◎ -

パキスタン、イン
ド、バングラディ
シュ、ミャン
マー、タイ、マ
レーシア原産。

沖縄島。

河川の淡水域か
ら汽水域にかけ
て。特に流れの
緩やかな淀みを
好む。

ごく一般的な観賞魚として、広く普及
しており、価格も安価で大量に利用
されている。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と（特に、小笠原・南
西諸島や、温泉水が
流れ込んでいる等水
温の高い川）。

沖縄でのみ定着。動物食性が強く、
生息水域が沖縄島内で拡大傾向に
ある。生態系等への影響に関する知
見の集積が必要。

④各県リスト：長
崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- - - -

77

定着初期／限定
分布（小笠原・南
西諸島で特に注
意）

防除検
討外来
種

カワスズメ科 コンヴィクトシクリッド Cichlasoma nigrofasciatum Ⅰ ○ - ○ - ○ ○ - - - ○ -

グアテマラ、エ
ルサルバドル、
ホンジュラス、ニ
カラグア、コスタ
リカ、パナマ原
産。オーストラリ
ア、フィリピン、
プエルトリコ、ア
メリカに外来分
布。

沖縄島。

主に流れのある
河川の浅瀬や小
川。特に岩礁の
亀裂が多い場所
や植物の根等が
多い場所を好
む。

少量ではあるが観賞魚として利用さ
れている。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。（特に、小笠原・
南西諸島や、温泉水
が流れ込んでいる等
水温の高い川）。

沖縄では本種の多く生息する水域も
あり、競合や卵・仔魚の捕食等によ
る在来種への影響が心配されてい
る。生態系等への影響に関する知見
の集積が必要。
繁殖力がかなり強く、生息水域も拡
大傾向にある。

④各県リスト：東
京、長崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- - - -

78

定着初期／限定
分布（小笠原・南
西諸島で特に注
意）

防除検
討外来
種

カワスズメ科 ブルーティラピア Oreochromis aureus Ⅰ ◎ - ○ - ○ ○ - - - - -

セネガル～サウ
ジアラビアのア
フリカ中部原
産。アフリカ南
部とマダガスカ
ル、中東、中央
アジア、アメリ
カ、中米、南米、
中国、台湾、シ
ンガポール等に
外来分布。

沖縄島。

河川、湖沼。水
温耐性が高く、
10℃以下から
40℃まで生きら
れる。

観賞魚として一般的ではないと思わ
れる。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と（特に、小笠原・南
西諸島や、温泉水が
流れ込んでいる等水
温の高い川）。

餌や生育環境の競合によって在来
種の減少を引き起しているとされ、ア
フリカや北米各地で導入後に本種が
優占種となった例がある。口内で卵
や稚魚を保護するため、初期の生存
率が高い。沖縄島には本種と思われ
る表現形質を有する個体が確認され
ている。亜熱帯地域に生息する種で
あり、定着は、国内の亜熱帯地域の
他は、温泉地や温排水等のごく一部
に限られる。ただし、本種は低温耐
性が高いため、温帯の特に暖かい
地域では注意を要する。

③GISD、④各県
リスト：長崎、沖
縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- - - -

79
定着初期／限定
分布

防除検
討外来
種

カワスズメ科

カワスズメ（ティラピア、モ
ザンビークティラピアな
ど）

Oreochromis mossambicus Ⅰ ◎ - ◎ ○ ○ ○ - - - ○ -

モザンビーク～
南アフリカ共和
国のアルゴア湾
にかけてのアフ
リカ大陸南東岸
原産。カナダと
ヨーロッパを除
く。中の多くの国
に外来分布。

北海道、小笠原
諸島、鹿児島、
南西諸島。

河川下流域や湖
沼等の流れの緩
やかな場所を好
む。

少数が食用に養殖されている。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と（特に、小笠原・南
西諸島や、温泉水が
流れ込んでいる等水
温の高い川）。

世界の熱帯・亜熱帯の河川や湖沼
では競争により在来種や淡水カモ類
を駆逐した例がある他、付着藻類、
デトリタス、底生動物等を食べて食
物網の基盤を改変している。局所的
に長期間にわたって定着。口内で卵
や稚魚を保護するため、初期の生存
率が高い。最長寿命は11年。定着
は、国内の亜熱帯地域の他は、温泉
地や温排水等のごく一部に限られ
る。

②IUCN、③
GISD、④各県リ
スト：北海道、茨
城、東京、長野、
和歌山、高知、
長崎、宮崎、鹿
児島、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

他の外来魚の防除の際に同時に駆除される
ことがある。

- - -

80
定着初期／限定
分布

防除検
討外来
種

カワスズメ科
ナイルティラピア（チカダ
イ、イズミダイ）

Oreochromis niloticus Ⅰ ◎ - ◎ ○ ○ ○ - - - ○ -

アフリカ大陸西
部、タンガニー
カ湖以北のナイ
ル川水系、イス
ラエルのヤルコ
ン川原産。カナ
ダとヨーロッパ
を除く。世界に
広く外来分布。

南日本の温泉
地や工場排水
で温暖な水域、
小笠原諸島、南
西諸島。

河川緩流域、湖
沼、ダム湖、河
口域等。

少数が食用に養殖されている。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と（特に、小笠原・南
西諸島や、温泉水が
流れ込んでいる等水
温の高い川）。

世界の熱帯・亜熱帯域では在来種を
駆逐した例があるほか、付着藻類、
デトリタス、底生動物等を食べて食
物網の基盤を改変している。口内で
卵や稚魚を保護するため、初期の生
存率が高い。寿命は約7年。池田湖
（鹿児島）、沖縄、小笠原等に移入。
局所的に長期間にわたって定着。

③GISD、④各県
リスト：北海道、
青森、茨城、東
京、長野、静岡、
愛知、滋賀、京
都、徳島、高知、
福岡、長崎、大
分、熊本、宮崎、
鹿児島、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

北海道のオンネトー湯の滝でグッピーとあわ
せて防除が実施され、沢水を引き込んで水
温を低下させることで根絶した。
https://www.env.go.jp/press/106377.html
【URL取得日：2025年11月27日】

-

持続的養殖生産確保法
の特定疾病にかかるお
それのある水産動物に
含まれる。

-

魚類-7



生物 導入 競合 交雑
捕食
摂食

生態
系改
変

繁殖 気候 人体
経済
産業

利用
付着
混入

特に問題と
なる被害

カテゴリ 防除マニュアル
特定外
来生物

関係する感染症
原産地・分布

（日本を除く。）
重要
地域

生息環境等
対策優先度の

要件
他法令での位置付け備考

評価項目

文献等利用上の留意事項 抽出根拠等 防除事例科名 日本での分布
逸出･拡散

和名
（別名、流通名）

選定理由 日本での利用状況
生態系被害

No 定着段階

定着可能性 分布拡大

学名

81
定着初期／限定
分布

防除検
討外来
種

カワスズメ科 ジルティラピア Coptodon zillii Ⅰ ◎ - ○ - ○ ○ - - - - -

アフリカ大陸赤
道以北、パレス
チナ原産。東
ヨーロッパや中
東、マダガスカ
ル、アメリカ、メ
キシコ、フィリピ
ン等に外来分
布。

滋賀、鹿児島、
南西諸島。

河川緩流域、湖
沼等。多様な環
境に生息し、水
温や塩分濃度に
対してきわめて
広い適性を示
す。

現在の利用に関する情報は得られ
なかった。

-

滋賀及び鹿児島（南西諸島を除く。）
では工場の温排水や湧水のある場
所等の一定以上の水温の場所に定
着。 沖縄県で本種が生息している水
域では、在来種が見られなくなって
いるところがある。卵や仔魚は親魚
によって保護されるため初期の生存
率が高い。

③GISD、④各県
リスト：東京、滋
賀、長崎、大分、
宮崎、鹿児島、
沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

熊本県の江津湖では釣られた魚の回収ボッ
クスや電気ショッカーボート等による外来魚
の駆除が行われ、本種も駆除が行われてい
る。
https://www.city.kumamoto.jp/hpKiji/pub/de
tail.aspx?c_id=5&id=7881　【URL取得日：2025
年1月14日】

- - -

82
定着初期／限定
分布

防除検
討外来
種

トウゴロウイワ
シ科 ペヘレイ Odontesthes bonariensis Ⅰ,Ⅳ ○ - ○ - - ◎ - - - ○ -

アルゼンチン、
ウルグアイ、ブ
ラジル南部原
産。チリ、ボリビ
ア、ペルー、イス
ラエル、イタリア
に外来分布。

霞ヶ浦（茨城）、
北浦（茨城）、丹
沢湖（神奈川）
で確認。

湖。適水温は
10-28℃だが、
冬期に5℃程度
になる場所でも
生息できる。

管理釣り場等で利用されていたこと
がある。養殖もされている。丹沢湖で
野生化しているものは地域の名物と
して食用に利用されている。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

霞ヶ浦・北浦では沖合生態系の優占
種となるほど増殖しており、生態系に
影響を及ぼしていると言われてい
る。ワカサギやシラウオ等への漁業
被害も懸念される。
生態系への影響や漁業被害に関す
る知見の集積が必要。

④各県リスト：茨
城、千葉、山口、
長崎、宮崎、沖
縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- - - -

83

定着初期／限定
分布（小笠原・南
西諸島で特に注
意）

防除検
討外来
種

カダヤシ科
グリーンソ－ドテ－ル
（ソードテール）

Xiphophorus helleri Ⅰ,Ⅳ ○ - ○ - ○ ○ - - - ◎ -

メキシコ、グアテ
マラ、ベリーズ、
ホンジュラス原
産。アメリカ、中
米、コロンビア、
オーストラリア、
ニュージーラン
ド、アフリカ、マ
ダガスカル等に
外来分布。

山梨、奄美大
島、沖縄島、久
米島等。

比較的流れの速
い河川から水路
や池等いろいろ
な場所に生息。

一般に広く知られた代表的な観賞魚
であり、大量に利用されている。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と（特に、小笠原・南
西諸島や、温泉水が
流れ込んでいる等水
温の高い川）。

本州では温泉水に局所的に定着。
沖縄では1960年代から定着。生態系
等への影響に関する知見の集積が
必要。
沖縄島では河川で増加し、在来魚種
への影響が懸念されている。

③GISD、④各県
リスト：長崎、鹿
児島、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

奄美大島で駆除を実施したことがある。 - - -

84

定着初期／限定
分布（小笠原・南
西諸島で特に注
意）

防除検
討外来
種

カダヤシ科 グッピー Poecilia reticulata Ⅰ ◎ - ◎ - ○ ○ - - - ◎ -

ベネズエラ、ガ
イアナ原産。世
界に広く外来分
布。

北海道、福島、
長野、静岡、岡
山、大分、南西
諸島、小笠原。
温泉や温排水
の流れ込む河
川などで確認さ
れる。

止水を好むが、
比較的流れのあ
る小規模河川に
生息している事
も多い。流れの
ある場所では水
草のある場所に
生息。

一般に広く知られた代表的な観賞魚
であり、大量に利用されている。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と（特に、小笠原・南
西諸島や、温泉水が
流れ込んでいる等水
温の高い川）。

温泉地や温排水に局所的に定着。
北海道、福島（内郷温泉）、長野（戸
倉、上山田、浅間温泉）、静岡（蓮台
寺温泉）、岡山（奥津温泉）、大分（別
府温泉）、鹿児島（指宿温泉）、沖縄
の各道県、小笠原に移入。海外の熱
帯・亜熱帯域では、希少種を含むコ
イ科、カダヤシ科、メダカ科等の小型
魚類を駆逐している。卵胎生。定着
は、国内の亜熱帯地域の他は、温泉
地や温排水等のごく一部に限られ
る。

③GISD、④各県
リスト：北海道、
福島、茨城、千
葉、東京、長野、
滋賀、和歌山、
山口、徳島、高
知、福岡、長崎、
大分、熊本、鹿
児島、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

北海道のオンネトー湯の滝でナイルティラピ
アとあわせて防除が実施され、沢水を引き込
んで水温を低下させることで根絶した。
https://www.env.go.jp/press/106377.html
【URL取得日：2025年11月27日】

- - -

85
分布拡大期～ま
ん延期

防除検
討外来
種

タイワンドジョ
ウ科 カムルチー（ライギョ） Channa argus Ⅰ,Ⅳ ○ - ○ - ○ ◎ - - - ○ -

アムール川～長
江付近のアジア
大陸東部原産。
アメリカとウズベ
キスタンに外来
分布。

北海道東部、本
州、四国、九
州。

河川緩流域、湖
沼、用水路等。
抽水植物や水草
が繁茂した場所
を好む。

観賞魚として利用されている他、アメ
リカザリガニの駆除に用いられること
もある。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。
アメリカザリガニの防
除等に利用する際
は、厳密な管理下で
行う必要がある。

北海道、本州、四国、九州のほぼ全
域に分布。鳥の雛を捕食しているこ
とが報告されている。本種が多数生
息する場所でも在来魚が極端に減
少することはないともされている。卵
や仔魚は親魚によって保護されるた
め初期の生存率が高い。

③GISD、④各県
リスト：北海道、
青森、福島、茨
城、千葉、東京、
愛知、滋賀、愛
媛、京都、奈良、
和歌山、鳥取、
山口、徳島、香
川、高知、福岡、
長崎、熊本、鹿
児島

自然環境研究セン
ター（編著）(2008)

他の外来魚の防除の際に同時に駆除される
ことがある。

- - -

86
定着初期／限定
分布

防除検
討外来
種

タイワンドジョ
ウ科 コウタイ Channa asiatica Ⅰ,Ⅳ ○ - ○ - ○ ○ - - - ○ -

台湾、海南島、
長江流域以南
の中国原産。

大阪、沖縄島、
石垣島に定着し
ているが、現在
はあまり見られ
ない。

流水環境に多い
が、池沼にも生
息。

観賞魚として利用されている。
逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

局所的に長期間にわたって定着して
いたが、近年は減少傾向にある。石
垣島の個体群は絶滅した可能性も
ある。卵や仔魚は親魚によって保護
されるため初期の生存率が高い。

④各県リスト：千
葉、愛媛

自然環境研究セン
ター（編著）(2008)

他の外来魚の防除の際に同時に駆除される
ことがある。

- - -

87
定着初期／限定
分布

防除検
討外来
種

タイワンドジョ
ウ科 タイワンドジョウ（ライギョ） Channa maculata Ⅰ,Ⅳ ○ - ○ - ○ ○ - - - ○ -

福建省以南の
中国、ベトナム、
台湾、海南島、
フィリピン原産。
ハワイとマダガ
スカルに外来分
布。

瀬戸内海周縁
の各地（愛媛を
除く。）と石垣
島。

河川緩流域、湖
沼、用水路等。
抽水植物や水草
が繁茂した場所
を好む。

観賞魚として利用されている。
逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

和歌山、兵庫、石垣島に移入。局所
的に長期間にわたり定着。捕食や競
合による生態系影響が懸念されてい
るが、生息数が減っており、影響は
ほとんどないとの見解もある。卵や
仔魚は親魚によって保護されるため
初期の生存率が高い。

④各県リスト：千
葉、愛媛、奈良、
和歌山、山口、
高知

自然環境研究セン
ター（編著）(2008)

他の外来魚の防除の際に同時に駆除される
ことがある。

- - -

88
定着初期／限定
分布

防除検
討外来
種

スズキ科 タイリクスズキ Lateolabrax maculatus Ⅰ ○ ◎ ○ - - ○ - - - ○ -

黄海の渤海沿
岸、東シナ海と
北部南シナ海の
中国大陸沿岸
原産。

関東地方以西
の本州、四国、
九州の沿岸で
確認。

沿岸域から河口
域。淡水域への
指向性が強く河
川に遡上。

養殖対象として利用されている。
逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

スズキと分布の重複する朝鮮半島で
交雑個体は見つかっていないが、人
工的には容易に交雑する。愛媛県
宇和島市の来村川河口ではスズキ
と置き換わったとされる。知見の集
積が必要。

④各県リスト：茨
城、東京、宮崎、
鹿児島、⑤検討
委員

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- -
一部地域で漁業法の漁
業権魚種となっている。

-

産業管理外来種（適切な管理が必要な産業上重要な外来種）

89
分布拡大期～ま
ん延期

産業管
理外来
種

サケ科
ニジマス（レインボートラ
ウト）

Oncorhynchus mykiss Ⅰ ◎ - ○ - - ○ ○ - - ◎ -

アメリカの太平
洋岸、カム
チャッカ半島原
産。世界に広く
外来分布。

放流によりほぼ
全国的に確認さ
れているが、定
着は北海道、東
京、長野、和歌
山、中国地方の
一部地域のみ。

平地から高地の
河川や湖沼。降
海型もいる。冷
水性。

古くから大量に養殖・放流がされてき
ている水産上の重要魚種。多くの都
道府県で漁業権魚種として免許され
ている。また、管理釣り場での利用も
多い。

逸出には十分な注意
を払い、放流しないこ
と。

北海道では広い範囲で定着してお
り、いったん定着すると在来種との
競合が生じるため、これ以上の分布
拡大をしないよう注意が必要。
本州以南では釣獲や増水による繁
殖失敗でほとんど定着できていない
との見解がある。本種とヤマメの交
雑個体は発生段階で死亡するため、
遺伝的かく乱の可能性は低い。ただ
し、正常な繁殖が阻害される可能性
はある。
漁業権が設定されている地域もある
ので、防除を行う際は確認する必要
がある。

②日本、IUCN、
③GISD、④各県
リスト：北海道、
青森、福島、茨
城、群馬、千葉、
東京、長野、岐
阜、静岡、愛知、
滋賀、京都、奈
良、和歌山、鳥
取、山口、徳島、
高知、長崎、熊
本、宮崎、鹿児
島

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- -

「さけ科魚類」として持続
的養殖生産確保法の特
定疾病にかかるおそれ
のある水産動物に含ま
れる。
一部地域で漁業法の漁
業権魚種となっている。

-

魚類-8



【国内由来の外来種】

※　掲載の順番は、分類の並びとし、原則、科（亜科）レベルの配列をNelson(2016)に、科レベル以下の配列は細谷(2019)に従った。細谷(2019)に掲載されていないものは学名のアルファベット順とした。 2026.9.11

※　飼養等されているものは基本的に防除等の対象とはならない。

生物 導入 競合 交雑
捕食
摂食

生態
系改
変

繁殖 気候 人体
経済
産業

利用
付着
混入

総合対策外来種（定着）

防除推進外来種（生態系等へ及ぼす影響が大きなもの）

1
国内由来の外来
種

防除推
進外来
種

③ ギギ科
東北地方、東海・北陸地
方以東及び九州北西部
のギギ

Tachysurus nudiceps Ⅰ ◎ - - - - ○ ◎ - - ○ ○
近畿地方以西
の本州、四国、
九州北東部。

秋田、神奈川、
新潟、福井、山
梨、岐阜、愛
知、三重、熊
本。

河川中流域や
湖沼。

観賞用として少量が利用されてい
る。

逸出には十分な注
意を払い、放流しな
いこと。

導入年代は不明。絶滅危惧種で国
の天然記念物である東海地方固有
のネコギギの生息する河川で分布
を広げ、また九州西部ではアリアケ
ギバチ生息地への影響が懸念され
ている。実際に九州各地でギギの
導入後にアリアケギバチが減少ま
たは消失し、ギギに置き換わる事例
が報告されている。

③各県リスト：青
森、福島、茨
城、千葉、東
京、長野、静
岡、愛知、和歌
山、高知、福
岡、長崎、大
分、宮崎、鹿児
島

細谷（編・監修）
（2019）
古槗ほか（2020）

ネコギギの生息する水域でギギの防除が
行われている。

- - -

2
国内由来の外来
種

防除推
進外来
種

③ トゲウオ科
滋賀県のハリヨ生息地な
どの太平洋系陸封型イト
ヨ

Gasterosteus aculeatus
subspp.

Ⅰ - ◎ - - - ○ - - - ○ -

北海道大沼、青
森県、福島県会
津田島、栃木県
那須、福井県大
野。

青森の非分布
域と滋賀。

夏季水温が
20℃以下の湧
水を水源とする
澄んだ細流や
池。一生を淡水
域で過ごす。

観賞魚として利用されている。
逸出には十分な注
意を払い、放流しな
いこと。

青森県内の非分布地域と滋賀県に
外来分布。滋賀県ではハリヨとの交
雑により地域的な在来遺伝子の消
失が起こっている。滋賀県では強影
響外来種として選定されている。

④各県リスト：福
島、東京、青
森、滋賀、⑤検
討委員

細谷（編・監修）
（2019）

滋賀県米原市では本種と交雑したハリヨを
取り除く取り組みが行われた。

- - -

3
国内由来の外来
種

防除推
進外来
種

①③ メダカ科
ヒメダカなどのメダカ改良
品種

Oryzias sp. Ⅰ - ◎ - - - ○ - - - ◎ - 不明。 全国。

平野部の河川、
池沼、水田、農
業水路等の流
れが緩やかな
場所。

観賞魚や肉食魚の餌等として古くか
ら大量に利用されている。

逸出には十分な注
意を払い、放流しな
いこと。

起源はミナミメダカに由来する。在
来のミナミメダカやキタノメダカと容
易に交雑して遺伝的かく乱を引き起
こす。

④各県リスト：青
森、東京、滋
賀、奈良

北川（2017） - - - -

防除検討外来種（被害の大きさが防除推進外来種には及ばないもの）

4
国内由来の外来
種

防除検
討外来
種

コイ科
琵琶湖及び淀川水系以
外のゲンゴロウブナ（ヘラ
ブナ、カワチブナ）

Carassius cuvieri Ⅰ ○ ○ ○ - - ○ - - - ◎ -
琵琶湖・淀川水
系。

全国。

湖や池沼、ダム
湖等。河川の下
流の淀みに若
魚が生息するこ
ともある。

釣り用に全国のため池や釣り堀等
に放流されている。

原則として野外に放
流しないこと。特に現
在生息していない水
域には放流しないこ
と。

全国に釣り等の目的で放流された。
植物プランクトン相への影響や交雑
による影響があると考えられてい
る。個体数のわりに生態系影響は
少ないとの見解もある。

④各県リスト：北
海道、青森、福
島、茨城、千
葉、東京、愛
知、滋賀、京
都、奈良、和歌
山、鳥取、山
口、徳島、愛
媛、高知、福
岡、宮崎、鹿児
島、沖縄

細谷（編・監修）
（2019）

ため池でのかい堀による外来種防除の際
に他の外来種とあわせて取り除かれること
がある。

-
一部地域で漁業法の漁
業権魚種となっている。

-

5
国内由来の外来
種

防除検
討外来
種

コイ科
奄美群島以南の日本本
土産ギンブナ

Carassius  sp. Ⅰ - ○ ◎ - - ○ - - - ○ -

全国に分布して
いるが自然分
布との区別は
困難。

奄美群島以南
河川の渓流域を
除くほとんどの
環境。

観賞魚として利用されていることも
ある。釣魚でもある。

原則として野外に放
流しないこと。特に現
在生息していない水
域には放流しないこ
と。

奄美群島以南のギンブナは本土産
のものとは遺伝的に大きく異なって
いるが、奄美大島や沖縄島では本
土産のギンブナが散発的に見つ
かっており、遺伝的なかく乱が懸念
されている。
栃木県では本来ギンブナの生息し
ない隔離された環境でクロサンショ
ウウオやモリアオガエルへの食害
が生じており、近年これらの上陸個
体が確認できていない。

③GISD、④各県
リスト：福島、栃
木、鹿児島

細谷（編・監修）
（2019）

- - - -

6
国内由来の外来
種

防除検
討外来
種

コイ科
四国太平洋側、東日本な
どのアブラボテ

Tanakia limbata Ⅰ ○ ◎ - - - ○ - - - ◎ ○

濃尾平野以西
の本州、淡路
島、四国の瀬戸
内側、九州北中
部、壱岐、福江
島。

愛媛では在来
のヤリタナゴと
の大規模な交
雑が起こってい
る。

河川中下流域、
平野部の細流
や農業用水路
等のやや流れ
のある所を好
む。

観賞魚として利用されている。釣魚
でもある。

逸出には十分な注
意を払い、放流しな
いこと。

静岡県等に外来分布。愛媛県では
本種が在来種のヤリタナゴと交雑し
遺伝子浸透が起こっている。

④各県リスト：福
島、東京、愛
媛、高知、鹿児
島、⑤地方環境
事務所

細谷（編・監修）
（2019）

- -

「たなご」として一部地
域で漁業法の漁業権魚
種となっている可能性
がある。

-

7
国内由来の外来
種

防除検
討外来
種

コイ科
鹿児島県及び宮崎県の
ヤリタナゴ

Tanakia lanceolata Ⅰ ○ ◎ - - - ○ - - - ◎ ○ 青森県～九州。
川内川水系や
池田湖（いずれ
も鹿児島県）。

河川中下流域、
平野部の細流
や農業用水路
等のやや流れ
のある所を好
む。

観賞魚として利用されている。釣魚
でもある。

逸出には十分な注
意を払い、放流しな
いこと。

鹿児島県川内川水系ではヤリタナ
ゴが導入されており、アブラボテの
南限個体群への影響が懸念されて
いる。
なお、種内の地域個体群ではある
が、関東地方のヤリタナゴは東海地
方の遺伝子を持つものと置き換
わっている。

④各県リスト：千
葉、和歌山、鹿
児島、⑤地方環
境事務所

細谷（編・監修）
（2019）

- - - -

8
国内由来の外来
種

防除検
討外来
種

コイ科 中部地方以東のカネヒラ Acheilognathus rhombeus Ⅳ ○ - - - - ○ - - - ◎ ○

濃尾平野以西
の本州、九州北
部、四国北東
部、朝鮮半島西
部。

関東地方や東
北地方。

平野部を流れる
大きな河川の緩
流域、それに続
く水路、湖沼
等。

観賞魚として比較的多く利用されて
いる。釣魚でもある。

逸出には十分な注
意を払い、放流しな
いこと。

在来種との餌資源や産卵母貝をめ
ぐる競争を引き起こす可能性が懸
念されている。

④各県リスト：福
島、茨城、東
京、⑤検討委員

中村・泉（2022） - -

「たなご」として一部地
域で漁業法の漁業権魚
種となっている可能性
がある。

-

9
国内由来の外来
種

防除検
討外来
種

コイ科
中国地方などのカゼトゲ
タナゴ

Rhodeus atremius atremius Ⅰ ○ ◎ - - - ○ - - - ◎ ○

福岡県遠賀川
～熊本県球磨
川水系の九州
北西部と壱岐。

岡山、山口。
平野部を流れる
小さな河川の中
下流域、水路。

観賞魚として利用されている。釣魚
でもある。

逸出には十分な注
意を払い、放流しな
いこと。

岡山県、山口県に定着。岡山県で
はスイゲンゼニタナゴへの遺伝子
浸透が生じている可能性が高い。
千葉県でも確認。千葉県の外来種
リストでは生態系へ不可逆的な影
響を及ぼす可能性が高いとされて
いる。

④各県リスト：千
葉、東京、山
口、⑤地方環境
事務所

細谷（編・監修）
（2019）

スイゲンゼニタナゴ生息地において、本種と
交雑した個体の取り除きが行われている。

- - -

10
国内由来の外来
種

防除検
討外来
種

コイ科

自然分布域外の日本産タ
ナゴ亜科全種（四国太平
洋側及び東日本などのア
ブラボテ、鹿児島県及び
宮崎県のヤリタナゴ、中
部地方以東のカネヒラ並
びに中国地方のカゼトゲ
タナゴを除く。）

Acheilognathinae Gen. spp. Ⅰ ○ ◎ - - - ○ ○ - - ◎ ○

国内では本州、
四国、九州。国
外では朝鮮半
島と中国。

種によって異な
るが、全国的に
確認されてい
る。

河川中下流域、
平野部の細流
や農業用水路、
ため池、池沼
等。

日本産タナゴ亜科魚類はほぼ全種
が観賞魚として利用されており、
ペットショップ等で容易に入手でき
る。釣魚でもある。

原則として逸出には
十分な注意を払い、
放流しないこと。

ほぼ全種が国内外来種として本来
の生息域外で確認されており、多く
が絶滅危惧種であることもあり、交
雑等による在来種に対する負の影
響が大きいとされている。

⑥WG後の検討
委員意見

細谷（編・監修）
（2019）

- -

種の保存法における国
内希少野生動植物種を
含む。
「たなご」として一部地
域で漁業法の漁業権魚
種となっている可能性
がある。

-

11
国内由来の外来
種

防除検
討外来
種

コイ科
東北地方、四国南部、九
州南部以南などのオイカ
ワ

Opsariichthys platypus Ⅰ，Ⅳ ○ ○ - - - ○ - - - ◎ ○

関東以西の本
州、四国の瀬戸
内海側、九州の
北部。国外では
朝鮮半島西岸
を含むアジア大
陸東北部。

東北地方、四
国太平洋側、
隠岐諸島島
後、五島列島、
中通島、種子
島、徳之島、沖
縄島。特に沖縄
島では絶滅危
惧種の卵の食
害が心配され
る。

平野部を流れる
河川の中・下流
域とそれに続く
水路、きれいな
湖沼。

釣魚として利用されている。観賞魚
としても利用されている。

逸出には十分な注
意を払い、放流しな
いこと。

ウグイと競合し、負の影響を与え
る。自然環境下でカワムツ、ヌマム
ツ、オイカワの種間交雑が確認され
ている。最近沖縄島で確認された。
沖縄島北部に分布しており、絶滅危
惧種の卵の食害等の影響が懸念さ
れるため、今後の分布拡大や生態
系被害についての知見の集積が必
要。

④各県リスト：北
海道、青森、福
島、和歌山、徳
島、高知、宮
崎、鹿児島、⑤
検討委員

細谷（編・監修）
（2019）、金尾(2025)

- -
一部地域で漁業法の漁
業権魚種となっている。

-

科名

我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（第２版）　＜動物（魚類）＞

問題となってい
る地域

No 定着段階 カテゴリ
対策優先度の

要件
特定外
来生物

和名
（別名、流通名）

学名 選定理由 防除事例 防除マニュアル 他法令での位置付け 関係する感染症

評価項目

自然分布
逸出･拡散

利用上の留意事項 備考 文献等
定着可能性 生態系被害 分布拡大

重要
地域

特に問題と
なる被害

抽出根拠等生息環境等 日本での利用状況

選定理由
Ⅰ．生態系被害が大きいもの。
Ⅱ．生物多様性保全上重要な地域に侵入し、問題になっている又はその可能性が高いもの。
Ⅲ．生態系被害のほか、人体や経済・産業に大きな影響を及ぼすもの。
Ⅳ．知見が十分でないものの、近縁種や同様の生態を持つ種が明らかに侵略的であるとの情報があるもの、又は、

近年の国内への侵入や分布の拡大が注目されている等の理由により、知見の集積が必要とされているもの。

対策優先度の要件（※対策優先度の要件は防除推進外来種のみ記入）
① 生態系に係る潜在的な影響・被害が特に重大。
② 生物多様性保全上重要な地域に侵入・定着し被害をもたらす可能性が高い。
③ 絶滅危惧種等の生息・生育に重大な被害を及ぼす可能性が高い。
④ 人の生命・身体や農林水産業等社会経済に対して重大な被害を及ぼす。

魚類-9



生物 導入 競合 交雑
捕食
摂食

生態
系改
変

繁殖 気候 人体
経済
産業

利用
付着
混入

科名
問題となってい

る地域
No 定着段階 カテゴリ

対策優先度の
要件

特定外
来生物

和名
（別名、流通名）

学名 選定理由 防除事例 防除マニュアル 他法令での位置付け 関係する感染症

評価項目

自然分布
逸出･拡散

利用上の留意事項 備考 文献等
定着可能性 生態系被害 分布拡大

重要
地域

特に問題と
なる被害

抽出根拠等生息環境等 日本での利用状況

12
国内由来の外来
種

防除検
討外来
種

コイ科
琵琶湖、淀川水系及び三
方湖以外のハス

Opsariichthys uncirostris
uncirostris

Ⅰ - ○ ◎ - - ○ ○ - - ○ ○
琵琶湖淀川水
系、福井県三方
湖。

関東、北陸地
方、濃尾平野、
中国地方、九
州。

ダム湖等大きな
遊水池、湖沼、
湖沼と結合した
河川、大型河
川。

琵琶湖では少量が漁獲されている
が、一般にはあまり出回らない。釣
魚でもある。

逸出には十分な注
意を払い、放流しな
いこと。

魚食性のため、捕食による在来魚
類への影響が懸念される。

③各県リスト：福
島、茨城、群
馬、千葉、東
京、長野、静
岡、愛知、奈
良、和歌山、鳥
取、山口、徳
島、愛媛、高
知、福岡、長
崎、宮崎、鹿児
島

細谷（編・監修）
（2019）

- - - -

13
国内由来の外来
種

防除検
討外来
種

コイ科
関東地方・北陸地方以北
の本州のカワムツ

Candidia temminckii Ⅰ ◎ ◎ - - - ○ - - - ◎ ○

日本海側では
能登半島以西、
太平洋側では
天竜川以西の
本州、四国、九
州。

関東地方、新
潟県、東北地
方。

河川の上流から
中流にかけての
淵やよどみに多
く生息する。た
め池で見られる
地域もある。

釣魚として利用されている。観賞魚
としても利用されている。

逸出には十分な注
意を払い、放流しな
いこと。

一旦侵入・定着すると他魚を減少さ
せ、それによって魚類群集の種組
成を大きく変える恐れがある。本種
の侵入後、本種が底層魚を除く魚
類の90％以上を占めるようになった
例もある。
オイカワとの自然環境下での交雑
個体も確認されている。

③各県リスト：福
島、茨城、群
馬、千葉、東京

片野ほか（2014）
細谷（編・監修）
（2019）

- - - -

14
国内由来の外来
種

防除検
討外来
種

コイ科 関東地方のタカハヤ
Rhynchocypris
oxycephalus

Ⅰ ○ ◎ - - - ○ - - - ◎ ○

神奈川県西部
及び新潟県境
川水系以西の
本州、四国、九
州、対馬、五島
列島。

関東地方。 河川上中流部。
観賞魚として利用されている。一部
の地域ではウナギ釣りの餌として利
用されている。

逸出には十分な注
意を払い、放流しな
いこと。

多摩川では交雑によりアブラハヤと
置き換わっている。

④各県リスト：東
京、⑥現行リス
ト作成時の検討
種

細谷（編・監修）
（2019）

- - - -

15
国内由来の外来
種

防除検
討外来
種

コイ科
北海道、東北地方などの
モツゴ

Pseudorasbora parva Ⅰ，Ⅱ ◎ ◎ - - - ○ ◎ - - ○ -
関東地方以西
の本州、四国、
九州。

北海道、東北
地方、関東地
方、長野、沖
縄。

湖、池沼、それ
に続く細流、河
川下流域、泥底
の淀み。

観賞魚の餌用等として利用されてい
る。川魚の佃煮として食用にされて
いる。釣魚でもある。

逸出には十分な注
意を払い、放流しな
いこと。

シナイモツゴ生息地に導入後、シナ
イモツゴを駆逐して優占種となって
いる。交雑個体は繁殖能がなく、遺
伝的かく乱はないものの、繁殖に関
する競合により正常な繁殖が阻害
されることで影響を及ぼしている。

③各県リスト：北
海道、青森、福
島、長野、鹿児
島、沖縄

細谷（編・監修）
（2019）

シナイモツゴの生息するため池で水抜きに
よる防除が行われている。

-
一部地域で漁業法の漁
業権魚種となっている。

-

16
国内由来の外来
種

防除検
討外来
種

コイ科
東北地方、関東地方及び
九州のタモロコ

Gnathopogon elongatus Ⅰ ○ ◎ - ○ - ○ - - - ○ ○
東海地方以西
の本州、四国。

東北地方や九
州。

河川中・下流域
や湖沼、農業水
路、ため池等の
流れの緩やか
な水域。水田地
帯の農業水路
に多い。

観賞魚として利用されている他、川
魚の佃煮として食用にされている。
釣魚でもある。

逸出には十分な注
意を払い、放流しな
いこと。

競合による影響が懸念されている。

④各県リスト：北
海道、青森、福
島、茨城、群
馬、千葉、鹿児
島

細谷（編・監修）
（2019）

- -

「もろこ」として一部地域
で漁業法の漁業権魚種
となっている可能性が
ある。

-

17
国内由来の外来
種

防除検
討外来
種

コイ科 琵琶湖以外のホンモロコ Gnathopogon caerulescens Ⅰ ◎ ◎ - - - ○ - - - ○ ○ 琵琶湖。
琵琶湖以外の
地域。

湖沼。
観賞魚として利用されている他、休
耕田等で食用に養殖されていること
がある。釣魚でもある。

逸出には十分な注
意を払い、放流しな
いこと。

奥多摩湖、山中湖、河口湖、諏訪
湖、湯原湖に外来分布。スワモロコ
の絶滅はホンモロコの移殖による交
雑又は競合が原因とされている。タ
モロコの生息地で交雑する可能性
がある。

④各県リスト：茨
城、千葉、東
京、愛知、奈
良、和歌山、山
口、愛媛、宮崎

細谷（編・監修）
（2019）

- -

「もろこ」として一部地域
で漁業法の漁業権魚種
となっている可能性が
ある。

-

18
国内由来の外来
種

防除検
討外来
種

コイ科
関東地方以北及び九州な
どのゼゼラ

Biwia zezera Ⅰ，Ⅳ - ○ - - - ○ - - - ○ ○

濃尾平野、琵琶
湖・淀川水系、
山陽地方、九州
北部。

関東地方、新
潟県、濃尾平
野（琵琶湖由
来）、九州（琵
琶湖由来）。特
に九州では分
布が拡大してい
る。

主に湖沼や河
川中・下流域の
流れの緩やか
な砂泥底から砂
底。

観賞魚として利用されている。
逸出には十分な注
意を払い、放流しな
いこと。

霞ヶ浦では1960年代に初認。九州
北西部では在来の同種集団と交
雑。その他の影響は不明。
九州では分布を拡大しており、さら
なる分布の拡大やそれに伴う生態
系影響について知見の集積が必
要。

④各県リスト：青
森、茨城、千
葉、東京、和歌
山、山口、⑤検
討委員

細谷（編・監修）
（2019）

- - - -

19
国内由来の外来
種

防除検
討外来
種

コイ科 琵琶湖以外のスゴモロコ
Squalidus chankaensis
biwae

Ⅰ，Ⅳ - ○ - - - ○ - - - ○ ○ 琵琶湖
濃尾平野、淀
川、山陽地方、
九州北部。

琵琶湖では水
深10m前後の砂
底や砂泥底に
群れで生息す
る。

観賞魚として利用されている。川魚
の佃煮として食用にされている。

逸出には十分な注
意を払い、放流しな
いこと。

関東地方や紀伊半島、四国に外来
分布している。広島県での確認記録
もあり、コウライモロコへの遺伝的
かく乱が懸念される。

④各県リスト：茨
城、群馬、東
京、鹿児島、⑤
検討委員

細谷（編・監修）
（2019）

- -

「もろこ」として一部地域
で漁業法の漁業権魚種
となっている可能性が
ある。

-

20
国内由来の外来
種

防除検
討外来
種

コイ科
東日本、九州などのコウ
ライモロコ

Squalidus chankaensis
tsuchigae

Ⅳ - - - - - ○ - - - ○ ○

濃尾平野、和歌
山県紀ノ川～
広島県芦田川
の比較的大き
な河川に不連
続に分布。国外
では朝鮮半島
西部。

九州。
河川の中・下流
域とそれに続く
水路。

観賞魚として利用されている。
逸出には十分な注
意を払い、放流しな
いこと。

生態系影響は不明。九州では分布
を拡大しており、さらなる分布の拡
大やそれに伴う生態系影響につい
て知見の集積が必要。

④各県リスト：千
葉、東京、鳥
取、高知

細谷（編・監修）
（2019）

- -

「もろこ」として一部地域
で漁業法の漁業権魚種
となっている可能性が
ある。

-

21
国内由来の外来
種

防除検
討外来
種

ドジョウ科 奄美群島以南のドジョウ Misgurnus anguillicaudatus Ⅰ，Ⅳ - ○ - - - ○ - - - ◎ ○

日本全国に分
布するが、自然
分布域の詳細
は不明。国外で
はアムール川
水系～インドシ
ナ半島。

沖縄島。

水田や農業水
路、湿地帯等の
流れのない泥
底。

観賞魚や食用として大量に利用さ
れている。

逸出には十分な注
意を払い、放流しな
いこと。

沖縄県北部のヒョウモンドジョウ生
息地に近接する地域に本州や中国
由来のドジョウが確認されており、
ヒョウモンドジョウに対する遺伝的
かく乱が懸念されている。

③GISD、④各県
リスト：北海道、
奈良、鹿児島

細谷（編・監修）
（2019）

- - - -

22
国内由来の外来
種

防除検
討外来
種

ドジョウ科
石狩低地より南西の北海
道及び本州以南のフクド
ジョウ

Nemacheilus barbatulus
toni

Ⅰ，Ⅳ ○ - ○ - - ○ - - - ○ ○
北海道石狩低
地より東側。

北海道石狩川
より南西部、福
島、神奈川、宮
崎。

河川上流部から
下流部の礫底。

観賞魚として利用されている。
逸出には十分な注
意を払い、放流しな
いこと。

水生昆虫への捕食や同所的に生息
する底生魚類への競合が懸念され
ている。本州で分布拡大が顕著で
あり、今後の分布拡大や生態系被
害についての知見の集積が必要。

④各県リスト：福
島、茨城、東京

細谷（編・監修）
（2019）

- - - -

23
国内由来の外来
種

防除検
討外来
種

メダカ科
青森県及び秋田県から兵
庫県までの日本海側のミ
ナミメダカ

Oryzias latipes Ⅰ - ◎ - - - ○ - - - ◎ -

京都府以西の
日本海側と岩
手県以西の本
州、四国、九
州、琉球列島。
隠岐や壱岐、対
馬等の島嶼。

青森及び秋田
から兵庫までの
日本海側。

平野部の河川、
池沼、水田、農
業水路等の流
れが緩やかな
場所。

観賞魚や肉食魚の餌等として大量
に利用されている。

逸出には十分な注
意を払い、放流しな
いこと。

北海道、関東地方、奈良県を含む
全国（詳細不明）に外来分布。各地
で放流による遺伝的かく乱が問題と
なっている。

④各県リスト：北
海道、福島、千
葉、滋賀、和歌
山、徳島、鹿児
島、⑤地方自治
体

細谷（編・監修）
（2019）

- - - -

24
国内由来の外来
種

防除検
討外来
種

ケツギョ科
滋賀県、大阪府、和歌山
県以東及び九州南部のオ
ヤニラミ

Coreoperca kawamebari Ⅳ ○ - ○ - - ○ ○ - - ○ -

保津川・由良川
以西の本州、四
国北東部、九州
北部。国外では
朝鮮半島南部。

東京、神奈川、
愛知、滋賀、宮
崎。

水の澄んだ河
川の緩流部、水
路。

観賞魚として利用されている。
逸出には十分な注
意を払い、放流しな
いこと。

導入年代は不明。
滋賀県と愛知県では条例で放流を
規制しており、岐阜県美濃加茂市で
は自治体が研究者と協力して駆除
を行っている。東海地方や東京都
の外来分布地は絶滅危惧種の生息
地にもなっており、影響が懸念され
ている。
近畿地方でも由良川水系、桂川水
系以西には自然分布している。
生態系影響についての知見の集積
が必要。

③各県リスト：東
京、愛知、滋
賀、奈良、和歌
山、徳島、愛
媛、宮崎

細谷（編・監修）
（2019）

岐阜県において電気ショッカーとタモ網を用
いた防除が実施されたことがある。

- - -

25
国内由来の外来
種

防除検
討外来
種

ハゼ科 関東地方のカワヨシノボリ Rhinogobius flumineus Ⅳ ○ - - - - ○ - - - ○ -

日本海側では
富山県神通川
付近以西、太平
洋側では静岡
県富士川以西
の本州、四国、
九州北部と壱
岐、福江島。

関東地方

河川の上・中流
域の流れが緩
やかな場所に生
息する。

観賞魚として利用されている。
逸出には十分な注
意を払い、放流しな
いこと。

他のハゼ科魚類との競合を示唆す
る状況が見られる。本種が確認され
るようになって以降、従来優占種
だったハゼ類が確認されなくなった
水域がある。

③各県リスト：東
京

佐藤（2021）
細谷（編・監修）
（2020）

- - - -

魚類-10



【国内に自然分布域を持つ国外由来の外来種】

生物 導入 競合 交雑
捕食
摂食

生態
系改
変

繁殖 気候 人体
経済
産業

利用
付着
混入

総合対策外来種（定着）

防除検討外来種（被害の大きさが防除推進外来種には及ばないもの）

1
定着初期／限定

分布

防除検
討外来
種

コイ科
外国産ギンブナ（ギベリオ
ブナ）

Carassius  sp. Ⅰ - ◎ - - - ○ - - - - -

国内では全国
に分布している
が自然分布と
の区別は困難。
国外では朝鮮
半島と中国大
陸。

琉球列島。
河川の渓流域を
除くほとんどの
環境。

海外では食用として利用されてい
る。

逸出には十分な注意
を払い、放流しない
こと。

国内に同種が存在する。在来種に
ついても自然分布域は不明。琉球
列島に中国や台湾産の個体が導入
され、琉球列島固有のフナへの遺
伝的かく乱や個体群の減少が確認
されている。

④各県リスト：東
京、⑤検討委員

高田ほか（2010）
立原私信

- - - -

2
分布拡大期～ま
ん延期

防除検
討外来
種

コイ科 キンギョ Carassius auratus Ⅰ，Ⅳ ○ ○ - - - ○ - - - ◎ - 不明。 全国。
ため池や水路
等。

観賞魚として古くから大量に利用さ
れている。

逸出には十分な注意
を払い、放流しない
こと。

在来種との競合と駆逐の可能性、
在来種との交雑による遺伝的かく乱
の可能性が指摘されている。

④各県リスト：北
海道、茨城、東
京、滋賀

北海道外来種データ
ベース：
http://bluelist.pref.h
okkaido.lg.jp/db/deta
il.php?k=05&cd=6

- - - -

3
定着初期／限定
分布

防除検
討外来
種

コイ科 外国産ツチフキ Abbottina rivularis Ⅳ - ○ - - - ○ - - - ○ -

国内では濃尾
平野、近畿地
方、山陽地方、
九州北部。国外
では朝鮮半島
から中国東部。

九州。
平野部の池沼
や農業用水路
の泥底を好む。

国内産の個体と思われるものは観
賞用として利用されている。中国産
の個体はフナの導入に伴って入っ
たと推測されている。

逸出には十分な注意
を払い、放流しない
こと。

九州に中国由来のツチフキが外来
分布しており、在来個体との交雑に
よる遺伝的かく乱が懸念されてい
る。

④各県リスト：茨
城、群馬、東
京、滋賀、⑤検
討委員

Jang-Liaw et al
(2019)

- - - -

4
分布拡大期～ま
ん延期

防除検
討外来
種

ドジョウ科 外国産ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus Ⅰ - ◎ - - - ○ - - - ○ -

国内では全国
に分布するが、
自然分布域の
詳細は不明。国
外ではアムー
ル川水系～イン
ドシナ半島。

全国。
主に水田や水
路、湿地等の流
れの無い泥底。

食用や観賞魚の餌等として利用さ
れている。

逸出には十分な注意
を払い、放流しない
こと。

全国各地に定着している。特に関東
北部、大阪平野等では多くが外国
産ドジョウか在来種との交雑集団に
置き換わっている。

④各県リスト：東
京、滋賀、愛
媛、鹿児島、⑤
地方自治体

中島（2020） -

鹿児島県：奄美群島にお住まいの方向け
ドジョウ、カラドジョウ防除マニュアル
https://www.pref.kagoshima.jp/ad04/kuras
hi-
kankyo/gairai/documents/72338_20231017
092523-1.pdf　【URL取得日：2025年11月27
日】

一部地域で漁業法の漁
業権魚種となっている。

-

問題となってい
る地域

No 定着段階 カテゴリ
対策優先度の

要件
特定外
来生物

科名
和名

（別名、流通名）
学名 選定理由

評価項目

原産地 防除事例 防除マニュアル 他法令での位置付け 関係する感染症
定着可能性 生態系被害 分布拡大

重要
地域

特に問題と
なる被害

逸出･拡散
生息環境等 日本での利用状況 利用上の留意事項 備考 抽出根拠等 文献等

魚類-11



【国外由来の外来種】

※　掲載の順番は、分類の並びとし、原則日本昆虫目録に従った。なお、日本昆虫目録に掲載されていないものについては準ずるWebサイト（日本列島昆虫全種目録、Antwiki）を参考とした。 2026.9.11

※　飼養等されているものは基本的に防除等の対象とはならない。

生物 導入 競合 交雑
捕食
摂食

生態
系改
変

繁殖 気候 人体
経済
産業

利用
付着
混入

侵入・定着防止外来種（未定着）

侵入予防外来種（まだ侵入していない種）

1 未定着
侵入予
防外来
種

特定外
来生物
（要緊
急対処
特定外
来生
物）

アリ科

ヒアリ類4種群及びその交
雑個体（ヒアリ、アカカミア
リ及びホクベイヒアリを除
く。）

Solenopsis spp.
（Solenopsis geminata
species group、
Solenopsis saevissima
species group、Solenopsis
tridens  species group、
Solenopsis virulens  species
group)

Ⅰ,Ⅲ ○ ○ ◎ - ◎ - - ○ - ◎ ◎ - ○
北米～南米原
産。

-

亜熱帯～暖温
帯の草地等比
較的開けた環
境。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

これまでに我が国での確認事例は
ないものの、確認事例の多いヒア
リ・アカカミアリ同様、貨物等に伴い
侵入する可能性があることから注意
が必要。
節足動物の他、爬虫類、小型哺乳
類をも集団で攻撃、捕食することが
知られ家畜への被害を起こしている
種群もある。 フランス領ギアナで
は、S . saevissima が元々は河岸の
森林や牧草地にのみ分布していた
が、熱帯雨林の地域が人為的に破
壊されるにつれ、裸地となった地域
に素早く分布を広げており、生態系
への影響が懸念されている。刺され
た場合、深刻なアナフィラキシー
ショックを引き起こした例も知られて
いる。

①特定外来（要
緊急対処）④各
県リスト：長崎

東ほか（2008）、寺山
（2018）、橋本（編）
（2020）、環境省HP
（ヒアリ）

環境省：要緊急対処特定外来生物 ヒアリに
関する情報（ヒアリの全国確認情報）
https://www.env.go.jp/nature/intro/2outlin
e/attention/hiari.html
【URL取得日：2025年11月27日】

環境省：要緊急対処特定外来生物ヒアリに
関する情報（ヒアリの防除に関する基本的
考え方）
https://www.env.go.jp/nature/intro/2outlin
e/attention/file/hiariboujo.pdf
【URL取得日：2025年11月27日】

植物防疫法（アリ科とし
て、植物防疫法施行規
則別表一の第一の二
の項の農林水産大臣
が指定する有害動物）

-

2 未定着
侵入予
防外来
種

ミツバチ科
アフリカミツバチ及びアフ
リカ化ミツバチ

Apis mellifera scutellata Ⅲ ○ ○ ○ - - - - ○ - ◎ - ○ -

アフリカ東部～
南部原産。
オーストラリア、
北米南部～中
南米、西インド
諸島等に外来
分布。

-
森林、農耕地、
住宅地等。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

南米等においては養蜂で用いられ
ている。アフリカ化ミツバチは、セイ
ヨウミツバチの亜種アフリカミツバチ
とヨーロッパ産亜種が交雑したも
の。形態による識別は困難。アフリ
カ化ミツバチは攻撃性が高く、海外
では集団で人や家畜を長時間襲
い、死に至らしめる事例がある。
検査が必要な物（指定検疫物等）：
https://www.maff.go.jp/aqs/hou/37
.html
監視伝染病（家畜伝染病）：
https://www.maff.go.jp/aqs/hou/41
.html
監視伝染病（届出伝染病）：
https://www.maff.go.jp/aqs/hou/42
.html

③GISD、④各県
リスト：長崎、沖
縄、⑥その他

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- -
家畜伝染病予防法（蜜
蜂として、指定検疫物）

腐蛆病（蜜蜂とし
て監視伝染病（家
畜伝染病））
バロア症、チョー
ク病、アカリンダニ
症、ノゼマ症（蜜
蜂として監視伝染
病（届出伝染病））

定着防止外来種（侵入事例はあるが定着していない種）

3 未定着
定着防
止外来
種

クワガタムシ科
外国産クワガタムシ
（特定外来生物を除く。）

Lucanidae Gen spp. Ⅰ ○ ◎ ○ ◎ - - - ○ ○ - - ◎ -
世界に広く分
布。

-

森林や農耕地、
里山、都市部等
多様な環境に
生息。

ペットとして多様な種が輸入されて
いる。
標本でも多様な種が販売されてい
る。

逸出には十分注意
し、放出しないこと。

野外での外国産のオオクワガタ属と
日本産の同属種ヒラタクワガタとの
交雑個体の確認例があり、遺伝的
かく乱をもたらすおそれが指摘され
ている。

④各県リスト：群
馬、東京、滋
賀、兵庫⑥その
他

荒谷（2003b）、五箇・
小島（2004）、岩田
（2024）、自然環境研
究センター（編著）
(2019)

- -

外為法（Colophon 属全
種がワシントン条約付
属書IIIに掲載）
植物防疫法（クワガタム
シ科として、植物防疫
法施行規則別表一の
第一の二の項の農林
水産大臣が指定する有
害動物）
植物防疫法による生き
た昆虫・微生物などの
輸入規制について
http://www.pps.go.jp/r
gltsrch/（検索結果819
件が輸入規制：規制
無、うち9件が備考:外来
生物法での規制有）

-

4
未定着（小笠原・
南西諸島で特に
注意）

定着防
止外来
種

特定外
来生物

クワガタムシ科
特定外来生物のマルバネ
クワガタ属10種

Neolucanus  spp.
(Neolucanus angulatus、
Neolucanus baladeva、
Neolucanus giganteus、
Neolucanus katsuraorum、
Neolucanus maedai、
Neolucanus maximus、
Neolucanus perarmatus、
Neolucanus saundersii、
Neolucanus tanakai、
Neolucanus waterhousei ）

Ⅰ ○ - ○ ◎ - - - ○ ○ - - ○ -
東アジア、東南
アジア原産。

- 森林。

かつて、ペットとして生体が流通して
いたことがあった。
現在は標本が売買されているもの
の、生体の販売は確認されていな
い。
現在は、特定外来生物に指定され
輸入・飼養等は規制されている。学
術研究等の目的で許可を受けた個
体が飼養されている。

逸出には十分注意
し、放出しないこと。

昆虫愛好家からの人気は高く、標
本の取引が行われている。
野外への導入・定着の記録は今の
ところ確認されていない。国内の南
西諸島に侵入した場合、在来マル
バネクワガタ類と交雑することに
よって遺伝的かく乱を生じさせること
が危惧されている。

①特定外来④
各県リスト：長崎

井岡・田中（2018）、
自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- -

植物防疫法（クワガタム
シ科として、植物防疫
法施行規則別表一の
第一の二の項の農林
水産大臣が指定する有
害動物）
植物防疫法による生き
た昆虫・微生物などの
輸入規制について
http://www.pps.go.jp/r
gltsrch/（検索結果33件
が輸入規制：規制無、う
ち9件が備考:外来生物
法での規制有）

-

5 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

コガネムシ科 クモテナガコガネ属 Genus Euchirus Ⅰ ○ - ◎ - - - - ○ ○ - - - -
東南アジア原
産。

- 森林。

かつて、ペットとして生体が流通して
いたことがあった。
現在は標本が売買されているもの
の、生体の販売は確認されていな
い。
現在は、特定外来生物に指定され
輸入・飼養等は規制されている。

-

昆虫愛好家からの人気は非常に高
く、標本の取引が頻繁に行われてい
る。
野外への導入・定着の記録は今の
ところ確認されていないものの、沖
縄本島北部のヤンバルテナガコガ
ネ生息地や、南西諸島のマルバネ
クワガタ類等の生息地に侵入した
場合には、生息場所を巡って競合
が生じるおそれがある。

①特定外来、④
各県リスト：長
崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)、
Catalogue of Life（Ｃ
ＯＬ）

- -

植物防疫法（コガネム
シ科として、植物防疫
法施行規則別表一の
第一の二の項の農林
水産大臣が指定する有
害動物）
植物防疫法による生き
た昆虫・微生物などの
輸入規制について
http://www.pps.go.jp/r
gltsrch/（輸入規制:規
制無、備考:属で非有害
と判定、外来生物法で
の規制有）

-

6 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

コガネムシ科 ヒメテナガコガネ属 Genus Propomacrus Ⅰ ○ - ◎ - - - - ○ ○ - - ○ -
中国、南ヨー
ロッパ、西アジ
ア原産。

- 森林。

かつて、ペットとして生体が流通して
いたことがあった。
現在は標本が売買されているもの
の、生体の販売は確認されていな
い。
現在は、特定外来生物に指定され
輸入・飼養等は規制されている。展
示等の目的で許可を受けた個体が
飼養されている。

逸出には十分注意
し、放出しないこと。

昆虫愛好家からの人気は非常に高
く、標本の取引が頻繁に行われてい
る。
野外への導入・定着の記録は今の
ところ確認されていないものの、沖
縄本島北部のヤンバルテナガコガ
ネ生息地に侵入した場合競合する
おそれがある。また、本属に含まれ
る種は他のテナガコガネ類に比べ
て高緯度地域でも生息可能なた
め、九州以北の地域においても樹
洞を利用する他の昆虫に影響を与
えるおそれがある。

①特定外来、④
各県リスト：長
崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- -

植物防疫法（コガネム
シ科として、植物防疫
法施行規則別表一の
第一の二の項の農林
水産大臣が指定する有
害動物）
植物防疫法による生き
た昆虫・微生物などの
輸入規制について
http://www.pps.go.jp/r
gltsrch/（輸入規制:規
制無、備考:属で非有害
と判定、外来生物法で
の規制有）

-

科名 日本での分布
逸出･拡散

和名
（別名、流通名）

選定理由

生態系被害
関係する感染症

原産地・分布
（日本を除く。）

重要
地域

利用上の留意事項 抽出根拠等 防除事例日本での利用状況No

我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（第２版）　＜動物（昆虫類）＞

定着段階
定着可能性 分布拡大

生息環境等学名
対策優先度の

要件
他法令での位置付け備考

評価項目

文献等

特に問題と
なる被害

カテゴリ 防除マニュアル
特定外
来生物

選定理由
Ⅰ．生態系被害が大きいもの。
Ⅱ．生物多様性保全上重要な地域に侵入し、問題になっている又はその可能性が高いもの。
Ⅲ．生態系被害のほか、人体や経済・産業に大きな影響を及ぼすもの。
Ⅳ．知見が十分でないものの、近縁種や同様の生態を持つ種が明らかに侵略的であるとの情報があるもの、又は、

近年の国内への侵入や分布の拡大が注目されている等の理由により、知見の集積が必要とされているもの。

対策優先度の要件（※対策優先度の要件は防除推進外来種のみ記入）
① 生態系に係る潜在的な影響・被害が特に重大。
② 生物多様性保全上重要な地域に侵入・定着し被害をもたらす可能性が高い。
③ 絶滅危惧種等の生息・生育に重大な被害を及ぼす可能性が高い。
④ 人の生命・身体や農林水産業等社会経済に対して重大な被害を及ぼす。

昆虫類-1



生物 導入 競合 交雑
捕食
摂食

生態
系改
変

繁殖 気候 人体
経済
産業

利用
付着
混入

科名 日本での分布
逸出･拡散

和名
（別名、流通名）

選定理由

生態系被害
関係する感染症

原産地・分布
（日本を除く。）

重要
地域

利用上の留意事項 抽出根拠等 防除事例日本での利用状況No 定着段階
定着可能性 分布拡大

生息環境等学名
対策優先度の

要件
他法令での位置付け備考

評価項目

文献等

特に問題と
なる被害

カテゴリ 防除マニュアル
特定外
来生物

7
未定着（小笠原・
南西諸島で特に
注意）

定着防
止外来
種

特定外
来生物

コガネムシ科
テナガコガネ属（ヤンバル
テナガコガネを除く。）

Cheirotonus  spp. Ⅰ ○ - ◎ ◎ - - - ○ ○ - - ○ -
東南アジア原
産。

- 森林。

かつて、ペットとして生体が流通して
いたことがあった。
現在は標本が売買されているもの
の、生体の販売は確認されていな
い。
現在は、特定外来生物に指定され
輸入・飼養等は規制されている。展
示等の目的で許可を受けた個体が
飼養されている。

逸出には十分注意
し、放出しないこと。

昆虫愛好家からの人気は非常に高
く、標本の取引が頻繁に行われてい
る。
野外への導入・定着の記録は今の
ところ確認されていないものの、沖
縄本島北部のヤンバルテナガコガ
ネ生息地に侵入した場合には、生
息場所を巡って競合が生じるおそ
れがあることに加え、近縁種である
ことから交雑による遺伝的かく乱が
生じるおそれがある。

①特定外来④
各県リスト：長崎

荒谷（2003a）、自然
環境研究センター
（編著）(2019)

- -

植物防疫法（コガネム
シ科として、植物防疫
法施行規則別表一の
第一の二の項の農林
水産大臣が指定する有
害動物）
植物防疫法による生き
た昆虫・微生物などの
輸入規制について
http://www.pps.go.jp/r
gltsrch/（輸入規制:規
制無、備考:属で非有害
と判定、外来生物法で
の規制有）

-

8 未定着
定着防
止外来
種

コガネムシ科
外国産カブトムシ（サイカ
ブトを除く。）

Dynastinae Gen spp. Ⅰ ○ ◎ ○ - - - - ○ ○ - - ◎ -
世界に広く分
布。

-

森林や農耕地、
里山、都市部等
多様な環境に
生息。

ペットとして多様な種が輸入されて
いる。
標本でも多様な種が販売されてい
る。

逸出には十分注意
し、放出しないこと。

ペットとして広く一般に流通してい
る。
野外への定着はまだ確認されてい
ないが、飼育個体の脱走による野
外での発見が定期的に報告される
ため、注意が必要である。野外に逸
出した場合、在来カブトムシとの交
雑や競合による生態影響が懸念さ
れている。

④各県リスト：茨
城、群馬、東
京、長野、滋
賀、京都、長
崎、宮崎、沖
縄、⑥その他

荒谷（2003b）、自然
環境研究センター
（編著）(2019)、岩田
（2022）

- -

外為法（サタンオオカブ
ト Dynastes satanas  が
ワシントン条約付属書II
に掲載）
植物防疫法（一部が、
法第五条の二［検疫有
害動植物］第一項の農
林水産省令で定める有
害動物又は有害植物）
植物防疫法（コガネム
シ科として、植物防疫
法施行規則別表一の
第一の二の項の農林
水産大臣が指定する有
害動物）
植物防疫法による生き
た昆虫・微生物などの
輸入規制について
http://www.pps.go.jp/r
gltsrch/（検索結果177
件のうち、26件が輸入
規制:規制有）

-

9 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

アリ科 コカミアリ Wasmannia auropunctata Ⅰ,Ⅲ ○ ○ ◎ - ◎ - ○ ○ - ◎ ◎ - ○

中南米原産。
中米～フロリダ
以南、アフリカ、
ガラパゴス、
ニューカレドニ
ア等太平洋諸
島、台湾、中国
に外来分布。

-
森林、草地、農
耕地等。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

港湾のコンテナヤードでの確認事
例のほか、空港の植物検疫での確
認事例がある。
海外では、野生動物へ被害を与え
るとともに、人や家畜への刺傷被害
の他に、イエネコやイヌを失明させ
た例もある。

①特定外来、②
W100：IUCN、③
GISD、④各県リ
スト：栃木、群
馬、東京、岐
阜、徳島、長
崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)、
寺山(2024）

環境省：岡山県水島港 国際コンテナターミ
ナルにおけるコカミアリの確認について
https://www.env.go.jp/press/press_01905.
html
【URL取得日：2025年11月27日】

-

植物防疫法（アリ科とし
て、植物防疫法施行規
則別表一の第一の二
の項の農林水産大臣
が指定する有害動物）
植物防疫法による生き
た昆虫・微生物などの
輸入規制について
http://www.pps.go.jp/r
gltsrch/（輸入規制:規
制無、備考:外来生物法
での規制有）

-

10 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物
（要緊
急対処
特定外
来生
物）

アリ科 ホクベイヒアリ Solenopsis xyloni Ⅰ,Ⅲ ○ ○ ◎ - ◎ - - ○ - ◎ ◎ - ○ 北米原産。 -

亜熱帯～暖温
帯の草地等比
較的開けた環
境と思われる。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

岩手県に運ばれた貨物から確認さ
れた事例がある。
アメリカでは、他の在来アリの巣が
襲撃された例が報告されている。南
北アメリカ各地でアカカミアリとの間
で交雑が確認されている。

①特定外来（要
緊急対処）

寺山（2022)

環境省：要緊急対処特定外来生物 ヒアリに
関する情報（ヒアリの全国確認情報）
https://www.env.go.jp/nature/intro/2outlin
e/attention/hiari.html
【URL取得日：2025年11月27日】

環境省：要緊急対処特定外来生物ヒアリに
関する情報（ヒアリの防除に関する基本的
考え方）
https://www.env.go.jp/nature/intro/2outlin
e/attention/file/hiariboujo.pdf
【URL取得日：2025年11月27日】

植物防疫法（アリ科とし
て、植物防疫法施行規
則別表一の第一の二
の項の農林水産大臣
が指定する有害動物）

-

11 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物
（要緊
急対処
特定外
来生
物）

アリ科 ヒアリ（アカヒアリ） Solenopsis invicta Ⅰ,Ⅲ ○ ◎ ◎ - ◎ - ◎ ○ - ◎ ◎ ○ ◎

南米原産。
オーストラリア、
北米、台湾、中
国南部等に外
来分布。

-

亜熱帯～暖温
帯の草地等比
較的開けた環
境。

特定外来生物に指定され輸入・飼
養等は規制されている。研究機関
において、学術研究の目的で許可
を受けた個体が飼養されている。

逸出には十分注意
し、放出しないこと。

2017年以降、港湾部で多数確認、
防除が実施されている。女王アリの
確認事例もあるが、現時点では定
着は確認されていない。
他のアリ類を駆逐するだけではな
く、集団で攻撃して多くの節足動物、
地上生の両生類、爬虫類、小型哺
乳類が減少することが知られてい
る。北アメリカでは本種の刺傷によ
るアナフィラキシーショックでの死亡
例が確認されている。

①特定外来（要
緊急対処）、②
W100：IUCN、③
GISD、④各県リ
スト：茨城、栃
木、群馬、東
京、千葉、岐
阜、愛知、滋
賀、京都、大
阪、兵庫、徳
島、香川、高
知、長崎、熊
本、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)、
寺山（2018a）

環境省：要緊急対処特定外来生物 ヒアリに
関する情報（ヒアリの全国確認情報）
https://www.env.go.jp/nature/intro/2outlin
e/attention/hiari.html
【URL取得日：2025年11月27日】

環境省：要緊急対処特定外来生物ヒアリに
関する情報（ヒアリの防除に関する基本的
考え方）
https://www.env.go.jp/nature/intro/2outlin
e/attention/file/hiariboujo.pdf
【URL取得日：2025年11月27日】

植物防疫法（アリ科とし
て、植物防疫法施行規
則別表一の第一の二
の項の農林水産大臣
が指定する有害動物）

-

総合対策外来種（定着）

防除推進外来種（生態系等へ及ぼす影響が大きなもの）

12
定着初期/限定
分布

防除推
進外来
種

マルカイガラム
シ科

ソテツシロカイガラムシ
（CAS)

Aulacaspis yasumatsui Ⅳ - - ○ - ◎ ○ ○ - ○ ○ ◎

東南アジア原
産。中国南部、
香港、ベトナ
ム、シンガポー
ル、台湾、
ニュージーラン
ド、グアム、コー
トジボワール、
コスタリカ、西イ
ンド諸島、フロリ
ダ、ハワイ、テ
キサス等の世
界に広く外来分
布。

奄美大島、喜
界島、沖縄島。

ソテツ自生地、
ソテツ圃場。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

ソテツを加害する。ソテツに伴って
移動するおそれがあるため、生息
確認地域からのソテツの移動には
十分な注意が必要。奄美大島のソ
テツがウェブのフリーマーケットサイ
トに出品されていたこともある。
なお、奄美大島と沖縄島のソテツシ
ロカイガラムシの個体群にはDNA配
列の違いが認められるという報告も
あるとされる。

④各県リスト：鹿
児島、沖縄、⑤
農林水産省、地
方環境事務所、
地方公共団体

川口ほか（2024）、辻
本(2023)、辻本ほか
（2024）、田中・紙谷
（2025）

-

沖縄県：ソテツを加害するカイガラムシの防
除方法
https://www.pref.okinawa.lg.jp/_res/project
s/default_project/_page_/001/005/044/kai
garamushi.pdf
【URL取得日：2025年11月27日】

植物防疫法（マルカイガ
ラムシ科として、植物防
疫法施行規則別表一
の第一の二の項の農
林水産大臣が指定する
有害動物）

-

13
分布拡大期～ま
ん延期

防除推
進外来
種

④
特定外
来生物

カミキリムシ科 クビアカツヤカミキリ Aromia bungii Ⅰ - - ○ - ○ ○ - - ◎ - ○
中国、朝鮮半
島、ベトナム北
部原産。

茨城、栃木、群
馬、埼玉、千
葉、東京、神奈
川、山梨、岐
阜、愛知、三
重、滋賀、京
都、大阪、兵
庫、奈良、和歌
山、岡山、徳
島、香川。

公園や市街地
の街路樹。

ウェブサイトや標本商により、本種
の標本が売買されている。
特定外来生物に指定され輸入・飼
養等は規制されている。学術研究
等の目的で許可を受けた個体が飼
養されている。

逸出には十分注意
し、放出しないこと。

2012年に国内で確認されて以来、
全国各地に次々と分布を拡大して
いる。
ウメ、サクラ、モモ、スモモでの被害
が確認されており、分布の拡大が進
むと、景観被害や農作物被害だけ
でなく、被害樹の落枝や倒木による
人的被害が発生するおそれがあ
る。また野生下に進出した場合、ヤ
マザクラ等の在来サクラ属植物にも
影響が生じるおそれがある。

①特定外来、④
各県リスト：茨
城、栃木、群
馬、東京、岐
阜、愛知、滋
賀、京都、大
阪、兵庫、和歌
山、徳島、香
川、高知、長
崎、沖縄

岩田（2018）、自然環
境研究センター（編
著）(2019)、国立環境
研究所侵入生物
データベース

大阪府：大阪府クビアカツヤカミキリ防除推
進計画
https://www.pref.osaka.lg.jp/documents/20
300/kubiakakeikakur4pdf_1.pdf
【URL取得日：2025年11月27日】

三重県：木曽岬町　令和3年度森と緑の県
民税を活用したクビアカツヤカミキリ対策事
業について
https://www.town.kisosaki.lg.jp/000000218
6.html
【URL取得日：2025年11月27日】

※その他、複数地方公共団体のWebサイト
に実施している事業が掲載されている。

大阪府立環境農林水産総合研究所：クビア
カツヤカミキリ被害対策の手引書
https://www.env.go.jp/nature/intro/3contr
ol/files/kubiaka_tebiki_nosuiken.pdf
【URL取得日：2025年11月27日】

森林総合研究所：クビアカツヤカミキリの防
除法
https://www.ffpri.affrc.go.jp/pubs/chukisei
ka/documents/5th-chuukiseika12.pdf
【URL取得日：2025年11月27日】

※その他、複数の地方公共団体のWebサイ
トにて種の同定方法や防除方法が掲載さ
れている。

植物防疫法（法第二十
二条［定義］第一項の
農林水産大臣の指定
する有害動物又は有害
植物）
植物防疫法（カミキリム
シ科として、植物防疫
法施行規則別表一の
第一の二の項の農林
水産大臣が指定する有
害動物）

-

14
定着初期／限定
分布

防除推
進外来
種

④
特定外
来生物

カミキリムシ科 サビイロクワカミキリ
Apriona swainsoni
swainsoni

Ⅰ,Ⅲ - - ○ - ○ ○ - - ○ - -

インド、ミャン
マー、カンボジ
ア、タイ、ベトナ
ム、ラオス、
中国、朝鮮半島
等原産。

福島。
市街地の街路
樹。

ウェブサイトや標本商により、本種
の標本が売買されている。
特定外来生物に指定され輸入・飼
養等は規制されている。学術研究
目的で許可を受けた個体が飼養さ
れている。

逸出には十分注意
し、放出しないこと。

街路樹や市街地等に植栽されてい
るイヌエンジュ、エンジュを加害し、
枯損させる事例が確認されている。
街路樹等の植栽樹が加害されるこ
とで、景観への悪影響等の被害を
引き起こす他、市街地等公共の場
においては被害木の枯損や落枝等
による二次的な人的被害が発生す
る危険性がある。
その他、森林域に定着した場合、植
生や森林生態系への悪影響が懸念
される。

①特定外来④
各県リスト：福
島、栃木、群
馬、東京、岐
阜、長崎⑤農林
水産省、地方環
境事務所、地方
公共団体

武藤ほか（2022）、国
立環境研究所侵入
生物データベース

福島県：郡山市東山霊園における「サビイ
ロクワカミキリ」の防除について
https://www.city.koriyama.lg.jp/soshiki/54/
88110.html
【URL取得日：2025年11月27日】

-

植物防疫法（カミキリム
シ科として、植物防疫
法施行規則別表一の
第一の二の項の農林
水産大臣が指定する有
害動物）

-

昆虫類-2



生物 導入 競合 交雑
捕食
摂食

生態
系改
変

繁殖 気候 人体
経済
産業

利用
付着
混入

科名 日本での分布
逸出･拡散

和名
（別名、流通名）

選定理由

生態系被害
関係する感染症

原産地・分布
（日本を除く。）

重要
地域

利用上の留意事項 抽出根拠等 防除事例日本での利用状況No 定着段階
定着可能性 分布拡大

生息環境等学名
対策優先度の

要件
他法令での位置付け備考

評価項目

文献等

特に問題と
なる被害

カテゴリ 防除マニュアル
特定外
来生物

15
分布拡大期～ま
ん延期

防除推
進外来
種

④
特定外
来生物

カミキリムシ科 ツヤハダゴマダラカミキリ Anoplophora glabripennis Ⅰ,Ⅲ ○ ○ ○ - ○ ○ - - ◎ - ○

中国、朝鮮半島
北部原産。
ヨーロッパ、北
米に外来分布。

福島、栃木、茨
城、群馬、埼
玉、神奈川、長
野、富山、岐
阜、愛知、滋
賀、兵庫、山
口。

公園や市街地
の街路樹、果樹
園（カンキツ類）
等。

ウェブサイトや標本商により、本種
の標本が売買されている。
特定外来生物に指定され輸入・飼
養等は規制されている。学術研究
目的で許可を受けた個体が飼養さ
れている。

逸出には十分注意
し、放出しないこと。

カエデ属、トチノキ属、カバノキ属、
ハコヤナギ属、ヤナギ属、ハンノキ
属等の多様な在来植物を加害する
ことが知られている他、リンゴやナ
シ、柑橘類等の産業利用される植
物に対しても被害をもたらす可能性
が示されている。
また、在来ゴマダラカミキリと交尾行
動をとることが報告されていること
から、分布域の拡大による遺伝的
かく乱を引き起こすおそれがある。

①特定外来、②
W100：IUCN、③
GISD、④各県リ
スト：福島、茨
城、栃木、群
馬、東京、岐
阜、大阪、兵
庫、長崎

槇原（2002）、森林総
合研究所（2022）
、国立環境研究所：
侵入生物データベー
ス

林野庁：令和４年度ツヤハダゴマダラカミキ
リによる被害や防除方法等に関する調査
事業実施報告書（概要）
https://www.rinya.maff.go.jp/j/hogo/higai/
attach/pdf/sonota-5.pdf
【URL取得日：2025年11月27日】

※その他、環境省、複数の地方公共団体
のWebサイトに実施している事業が掲載さ
れている。

林野庁：外来種ツヤハダゴマダラカミキリの
被害モニタリング等について
https://www.rinya.maff.go.jp/j/hogo/higai/
attach/pdf/sonota-1.pdf
【URL取得日：2025年11月27日】

※その他、複数の地方公共団体のWebサイ
トにて種の同定方法や防除方法が掲載さ
れている。

植物防疫法（法第五条
の二［検疫有害動植
物］第一項の農林水産
省令で定める有害動物
又は有害植物）
植物防疫法（カミキリム
シ科として、植物防疫
法施行規則別表一の
第一の二の項の農林
水産大臣が指定する有
害動物）
植物防疫法による生き
た昆虫・微生物などの
輸入規制について
http://www.pps.go.jp/r
gltsrch/（輸入規制:規
制有）

-

16

分布拡大期～ま
ん延期（小笠原・
南西諸島で特に
注意）

防除推
進外来
種

①
特定外
来生物

タテハチョウ科
アカボシゴマダラ（奄美亜
種を除く。）

Hestina assimilis Ⅰ ◎ ◎ - - - ◎ ○ - - ○ -
中国、朝鮮半
島、ベトナム原
産。

宮城、山形、福
島、茨城、栃
木、群馬、埼
玉、千葉、東
京、神奈川、新
潟、山梨、長
野、岐阜、静
岡、愛知、京
都、大阪、奈
良。

都市、里山等。

生体の利用に関する情報は得られ
なかったが、ウェブサイト等におい
て標本が取引されている。かつて愛
好家により飼養されていた実績が
ある。
現在は、特定外来生物に指定され
輸入・飼養等は規制されている。学
術研究等の目的で許可を受けた個
体が飼養されている。

逸出には十分注意
し、放出しないこと。

日本に定着しているのは、名義タイ
プ亜種のHestina assimilis assimilis
と考えられる。また、近年与那国島
で台湾亜種の確認記録がある。在
来のアカボシゴマダラ奄美亜種との
交雑が可能であるため、人為的に
導入しないよう注意が必要である。

①特定外来、④
各県リスト：北海
道、福島、茨
城、栃木、群
馬、東京、千
葉、神奈川、長
野、岐阜、静
岡、愛知、兵
庫、徳島、長
崎、沖縄

環境省自然環境局
野生生物課希少種
保全推進室（編）
（2015）、自然環境研
究センター（編著）
(2019）

- -

植物防疫法（法第二十
二条［定義］第一項の
農林水産大臣の指定
する有害動物又は有害
植物）
植物防疫法（タテハチョ
ウ科として、植物防疫
法施行規則別表一の
第一の二の項の農林
水産大臣が指定する有
害動物）
植物防疫法（植物防疫
法施行規則別表一の
第一の二の項の農林
水産大臣が指定する有
害動物から除かれる有
害動物）

-

17
定着初期／限定
分布

防除推
進外来
種

②③ アリ科 ツヤオオズアリ Pheidole megacephala Ⅰ,Ⅱ ○ - ○ - ○ ○ ◎ - - - ○

熱帯アフリカ原
産。
世界中の熱帯・
亜熱帯に外来
分布。

東京、鹿児島、
小笠原諸島、
硫黄列島、奄
美群島、沖縄
諸島、大東諸
島、宮古列島、
八重山列島。

裸地、サトウキ
ビ畑、海岸等の
土中、石下、倒
木下に営巣。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

地域ごとに影響が異なることから、
防除に当たっては、侵入した環境ご
とに対応を検討する必要がある。
南西諸島では島ごとに影響も異な
り、沖縄本島での影響は特に小さ
い。小笠原諸島において、陸産貝類
の捕食等が大きな問題となってお
り、海洋島での影響が大きいと考え
られる。
北海道や東京都において侵入事例
がある。

②W100：IUCN、
③GISD、④各県
リスト：東京、宮
崎、鹿児島、沖
縄

橋本（編）（2020）

令和6年度小笠原諸島世界自然遺産に関
する基礎資料集（34ページ目）
https://ogasawara-info.jp/wp-
content/uploads/2025/04/13b22ec33df45a
a3edd4b57532735384.pdf
【URL取得日：2025年11月27日】

鹿児島県：鹿児島県にお住まいの方向け
ツヤオオズアリ防除マニュアル
https://www.pref.kagoshima.jp/ad04/kuras
hi-
kankyo/gairai/documents/72338_20220616
093940-1.pdf
【URL取得日：2025年11月27日】

植物防疫法（アリ科とし
て、植物防疫法施行規
則別表一の第一の二
の項の農林水産大臣
が指定する有害動物）

-

18
定着初期／限定
分布

防除推
進外来
種

①②④

特定外
来生物
（要緊
急対処
特定外
来生
物）

アリ科
アカカミアリ（ネッタイヒア
リ）

Solenopsis geminata Ⅰ,Ⅲ ◎ - ◎ - ◎ ○ ○ ◎ ◎ - ◎

北米南部～中
南米原産。
世界各地の熱
帯に外来分布。

火山列島硫黄
島。その他、南
鳥島や沖縄
島、伊江島での
確認事例があ
る。

裸地、草地等開
放的な空間。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

沖縄県伊江島の個体群は絶滅した
可能性が高い。ヒアリと同じように
2017年以降、港湾部で多数の確認
事例を確認、防除が実施されてい
る。
硫黄島では、他のアリ類を駆逐し最
優占種となっている。死亡例は今の
ところ確認されていないが、重症の
アナフィラキシーショックに陥った例
が報告されている。

①特定外来（要
緊急対処）、③
GISD、④各県リ
スト：茨城、栃
木、群馬、東
京、千葉、長
野、岐阜、愛
知、滋賀、京
都、大阪、山
口、徳島、香
川、高知、長
崎、鹿児島、沖
縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)
橋本（編）（2020）

環境省：ヒアリの基礎情報
https://www.env.go.jp/nature/intro/2outlin
e/attention/02_general/index.html
【URL取得日：2025年11月27日】

環境省：要緊急対処特定外来生物ヒアリに
関する情報（ヒアリの防除に関する基本的
考え方）
https://www.env.go.jp/nature/intro/2outlin
e/attention/file/hiariboujo.pdf
【URL取得日：2025年11月27日】

植物防疫法（アリ科とし
て、植物防疫法施行規
則別表一の第一の二
の項の農林水産大臣
が指定する有害動物）
https://www.catalogue
oflife.org/data/taxon/4
Y6DX
シノニム：Atta
geminata
植物防疫法による生き
た昆虫・微生物などの
輸入規制について
http://www.pps.go.jp/r
gltsrch/（輸入規制:シノ
ニムのAtta属は属単位
で規制有）

-

19
分布拡大期～ま
ん延期

防除推
進外来
種

①④
特定外
来生物

アリ科 アルゼンチンアリ Linepithema humile Ⅰ,Ⅲ ◎ - ◎ - ○ ○ - - ◎ ○ ◎
南米原産。
世界に広く外来
分布。

神奈川、岐阜、
愛知、三重、滋
賀、京都、大
阪、兵庫、奈
良、和歌山、鳥
取、岡山、広
島、山口、徳
島、愛媛、高
知、鹿児島。

日本では港湾
や住宅地等、人
工的な環境に
多い。

特定外来生物に指定され輸入・飼
養等は規制されている。学術研究
等の目的で許可を受けた個体が飼
養されている。

逸出には十分注意
し、放出しないこと。

各地で防除活動が行われており、
一部地域での根絶事例の他、都道
府県単位では東京都と静岡県が根
絶を達成した。
国内では競争により在来アリの生
息数を減少させている。海外でも強
い競争力により、他の節足動物等を
駆逐する事例が多数報告されてい
る。本種が好む甘露を生産するアブ
ラムシやカイガラムシが保護される
ことにより、それらの密度が増加し、
農作物へ二次的に被害を与えるこ
とが報告されている。人家に入り込
み、食品にたかる等、不快害虫とし
て嫌悪されている。

①特定外来、②
W100：日本・
IUCN、③GISD、
④各県リスト：群
馬、東京、神奈
川、岐阜、静
岡、愛知、滋
賀、京都、大
阪、兵庫、山
口、徳島、香
川、高知、長
崎、鹿児島、沖
縄

田付（編）(2014）、寺
山（2018b）、自然環
境研究センター（編
著）(2019)

静岡市の根絶事例
https://www.nies.go.jp/biodiversity/invasiv
e/DB/detail/60090_shizuoka_houdou.pdf
【URL取得日：2025年11月27日】

※その他、環境省、複数の地方公共団体
のWebサイトに実施している事業が掲載さ
れている。

環境省：アルゼンチンアリ防除の手引き
https://www.env.go.jp/nature/intro/3contr
ol/files/manual_argentine.pdf
【URL取得日：2025年11月27日】

植物防疫法（アリ科とし
て、植物防疫法施行規
則別表一の第一の二
の項の農林水産大臣
が指定する有害動物）
https://www.catalogue
oflife.org/data/taxon/3
V2M8
シノニム：Hypoclinea
humilis
植物防疫法による生き
た昆虫・微生物などの
輸入規制について
http://www.pps.go.jp/r
gltsrch/（輸入規制:シノ
ニムのHypoclinea属は
属単位で規制無）

-

20
定着初期/限定
分布

防除推
進外来
種

①② アリ科 アシナガキアリ Anoplolepis gracilipes Ⅰ,Ⅱ ○ - ○ - - ○ ○ - ○ ○ ○
アフリカ又は熱
帯アジア原産。

南西諸島、火
山列島硫黄
島。

石下や土中に
営巣する。沖縄
では林縁や草
地、路傍に生
息。

ペットとして飼養されており、ウェブ
サイト等で生体がコロニー単位で販
売されていることもある。

逸出には十分注意
し、放出しないこと。

現時点では原産地の情報は諸説あ
り、正確な原産地は判明していな
い。南西諸島では島ごとに影響も異
なり、沖縄本島での影響は特に小さ
い。
なお、南大東島では一部鳥類への
被害事例があり、海洋島での影響
が大きい可能性がある。地域ごとに
影響が異なることから、防除にあ
たっては、侵入した環境ごとに対応
を検討する必要がある。

②W100：IUCN、
③GISD、④各県
リスト：鹿児島

橋本（編）（2020）、原
田ほか（2017）

鹿児島新港と谷山港に侵入し、防除が行わ
れた事例ある。
原田ほか（2020）鹿児島県本土で初確認さ
れた侵略的外来種アシナガキアリ
https://journal.kagoshima-
nature.org/archives/NK_044/044-003.pdf
【URL取得日：2025年11月27日】

-

植物防疫法（アリ科とし
て、植物防疫法施行規
則別表一の第一の二
の項の農林水産大臣
が指定する有害動物）
植物防疫法による生き
た昆虫・微生物などの
輸入規制について：
http://www.pps.go.jp/r
gltsrch/（輸入規制:規
制有）

-

21
定着初期／限定
分布

防除推
進外来
種

①④
特定外
来生物

アリ科
ハヤトゲフシアリ（ブラウ
ジングアント）

Lepisiota frauenfeldi Ⅰ ○ - ○ - - ○ - - ○ - ○

南ヨーロッパ原
産。
地中海～中近
東、マダガスカ
ル、インド、オー
ストラリア、グア
ム、マレーシ
ア、東ティモー
ルに外来分布。
台湾からも標本
が得られてい
る。

東京、神奈川、
静岡、愛知、大
阪、兵庫、和歌
山、福岡、鹿児
島。

乾燥した土中や
石下に営巣。

特定外来生物に指定され輸入・飼
養等は規制されている。学術研究
等の目的で許可を受けた個体が飼
養されている。

逸出には十分注意
し、放出しないこと。

国内の港湾周辺において確認事例
が複数ある。2026年に沖縄県で国
内初の根絶宣言がなされた
アルゼンチンアリと同程度の侵略性
があると指摘されている。アブラム
シ等を保護し、それらの個体数を増
加させ、農作物や自然植生等への
影響を助長させる。

①特定外来、④
各県リスト：東
京、岐阜、愛
知、大阪、長
崎、鹿児島、沖
縄⑤地方環境
事務所、地方公
共団体

橋本（編）（2020）、寺
山（2017）

環境省沖縄奄美自然環境事務所：沖縄県
における特定外来生物ハヤトゲフシアリの
根絶について　－産学官連携の取組により
成功－
https://kyushu.env.go.jp/okinawa/press_00
135.html
【URL取得日：2026年3月23日】

-

植物防疫法（アリ科とし
て、植物防疫法施行規
則別表一の第一の二
の項の農林水産大臣
が指定する有害動物）
https://www.catalogue
oflife.org/data/taxon/3
TFFQ
シノニム：Hypoclinea
frauenfeldi
植物防疫法による生き
た昆虫・微生物などの
輸入規制について
http://www.pps.go.jp/r
gltsrch/（輸入規制:シノ
ニムのHypoclinea 属は
属単位で規制無）

-

22
定着初期／限定
分布

防除推
進外来
種

①④
特定外
来生物

スズメバチ科 ツマアカスズメバチ Vespa velutina Ⅰ,Ⅲ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ◎ ○ - ○

南アジア～東南
アジア～中国南
部原産。
韓国、フラン
ス、スペイン、ポ
ルトガル、ベル
ギー、イギリス、
スイス、オラン
ダ、ルクセンブ
ルグ、アメリカ、
ニュージーラン
ドに外来分布。

対馬。

森林、農耕地、
住宅地。春は土
中等に営巣す
るが、夏以降は
高所に営巣す
ることが多い。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

日本に定着しているツマアカスズメ
バチは亜種V. v. nigrithorax 。 2015
年に北九州市、2016年に日南市、
2017年及び2018年に壱岐市、2018
年に大分市、2020年に防府市、
2022年に福岡市、糟屋郡久山町、
篠栗町で確認されたことがあるが、
対馬以外での定着は確認されてい
ない。海外では在来スズメバチより
も優占する事例が確認されており、
国内ではキイロスズメバチが繁殖
干渉を受けていることが示唆されて
いる。また、捕食者として、在来昆虫
類への影響が懸念されている。海
外の事例では人の刺傷被害や死亡
事例がある。

①特定外来、④
各県リスト：東
京、岐阜、滋
賀、大阪府、徳
島、香川、高
知、長崎、熊
本、宮崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)、
九州地方環境事務
所（2023）

環境省九州地方環境事務所：これまでの確
認状況と対策
https://kyushu.env.go.jp/wildlife/mat/m_2_
2_00001.html
【URL取得日：2025年11月27日】

環境省九州地方環境事務所：ツマアカスズ
メバチ防除計画(令和5年改定)
https://kyushu.env.go.jp/content/0001295
66.pdf
【URL取得日：2025年11月27日】

- -

昆虫類-3



生物 導入 競合 交雑
捕食
摂食

生態
系改
変

繁殖 気候 人体
経済
産業

利用
付着
混入

科名 日本での分布
逸出･拡散

和名
（別名、流通名）

選定理由

生態系被害
関係する感染症

原産地・分布
（日本を除く。）

重要
地域

利用上の留意事項 抽出根拠等 防除事例日本での利用状況No 定着段階
定着可能性 分布拡大

生息環境等学名
対策優先度の

要件
他法令での位置付け備考

評価項目

文献等

特に問題と
なる被害

カテゴリ 防除マニュアル
特定外
来生物

23
定着初期/限定
分布

防除推
進外来
種

②④ スズメバチ科 クロスズメバチ大陸亜種 Vespula flaviceps flaviceps II, Ⅲ, IV ○ ◎ ○ - ○ ○ ○ ◎ ○ - ○

インド北部～中
国、極東ロシ
ア、朝鮮半島原
産。

沖縄島。

森林～住宅地。
土中や家屋の
下見板の間に
営巣する。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

2021年に沖縄島で初めて確認され
た。2025年までに全てのカースト
（女王バチ、雄バチ、働きバチ）が確
認されており、定着していると考えら
れる。本種が含まれるクロスズメバ
チ属は沖縄島には分布していない
が、種子島以北に日本亜種が広く
分布するため、日本亜種の生息地
に定着した場合、大きな影響を与え
ると考えられる。

⑥その他

名嘉・山根（2021）、
高橋・佐賀（2026）、
寺山ほか（2024）、寺
山・盛口（2026）、渡
辺ほか（2021）

- - - -

防除検討外来種（被害の大きさが防除推進外来種には及ばないもの）

24
分布拡大期～ま
ん延期

防除検
討外来
種

カマキリ科 ムネアカハラビロカマキリ Hierodula chinensis Ⅳ ◎ - - - - ○ - - - ○ ◎

中国大陸原産
と考えられてい
る。韓国に外来
分布。

東北～九州、
対馬。

比較的明るい
草原や林縁。

生体や標本がウェブサイト等で販
売されたことがある。研究目的や愛
好家による飼養の可能性があるほ
か、在来ハラビロカマキリと誤認さ
れ飼養されている可能性もある。

逸出には十分注意
し、放出しないこと。

中国から輸入された竹ぼうきに卵の
うが付着していた事例がある。在来
種ハラビロカマキリとの競合が懸念
される。岐阜県等から確認された個
体はH.chinensis とされる。本属には
類似した特徴を持つ種が存在し、胸
部の色と前脚の棘という限られた特
徴に基づいて本種と判断することは
困難であることが指摘されており、
Hierodula  sp.として報告されている
ケースも多い。

④各県リスト：福
島、茨城、群
馬、東京、千
葉、岐阜、愛
知、京都、鹿児
島⑤地方環境
事務所

苅部・加賀(2019）、
Yamasaki et
al.(2022)、Ioka et al.
(2026)

- - - -

25

定着初期/限定
分布（小笠原・南
西諸島で特に注
意）

防除検
討外来
種

コガネムシ科
サイカブト（タイワンカブ
ト）

Oryctes rhinoceros Ⅱ ○ - ◎ - ○ ◎ ◎ - ◎ ○ ○
東南アジア原
産。

トカラ列島、奄
美群島、沖縄
諸島、八重山
諸島、大東諸
島、尖閣諸島。

農耕地、堆肥
場。

ウェブサイト等で生体や標本が売
買されている。

逸出には十分注意
し、放出しないこと。

野生下や植栽されているヤシ類を
食害するため、沖縄県や奄美群島
では道路沿いや公園等に植栽され
たヤシが大きな被害を受けている。
また、南大東島ではヒサマツサイカ
ブトとの競合が懸念されているが、
実態は不明。

③GISD、④各県
リスト：東京、京
都、宮崎、鹿児
島、沖縄、⑤地
方環境事務所

片野田・谷口（1997）
、佐藤・伊禮（2003）
、自然環境研究セン
ター（編著）(2019)、
日本列島昆虫全種
目録

沖縄県：沖縄県外来種対策行動計画に基
づくサイカブト（タイワンカブトムシ）防除計
画
https://www.pref.okinawa.jp/_res/projects/
default_project/_page_/001/004/820/05-
10saikabuto.pdf
【URL取得日：2025年11月27日】

-

植物防疫法（コガネム
シ科として、植物防疫
法施行規則別表一の
第一の二の項の農林
水産大臣が指定する有
害動物）
植物防疫法による生き
た昆虫・微生物などの
輸入規制について：
http://www.pps.go.jp/r
gltsrch/（輸入規制:規
制有）

-

26
定着初期/限定
分布

防除検
討外来
種

コガネムシ科
シロテンハナムグリ台湾
亜種（サカイシロテンハナ
ムグリ）

Protaetia orientalis sakaii  Ⅰ ○ ◎ - - - ○ - - - - ○ 台湾原産。

奄美大島、沖
縄諸島、宮古
島列島、八重
山列島、大東
諸島。

林道、農地環
境。

ウェブサイトや標本商により、本種
の標本が売買されているが、生体
の販売は確認されていない。

-

イシガキシロテンハナムグリやリュ
ウキュウオオハナムグリとの交雑に
よる遺伝的かく乱や競合が懸念さ
れている。

④各県リスト：東
京、福岡、長
崎、鹿児島、沖
縄

楠井（2005） 、野林
(2004) 、自然環境研
究センター（編著）
(2019)、日本列島昆
虫全種目録

- -

植物防疫法（コガネム
シ科として、植物防疫
法施行規則別表一の
第一の二の項の農林
水産大臣が指定する有
害動物）

-

27
定着初期/限定
分布

防除検
討外来
種

オサゾウムシ
科 カンショオサゾウムシ Rhabdoscelus obscurus Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ - - ◎ - - ○ ◎ - ◎ - -

原産地不明だ
が、ニューギニ
アと考えられ
る。

小笠原諸島、
大東諸島。

サトウキビやヤ
シ類。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

世界的にサトウキビの大害虫として
知られている他、トウモロコシやパ
パイヤ等の農作への被害も報告さ
れている。小笠原諸島において、固
有種のノヤシを加害している他、大
東諸島ではビロウに被害を出してい
る。若齢のノヤシは枯死することが
多い。

②W100：日本、
④各県リスト：長
崎、沖縄

苅部ほか（2007）、苅
部ほか（2008）、自然
環境研究センター
（編著）(2019)、国立
環境研究所侵入生
物データベース

- -

植物防疫法（オサゾウ
ムシ科として、植物防疫
法施行規則別表一の
第一の二の項の農林
水産大臣が指定する有
害動物）

-

28
定着初期/限定
分布

防除検
討外来
種

ハムシ科
フェモラータオオモモブト
ハムシ

Sagra femorata Ⅳ - - ○ - - ○ - - ○ - ○

東南アジア、中
国南部、インド
亜大陸、ジャワ
島原産。台湾、
韓国に外来分
布。

千葉、三重、愛
知、兵庫、大
阪。

河川沿いや都
市公園内の草
本群落（クズ）。

ウェブサイトや標本商により、本種
の標本が売買されているが、生体
の販売は確認されていない。

-

クリーンセンター周辺のクズ群落で
多くの個体が確認されることから、
生息地の除草作業等により生じた
ゴミに混入して分散している可能性
が高い。
これまで国内から報告はないもの
の、園芸植物であるフジや栽培品
種を含むブドウ科、マタタビ科等の
在来つる性木本植物を加害する可
能性がある。

④各県リスト：茨
城、東京、愛
知、滋賀、愛
媛、長崎、沖縄

秋田ほか（2010）、
秋田ほか（2011）、戎
谷・宮武（2011）、自
然環境研究センター
（編著）(2019)、安藤
ほか（2025）

- -

植物防疫法（ハムシ科
として、植物防疫法施
行規則別表一の第一
の二の項の農林水産
大臣が指定する有害動
物）

-

29
分布拡大期～ま
ん延期

防除検
討外来
種

アゲハチョウ科
ホソオチョウ（ホソオアゲ
ハ）

Sericinus montela Ⅳ ◎ - - - - ○ - - - ○ -
中国、朝鮮半
島、ロシア南東
部原産。

東北～九州。
河川敷、農耕地
等。

生体の利用に関する情報は得られ
なかったが、ウェブサイト等で標本
が取引されている。かつて愛好家に
より飼養されていた実績があり、現
在もその可能性がある。

逸出には十分注意
し、放出しないこと。

飛翔力が乏しい種だが、1978年に
東京都で最初に確認されて以来、
その後も人為的に分布を拡大し、各
地で記録されている。食草が同じで
あるジャコウアゲハとの競合が懸念
される。

④各県リスト：茨
城、群馬、東
京、神奈川、長
野、岐阜、静
岡、愛知、滋
賀、京都、兵
庫、奈良、山
口、徳島、福
岡、長崎、熊
本、宮崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)、
日本チョウ類保全協
会編（2019）

- -

植物防疫法（法第二十
二条［定義］第一項の
農林水産大臣の指定
する有害動物又は有害
植物）
植物防疫法（アゲハチョ
ウ科として、植物防疫
法施行規則別表一の
第一の二の項の農林
水産大臣が指定する有
害動物）
植物防疫法（植物防疫
法施行規則別表一の
第一の二の項の農林
水産大臣が指定する有
害動物から除かれる有
害動物）

-

30
分布拡大～まん
延

防除検
討外来
種

アリ科 アシジロヒラフシアリ Technomyrmex brunneus Ⅳ ○ - - - - ○ ○ - ○ - ○

原産地の詳細
は不明。イン
ド、スリランカか
らインドシナ半
島、台湾インド
ネシア、マレー
シア、中国、
ニューギニア、
朝鮮半島に分
布。

本州、四国、九
州、八丈島、小
笠原諸島、南
西諸島。

比較的乾燥した
草地や林縁に
みられ、切り株
や朽ち木、枯れ
枝等に営巣す
る。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

八丈島においては特に問題となっ
ており、食品加害等に加え、家財や
電気設備の破損などが生じている。
和歌山県と静岡県では確認事例が
あるものの、定着しているかは不
明。

④各県リスト：東
京、宮崎、鹿児
島、⑤地方環境
事務所、⑥その
他

小林ほか（2024）

東京都八丈町：八丈町、都立大学および森
林総研によるアシジロヒラフシアリの防除プ
ログラムに関するプレスリリースについて
https://www.town.hachijo.tokyo.jp/kakuka/j
yumin/jyumin_ari.html
【URL取得日：2025年11月27日】

-

植物防疫法（アリ科とし
て、植物防疫法施行規
則別表一の第一の二
の項の農林水産大臣
が指定する有害動物）

-

31
定着初期/限定
分布

防除検
討外来
種

スズメバチ科 チャイロネッタイスズバチ Delta pyriforme Ⅳ - - ○ - - ○ ○ - - - ○
東南アジア、南
太平洋諸島原
産。

小笠原諸島。 森林～住宅地。
利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

小笠原諸島に定着している個体群
の亜種は特定されておらず、侵入
元は不明である。
鱗翅目の幼虫を狩ることから、固有
のチョウ類やガ類への影響が懸念
される。知見の集積が必要。

④各県リスト：長
崎、沖縄⑥その
他

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- - - -

32
定着初期/限定
分布

防除検
討外来
種

スズメバチ科 ナンヨウチビアシナガバチ Ropalidia marginata Ⅳ - - ○ - - ○ ○ - - - ○
東南アジア、マ
リアナ諸島原
産。

火山列島硫黄
島。

森林～林縁等。
利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

硫黄島では島全体に広く分布する
普通種となっている。
アシナガバチ類は一般に高い捕食
力を有しており、在来昆虫に影響を
及ぼす可能性が懸念される。知見
の集積が必要。

④各県リスト：長
崎、沖縄⑥その
他

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- - - -

産業管理外来種（適切な管理が必要な産業上重要な外来種）

33
定着初期/限定
分布

産業管
理外来
種

特定外
来生物

ミツバチ科
セイヨウオオマルハナバ
チ

Bombus terrestris Ⅰ ◎ ○ - - - ○ ○ ◎ - ◎ -

ヨーロッパ原
産。北米、オー
ストラリア、イス
ラエルに外来分
布。

北海道。
林縁、草地、農
耕地等。

ハウス内の作物の授粉用の農業資
材として、許可を受けた農家・事業
者のみが利用している。なお、本
州・四国・九州（奄美以南と島しょ部
を除く）については、継続許可のみ
となり新規利用は認めておらず、
2022年からは規模拡大（飼養数を
増やすこと）は認められていない。

ハウスへのネット展
張等の管理等、逸出
しないよう厳格に管
理を行うこと。

在来マルハナバチと餌資源や営巣
場所の競合が起きていると考えられ
る。実験室内では在来マルハナバ
チの巣を乗っ取る例も確認されてい
る。また、在来マルハナバチとの交
雑が野外で確認されている。北海道
でのみ継続的な繁殖が確認されて
いる。本州から沖縄までセイヨウオ
オマルハナバチが確認された事例
はあるものの、定着は確認されてい
ない。

①特定外来、②
W100：日本、④
各県リスト：北海
道、青森、福
島、茨城、群
馬、東京、千
葉、神奈川、長
野、岐阜、静
岡、滋賀、京
都、兵庫、高
知、長崎、熊
本、宮崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

北海道生物多様性保全活動連携支援セン
ター
https://www.heco-
spc.or.jp/HoBiCC/action/page02.html
【URL取得日：2025年11月27日】

-

植物防疫法による生き
た昆虫・微生物などの
輸入規制について：
http://www.pps.go.jp/r
gltsrch/（輸入規制:規
制無、備考:花粉媒介昆
虫、外来生物法での規
制有）

-

昆虫類-4



【国内由来の外来種】

※　掲載の順番は、分類の並びとし、原則日本昆虫目録に従った。なお、日本昆虫目録に掲載されていないものについては準ずるWebサイト（日本列島昆虫全種目録、Antwiki）を参考とした。 2026.9.11

※　飼養等されているものは基本的に防除等の対象とはならない。

生物 導入 競合 交雑
捕食
摂食

生態
系改
変

繁殖 気候 人体
経済
産業

利用
付着
混入

総合対策外来種（定着）

防除推進外来種（生態系等へ及ぼす影響が大きなもの）

1
国内由来の外来
種

防除推
進外来
種

①②③ ホタル科
沖縄島のヤエヤママドボ
タル（オオシママドボタル）

Pyrocoelia atripennis Ⅰ,Ⅱ ○ - ◎ - - ○ ○ - - - ○ 八重山諸島。 沖縄島。
林内や草地、農
地、緑地のある
公園。

規制前はネットオークションで生体
が取引されていた。

逸出には十分注意
し、放出しないこと。

沖縄本島へ導入・分布を拡大し、国
内希少野生動植物種であるアマノ
ヤマカタマイマイへの影響が懸念さ
れている。
沖縄本島には、幼虫や卵が植栽木
等に紛れて持ち込まれたと考えられ
ている。
沖縄県希少野生動植物保護条例に
よる指定外来種のため、沖縄県内
（石垣市、竹富町及び与那国町を除
く）において野外に放つことは禁止さ
れている。また、飼養する際には、
届出が必要。

④各県リスト：沖
縄、⑤地方環境
事務所、⑥その
他

元陳・森（2022）

沖縄県：沖縄県外来種対策行動計画に基
づく ヤエヤママドボタル（自然分布域以外）
防除計画
https://www.pref.okinawa.jp/_res/projects/
default_project/_page_/001/004/820/yaeya
mamadobotaruplan.pdf
【URL取得日：2025年11月27日】

- - -

防除検討外来種（被害の大きさが防除推進外来種には及ばないもの）

2
国内由来の外来
種

防除検
討外来
種

コガネムシ科
北海道及び沖縄のカブト
ムシ本土亜種

Trypoxylus dichotomus
septentrionalis

Ⅰ ○ ◎ - - - ○ - - - ◎ -
本州、四国、九
州。

北海道、沖縄。 里山。

全国的にペットショップ等で販売さ
れている他、Webサイト等を通しても
販売されている。
養殖場も存在する。

逸出には十分注意
し、放出しないこと。

全国的にペットショップで販売されて
いるため、脱走個体による遺伝的
かく乱が起こる可能性がある。
特に沖縄諸島の場合、固有亜種と
なるオキナワカブトムシ（沖縄本
島）、クメジマカブトムシ（久米島）が
生息しているため、侵入した場合の
遺伝的かく乱の影響は重大となる。

④各県リスト：北
海道、鹿児島、
沖縄

小濱・嵩原（2002）、
堀（1996）、日本列島
甲虫全種目録

- -

輸入規制は、植物防疫
法（コガネムシ科とし
て、植物防疫法施行規
則別表一の第一の二
の項の農林水産大臣
が指定する有害動物）
植物防疫法による生き
た昆虫・微生物などの
輸入規制について
http://www.pps.go.jp/r
gltsrch/（カブトムシ
Allomyrina
dichotoma,Trypoxylus
dichotomus  として輸入
規制:規制無）

-

3
国内由来の外来
種

防除検
討外来
種

コガネムシ科
伊豆諸島などのオオシマ
ツヤハナムグリ

Protaetia oschimana Ⅳ ○ - - - ○ ○ ○ - - ○ - 奄美群島。
東京、千葉、神
奈川、伊豆諸
島。

林道、都市公
園。

一部のWebサイトで生体や標本が
売買されている。

逸出には十分注意
し、放出しないこと。

本種はリュウキュウツヤハナムグリ
の一亜種と考えられていたが、分子
系統解析を含めた分類学的な再検
討の結果、独立した別種として扱う
ことが妥当とされた。侵入地では、カ
ナブンやシロテンハナムグリ等の在
来種との競合が懸念されている。

④各県リスト：群
馬、東京⑥その
他

大田（2012）、嶋本
（2014）岸本ほか
（2017）、織谷幸・織
谷咲（2021）、藤田
（2018）、Seshima &
Yoshida (2026)、日
本列島昆虫全種目
録

- -

輸入規制は、植物防疫
法（コガネムシ科とし
て、植物防疫法施行規
則別表一の第一の二
の項の農林水産大臣
が指定する有害動物）

-

特に問題と
なる被害

カテゴリ 防除マニュアル
特定外
来生物

関係する感染症自然分布重要
地域

利用上の留意事項
対策優先度の

要件
他法令での位置付け備考

評価項目

文献等

我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（第２版）　＜動物（昆虫類）＞

抽出根拠等 防除事例科名
問題となってい

る地域

逸出･拡散
和名

（別名、流通名）
選定理由 利用状況

生態系被害
No 定着段階

定着可能性 分布拡大
生息環境等学名

選定理由
Ⅰ．生態系被害が大きいもの。
Ⅱ．生物多様性保全上重要な地域に侵入し、問題になっている又はその可能性が高いもの。
Ⅲ．生態系被害のほか、人体や経済・産業に大きな影響を及ぼすもの。
Ⅳ．知見が十分でないものの、近縁種や同様の生態を持つ種が明らかに侵略的であるとの情報があるもの、又は、

近年の国内への侵入や分布の拡大が注目されている等の理由により、知見の集積が必要とされているもの。

対策優先度の要件（※対策優先度の要件は防除推進外来種のみ記入）
① 生態系に係る潜在的な影響・被害が特に重大。
② 生物多様性保全上重要な地域に侵入・定着し被害をもたらす可能性が高い。
③ 絶滅危惧種等の生息・生育に重大な被害を及ぼす可能性が高い。
④ 人の生命・身体や農林水産業等社会経済に対して重大な被害を及ぼす。

昆虫類-5



【国外由来の外来種】

※　掲載の順番は、分類の並びとし、原則日本分類学連合ウェブサイト　日本産生物種数調査　http://www.ujssb.org/biospnum/search.phpに従った。 2026.9.11

※　特定外来生物で指定時から科名に変更があったものについては、原則現科名の後に指定時の科名を括弧書きで記述した。

※　飼養等されているものは基本的に防除等の対象とはならない。

生物 導入 競合 交雑
捕食
摂食

生態
系改
変

繁殖 気候 人体
経済
産業

利用
付着
混入

侵入・定着防止外来種（未定着）

侵入予防外来種（まだ侵入していない種）

1 未定着
侵入予
防外来
種

特定外
来生物

シドニージョウ
ゴグモ科（ジョ
ウゴグモ科）

アトラクス属 Genus Atrax Ⅲ ○ - - - - - - ○ - ◎ - - -
オーストラリア
原産。

- 主に森林。
利用に関する情報は得られなかっ
た。

-
壊死性の強い毒を持ち、原産地で
は人体への咬症被害がしばしば起
きる。

①特定外来、④
各県リスト：栃
木、長崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- - - -

2 未定着
侵入予
防外来
種

特定外
来生物

シドニージョウ
ゴグモ科（ジョ
ウゴグモ科）

ハドロニュケ属 Genus Hadronyche Ⅲ ○ - - - - - - ○ - ◎ - - -
オーストラリア
原産。

- 主に森林。
利用に関する情報は得られなかっ
た。

-
壊死性の強い毒を持ち、原産地で
は人体への咬症被害がしばしば起
きる。

①特定外来、④
各県リスト：栃
木、長崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- - - -

3 未定着
侵入予
防外来
種

特定外
来生物

イトグモ科
特定外来生物のイトグモ
属3種

Loxosceles spp. Ⅲ ○ - - - - - - ○ - ◎ - - -

北米～南米原
産。 グアテマ
ラ、フィンラン
ド、オーストラリ
ア、チュニジア
等に外来分布。

- 住宅地等。
利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

Loxosceles reclusa 、L . laeta 、L .
gaucho  の３種。
壊死性の強い毒を持ち、原産地で
は人体への咬症被害がしばしば起
きる。

①特定外来、④
各県リスト：東
京、長崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)、
Blick et al. (2025)

- - - -

4 未定着
侵入予
防外来
種

特定外
来生物

ヒメグモ科 ジュウサンボシゴケグモ
Latrodectus
tredecimguttatus

Ⅲ ○ ○ - - - - - ○ - ◎ - - ○
ヨーロッパ原
産。

- 住宅地等。
利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

強い神経毒を持つが人の死亡例は
報告されていない。しかし、筋痙攣
や嘔吐、呼吸困難等の症状を引き
起こすとされ、重症化した場合に死
亡する可能性が示唆されている。

①特定外来、④
各県リスト：栃
木、東京、長
崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- - - -

5 未定着
侵入予
防外来
種

特定外
来生物

ヒメグモ科

特定外来生物のゴケグモ
属の全種（セアカゴケグ
モ、ハイイロゴケグモ、ク
ロゴケグモ、ツヤクロゴケ
グモ及びジュウサンボシ
ゴケグモを除く。）

Latrodectus spp. Ⅲ ○ ○ - - - - - ○ - ◎ - - -
世界に広く分
布。

- 様々な環境。
利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

ゴケグモ属の種は基本的にα-ラト
ロトキシンという強い神経毒を持ち、
人体被害が懸念される。南西諸島
に分布するアカオビゴケグモは在来
種と考えられており、特定外来生物
から除外されている。

①特定外来
Dželalija & Mediæ
(2003)、Blick et al.
(2025)

- - - -

定着防止外来種（侵入事例はあるが定着していない種）

6 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

キョクトウサソ
リ科 キョクトウサソリ科 Family Buthidae Ⅲ ○ ◎ - - - - - ○ - ◎ - - ○

世界の熱帯・亜
熱帯域に分布。

-
乾燥地、森林環
境等。

かつてはペットとして飼養されてい
た。現在は特定外来生物に指定さ
れ輸入・飼養等は規制されており、
利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

本科に属するマダラサソリ
Isometrus maculatus が先島諸島に
生息しているが、在来種もしくは古
い時代の外来種の可能性がともに
示唆されている。近年、スリランカ原
産である可能性が示唆されている。
猛毒を有する種を多く含み、人の生
命・人体に対する影響が重大であ
る。2006年、沖縄県にて輸入した衣
服に付着して侵入したサソリに刺さ
れたという被害が報告されている。

①特定外来、④
各県リスト：東京

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)、
国立保健医療科学
院（2016）、Blick et
al. (2025)

- - - -

7 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

ヒメグモ科 ツヤクロゴケグモ Latrodectus hesperus Ⅲ ○ ◎ - - - - - ○ - ◎ - - ◎

北米原産。イス
ラエル、韓国、
アイルランドに
外来分布。

-
都市部、住宅地
等。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

群馬県高崎市などで発見された報
告はあるが、詳細は不明。
クロゴケグモと類似した毒性を持
ち、多数の咬傷事例が報告されて
いる。

①特定外来、④
各県リスト：栃
木、東京、長
崎、沖縄

ゴケグモ情報セン
ターHP、清水ほか
（2014）、Clark et al.
(1992)、Blick et al.
(2025)

- - - -

総合対策外来種（定着）

防除推進外来種（生態系等へ及ぼす影響が大きなもの）

8
定着初期／限定
分布

防除推
進外来
種

④
特定外
来生物

ヒメグモ科 ハイイロゴケグモ Latrodectus geometricus Ⅲ - - ○ - - ○ - ◎ - ○ ◎

アフリカ原産と
考えられる。南
北米、セントヘ
レナ、中東、パ
キスタン、イン
ド、中国、タイ、
マレーシア、パ
プアニューギニ
ア、オーストラリ
ア、ハワイに外
来分布。

東京、神奈川、
愛知、京都、大
阪、兵庫、岡
山、山口、福
岡、宮崎、鹿児
島、沖縄。

都市部、住宅地
等。

現在は特定外来生物に指定され輸
入・飼養等は規制されている。学術
研究等の目的で許可を受けた個体
が飼養されている。

逸出には十分に注
意し、放出しないこ
と。

強い神経毒を持つが人の死亡例は
報告されていない。セアカゴケグモ
よりも攻撃性は弱いとされる。咬ま
れた場合、激しい痛みと嘔吐、腹部
痙攣などの症状を引き起こす場合
がある。

①特定外来、②
W100: 日本、④
各県リスト：群
馬、茨城、栃
木、東京、岐
阜、滋賀、京
都、大阪、山
口、兵庫、岡
山、高知、福
岡、長崎、宮
崎、鹿児島、沖
縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)、
ゴケグモ情報セン
ターHP、清水ほか
（2014）、Blick et al.
(2025)、Wahlberg et
al. (2023)

宮崎県：宮崎県特定外来生物（ハイイロゴケ
グモ）防除対策事業
https://www.biodic.go.jp/biodiversity/activi
ty/local_gov/hozen/r1images/124_r1miyaza
ki-gokegumo.pdf　【URL取得日：2025年11月
27日】

その他、多数の地方公共団体のWebサイト
上にて、防除に関する情報が掲載されてい
る。

環境省：セアカゴケグモ・ハイイロゴケグモ
にご注意ください！
https://www.env.go.jp/nature/intro/4docu
ment/files/r_gokegumo.pdf　【URL取得日：
2025年11月27日】

※セアカゴケグモと併せて注意喚起する
リーフレットやマニュアルが多く存在する。

- -

9
分布拡大期～ま
ん延期

防除推
進外来
種

④
特定外
来生物

ヒメグモ科 セアカゴケグモ Latrodectus hasseltii Ⅲ - - ○ - - ○ - ◎ - ○ ◎

東南アジア～
オーストラリア
原産と考えられ
る。パキスタン、
インド、ニュー
ジーランドに外
来分布。

北海道、東北、
関東、中部、近
畿、中国、四
国、九州、沖
縄。

都市部、住宅地
等。

現在は特定外来生物に指定され輸
入・飼養等は規制されている。学術
研究等の目的で許可を受けた個体
が飼養されている。

逸出には十分に注
意し、放出しないこ
と。

強い神経毒を持ちオーストラリアで
死亡例がある。国内における死亡
例は今のところ確認されていない。
咬まれた場合、激しい痛みと嘔吐、
腹部痙攣などの症状を引き起こす
場合がある。

①特定外来、②
W100:日本、④
各県リスト：福
島、群馬、茨
城、栃木、千
葉、東京、石
川、長野、岐
阜、愛知、滋
賀、京都、大
阪、兵庫、奈
良、和歌山、岡
山、島根、山
口、徳島、香
川、高知、福
岡、長崎、宮
崎、鹿児島、沖
縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)、
ゴケグモ情報セン
ターHP、清水ほか
（2014）、Blick et al.
(2025)、Nentwig et
al.(2017)

三重県四日市市：セアカゴケグモの駆除方
法等に関する 調査研究業務
https://www.city.yokkaichi.lg.jp/www/conte
nts/1723629189386/simple/seakagokegum
o.pdf　【URL取得日：2025年11月27日】

沖縄県：沖縄県外来種対策行動計画に基
づくセアカゴケグモ 早期発見・防除計画
https://www.pref.okinawa.jp/_res/projects/
default_project/_page_/001/004/820/04-
06seakagokegumo.pdf　【URL取得日：2025
年11月27日】

その他、多数の地方公共団体のWebサイト
上にて、防除に関する情報が掲載されてい
る。

環境省：特定外来生物セアカゴケグモ
https://www.env.go.jp/nature/intro/4docu
ment/files/r_seakagokegumo_shikoku.pdf
【URL取得日：2025年11月27日】

福岡県：セアカゴケグモ対策マニュアル
https://www.city.nakagawa.lg.jp/uploaded/a
ttachment/13479.pdf　【URL取得日：2025年
11月27日】
　
その他、多数の地方公共団体のWebサイト
上にて、防除に関する情報が掲載されてい
る。

- -

10
定着初期／限定
分布

防除推
進外来
種

④
特定外
来生物

ヒメグモ科 クロゴケグモ Latrodectus mactans Ⅲ - - - - - ○ - ◎ - ○ ◎

北米原産と考え
られる。南米、
アジアに外来分
布。

山口。
都市部、住宅地
等。

現在は特定外来生物に指定され輸
入・飼養等は規制されている。学術
研究等の目的で許可を受けた個体
が飼養されている。

逸出には十分に注
意し、放出しないこ
と。

2000年10月20日までに、山口県岩
国市の米軍海兵隊基地内で、約60
個体が捕獲されていたことが報告さ
れている。以来、基地側から定期的
に情報提供を受け、地元新聞に逐
一報道されている。基地内で継続的
に確認されている他、基地外でも散
発的に確認記録がある。
本種はゴケグモ属の中でも強い毒
性を持ち、アメリカでは多数の咬傷
事例が報告されている他、死亡例も
確認されている。

①特定外来、④
各県リスト：群
馬、栃木、東
京、滋賀、山
口、高知、長
崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)、
ゴケグモ情報セン
ターHP、清水ほか
（2014）、Blick et al.
(2025)

山口県と岩国市とが連携し、基地周辺の生
息調査を実施している。
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/press/32
5635.html　【URL取得日：2025年11月27日】

- - -

我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（第２版）　＜動物（陸生節足動物）＞

利用上の留意事項 抽出根拠等 防除事例科名 日本での分布
逸出･拡散

和名
（別名、流通名）

選定理由 利用状況
生態系被害

No 定着段階
定着可能性 分布拡大

学名

特に問題と
なる被害

カテゴリ 防除マニュアル
特定外
来生物

関係する感染症
原産地・分布

（日本を除く。）
重要
地域

生息環境等
対策優先度の

要件
他法令での位置付け備考

評価項目

文献等

選定理由
Ⅰ．生態系被害が大きいもの。
Ⅱ．生物多様性保全上重要な地域に侵入し、問題になっている又はその可能性が高いもの。
Ⅲ．生態系被害のほか、人体や経済・産業に大きな影響を及ぼすもの。
Ⅳ．知見が十分でないものの、近縁種や同様の生態を持つ種が明らかに侵略的であるとの情報があるもの、又は、

近年の国内への侵入や分布の拡大が注目されている等の理由により、知見の集積が必要とされているもの。

対策優先度の要件（※対策優先度の要件は防除推進外来種のみ記入）
① 生態系に係る潜在的な影響・被害が特に重大。
② 生物多様性保全上重要な地域に侵入・定着し被害をもたらす可能性が高い。
③ 絶滅危惧種等の生息・生育に重大な被害を及ぼす可能性が高い。
④ 人の生命・身体や農林水産業等社会経済に対して重大な被害を及ぼす。

陸生節足動物-1



生物 導入 競合 交雑
捕食
摂食

生態
系改
変

繁殖 気候 人体
経済
産業

利用
付着
混入

利用上の留意事項 抽出根拠等 防除事例科名 日本での分布
逸出･拡散

和名
（別名、流通名）

選定理由 利用状況
生態系被害

No 定着段階
定着可能性 分布拡大

学名

特に問題と
なる被害

カテゴリ 防除マニュアル
特定外
来生物

関係する感染症
原産地・分布

（日本を除く。）
重要
地域

生息環境等
対策優先度の

要件
他法令での位置付け備考

評価項目

文献等

防除検討外来種（被害の大きさが防除推進外来種には及ばないもの）

11
分布拡大期～ま
ん延期

防除検
討外来
種

イトグモ科 イトグモ Loxosceles rufescens III - - - - - ○ - ◎ - - ◎

地中海沿岸地
方原産。アメリ
カ、メキシコ、ペ
ルー、マカオ、
セントヘレナ、
南アフリカ、イン
ド、中国、韓国、
ラオス、タイ、
フィリピン、オー
ストラリア、ハワ
イに外来分布。

本州、四国、九
州、南西諸島。

住宅地。
利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

過去には在来種として扱われてい
たが、近年の研究から外来種であ
ることが明らかとなった。人への咬
傷被害も確認されている。

④各県リスト：東
京、⑥専門家ヒ
アリング結果

小野（編著）（2009）、
新海（編著）（2017）、
Taucare et al. (2018)
、森戸（2017）、Blick
et al. (2025)、
Nentwig et al.（2017）

- - - -

12
分布拡大期～ま
ん延期

防除検
討外来
種

ヤケヤスデ科 ヤンバルトサカヤスデ Chamberlinius hualienensis Ⅳ ○ - - - - ○ - - ○ - ○
台湾原産と考え
られる。

栃木、埼玉、東
京、神奈川、静
岡、愛知、三
重、奈良、和歌
山、徳島、愛
媛、高知、長
崎、宮崎、鹿児
島、伊豆諸島
（八丈島、青ヶ
島）奄美群島、
沖縄島。

住宅地、農地、
里地・里山的環
境。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

大量発生し不快害虫となる他、防除
の際に焼却などの刺激を与えると、
シアン化合物などを含む異臭を伴う
ガスを発生させ、大量に吸い込むと
頭痛や下痢、吐き気といった症状が
出ることがある。鹿児島県では、異
常発生した本種がレール上を覆い、
列車がスリップして運航が停止する
被害が報告されている。在来種の
ヤスデ類を排除している可能性が
示唆されている。知見の集積が必
要。

④各県リスト:茨
城、東京、滋
賀、長崎、宮
崎、鹿児島、沖
縄

藤山（2009）、石田・
藤山（2010）、新島
（2002）、江口ほか
（2022）、奥村・松尾
（2022）、神谷
（2023）、千代田・八
尾（2024）、自然環境
研究センター（編著）
（2019）

東京都八丈町：ヤンバルトサカヤスデの防
除対策について
https://www.town.hachijo.tokyo.jp/kakuka/j
yumin/yasudetaisaku.pdf
【URL取得日：2025年11月27日】

沖縄県：ヤンバルトサカヤスデの多発事例
とその対策
https://www.pref.okinawa.jp/_res/projects/
default_project/_page_/001/006/581/s20_6
2-72.pdf
【URL取得日：2025年11月27日】

その他、多数の地方公共団体のWebサイト
上にて、防除に関する情報が掲載されてい
る。

東京都八丈町：ヤンバルトサカヤスデの防
除対策について
https://www.town.hachijo.tokyo.jp/kakuka/j
yumin/yasudetaisaku.pdf
【URL取得日：2025年11月27日】

鹿児島県HP：ヤンバルトサカヤスデの防除
対策
https://www.pref.kagoshima.jp/ad03/kuras
hi-
kankyo/recycle/ippan/yasude/yasude_taisa
ku.html
【URL取得日：2025年11月27日】

- -

陸生節足動物-2



【国外由来の外来種】

※　掲載の順番は、分類の並びとし、掲載されている階級はBrusca et al. 2023："Invertebrates 4th ed."に準拠し、掲載されていない階級は、現行リストを参考に整理した。 2026.9.11

※　飼養等されているものは基本的に防除等の対象とはならない。

生物 導入 競合 交雑
捕食
摂食

生態
系改
変

繁殖 気候 人体
経済
産業

利用
付着
混入

侵入・定着防止外来種（未定着）

侵入予防外来種（まだ侵入していない種）

1 未定着
侵入予
防外来
種

ワタリガニ科 ヨ-ロッパミドリガニ Carcinus maenas Ⅰ ○ ○ ○ - ◎ ○ ○ ○ - - ○ - ◎

ヨーロッパ～ア
フリカ北部の大
西洋沿岸原産。
北米大西洋岸、
南アフリカ、
オーストラリア
に外来分布。

-
内湾の岩礁、転
石、干潟、塩性
湿地。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

原産地では食用として利用されてい
る。バラスト水への幼生の混入だけ
でなく、船舶のシーチェストに混入し
ていた事例も知られている。侵入地
では、被食者である在来巻貝の殻
を厚くするなどの表現型変異を短期
間で引き起こし、二枚貝群集の組成
を大きく変化させたことなどが知ら
れる。

②W100：IUCN、
③GISD、④各県
リスト：東京、長
崎、沖縄

Cohen et al. (1995)
、Trussell  (2000) 、
Grosholz (2005)、自
然環境研究センター
（編著）(2019)

- - - -

2 未定着
侵入予
防外来
種

特定外
来生物

ヨコエビ科
ディケロガンマルス・ヴィ
ルロスス

Dikerogammarus villosus Ⅰ ○ - - - ◎ ○ - ○ - - - - ○

東ヨーロッパ、
黒海～カスピ海
地方原産。西
ヨーロッパに外
来分布。

-
湖沼、河川、汽
水域。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

船体付着やバラスト水への混入で
分布拡大したことが知られている。
直達発生で、幅広い水域に侵入し、
他のヨコエビをはじめとする多種の
水生生物を捕食。栄養段階を大きく
変貌させる。

①特定外来、④
各県リスト：東京

Dick & Platvoet
(2000)、 Dick et al.
(2002) 、 Noordhuis
et al. (2009)

- - - -

定着防止外来種（侵入事例はあるが定着していない種）

3 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

モクズガニ科
モクズガニ属の全種（モク
ズガニ及びオガサワラモ
クズガニを除く）

Eriocheir spp. Ⅰ ○ ◎ ◎ ○ - - ○ ○ - - ◎ ○ -

中国等原産。
ヨーロッパ諸
国、北米等に外
来分布。

-

幼体・成体は河
川、プランクトン
幼生は海域で浮
遊生活。

「上海蟹」として食用として利用され
ているが、特定外来生物に指定、輸
入・飼養等は規制されているため、
許可を受けた業者のみが取り扱っ
ている。

逸出には十分注意
し、放出しないこと。

侵入地では、造巣による土手の破
壊や川底の浸食によって生息場所
の物理的構造を大きく変え、漁網内
の漁獲物への食害等の漁業被害を
発生させていることが知られる。

①特定外来、②
W100：IUCN、③
GISD、④各県リ
スト：東京、静
岡、岐阜、長
崎、沖縄

Dittel、 A.I.、
Epifanio、 C.E.
(2009) 、小林哲
（2012）

- - - -

4 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

ザリガニ科
ザリガニ科の全種（ウチダ
ザリガニ（タンカイザリガ
ニを含む。）を除く。）

Astacidae Gen. spp. Ⅰ ○ - ◎ - ◎ ○ - ◎ - - ○ - -

中央アジアから
ヨーロッパ、アメ
リカ北西部、カ
ナダ南西部原
産。アスタクス
属の2種がヨー
ロッパ非自然分
布域に、このう
ち1種はモロッコ
にも外来分布。

-
冷水性の河川
や湖沼等。

過去にペットとして飼養されていた。
現在は特定外来生物に指定され、
輸入・飼養等は規制されている。

逸出には十分注意
し、放出しないこと。

国内で被害を及ぼしているウチダザ
リガニや海外で被害を及ぼしている
アスタクス属等の種を含む科で、他
にも同様の性質を持つ種を含む可
能性がある。そのような種が国内に
定着すればニホンザリガニとの競合
や、植物の切断による環境の改変
や在来動植物の補食等により在来
の淡水生態系に大きな影響を与え
る可能性がある。

①特定外来④
各県リスト：東
京、長崎、沖縄

特定外来生物等専
門家会合（第12回）

- - - -

5 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

アメリカザリガ
ニ科

アメリカザリガニ科の全種
（アメリカザリガニ及びミス
テリークレイフィッシュを除
く。）

Cambaridae Gen. spp. Ⅰ ○ - ◎ - ◎ ○ ○ ◎ - - ○ - -

カナダ、アメリ
カ、ホンジュラ
ス、ベリーズ、
グアテマラ、
キューバ原産。
少なくとも8種で
外来分布が確
認され、種に
よって異なる
が、北米の非自
然分布域や
ヨーロッパに分
布している。

- 河川や湖沼等。
過去にペットとして飼養されていた。
現在は特定外来生物に指定され、
輸入・飼養等は規制されている。

逸出には十分注意
し、放出しないこと。

ラスティークレイフィッシュや、海外
で在来種に被害を及ぼしているノー
ザンクレイフィッシュ等の種を含んで
おり、同属他種等に同様の性質を
持つ種がある可能性があり、国内に
定着すればニホンザリガニとの競合
や、植物の切断による環境の改変
や在来動植物の補食等により在来
の淡水生態系に大きな影響を与え
る可能性がある。

①特定外来③
GISD、④各県リ
スト：東京、静
岡、長崎、沖縄

特定外来生物等専
門家会合（第12回）

- - - -

6 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

アジアザリガニ
科

アジアザリガニ科の全種
（ニホンザリガニを除く。）

Cambaroididae Gen. spp. Ⅰ ○ - ○ - ○ ○ - ○ - - ○ - -
朝鮮半島、北東
アジア原産。

- 河川や湖沼等。
過去にペットとして飼養されていた。
現在は特定外来生物に指定され、
輸入・飼養等は規制されている。

逸出には十分注意
し、放出しないこと。

ニホンザリガニとの競合や、植物の
切断による環境の改変や在来動植
物の捕食等により在来の淡水生態
系に大きな影響を与える可能性が
ある。

①特定外来、④
各県リスト：東
京、長崎

特定外来生物等専
門家会合（第12回）

- - - -

7 未定着
定着防
止外来
種

特定外
来生物

ミナミザリガニ
科 ミナミザリガニ科の全種 Family Parastacidae Ⅰ ○ - ◎ - ○ ○ ○ ◎ - - ○ ○ -

オーストラリア、
ニュージーラン
ド、ニューギニ
ア、マダガスカ
ル、南米原産。
少なくとも4種で
外来分布が確
認され、種に
よって異なる
が、オーストラリ
アの非自然分
布域やタスマニ
ア、ヨーロッパ、
中南米、アフリ
カ等に分布して
いる。

- 河川や湖沼等。

特定外来生物に指定され輸入・飼
養等は規制されているが、展示目
的で許可を受けたケラクス属の一部
の種（マロン）が国内の水族館で飼
養されている。

逸出には十分注意
し、放出しないこと。

ケラクス属等、海外で在来種に被害
を及ぼしており、国内でも被害を及
ぼすおそれが指摘されているケラク
ス属を含んでおり、同属他種等に同
様の性質を持つ種がある可能性が
あり、また、本科の種は非常に大型
になる種を含んでいて競争力が強
いため、国内に定着すればニホン
ザリガニとの競合や、植物の切断に
よる環境の改変や在来動植物の捕
食等により在来の淡水生態系に大
きな影響を与える可能性がある。

①特定外来④
各県リスト：東
京、長崎、沖縄

特定外来生物等専
門家会合（第12回）

- - - -

総合対策外来種（定着）

防除推進外来種（生態系等へ及ぼす影響が大きいもの）

8
定着初期／限定
分布

防除推
進外来
種

①②③
特定外
来生物

ザリガニ科
ウチダザリガニ（シグナル
ザリガニ、タンカイザリガ
ニ、レイクロブスター）

Pacifastacus leniusculus Ⅰ - - ◎ ◎ - ○ - - - ○ -
北米原産。ヨー
ロッパに外来分
布。

北海道、福島、
千葉、長野、滋
賀、栃木、群
馬、新潟、福
井。宮城、富
山、東京でも確
認記録がある。

湖沼、河川等。

特定外来生物に指定され輸入・飼
養等は規制されているが、展示等
の目的で許可を受けた個体が飼養
されている。阿寒湖と塘路湖では漁
業権が設定され食用に漁獲されて
いる。

逸出には十分注意
し、放出しないこと。

侵入した水系で小動物の捕食や水
草の切断による、既存生態系への
悪影響が危惧されている。
また、ニホンザリガニと生息地が重
なることから、競合によりニホンザリ
ガニを駆逐している可能性が示唆さ
れている。
ザリガニカビ病を媒介する可能性が
ある。

①特定外来、②
日本、③GISD、
④各県リスト：北
海道、青森、福
島、栃木、群
馬、千葉、東
京、長野、滋
賀、京都、岐
阜、長崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)、
星野ほか(2023)

環境省：然別湖ウチダザリガニ集中防除
https://hokkaido.env.go.jp/blog/page_00012
.html　【URL取得日：2025年11月28日】

釧路市：春採湖 特定外来生物「ウチダザリ
ガニ」捕獲事業
https://www.city.kushiro.lg.jp/machi/kanky
ou/1004295/1004296/1004298.html　【URL
取得日：2025年11月28日】

その他、複数の地方公共団体にて防除事
業を実施している。

- - -

9
定着初期／限定
分布

防除推
進外来
種

①③
特定外
来生物

アメリカザリガ
ニ科

ミステリークレイフィッシュ
（マーモクレブス、マーブ
ルクレイフィッシュ）

Procambarus virginalis Ⅰ,Ⅳ - - ○ ○ ◎ ○ - - - ○ -

原産地不明。飼
育下において
種分化したと考
えられている。
ヨーロッパ各
地、マダガスカ
ルに外来分布。

沖縄島。 河川等。
過去にはペットとして飼養されてい
た。特定外来生物に指定され輸入・
飼養等は規制されている。

逸出には十分注意
し、放出しないこと。

単為生殖により短期間で増殖するこ
とが知られており、様々な小動物の
捕食や水草の切断により、在来生
態系に甚大な影響をもたらす可能
性がある。また、ザリガニカビ病を媒
介する可能性も示唆されている。
2024年に公園の池で確認された沖
縄県ではその後複数地点で繁殖が
確認され、日本初の定着事例となっ
た。2025年には愛媛県でも再確認さ
れ、150個体以上が捕獲されてお
り、現場での確認調査が継続されて
いる。

①特定外来④
各県リスト：北海
道、東京、岐
阜、滋賀、長
崎、宮崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)、
Vogt et al.(2015)

沖縄県の公園では、池干し後に底面をコン
クリートで覆うなどの大規模な防除が計画さ
れている。

愛媛県では県による定期的な捕獲が行わ
れている。
https://www.pref.ehime.jp/page/6400.html
【URL取得日：2026年9月7日】

- - -

科名 日本での分布
逸出･拡散

和名
（別名、流通名）

選定理由

生態系被害
関係する感染症

原産地・分布
（日本を除く）

重要
地域

利用上の留意事項 抽出根拠等 防除事例日本での利用状況No 定着段階

我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（第２版）　＜動物（甲殻類）＞

定着可能性 分布拡大

学名 生息環境等
対策優先度の

要件
他法令での位置付け備考

評価項目

文献等

特に問題と
なる被害

カテゴリ 防除マニュアル
特定外
来生物

選定理由
Ⅰ．生態系被害が大きいもの。
Ⅱ．生物多様性保全上重要な地域に侵入し、問題になっている又はその可能性が高いもの。
Ⅲ．生態系被害のほか、人体や経済・産業に大きな影響を及ぼすもの。
Ⅳ．知見が十分でないものの、近縁種や同様の生態を持つ種が明らかに侵略的であるとの情報があるもの、又は、

近年の国内への侵入や分布の拡大が注目されている等の理由により、知見の集積が必要とされているもの。

対策優先度の要件（※対策優先度の要件は防除推進外来種のみ記入）
① 生態系に係る潜在的な影響・被害が特に重大。
② 生物多様性保全上重要な地域に侵入・定着し被害をもたらす可能性が高い。
③ 絶滅危惧種等の生息・生育に重大な被害を及ぼす可能性が高い。
④ 人の生命・身体や農林水産業等社会経済に対して重大な被害を及ぼす。

甲殻類-1



生物 導入 競合 交雑
捕食
摂食

生態
系改
変

繁殖 気候 人体
経済
産業

利用
付着
混入

科名 日本での分布
逸出･拡散

和名
（別名、流通名）

選定理由

生態系被害
関係する感染症

原産地・分布
（日本を除く）

重要
地域

利用上の留意事項 抽出根拠等 防除事例日本での利用状況No 定着段階
定着可能性 分布拡大

学名 生息環境等
対策優先度の

要件
他法令での位置付け備考

評価項目

文献等

特に問題と
なる被害

カテゴリ 防除マニュアル
特定外
来生物

10
分布拡大期～ま
ん延期

防除推
進外来
種

①②③

特定外
来生物
（条件
付）

アメリカザリガ
ニ科 アメリカザリガニ Procambarus clarkii Ⅰ - - ◎ ◎ - ○ - - - ◎ -

米国南部原産。
メキシコ、ドミニ
カ、ヨーロッパ
等に外来分布。

全国。
湿地、水田とそ
の周辺等

ペットとして多数飼養されている。か
つては食用ウシガエルの餌として輸
入された。
なお、飼養等は規制されない条件付
特定外来生物に指定され、輸入及
び販売は規制されている。

逸出には十分注意
し、放出しないこと。

陸水生態系に大きな影響を及ぼし
ていることが知られている。
侵入した池・湖では水草を切断する
ことで水生植物群落を壊滅させ、そ
こに生息する小動物と競合又は捕
食することで在来生態系に甚大な
被害をだしている。
2022年に飼育等は規制されない条
件付特定外来生物に指定され、輸
入及び販売は規制された。なお、現
在でも全国各地で、多数が定着して
野外での繁殖も確認されている。

①特定外来、②
日本、③GISD、
④各県リスト：北
海道、青森、福
島、茨城、栃
木、群馬、千
葉、東京、神奈
川、石川、長
野、岐阜、静
岡、愛知、滋
賀、京都、大
阪、兵庫、奈
良、和歌山、鳥
取、島根、岡
山、山口、香
川、高知、福
岡、長崎、大
分、宮崎、鹿児
島、沖縄

農水省：外来生物駆除手法等検討調査業
務
https://www.kkj.go.jp/d/?L=ja&A=Z292Ni9t
YWZmLWhva3VyaWt1LzIwMjUvMjAyNTAzM
DVfMDA1ODlfMDEucGRmCg==　【URL取得
日：2025年11月28日】

その他、多くの地方公共団体やＮＰＯにより
防除が行われている。

環境省：アメリカザリガニ防除マニュアル
https://hokkaido.env.go.jp/content/000175
750.pdf　【URL取得日：2025年11月28日】

環境省：アメリカザリガニ対策の手引き
https://www.env.go.jp/nature/intro/3contro
l/files/r_amezari_tebiki2.pdf　【URL取得日：
2025年11月28日】

- -

防除検討外来種（被害の大きさが防除推進外来種には及ばないもの）

11
定着初期／限定
分布

防除検
討外来
種

クルマエビ科
コウライエビ(タイショウエ
ビ)

Penaeus chinensis Ⅰ,Ⅲ ◎ - - ◎ ◎ ◎ - - ◎ ◎ -
渤海、黄海に分
布。

有明海で放流
種種苗の産卵
が確認された
他、瀬戸内海で
放流種苗が再
捕獲された。

産卵場は泥底
質の浅海域。

かつて、有明海では放流事業が行
われていた。

導入、遺棄、放逐を
しないこと。

渤海・黄海産の本種が輸入・放流さ
れており、有明海（佐賀県）では
1996〜2006年に本種の放流事業に
対して太良町による予算が付いて
いる。在来のクルマエビとの競合や
交雑の可能性が高く、在来資源を圧
迫・変質させる可能性がある。

⑤検討委員

丸山ほか（1987）、
大森（2022）、北田
（2016）、池末ほか
（1967）、池末（1967）

- - - -

12
分布拡大期～ま
ん延期

防除検
討外来
種

テナガエビ科 チュウゴクスジエビ Palaemon sinensis Ⅳ ○ ○ - - - ○ - - - ◎ -
中国、ロシア極
東（サハリンを
含む）等原産。

本州、四国、九
州。

ため池等。 釣り餌として利用されている。
逸出には十分注意
し、放出しないこと。

旧学名：Palaemonetes sinensis 。
河川水辺の国勢調査等により、近
年、急速な分布域の拡大が確認さ
れ、在来スジエビへの影響が懸念さ
れる。

④各県リスト：茨
城、群馬、東
京、岐阜、長
崎、⑤検討委
員、地方環境事
務所、地方公共
団体

内田ほか(2021)、今
井ほか(2021)、斉藤
ほか (2017)

環境省　カワバタモロコの保全の手引き
https://www.env.go.jp/content/000134518.
pdf　【URL取得日：2025年11月28日】
※捕獲・駆除：外来種対策（アメリカザリガ
ニ、スジエビ類）PDFp.23

- - -

13
分布拡大期～ま
ん延期

防除検
討外来
種

ワタリガニ科
チチュウカイミドリガニと
ヨーロッパミドリガニの雑
種

Carcinus aestuarii ×
Carcinus maenas

Ⅳ - - ○ - ○ ○ - - - - ○

地中海、カナリ
ア諸島原産。南
アフリカに外来
分布。

東京湾、駿河
湾、浜名湖、三
河湾、伊勢湾、
大阪湾、徳島
県、瀬戸内海
東部、中海、洞
海湾。

河口～内湾の
岩礁、潟、塩性
湿地。繁殖期は
沖合いへ移動。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

日本に定着しているチチュウカイミド
リガニはヨーロッパミドリガニとの雑
種であるとの報告がある。在来種タ
カノケフサイソガニHemigrapsus
takanoi と食物および棲息場所をめ
ぐって競合関係にあることが明らか
となった。

②W100：日本④
各県リスト：茨
城、千葉、東
京、静岡、愛
知、京都、兵
庫、和歌山、福
岡、長崎、沖
縄、⑤検討委員

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)、
土井他 (2009)、Doi
et al. (2009)、Darling
et al.(2008）、岩崎ほ
か（2025）

- - - -

14
分布拡大期～ま
ん延期

防除検
討外来
種

マミズヨコエビ
科 フロリダマミズヨコエビ Crangonyx floridanus Ⅳ ○ - - - - ○ - - - - ◎ 北米原産。

北海道、本州、
四国、九州。

小河川から大河
川の中流下流
域から止水まで
幅広い止水環
境に生息。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

侵入後20年程度で日本各地に分布
を拡大した。ペットショップで販売さ
れているホテイアオイから検出され
ている。本種の侵入地で他種のヨコ
エビが見られなくなる地域が報告さ
れている。知見の集積が必要。
観賞用の魚類や水生植物に混入し
ている可能性があり直達発生で定
着しやすいため、飼養又は栽培に
使用した水を野外放出しないように
すること。

④各県リスト：福
島、茨城、千
葉、東京、長
野、岐阜、静
岡、滋賀、京
都、奈良、和歌
山、高知、福
岡、長崎、沖縄

金田ほか（2007）、
倉西ほか（2009）、東
城（2009）

- - - -

15
分布拡大期～ま
ん延期

防除検
討外来
種

フジツボ科 タテジマフジツボ Amphibalanus amphitrite Ⅲ ◎ - - - ○ ○ - - ○ - ○

太平洋南西部
原産とする説が
あるが詳細不
明。世界に広く
分布。

全国の沿岸。
内湾の岩礁、港
湾。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

在来フジツボを被覆して内湾の潮間
帯の帯状分布を大きく改変する。船
舶、発電所、工場等の取水施設や
養殖カキに付着し、汚損被害を引き
起こす。

④各県リスト：茨
城、千葉、東
京、静岡、愛
知、京都、和歌
山、高知、福
岡、長崎、大
分、宮崎、鹿児
島、沖縄

Mori、& Tanaka
(1989)、森（2006） 、
自然環境研究セン
ター（編著）(2019)、
山口 (2009)

- - - -

16
分布拡大期～ま
ん延期

防除検
討外来
種

フジツボ科 アメリカフジツボ Amphibalanus eburneus Ⅳ ○ - - - ○ ○ - - - - ○

北～中米の大
西洋沿岸原産。
世界中の温暖
な沿岸域に外
来分布。

本州以南の沿
岸。

内湾の潮間帯、
浅海の貝類に
付着。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-
各地の養殖業の現場において、養
殖カキ等水産物や漁具に付着し、
汚損・漁労被害を引き起こす。

④各県リスト：茨
城、千葉、東
京、静岡、愛
知、京都、兵
庫、和歌山、高
知、福岡、長
崎、宮崎、沖縄

山口（1989） - - - -

17
分布拡大期～ま
ん延期

防除検
討外来
種

フジツボ科 ヨーロッパフジツボ Amphibalanus improvisus Ⅳ ○ - - - ○ ○ - - - - ○

北～南米の大
西洋沿岸原産。
東アジア、ヨー
ロッパ、北米西
部沿岸に外来
分布。

本州以南の沿
岸。

内湾の潮間帯、
浅海の貝類に
付着。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-
各地の養殖業の現場において、養
殖カキ等水産物や漁具に付着し、
汚損・漁労被害を引き起こす。

④各県リスト：茨
城、千葉、東
京、静岡、愛
知、京都、兵
庫、和歌山、高
知、福岡、長
崎、沖縄

山口（1989） - - - -

18
分布拡大期～ま
ん延期

防除検
討外来
種

フジツボ科 キタアメリカフジツボ Balanus glandula Ⅳ ○ - - - ○ ○ - - - - ○
北米の太平洋
沿岸原産。南米
に外来分布。

北海道、東北
沿岸。

潮間帯の上部
～下部。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-
潮間帯の中部で濃密に生息するこ
とから、そこに付着する在来の固着
生物を駆逐することがある。

④各県リスト：北
海道、茨城、東
京、長崎、沖縄

加戸 (2006)、 加戸
（2017）、 Kado &
Nanba (2006)

- - - -

19
分布拡大期～ま
ん延期

防除検
討外来
種

フジツボ科 ナンオウフジツボ Perforatus perforatus Ⅰ,Ⅲ ◎ - - - ○ ○ - - ○ - ○
イギリス南西部
～西アフリカ、
地中海原産。

北海道奥尻島
～富山県魚津
漁港、岩手県
宮古湾～宮城
県志津川湾清
水浜漁港。

潮間帯下部～
潮下帯表層部。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

原産地の水温を考慮すれば、北陸
以北の日本海側と福島県以北の東
北・北海道太平洋岸に定着する可
能性が高い。棲息域は潮間帯下部
から潮下帯上部であり、在来フジツ
ボ類・管棲多毛類と付着場所を巡っ
て競合関係にある。サザエ、イワガ
キにも高密度で付着するため、漁獲
物への汚損被害や漁労被害を発生
させるおそれがある。マガキ・ホタテ
養殖業への汚損被害や漁労被害を
発生させる可能性もある。

④各県リスト：福
岡、⑤検討委員

加戸(2017)、 Kado &
Nanba (2016)、岩崎
ほか（2025）

- - - -

20
分布拡大期～ま
ん延期

防除検
討外来
種

フジツボ科 ココポーマアカフジツボ Megabalanus coccopoma Ⅰ,Ⅲ ◎ - - ◎ ○ ○ - - - - ○

メキシコ～エク
アドル原産。ブ
ラジル、米国、
ヨーロッパの大
西洋岸に外来
分布。

本州、四国、九
州。

潮下帯表層部
の岩礁、魚網、
ブイ、船舶船
体。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

潮下帯の岩場に固まって生息する
ほか、漁業用の浮きや航路ブイ、船
舶の船体にも付着。大型のフジツボ
であるため、漁網・漁具や灯浮標等
への汚損が著しく、漁労被害が生じ
ている。内湾から外海にまで棲息で
きる広塩性と通年に及ぶ繁殖期及
び幼生の定着期を持つという、在来
種のオオアカフジツボやアカフジツ
ボに勝る適応力があるために国内
の広域に分布しており、上記の在来
フジツボとの競合の可能性が高い。

④各県リスト：茨
城、千葉、東
京、愛知、和歌
山、高知、⑤検
討委員

山口ほか(2009)、 山
口ほか(2011)、 山口
(2014)、岩崎ほか
（2025）

- - - -

甲殻類-2



【国外由来の外来種】

※　掲載の順番は、分類の並びとし、掲載されている階級はBrusca et al. 2023："Invertebrates 4th ed."に準拠し、掲載されていない階級は、現行リストを参考に整理した。 2026.9.11

※　特定外来生物で指定時から科名に変更があったものについては、原則現科名の後に指定時の科名を括弧書きで記述した。

※　飼養等されているものは基本的に防除等の対象とはならない。

生物 導入 競合 交雑
捕食
摂食

生態
系改
変

繁殖 気候 人体
経済
産業

利用
付着
混入

侵入・定着防止外来種（未定着）

侵入予防外来種（まだ侵入していない種）

1 未定着
侵入予
防外来
種

特定外
来生物

イガイ科
カワヒバリガイ属（カワヒ
バリガイを除く。）

Limnoperna  spp. Ⅰ,Ⅲ ○ ○ ◎ - - ○ - ○ - - ◎ - ○
東アジア～東南
アジアに分布。

-
淡水域の岩の
裏、水路等。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

導入しないこと。

付着基盤を被覆することで在来生
物相に大きな影響を与えている可
能性がある。Limnoperna siamensis
はカワヒバリガイと形態が類似し、
シノニムとして扱われることがある。

①特定外来、④
各県リスト：栃
木、静岡、長
崎、宮崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- - - -

2 未定着
侵入予
防外来
種

特定外
来生物

カワホトトギス
科 クワッガガイ Dreissena bugensis Ⅰ,Ⅲ ○ ○ ◎ - - ○ ○ ○ - - ◎ - ○

黒海沿岸原産。
カスピ海、ヨー
ロッパ、北米等
に外来分布。

-
淡水、汽水の
岩、人工構造
物、泥中。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

導入しないこと。
付着基盤を被覆することで在来生
物相に大きな影響を与える。

①特定外来、③
GISD、④各県リ
スト：東京、長
崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- - - -

3 未定着
侵入予
防外来
種

特定外
来生物

カワホトトギス
科

カワホトトギスガイ（ゼブラ
ガイ、ゼブラマッセル）

Dreissena polymorpha Ⅰ,Ⅲ ○ ○ ◎ - - ○ ○ ○ - - ◎ - ○

黒海、カスピ海
及び周辺河川
原産。ヨーロッ
パや北米等に
外来分布。

- 湖沼、河川。
利用に関する情報は得られなかっ
た。

導入しないこと。

付着基盤を被覆することで在来生
物相に大きな影響を与える。ヨー
ロッパでは本種の摂食活動を利用
して貯水池の水質を浄化させる試
みがなされている。

①特定外来、③
GISD、④各県リ
スト：東京、長
崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- - - -

総合対策外来種（定着）

防除推進外来種（生態系等へ及ぼす影響が大きいもの）

4
分布拡大期～ま
ん延期

防除推
進外来
種

④ リンゴガイ科
スクミリンゴガイ（ジャンボ
タニシ）

Pomacea canaliculata Ⅲ ○ - - - - ○ - ◎ ◎ ◎ -

南米原産。中
国、韓国、東南
アジア、ハワイ
等に外来分布。

関東以南。 水田、水路等。
かつては食用とされていたこともあ
る。近年も「生きた除草剤」として水
田への意図的導入例がある。

逸出には十分に注
意し、放出しないこ
と。

九州等で水稲への食害が起きてい
る。アジア諸国ではタロイモやレンコ
ンなどへの食害も起きている。広東
住血線虫の中間宿主となる。

②W100：日本・
IUCN、③GISD、
④各県リスト：北
海道、茨城、群
馬、千葉、東
京、長野、岐
阜、静岡、愛
知、滋賀、兵
庫、奈良、和歌
山、鳥取、山
口、徳島、香
川、愛媛、高
知、福岡、長
崎、大分、宮
崎、鹿児島、沖
縄、⑤地方公共
団体

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

農水省：スクミリンゴガイ（ジャンボタニシ）
の被害防止対策について
https://www.maff.go.jp/j/syouan/syokubo/
gaicyu/siryou2/sukumi/sukumi.html　【URL
取得日：2025年11月28日】

農水省：病害虫の効率的防除体制の再編
委託事業（スクミリンゴガイの総合防除体系
の確立）
https://www.maff.go.jp/j/syouan/syokubo/
gaicyu/syokubo_seika/attach/pdf/syokubo_
seika-90.pdf
【URL取得日：2025年11月28日】

その他、複数の地方公共団体にて防除事
業を実施している。

農水省：スクミリンゴガイ防除対策マニュア
ル（移植水稲）
https://www.maff.go.jp/j/syouan/syokubo/
gaicyu/siryou2/sukumi/attach/pdf/sukumi
-10.pdf
【URL取得日：2025年11月28日】

農水省：ジャンボタニシ（スクミリンゴガイ）
の被害防止について
https://www.maff.go.jp/j/syouan/syokubo/
gaicyu/siryou2/sukumi/attach/pdf/sukumi
-13.pdf
【URL取得日：2025年11月28日】

滋賀県：スクミリンゴガイ（ジャンボタニシ）
防除対策マニュアル
https://www.pref.shiga.lg.jp/file/attachmen
t/5464094.pdf
【URL取得日：2025年11月28日】

その他、複数の地方公共団体にて防除事
業を実施している。

植物防疫法（法第二十
二条［定義］第一項の
農林水産大臣の指定
する有害動物又は有害
植物）
植物防疫法（リンゴガイ
科として、植物防疫法
施行規則別表一の第
一の二の項の農林水
産大臣が指定する有害
動物）
植物防疫法（植物防疫
法施行規則別表一の
第一の二の項の農林
水産大臣が指定する有
害動物、二  まん延した
場合に有用な植物に損
害を与えるおそれがな
いことが確認されてい
ない有害動物から除か
れる有害動物）
植物防疫法による生き
た昆虫・微生物などの
輸入規制について
http://www.pps.go.jp/r
gltsrch/（輸入規制:規
制無)

広東住血線虫症

5
分布拡大期～ま
ん延期

防除推
進外来
種

④ リンゴガイ科
ラプラタリンゴガイ（ジャン
ボタニシ）

Pomacea insularum Ⅲ ○ - - - - ○ - ◎ ◎ ○ -

南米原産。ヨー
ロッパ、東南ア
ジア、中国等に
外来分布。

静岡、広島、八
重山諸島。

水田、水路等。
近年も「生きた除草剤」として水田
への意図的導入例がある。

逸出には十分に注
意し、放出しないこ
と。

輸入について植物防疫法上の規制
あり。
広東住血線虫の中間宿主となる可
能性がある。

④各県リスト：東
京、静岡、滋
賀、長崎、鹿児
島、沖縄

Matsukura et al.
(2008)

- -

植物防疫法（リンゴガイ
科として、植物防疫法
施行規則別表一の第
一の二の項の農林水
産大臣が指定する有害
動物）
植物防疫法による生き
た昆虫・微生物などの
輸入規制について
http://www.pps.go.jp/r
gltsrch/（輸入規制:規
制有)

可能性として広東
住血線虫症

6
定着初期／限定
分布

防除推
進外来
種

①②③④
アフリカマイマ
イ科 アフリカマイマイ Achatina fulica Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ - - ◎ - - ○ ◎ ◎ ◎ - ○

東アフリカ原
産。マダガスカ
ル、モーリシャ
ス、コモロ、イン
ド、東南アジ
ア、中国南部、
台湾、ハワイ、
バヌアツ等に外
来分布。

小笠原諸島、
沖縄島、奄美
群島、宮古島、
八重山諸島。

畑地に隣接した
草むらや林縁
の藪等。原生的
な森林（小笠原
諸島）。

かつては食用として利用されていた
が、現在は利用に関する情報は得
られなかった。

-

輸入について植物防疫法上の規制
あり。
国内移動について植物防疫法上の
規制あり。
広東住血線虫の中間宿主となる。
小笠原で国内希少野生動植物種で
あるタイヨウフウトウカズラを食害す
る。

②W100：日本・
IUCN、③GISD、
④各県リスト：長
崎、鹿児島、沖
縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- -

植物防疫法（法第十六
条の三第一項の農林
水産省令で定める地域
内にある有害動物又は
有害植物で農林水産省
令で定めるもの）
植物防疫法（法第十六
条の六［侵入警戒有害
動植物］の農林水産大
臣が指定する有害動物
又は有害植物）
植物防疫法（法第五条
の二［検疫有害動植
物］第一項の農林水産
省令で定める有害動物
又は有害植物）
植物防疫法（アフリカマ
イマイ科として、植物防
疫法施行規則別表一
の第一の二の項の農
林水産大臣が指定する
有害動物）
植物防疫法による生き
た昆虫・微生物などの
輸入規制について
http://www.pps.go.jp/r
gltsrch/（輸入規制:規
制有)

広東住血線虫症

7
定着初期／限定
分布

防除推
進外来
種

①②③
特定外
来生物

ヤマヒタチオビ
科（スピラクスィ
ダエ科）

ヤマヒタチオビ（オカヒタチ
オビ）

Euglandina rosea Ⅰ,Ⅱ - - ◎ - - ○ ◎ ◎ - - ○

北米フロリダ、
中南米原産。熱
帯・亜熱帯の世
界各地に外来
分布。

小笠原諸島父
島。

温暖な地域の
森林～草原。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

ハワイ諸島等で固有陸産貝類の絶
滅要因となっている。現在、小笠原
諸島ではニューギニアヤリガタリク
ウズムシの侵入により激減し、ほと
んど見られないが注意が必要であ
る。
広東住血線虫の中間宿主となる可
能性がある。

①特定外来、②
W100：日本・
IUCN、③GISD、
④各県リスト：長
崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- - -

広東住血線虫症
（実験下で宿主と
なることが知られ
ている）

8
定着初期／限定
分布

防除推
進外来
種

①②③
マラッカベッコ
ウ科

アジアベッコウ（アジア
ベッコウマイマイ）

Tanychlamys indica Ⅰ,Ⅱ ○ - ◎ - - ○ ◎ - ○ - ○

インド原産。ブ
ラジル、アメリカ
南東部、エジプ
ト、モーリシャ
ス、マレーシア
に外来分布。

沖縄、小笠原
諸島、大東諸
島。

森林内、畑、集
落地等。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

小笠原諸島母島で急速に分布拡
大。陸産貝類の捕食が確認されて
いる。
植物の流通を介して侵入・拡散した
と考えられる。

④各県リスト：沖
縄、⑤地方環境
事務所、地方公
共団体

Hirano et al. (2023)
（営農研修所）近藤
ほか(2021)、
Kimura (2015)、環境
省：
https://www.env.go.j
p/nature/intro/2outli
ne/iaslist/gairailist/b
ylist4/ref02.pdf

小笠原世界遺産センター：小笠原諸島世界
自然遺産に関する基礎資料集令和5年度
版
https://ogasawara-info.jp/wp-
content/uploads/2024/04/e6a2b87dfbf37f
b88d38b73dfb7d99ee.pdf
【URL取得日：2025年11月28日】

-

植物防疫法（ベッコウマ
イマイ科として、植物防
疫法施行規則別表一
の第一の二の項の農
林水産大臣が指定する
有害動物）

-

科名 日本での分布
逸出･拡散

和名
（別名、流通名）

選定理由

生態系被害
関係する感染症

原産地・分布
（日本を除く）

重要
地域

利用上の留意事項 抽出根拠等 防除事例日本での利用状況No 定着段階

我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（第２版）　＜動物（軟体動物）＞

定着可能性 分布拡大

学名 生息環境等
対策優先度の

要件
他法令での位置付け備考

評価項目

文献等

特に問題と
なる被害

カテゴリ 防除マニュアル
特定外
来生物

選定理由
Ⅰ．生態系被害が大きいもの。
Ⅱ．生物多様性保全上重要な地域に侵入し、問題になっている又はその可能性が高いもの。
Ⅲ．生態系被害のほか、人体や経済・産業に大きな影響を及ぼすもの。
Ⅳ．知見が十分でないものの、近縁種や同様の生態を持つ種が明らかに侵略的であるとの情報があるもの、又は、

近年の国内への侵入や分布の拡大が注目されている等の理由により、知見の集積が必要とされているもの。

対策優先度の要件（※対策優先度の要件は防除推進外来種のみ記入）
① 生態系に係る潜在的な影響・被害が特に重大。
② 生物多様性保全上重要な地域に侵入・定着し被害をもたらす可能性が高い。
③ 絶滅危惧種等の生息・生育に重大な被害を及ぼす可能性が高い。
④ 人の生命・身体や農林水産業等社会経済に対して重大な被害を及ぼす。

軟体動物-1



生物 導入 競合 交雑
捕食
摂食

生態
系改
変

繁殖 気候 人体
経済
産業

利用
付着
混入

科名 日本での分布
逸出･拡散

和名
（別名、流通名）

選定理由

生態系被害
関係する感染症

原産地・分布
（日本を除く）

重要
地域

利用上の留意事項 抽出根拠等 防除事例日本での利用状況No 定着段階
定着可能性 分布拡大

学名 生息環境等
対策優先度の

要件
他法令での位置付け備考

評価項目

文献等

特に問題と
なる被害

カテゴリ 防除マニュアル
特定外
来生物

9
分布拡大期～ま
ん延期

防除推
進外来
種

①④
特定外
来生物

イガイ科 カワヒバリガイ Limnoperna fortunei Ⅰ,Ⅲ ◎ - - ○ ○ ○ - - ◎ - ○

中国、朝鮮半島
原産。アルゼン
チン、ブラジ
ル、パラグア
イ、ウルグアイ
に外来分布。

利根川水系、
大塩湖（群馬
県）、天竜川、
宇連川・矢作川
（愛知県）、木
曽川水系、琵
琶湖・淀川水
系。

淡水域の岩の
裏、水路等。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

導入しないこと。

付着基盤を被覆することで在来生
物相に大きな影響を与えている。本
種の生息水域における水利用は、
分布拡大に直結するため注意が必
要。

①特定外来、④
各県リスト：茨
城、栃木、東
京、岐阜、静
岡、滋賀、兵
庫、岡山、長
崎、宮崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

農研機構：特定外来生物カワヒバリガイの
現状と被害対策
https://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/cont
ent/000743212.pdf
【URL取得日：2025年11月28日】

農水省：カワヒバリガイ被害対策マニュアル
https://www.maff.go.jp/j/nousin/kankyo/k
ankyo_hozen/k_hozen/pdf/kawahibarimanu
al.pdf
【URL取得日：2025年11月28日】

- -

10
定着初期／限定
分布

防除推
進外来
種

①
マルスダレガイ
科 ホンビノスガイ Mercenaria mercenaria Ⅳ ○ - - - ○ ○ - - - ○ -

北米東海岸原
産。北米西岸、
イギリス、フラン
ス、オランダに
外来分布。

東京湾、大阪
湾。

内湾の砂泥底。

食用として利用されている。千葉県
市川市塩浜地先と船橋市地先では
漁業権が設定され食用に漁獲され
ている。

導入、遺棄、放逐を
しないこと。近年食用
目的の利用も増加し
ているが、畜養、養
殖時は逸出を極力
防ぐこと。

東京湾や大阪湾の貧酸素環境でも
残存することで在来種を抑えて優占
種となる可能性があるほか、他の干
潟でもアサリ等二枚貝と競合する可
能性があり、放流や海に繋がる場
所での蓄養は避けるべき。

④各県リスト：北
海道、千葉、東
京、愛知、京
都、和歌山、高
知、長崎、沖
縄、⑤検討委員

樋渡・木幡 (2005)、
木村（2009）、中村ほ
か（2012）、 遠藤・
佐々木（2020）、岩崎
ほか（2025）

- - - -

11
定着初期／限定
分布

防除推
進外来
種

①
マルスダレガイ
科

シナハマグリなど外国産
ハマグリ属（在来のハマ
グリ、チョウセンハマグ
リ、トゥドゥマリハマグリ以
外のハマグリ属）

Meretrix petechialis
Meretrix 　spp.

Ⅰ,Ⅲ - ◎ - - ○ ○ - - ○ ○ ○
朝鮮半島、中
国、台湾、ベト
ナム原産。

太平洋側は東
京湾以西瀬戸
内海まで、日本
海・東シナ海側
は富山県、福
岡県、有明海、
鹿児島県。

内湾干潟の砂
泥底。

種苗放流や蓄養が行われ、食用と
して利用されている。

導入、遺棄、放逐を
しないこと。近年食用
目的の利用も増加し
ているが、畜養、養
殖時は逸出を極力
防ぐこと。

1970年代以降の漁獲量激減に伴
い、中国からシナハマグリが放流さ
れ在来種と交雑が生じた。東京湾で
は台湾からM.taiwanica （和名なし）
が在来種として導入されたと考えら
れる。在来ハマグリを保全するため
には外来ハマグリの野外導入をや
めるべき。愛知県では「自然環境の
保全及び緑化の推進に関する条
例」によってシナハマグリの放流は
禁止されている。

②W100：日本、
④各県リスト：千
葉、東京、愛
知、京都、和歌
山、香川、愛
媛、高知、長
崎、鹿児島、沖
縄、⑤検討委員

Yamakawa & Imai
(2012) 、Yamakawa
& Imai (2013) 、
Hsiao & Chuang
(2023)、 日本生態学
会 (編) (2002) 、自
然環境研究センター
（編著）(2019)、岩崎
ほか（2025）

- - - -

防除検討外来種（被害の大きさが防除推進外来種には及ばないもの）

12
分布拡大期～ま
ん延期

防除検
討外来
種

カリバガサ科 シマメノウフネガイ Crepidula onyx Ⅳ ○ - - - ○ ○ - - ○ - ○
太平洋東岸原
産。

北海道、本州。
四国、九州。

潮間帯～水深
30mの海域。大
型貝類（サザ
エ・アワビ等）の
貝殻や岩に付
着。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

水産利用種のサザエやアワビに付
着し、商品価値の低下等を引き起こ
し、取り除きのためのコスト増大でも
問題視されている。生態系等への
影響については知見の集積が必
要。

④各県リスト：北
海道、茨城、千
葉、東京、静
岡、愛知、京
都、兵庫、和歌
山、香川、愛
媛、高知、福
岡、長崎、大
分、宮崎、鹿児
島、沖縄

日本生態学会 (編)
(2002)、山崎ほか
(2009)、岩崎ほか
（2025）

- - - -

13
分布拡大期～ま
ん延期

防除検
討外来
種

ミズツボ科 コモチカワツボ Potamopyrgus antipodarum Ⅳ ○ - - - - ○ - - - ○ ○

ニュージーラン
ド原産。アメリ
カ、ヨーロッパ、
オーストラリア
に外来分布。

北海道、本州、
四国、九州。

主に砂礫質の
小河川等の淡
水、汽水域から
も報告があり、
環境選好性は
幅広い。

ホタルの餌として利用され、拡散す
る事例がある。

導入、遺棄、放逐を
しないこと。非意図的
な侵入にも留意すべ
き。

無性生殖で増殖し、繁殖力が極め
て強く、非常に高密度で生息してい
る地域が報告されている。知見の集
積が必要。カワニナの移植による非
意図的な導入に留意すべき。

③GISD、④各県
リスト：北海道、
青森、福島、茨
城、千葉、東
京、神奈川、長
野、岐阜、静
岡、愛知、滋
賀、京都、兵
庫、和歌山、香
川、長崎、宮
崎、鹿児島、沖
縄

浦部(2007)、増田ほ
か（2010）

国土交通省：馬淵川水辺の楽校｢コモチカ
ワツボ｣駆除大作戦！
https://www.thr.mlit.go.jp/bumon/kisya/kis
yah/images/31038_1.pdf
【URL取得日：2026年1月6日】

- - -

14
定着初期／限定
分布

防除検
討外来
種

オリイレヨフバ
イ科 カラムシロ Nassarius sinarus Ⅰ,Ⅲ ◎ - ◎ - ○ ○ - - ◎ - ○

中国沿岸原産。
韓国に分布。

瀬戸内海、有
明海。

干潟。

中国では食用として利用されるが、
精神障害、呼吸麻痺による死亡例
がある。国内では利用に関する情
報は得られなかった。

-

アゲマキやアサリの輸入漁業資源
に混入して侵入したと考えられてい
る。
同所的に生息するウネハナムシロ
やヒロオビヨフバイと競合し、これら
の個体群に悪影響を及ぼす可能性
がある。カゴ漁などの水産業に大き
な被害を与えている他、中国の東シ
ナ海側では食用されることがある
が、精神障害や呼吸麻痺による死
亡事例があるため、誤った摂食によ
る人的被害が発生するおそれがあ
る。

④各県リスト：東
京、京都、香
川、福岡、長
崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)

- - - -

15
分布拡大期～ま
ん延期

防除検
討外来
種

モノアラガイ科 ハブタエモノアラガイ Lymnaea columella Ⅳ ○ - - - - ○ - - - - ○

北米原産。ヨー
ロッパ、アジア、
オーストラリア
等に外来分布。

本州、四国。

池沼、水路等の
止水か半止水
的な環境の淡
水。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

在来のモノアラガイとの置き換わり
の事例が確認されている。肝蛭等
の吸虫類の中間宿主になりうる。知
見の集積が必要。
観賞用の魚類や水生植物に混入し
ている可能性があり、直達発生で定
着しやすいため、飼養又は栽培に
使用した水を野外放出しないように
すること。

④各県リスト：北
海道、福島、茨
城、千葉、東
京、岐阜、静
岡、愛知、滋
賀、京都、奈
良、和歌山、鳥
取、山口、香
川、高知、福
岡、長崎、宮
崎、鹿児島、沖
縄

高倉（2008） - -

植物防疫法（モノアラガ
イ科として、植物防疫法
施行規則別表一の第
一の二の項の農林水
産大臣が指定する有害
動物）

-

16
分布拡大期～ま
ん延期

防除検
討外来
種

ヒラマキガイ科 ヒロマキミズマイマイ Menetus dilatatus Ⅳ ○ - - - ○ ○ - - - - ○
北米原産。ヨー
ロッパに外来分
布。

宮城、神奈川、
岐阜、新潟、愛
知、石川、滋
賀、大阪、兵
庫。

河川。
利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

河川水辺の国勢調査等により、近
年、急速な分布域の拡大が確認さ
れ、ハブタエモノアラガイと同様に生
態系被害が想定される。
観賞用の魚類や水生植物に混入し
ている可能性があり、直達発生で定
着しやすいため、飼養又は栽培に
使用した水を野外放出しないように
すること。

④各県リスト：愛
知、京都、福
島、滋賀、福
岡、⑤検討委員

河川水辺の国勢調
査結果等

- -

植物防疫法（ヒラマキガ
イ科として、植物防疫法
施行規則別表一の第
一の二の項の農林水
産大臣が指定する有害
動物）

-

17
分布拡大期～ま
ん延期

防除検
討外来
種

オカクチキレガ
イ（オカチョウジ
ガイ）科

オオクビキレガイ Rumina decollata Ⅳ ○ - ○ - - ◎ - - ○ - ○

地中海沿岸地
域原産。北米、
南米、東アジア
に外来分布。

本州（関東以
西）、九州。

市街地、農耕地
の乾燥した環境
でも生息可能。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

農作物、園芸植物への影響が懸念
されている。また、海外では他の陸
産貝類を捕食することが知られてい
る。自家受精で繁殖可能。知見の
集積が必要。
農業用や園芸用の資機材・種苗に
混入して分布拡大する可能性があ
り、留意が必要。
輸入について植物防疫法上の規制
あり。

④各県リスト：千
葉、東京、静
岡、愛知、滋
賀、京都、兵
庫、和歌山、山
口、福岡、長
崎、大分、沖縄

松隈・武田(2009)、梅
谷（編）（2012）、
Fisher et al.(1980）、
石田 (2020)、愛知県
の外来種 ブルー
データブックあいち
2021（2021）

- -

植物防疫法（アフリカマ
イマイ科として、植物防
疫法施行規則別表一
の第一の二の項の農
林水産大臣が指定する
有害動物）

-

18
定着初期／限定
分布

防除検
討外来
種

コウラナメクジ
科 マダラコウラナメクジ Limax maximus Ⅳ ○ - ○ - - ○ - - ○ - ○

ヨーロッパ原
産。南北アメリ
カ、ニュージー
ランド、オースト
ラリア等に外来
分布。

北海道、本州
の一部に導入、
定着も確認され
ている。

都市部、住宅
地、農耕地、河
川敷等。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

海外では他種のナメクジに対して高
い攻撃性を持つことや、園芸植物や
農作物への被害の報告がある。知
見の集積が必要。
農業用や園芸用の資機材・種苗に
混入して分布拡大する可能性があ
り、留意が必要。
輸入について植物防疫法上の規制
あり。

④各県リスト：福
島、茨城、群
馬、東京、長
野、滋賀、京
都、長崎、沖縄

Rollo (1983)、 Baker
& McGhie (1984)

- -

植物防疫法（コウラナメ
クジ科として、植物防疫
法施行規則別表一の
第一の二の項の農林
水産大臣が指定する有
害動物）

-

19
分布拡大期～ま
ん延期

防除検
討外来
種

コハクガイ科 コハクガイ Zonitoides arboreus Ⅱ ○ - ◎ - - ○ ◎ - ○ - ○
北米原産。世界
に広く外来分
布。

日本全国。 庭園や畑地等。
利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

農作物や家庭菜園の植物の食害や
観賞用の花卉類、特に高価なラン
類の花芽を食害する種として知られ
ている。
在来陸産貝類（野外飼育されている
生息域外保全個体）の卵を捕食、高
密度になり保全に影響を及ぼす。
農業用や園芸用の資機材・種苗に
混入して分布拡大する可能性があ
り、留意が必要。

④各県リスト：北
海道、茨城、千
葉、愛知、滋
賀、京都、奈
良、鳥取、山
口、高知、福
岡、宮崎、鹿児
島、沖縄、⑤地
方環境事務所

ブルーデータブック
あいち2012（2012）、
樋口ほか(2020)

農林水産省：非検疫有害動植物（まん延し
た場合に有用な植物に損害を与えるおそ
れがないことが確認されていない有害動植
物から除かれる有害動植物）の病害虫リス
クアナリシス（PRA）報告書　3) 第3次改正
において追加した非検疫有害動植物の
PRA報告書
https://www.maff.go.jp/j/syouan/keneki/ki
kaku/pdf/3ji_non_quarantine_pest.pdf
【URL取得日：2025年11月28日】

-

植物防疫法（コハクガイ
科として、植物防疫法
施行規則別表一の第
一の二の項の農林水
産大臣が指定する有害
動物）
植物防疫法（植物防疫
法施行規則別表一の
第一の二の項の農林
水産大臣が指定する有
害動物、二  まん延した
場合に有用な植物に損
害を与えるおそれがな
いことが確認されてい
ない有害動物から除か
れる有害動物）
植物防疫法による生き
た昆虫・微生物などの
輸入規制について
http://www.pps.go.jp/r
gltsrch/（輸入規制:規
制無)

-

軟体動物-2



生物 導入 競合 交雑
捕食
摂食

生態
系改
変

繁殖 気候 人体
経済
産業

利用
付着
混入

科名 日本での分布
逸出･拡散

和名
（別名、流通名）

選定理由

生態系被害
関係する感染症

原産地・分布
（日本を除く）

重要
地域

利用上の留意事項 抽出根拠等 防除事例日本での利用状況No 定着段階
定着可能性 分布拡大

学名 生息環境等
対策優先度の

要件
他法令での位置付け備考

評価項目

文献等

特に問題と
なる被害

カテゴリ 防除マニュアル
特定外
来生物

20
分布拡大期～ま
ん延期

防除検
討外来
種

イガイ科 ムラサキイガイ Mytilus galloprovincialis Ⅰ,Ⅲ ◎ ◎ - ○ ○ ○ - - ◎ ○ ○

地中海沿岸原
産。韓国、オー
ストラリア、北
米、アフリカ等
に外来分布。

ほぼ全国の沿
岸域。

潮間帯域の岩・
人工構造物に
付着。

食用として、一部で利用されてい
る。岩手県において漁業権に基づく
養殖の実態がある。

導入、遺棄、放逐を
しないこと。近年食用
目的の利用も増加し
ているが、畜養、養
殖時は逸出を極力
防ぐこと。

付着基盤を被覆することで在来生
物相に大きな影響。大発生年には
カキ等の養殖に甚大な被害を与え
ることがあり、国内でも広島等で被
害事例がある。
北海道では在来種キタノムラサキイ
ガイとの交雑個体がほぼ全域で確
認されている。近年食用目的の利
用も増加しているが、海面での繁殖
を抑制する技術開発が必要。

②W100：日本・
IUCN、③GISD、
④各県リスト：北
海道、茨城、千
葉、東京、静
岡、愛知、京
都、兵庫、和歌
山、鳥取、徳
島、香川、愛
媛、高知、福
岡、長崎、大
分、宮崎、鹿児
島、沖縄

Brannock et
al.(2009)、Iwasaki
(2019)

- - - -

21
分布拡大期～ま
ん延期

防除検
討外来
種

イガイ科 ミドリイガイ Perna viridis Ⅰ,Ⅲ ◎ - - ○ ○ ○ - - ◎ ○ ○

インド洋～西太
平洋の熱帯域
原産。カリブ
海、メキシコ湾、
オーストラリア
沿岸に外来分
布。

山形、新潟、関
東以西。

潮間帯の岩、人
工構造物。

食用とされるが、国内での生産はな
いと思われる。沖縄島と石垣島では
養殖試験で導入されたが中止され
た。

導入しないこと。

付着基盤を被覆することで在来生
物相に大きな影響を与えている他、
取水施設に汚損被害を与えてい
る。

③GISD、④各県
リスト：東京、静
岡、愛知、京
都、兵庫、和歌
山、徳島、香
川、高知、福
岡、長崎、大
分、宮崎、鹿児
島、沖縄

岩崎ほか（2004）、自
然環境研究センター
（編著）(2019)、岩崎
ほか（2025）

- - - -

22
分布拡大期～ま
ん延期

防除検
討外来
種

イガイ科 コウロエンカワヒバリガイ Xenostrobus securis Ⅰ,Ⅲ ◎ - - ○ ○ ○ - - ◎ - ○

オーストラリア、
ニュージーラン
ド沿岸原産。ア
ドリア海に外来
分布。

岩手・秋田以
南。

内湾、河口等の
潮間帯。

兵庫県尼崎市では人工干潟での水
質浄化のために導入・利用された。

導入しないこと。

付着基盤を被覆することで在来生
物による潮間帯の帯状分布を破壊
し、船舶や水利施設、漁具等に汚損
被害を与えている。

②W100：日本、
④各県リスト：北
海道、茨城、千
葉、東京、静
岡、愛知、京
都、兵庫、和歌
山、鳥取、徳
島、香川、高
知、福岡、長
崎、大分、宮
崎、沖縄

Iwasaki & Yamamoto
(2014)、自然環境研
究センター（編著）
(2019)、Iwasaki
(2024)、岩崎ほか
（2025）

- - - -

23
定着初期／限定
分布

防除検
討外来
種

イタボガキ科 ヨーロッパヒラガキ Ostrea edulis Ⅰ,Ⅲ ◎ - - ○ ○ ○ - - ○ - -

ヨーロッパ、北
東大西洋、地中
海、黒海原産。
アメリカに外来
分布。

青森、岩手。 沿岸域。
試験的養殖が屋外で行われてい
た。現時点で養殖・流通をめざす動
きがある。

導入、遺棄、放逐を
しないこと。近年食用
目的の利用も増加し
ているが、畜養、養
殖時は逸出を極力
防ぐこと。

1952年にオランダから輸入されて宮
城県等で増養殖の試験研究が開始
され、北海道、青森県、岩手県、宮
城県では屋外で垂下養殖試験も行
われた。しかし、養殖事業化は成功
せず、屋外での発見もなかったため
に定着していないと思われていた
が、2023年4月に岩手県や山田湾で
養殖マガキ等に付着・生存している
ことが確認されたため、当地で定着
していることは確実である。養殖マ
ガキや養殖ホタテへの汚損被害を
発生させ、岩礁や礫などの硬基質
ではEcosystem engineerとなって生
態系の構造を改変する可能性が高
い。近年食用目的の利用も増加し
ているが、海面での繁殖を抑制する
技術開発が必要。

③GISD、⑤検討
委員

寺本ほか (2024)、岩
崎ほか（2025）

- - - -

24
分布拡大期～ま
ん延期

防除検
討外来
種

イシガイ科 ヒレイケチョウガイ Hyriopsis cumingii Ⅰ - ◎ - - - ○ - - - ○ ○ 中国原産。 茨城、滋賀。
湖沼、河川等の
淡水域。

真珠養殖に利用されている。
逸出には十分に注
意し、放出しないこ
と。

ヒレイケチョウガイ交雑個体（イケ
チョウガイ（琵琶湖固有種）とヒレイ
ケチョウガイ（中国産）との交雑個
体）が真珠養殖に用いられ、遺伝的
かく乱が広域に生じている。

④各県リスト：茨
城、滋賀

白井ほか (2010)、
萩原ほか(2021)

- - - -

25
分布拡大期～ま
ん延期

防除検
討外来
種

シジミ科 タイワンシジミ Corbicula fluminea Ⅰ ○ ○ - - - ○ - - ◎ ○ ○

中国、朝鮮半
島、ロシア原
産。北米、南
米、ヨーロッパ、
オーストラリア
に外来分布。

本州～九州。
湖沼、水路等の
淡水域。

食用として利用されている。

導入、遺棄、放逐を
しないこと。近年食用
目的の利用も増加し
ているが、畜養、養
殖時は逸出を極力
防ぐこと。

カネツケシジミf. insulari sとされるも
のを含む。マシジミはタイワンシジミ
と同系統であることが示唆されてい
る。
在来種のセタシジミとの競合や交雑
の恐れが指摘されている。国内では
農業水利施設で通水障害を起こし
た他、海外では通水障害による電
力産業への大きな損害を与えてい
る事例もある。食味は在来のヤマト
シジミに比べて劣るとされる。

③GISD、④各県
リスト：福島、茨
城、千葉、東
京、長野、岐
阜、静岡、愛
知、滋賀、京
都、兵庫、和歌
山、島根、山
口、徳島、香
川、愛媛、福
岡、長崎、宮
崎、鹿児島

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)、
Haubrock et al.
(2022)

-

鹿児島県：タイワンシジミシジミ種群防除マ
ニュアル
https://www.pref.kagoshima.jp/ad04/kuras
hi-
kankyo/gairai/documents/72338_20240510
171156-1.pdf
【URL取得日：2025年11月28日】

- -

26
定着初期／限定
分布

防除検
討外来
種

シジミ科 ウスシジミ Corbicula nitens Ⅰ,Ⅲ ○ ◎ - - ○ ○ - - ○ - - 韓国原産。
利根川河口
域。

汽水域。

利根川河口域のヤマトシジミ漁場で
はタイワンシジミやウスシジミ等の
外国産シジミが混在しており、外国
産シジミを取り除く選別作業が生じ
ており、ヤマトシジミとの選別過程で
取り除かれたウスシジミを含む外来
シジミは漁業者によって自家消費さ
れる場合がある。

導入、遺棄、放逐を
しないこと。近年食用
目的の利用も増加し
ているが、畜養、養
殖時は逸出を極力
防ぐこと。

増殖事業としてのシジミ放流時にお
ける混入が指摘されている。2000年
に茨城県北浦の中流域から利根川
の河口部で採集されたものが韓国
産のウスシジミに形態的・遺伝的に
近似しているとしてこの種に同定さ
れており、中国または台湾から持ち
込まれたとされる。在来種の汽水性
シジミであるヤマトシジミと良く似た
塩分耐性を持っており、ヤマトシジミ
と同じ2倍体で両性発生をし、両種
の交雑試験ではベリジャー幼生ま
で正常に発生したことから、ヤマトシ
ジミと競合または交雑する可能性が
示唆されている。

④各県リスト：茨
城、千葉

石橋ほか（2005）、根
本ほか（2003）、横山
(2019)

茨城県：茨城県内で外来シジミが繁殖!
https://www.pref.ibaraki.jp/nourinsuisan/na
isuishi/kawaraban/documents/k176.pdf
【URL取得日：2025年11月28日】

- - -

27
分布拡大期～ま
ん延期

防除検
討外来
種

カワホトトギス
科 イガイダマシ Mytilopsis sallei Ⅰ,Ⅲ ◎ - - ○ ○ ○ - - ◎ - ○

メキシコ湾、カリ
ブ海原産。イン
ド、ベトナム、台
湾、香港、アフ
リカ等に外来分
布。

千葉、東京、静
岡、愛知、富
山、大阪、和歌
山、岡山、高
知、福岡。

河川の下流部
等の汽水域。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

付着基盤を被覆することで在来生
物相に大きな影響を与えている他、
船舶や取水施設に甚大な汚損被害
を与えている。

④各県リスト：北
海道、千葉、東
京、静岡、愛
知、京都、和歌
山、高知、福
岡、長崎、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)、
岩崎ほか（2025）

- - - -

軟体動物-3



【国内に自然分布域をもつ国外由来の外来種】

※　掲載の順番は、分類の並びとし、掲載されている階級はBrusca et al. 2023："Invertebrates 4th ed."に準拠し、掲載されていない階級は、現行リストを参考に整理した。 2026.9.11

※　飼養等されているものは基本的に防除等の対象とはならない。

生物 導入 競合 交雑
捕食
摂食

生態
系改
変

繁殖 気候 人体
経済
産業

利用
付着
混入

総合対策外来種（定着）

防除推進外来種（生態系等へ及ぼす影響が大きなもの）

1
分布拡大期～ま
ん延期

防除推
進外来
種

①④ タマガイ科
自然分布域外のサキグロ
タマツメタ

Euspira fortunei Ⅰ,Ⅲ - - ◎ - - ○ - - ◎ - ◎

東アジア原産。
国内では伊勢
湾、瀬戸内海、
有明海原産。

東北～九州の
太平洋岸。

干潟や泥底の
浅海。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

外国産アサリの種苗放流に伴い、
各地に侵入したと考えられ、侵入地
の二枚貝に甚大な影響を与えてい
る。
本種が侵入した潮干狩り場では甚
大なアサリの捕食被害が発生し、閉
鎖された事例もある。

④各県リスト：東
京、静岡、岡
山、長崎

大越・大越（編）
（2011）、岩崎ほか
（2025）

宮城県：サキグロタマツメタの駆除方法につ
いて
https://www.pref.miyagi.jp/documents/177
15/71874.pdf
【URL取得日：2025年11月28日】

宮城県：サキグロタマツメタの駆除方法につ
いて
https://www.pref.miyagi.jp/documents/177
15/71874.pdf
【URL取得日：2025年11月28日】

- -

防除検討外来種（被害の大きさが防除推進外来種には及ばないもの））

2
定着初期／限定
分布

防除検
討外来
種

トウガタカワニ
ナ科

小笠原諸島のヌノメカワ
ニナ

Melanoides tuberculata Ⅰ,II ◎ - - - ○ ○ ◎ - - - ○

東～南アジア～
北アフリカの熱
帯～亜熱帯原
産。国内では沖
縄原産。愛知、
滋賀、和歌山、
鹿児島本土、小
笠原に外来分
布。

小笠原。
淡水、汽水域、
水路、水田。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

小笠原諸島の河川において、固有
のオガサワラカワニナとの競合・入
れ替わりが確認されている。
観賞用の魚類や水生植物に混入し
ている可能性があり直達発生で定
着しやすいため、飼養又は栽培に
使用した水を野外放出しないように
すること。

④各県リスト：愛
知、滋賀、和歌
山、鹿児島、⑤
地方公共団体

佐竹ほか（2006）、
佐々木ほか(2009)、
新行内・佐々木
（2023）

- - - -

科名
問題となってい

る地域

逸出･拡散
和名

（別名、流通名）
選定理由

生態系被害
関係する感染症原産地・分布重要

地域
利用上の留意事項 抽出根拠等 防除事例利用状況No 定着段階

我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（第２版）　＜動物（軟体動物）＞

定着可能性 分布拡大

学名 生息環境等
対策優先度の

要件
他法令での位置付け備考

評価項目

文献等

特に問題と
なる被害

カテゴリ 防除マニュアル
特定外
来生物

選定理由
Ⅰ．生態系被害が大きいもの。
Ⅱ．生物多様性保全上重要な地域に侵入し、問題になっている又はその可能性が高いもの。
Ⅲ．生態系被害のほか、人体や経済・産業に大きな影響を及ぼすもの。
Ⅳ．知見が十分でないものの、近縁種や同様の生態を持つ種が明らかに侵略的であるとの情報があるもの、又は、

近年の国内への侵入や分布の拡大が注目されている等の理由により、知見の集積が必要とされているもの。

対策優先度の要件（※対策優先度の要件は防除推進外来種のみ記入）
① 生態系に係る潜在的な影響・被害が特に重大。
② 生物多様性保全上重要な地域に侵入・定着し被害をもたらす可能性が高い。
③ 絶滅危惧種等の生息・生育に重大な被害を及ぼす可能性が高い。
④ 人の生命・身体や農林水産業等社会経済に対して重大な被害を及ぼす。

軟体動物-4



【国外由来の外来種】

※　掲載の順番は、分類の並びとし、掲載されている階級はBrusca et al. 2023："Invertebrates 4th ed."に準拠し、掲載されていない階級は、現行リストやその他文献を参考に整理した。 2026.9.11

※　飼養等されているものは基本的に防除等の対象とはならない。

生物 導入 競合 交雑
捕食
摂食

生態
系改
変

繁殖 気候 人体
経済
産業

利用
付着
混入

侵入・定着防止外来種（未定着）

定着防止外来種（侵入事例はあるが定着していない種）

1 未定着
定着防
止外来
種

カブトクラゲ科
ムネミオプシス・レイディ
（シーウォルナッツ）

Mnemiopsis leidyi Ⅰ ○ ○ - - ◎ - ○ ○ - - ○ ○ -

北米・南米の大
西洋沿岸原産。
黒海、カスピ
海、地中海等に
外来分布。

-
内湾から河口域
にかけての海
域。

水槽展示が国内の水族館で行われ
ている。

導入、遺棄、放逐を
しないこと。

動物プランクトンや小魚を捕食する
ことで、既存の生態系を破壊し、黒
海では一時的に漁業を壊滅状態に
追いやった。

③GISD、④各県
リスト：長崎、沖
縄

Ivanov et al. (2000)、
自然環境研究セン
ター（編著）(2019)、
GISD

- - - -

総合対策外来種（定着）

防除推進外来種（生態系等へ及ぼす影響が大きいもの）

2
定着初期／限定
分布

防除推
進外来
種

①②③
Prosorhochmid
ae ムシクイリクヒモムシ Geonemertes sp. Ｉ, Ⅱ - - ◎ ○ - ○ ◎ - ○ - ○ 原産地不明。 小笠原諸島。 森林。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

多様な節足動物を捕食。特に小笠
原諸島の侵入地では土壌動物が壊
滅状態。樹上性昆虫、飛翔性昆虫
の補食も確認されている。
Geonemertes pelaensis として小笠
原諸島の被害が報告されてきた
が、近年の遺伝子解析により、沖縄
や大東諸島を含めて世界に広く分
布する系統とは異なることが明らか
になった。

⑤地方環境事
務所、地方公共
団体

Shinobe et al.
(2017)、大林(2021)
Yoshino (2024)、
Hookabe et al.(2025)

小笠原世界遺産センター：ははの湯できま
した
https://ogasawara-
info.jp/pdf/panphlet/panphlet_hahanoyu_r2_
1.pdf
【URL取得日：2025年11月28日】
※島外から持ち込まれた土付き苗を温浴処
理し、混入動物全般を死滅させる。

- - -

3
分布拡大期～ま
ん延期

防除推
進外来
種

①④
オオマリコケム
シ科

オオマリコケムシ（クラゲ
コケムシ）

Pectinatella magnifica Ⅳ ○ - - - ◎ ○ - - ○ - -

北米東部原産。
ヨーロッパ、
オーストラリア、
韓国、中国等に
外来分布。

本州、四国、九
州。

湖沼。
利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

各地の水域で突然大規模な発生が
生じることがある。取水施設での取
水障害等の被害が生じる可能性が
ある。

④各県リスト：青
森、福島、茨
城、愛知、滋
賀、京都、高
知、福岡、⑤検
討委員

宮下ほか (2014)
京都府レッドリスト
福岡県リスト

愛知県犬山市大畔池
https://biotop-
sand.com/blog/introduction_93/
【URL取得日：2025年11月28日】
※池の流入水路上流部に底面敷設と小堤
防を設置・透過・接触浄化

愛知県名古屋市
https://bdnagoya.jp/calendar/dried.html
【URL取得日：2025年11月28日】
※物理的に除去：池干し

佐賀城公園
https://sagajoupark.com/news/archives/11
4
【URL取得日：2025年11月28日】
※物理的に除去：網で捕獲

- - -

4
定着初期／限定
分布

防除推
進外来
種

①②③ リクウズムシ科 エリマキコウガイビル Bipalium vagum Ｉ, Ⅱ - - ◎ - - ○ ◎ - - - ○

原産地不明だ
が、アジア原産
と考えられる。
アメリカ、バ
ミューダ、ジャマ
イカ、イタリアに
外来分布。

沖縄、小笠原
諸島、大東諸
島。

森林。
利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

特に小笠原諸島母島で急速に分布
を拡大し、固有陸産貝類を捕食。固
有陸産貝類が急速に減少。世界自
然遺産小笠原諸島管理計画（2024
年4月）において、本種の脅威と長
期的な対策が求められている。原
産地は不明であるが、Bipaliidaeの
起源が東南アジア、インド等である
ことから、本種もおそらくアジア起源
とされている。

⑤地方環境事
務所、地方公共
団体

Jones &
sterrer(2005)、Brown
et al（2022）

小笠原世界遺産センター：ははの湯できま
したhttps://ogasawara-
info.jp/pdf/panphlet/panphlet_hahanoyu_r2_
1.pdf　【URL取得日：2025年11月28日】※島
外から持ち込まれた土付き苗を温浴処理
し、混入動物全般を死滅させる

- - -

5
定着初期／限定
分布

防除推
進外来
種

①②③
特定外
来生物

ヤリガタリクウ
ズムシ科

ニューギニアヤリガタリク
ウズムシ

Platydemus manokwari Ⅰ,Ⅱ - - ◎ - - ○ ◎ ◎ - - ○

ニューギニア原
産。オーストラリ
ア、太平洋島
嶼、モルジブ等
に外来分布。

沖縄、小笠原
諸島、大東諸
島、奄美群島。

森林、草原。

現在は特定外来生物に指定され、
輸入・飼養等は規制されている。学
術研究目的で許可を受けた個体が
飼養されている。

-
小笠原諸島父島の固有陸貝類に壊
滅的な捕食の影響を与えている。広
東住血線虫の中間宿主となる。

①特定外来、②
W100：IUCN、③
GISD、④各県リ
スト：長崎、鹿児
島、沖縄

自然環境研究セン
ター（編著）(2019)、
Sugiura et al.
(2006)、Iwai et al.
(2010)

環境省：令和４年度ニューギニアヤリガタリ
クウズムシ防除手法開発業務
https://kanto.env.go.jp/procure/2022/post_
962.html
【URL取得日：2025年11月28日】

小笠原世界遺産センター：母島における
ニューギニアヤリガタリクウズムシ侵入時の
対応手法行動マニュアル【侵入時対応編】
令和２年度改訂版
https://ogasawara-info.jp/wp-
content/uploads/2024/10/3-
4_Action_Manual_for_Responding_to_Invasion
_of_New_Guinea_Flatworm_in_Hahajima_Invasi
on_Response_Edition_FY2020_Revised_Versi
on_2020.pdf
【URL取得日：2025年11月28日】

- 広東住血線虫症

6
定着初期／限定
分布

防除推
進外来
種

②③
ヤリガタリクウ
ズムシ科 プラティデムス属の1種 Platydemus  sp.2 Ⅱ - - ◎ - - ○ ◎ - - - ○ 原産地不明。

沖縄、小笠原
諸島、大東諸
島。

森林。
利用に関する情報は得られなかっ
た。

-
小笠原諸島で節足動物を捕食。絶
滅危惧の固有トンボ成虫の捕食も
確認されている。

⑤地方環境事
務所

Shoji & Karube
(2023)

- - - -

7
定着初期／限定
分布

防除推
進外来
種

④ ナツメボヤ科 ヨーロッパザラボヤ Ascidiella aspersa Ⅲ ○ - - - ○ ○ - - ◎ - ○

北大西洋ヨー
ロッパ沿岸、ノ
ルウェー～地中
海原産。アメリ
カ、アルゼンチ
ン、オーストラリ
ア、ニュージー
ランド、インド、
韓国等に外来
分布。

北海道南部～
東北、三重県
英虞湾。

水深50m程度ま
での沿岸海域。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-
北海道噴火湾でホタテガイ養殖に
甚大な経済的被害を与えている。

④各県リスト：茨
城、長崎、沖縄

金森ほか(2012)、西
川・横山（2018）、
Nishikawa, T. et al.
(2019)

水産業・漁村活性化推進機構：有害生物漁
業被害防止総合対策事業
http://www.fpo.jf-
net.ne.jp/gyoumu/hojyojigyo/05yugai/yugai_
file/yuguide.pdf
【URL取得日：2025年11月28日】

- - -

防除検討外来種（被害の大きさが防除推進外来種には及ばないもの）

8
分布拡大期～ま
ん延期

防除検
討外来
種

カンザシゴカイ
科 カサネカンザシ Hydroides elegans Ⅲ ○ - - ○ ○ ○ - - ◎ - ○

原産地不明。北
米、アゾレス諸
島、ギリシャ沿
岸、ペルシャ湾
岸、西太平洋等
に外来分布。

本州、四国、九
州、隠岐、奄美
群島。

内湾。
利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

オーストラリア原産という説がある
が詳細は不明。付着基盤を被覆す
ることで在来生物相に大きな影響を
与える。瀬戸内海のカキ養殖に大き
な被害を与えた。

②W100：日本④
各県リスト：茨
城、静岡、愛
知、京都、兵
庫、和歌山、愛
媛、高知、福
岡、長崎、鹿児
島、沖縄

日本生態学会 (編)
(2002),自然環境研
究センター（編著）
(2019)

- - - -

9
分布拡大期～ま
ん延期

防除検
討外来
種

カンザシゴカイ
科 カニヤドリカンザシ Ficopomatus enigmaticus Ⅰ,Ⅲ ◎ - - ◎ ○ ○ - - ◎ - ○

原産地不明。
ヨーロッパ等に
外来分布。

本州、九州、石
垣島。

河口、港湾等。
利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

オーストラリア原産または大西洋北
西岸原産とされるが確定していな
い。巨大な礁を形成した場合、海岸
全体の水と堆積物の動態を変えて
しまう。そうでなくとも、付着基盤を
被覆することで在来生物相に大きな
影響あり。浜名湖で大発生してカキ
養殖に被害を与えた。

④各県リスト：茨
城、静岡、愛
知、京都、和歌
山、鳥取、福
岡、長崎、沖縄

Schwindt, E.,
Iribarne, O.O., Isla F.
I. (2004)、自然環境
研究センター（編著）
(2019)、岩崎ほか
（2025）

- - - -

10
分布拡大期～ま
ん延期

防除検
討外来
種

サンカクアタマ
ウズムシ科 アメリカナミウズムシ Girardia tigrina Ⅳ ○ - ○ - - ◎ - - ○ - ○

北米原産。ヨー
ロッパに外来分
布。

関東以西。
河川中〜下流
域。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

河川水辺の国勢調査等により、近
年、急速な分布域の拡大と個体数
の増加が確認されている。ウズムシ
類は無性生殖で増殖し、捕食性で
あり、在来の水生動物に影響が懸
念される。

④各県リスト：福
島、茨城、滋
賀、京都、奈
良、和歌山、高
知、福岡、⑤検
討委員

Benítez-Álvarez et
al.(2023)、令和4年度
河川水辺の国勢調
査（2024）

- - - -

11
分布拡大期～ま
ん延期

防除検
討外来
種

サンカクアタマ
ウズムシ科 アメリカツノウズムシ Girardia dorotocephala Ⅳ - - ○ - ○ ○ - - - - ○

北米原産。ハワ
イで確認事例
がある。

埼玉、東京、神
奈川、山梨、愛
知、京都、兵
庫、四国、福
岡、宮崎。

河川中〜下流
域。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

河川水辺の国勢調査等により、近
年、急速な分布域の拡大と個体数
の増加が確認されている。ウズムシ
類は無性生殖で増殖し、捕食性で
あり、在来の水生動物に影響が懸
念される。

④各県リスト：茨
城、和歌山、高
知、福島、京
都、福岡、⑤検
討委員

川勝他（2007）、川勝
他（2008）、Sluys.R.et
al.(2010)

- - - -

No

我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（第２版）　＜動物（その他無脊椎動物）＞

定着段階
定着可能性 分布拡大

生息環境等学名
対策優先度の

要件
他法令での位置付け備考

評価項目

文献等

特に問題と
なる被害

カテゴリ 防除マニュアル
特定外
来生物

関係する感染症
原産地・分布
（日本を除く）

重要
地域

利用上の留意事項 抽出根拠等 防除事例日本での利用状況科名 日本での分布
逸出･拡散

和名
（別名、流通名）

選定理由

生態系被害

選定理由
Ⅰ．生態系被害が大きいもの。
Ⅱ．生物多様性保全上重要な地域に侵入し、問題になっている又はその可能性が高いもの。
Ⅲ．生態系被害のほか、人体や経済・産業に大きな影響を及ぼすもの。
Ⅳ．知見が十分でないものの、近縁種や同様の生態を持つ種が明らかに侵略的であるとの情報があるもの、又は、

近年の国内への侵入や分布の拡大が注目されている等の理由により、知見の集積が必要とされているもの。

対策優先度の要件（※対策優先度の要件は防除推進外来種のみ記入）
① 生態系に係る潜在的な影響・被害が特に重大。
② 生物多様性保全上重要な地域に侵入・定着し被害をもたらす可能性が高い。
③ 絶滅危惧種等の生息・生育に重大な被害を及ぼす可能性が高い。
④ 人の生命・身体や農林水産業等社会経済に対して重大な被害を及ぼす。

その他無脊椎動物-1



生物 導入 競合 交雑
捕食
摂食

生態
系改
変

繁殖 気候 人体
経済
産業

利用
付着
混入

No 定着段階
定着可能性 分布拡大

生息環境等学名
対策優先度の

要件
他法令での位置付け備考

評価項目

文献等

特に問題と
なる被害

カテゴリ 防除マニュアル
特定外
来生物

関係する感染症
原産地・分布
（日本を除く）

重要
地域

利用上の留意事項 抽出根拠等 防除事例日本での利用状況科名 日本での分布
逸出･拡散

和名
（別名、流通名）

選定理由

生態系被害

12
分布拡大期～ま
ん延期

防除検
討外来
種

アフェレンクス
科

マツノザイセンチュウ
（松くい虫）

Bursaphelenchus xylophilus Ⅰ,Ⅲ - - ◎ - - ◎ ○ - ◎ - ◎

北米原産。東ア
ジア、ポルトガ
ル、スペインに
外来分布。

北海道を除く全
都府県。

アカマツ、クロマ
ツ、リュウキュウ
マツ等のマツ
林。

利用に関する情報は得られなかっ
た。

-

マツノマダラカミキリに運ばれて、マ
ツ類の樹体内に侵入することにより
マツ類を枯死させる（松枯れ・松くい
虫被害）。
輸入について植物防疫法上の規制
あり。また、森林病害虫等防除法に
基づき防除を実施。

③GISD、④各県
リスト：福島、茨
城、群馬、千
葉、長野、岐
阜、静岡、滋
賀、京都、鳥
取、香川、高
知、福岡、長
崎、宮崎、沖縄

日本生態学会（編）
（2002）、環境庁
（1977）

林野庁研究指導課：森林病害虫等被害対
策事業
https://www.rinya.maff.go.jp/j/rinsei/yosan
kesan/attach/pdf/2gaisan-8.pdf
【URL取得日：2025年11月28日】

静岡市：静岡市松くい虫被害対策自主事業
計画
https://www.city.shizuoka.lg.jp/documents/
5110/000927652.pdf
【URL取得日：2025年11月28日】

その他、複数の地方公共団体にて防除事
業を実施している。

森林総研：マツ材線虫病にどう対処するか
－ 防除対策の考え方と実践
https://www.ffpri.affrc.go.jp/pubs/chukiseik
a/documents/5th-chuukiseika11.pdf　【URL
取得日：2025年11月28日】

森林総研：松くい虫被害ピンポイント防除マ
ニュアル
https://www.ffpri.affrc.go.jp/research/proje
ct/documents/matsukuimushi-manual.pdf
　【URL取得日：2025年11月28日】
その他に多数のマニュアルがある。

森林病害虫等防除法
（松の枯死の原因とな
る線虫類として）
植物防疫法（アフェレン
コイデス科として、植物
防疫法施行規則別表
一の第一の二の項の
農林水産大臣が指定
する有害動物）

-

その他無脊椎動物-2



候補種の抽出

①特定外来生物。（下記②～⑥で抽出された種で未判定外来生物にあたるものはその旨を記した。）

②IUCNのワースト100　https://www.iucngisd.org/gisd/100_worst.php

及び日本の侵略的外来種ワースト100：日本生態学会（2002）外来種ハンドブック．地人書館．

③Global Invasive Species Database　掲載種を追記。

④都道府県の外来種リストや条例等に掲載されている種。なお、掲載検討にあたっては2024年5月時点の都道府県リストへの掲載状況を参考とした。

⑤環境省の地方環境事務所、都道府県、地方公共団体、検討委員への意向調査による候補種。

⑥その他：過去のリスト作成時の候補種（※）や事務局等の情報収集により、近年問題を及ぼしている/及ぼす可能性が危惧される種。

※「外来種ハンドブック」日本生態学会編（2002）の外来種リスト等を元に、日本に定着している外来種をリスト化した上で追記を行い検討されたもの。

動物-1
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